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事業概要 

1.1 流域の概要 

 自然環境 

猿谷ダムは熊野川河口から約 100km、標高約 440m 地点に位置する。 

熊野川流域は、近畿地方の日本最大半島である紀伊半島のほぼ中央部を占め、本州最南

端の位置にある。熊野川（十津川）は、大峰山脈の山上ヶ岳、稲村ヶ岳、大普賢岳の間に

発し、大小の著しい蛇行を行いながら天川村で猿谷ダムに入り、多くの支川を併せて南に

流れ、宮井地先にて大台ケ原を水源とする北山川を合流する。その後さらに南流して新宮

市で熊野灘に注ぐ幹川流路延長 182.6km の近畿地方屈指の一級河川で、吉野地方と熊野地

方の社会・経済基盤を成し、近畿圏における治水・利水について重要な位置を占めている。 

熊野川流域及び猿谷ダム流域は、図 1.1.1-1 に示すとおり、熊野川の流域面積が 2,354.6 

km2、猿谷ダムの流域面積が 336.0km2（直接流域面積 203.7km2、間接流域面積 132.3km2）で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：猿谷ダム管理の歩み 

図 1.1.1-1 流域概要図 
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 地形・地質 

熊野川流域は、奈良・和歌山・三重の三県に跨り、表 1.1.1-1 に示すとおりほとんど

が山地で平地は非常に少なく、地形は東側の台高山脈、中央の大峰山脈、西側の伯母子

山地の南北方向の三つの山地に分かれ、熊野川（十津川）と北山川に隔てられている。 

河道の平均勾配は風屋～折立 1/230、奈良・和歌山県境～宮井 1/210、宮井～河口 1/780

と非常に急流河川である。 

また、河口には、砂洲が発達している。 

 

表 1.1.1-1 熊野川諸元 

河川名 
流域面積

(km2) 

山地面積 

(km2) 

平地面積 

(km2) 

幹川流路延長 

(km) 

熊野川 2,354.6 2,280.6 74.0 182.6 

出典：猿谷ダム管理の歩み 

 

地質は、四万十帯の時代未詳の中世層よりなり、構成する岩石は砂岩、粘板岩、頁岩、

石英斑岩等よりなっている。下流部は新世層よりなり、構成する岩石は花崗斑岩、砂岩、

礫岩よりなっており、三重県境付近には東西に走る断層が見られる。 

猿谷ダム流域上流部は、チャートが主で緻密で風化に強く細粒化しにくい岩質である

が、中下流部は、粘板岩・緑色岩のため、風化により細粒化しやすい岩質である。 
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出典：近畿地方土木地質図解説書 

図 1.1.1-2 流域地質概要図 
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 植生 

熊野川流域は、山林が 97％を占め、高温多雨の気候と風化された土質条件に恵まれ林相は

良好である。上流部の水源地帯は、モミ、ツガ及びブナを主体とする天然林が占め、中流部

より下流部にかけては杉、松の人工林が多く、中でも杉は我が国でも熊野杉と言い、銘木の

一つに数えられている。 

猿谷ダム流域は、そのほとんどがスギ・ヒノキ・サワラの 2 次林で構成され、川原樋川及

び九尾ダム流域の一部にスズタケ－ブナ群団の自然植生が残っている。 
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出典：第 5回自然環境保全基礎調査 

図 1.1.1-3 植生図 
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 気象・水象特性 

熊野川流域は、太平洋に突出している紀伊半島を流域としているため、表日本式の海洋性

気候で、近畿地方中央部の内陸性気候と異なっている。図 1.1.1-4 に示すとおり、太平洋の

湿度の高い気流が紀伊半島の山岳部に流れ込むため降水量が多く、特に大台ケ原等紀伊半島

東南斜面は我が国最多雨量地域で年間降水量が 5,000mm にも及ぶ。また、北山川と熊野川（十

津川）との分水嶺となっている大峰山脈もこれに次ぐ大雨地帯となっている。降水量は、6～

7 月の梅雨期と、8～9 月の台風期に多く、冬期は少ないが、山岳部は降雪に見舞われる。年

間平均降雨量はおおむね 1,800～2,000ｍｍとなっている。 

猿谷ダム地点及び流域の平成 24 年から令和 3年の 10 ヵ年の月降水量の変化を図 1.1.1-5

に示す。月平均降水量は、6 月～10 月に多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報 平年値メッシュデータ 気象庁 H24 

図 1.1.1-4 年間降水量分布 

 

 

出典：ダム管理年報 

図 1.1.1-5 猿谷ダム流域の月降水量の推移 
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図 1.1.1-6 に猿谷ダム地点及びダム流域の 10 ヵ年（平成 24 年～令和 3年）の年降水量の

推移を示す。過去 10 年間では、平成 30 年の降雨量が最大であり、平成 30 年 9 月の猿谷ダム

地点の月降水量は、台風 21 号と台風 24 号の発生により、約 690mm の大雨となった。 

 

出典：ダム管理年報 

図 1.1.1-6 猿谷ダム流域の年降水量の推移 

 

 

出典：ダム管理年報 

図 1.1.1-7 平成 30 年の猿谷ダム地点の月降水量 
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 社会環境 

猿谷ダムの水源地域市町村は、天川村、野迫川村、五條市大塔町（旧大塔村）と、猿谷ダムか

らの分水先である紀の川流域の五條市（西吉野町含む（旧西吉野村））、猿谷ダム下流の十津

川村である。 

なお、平成 17 年 9 月に旧大塔村、旧西吉野村、五條市が合併し、現五條市となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.2-1 猿谷ダム周辺の水源地域市町村の状況 
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 人口・世帯数 

猿谷ダム水源地域の人口・世帯数の推移は図 1.1.2-2 に示すとおりであり、人口は減少傾向

が続いている。特に平成 12 年以降の減少が顕著である。世帯数については、平成 12 年までは

増加していたが、それ以降は減少に転じている。 

 

  

出典：国勢調査結果を基に作成 

図 1.1.2-2 人口・世帯数の推移 
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 産業 

猿谷ダム水源地域の産業別就業人口は、図 1.1.2-3 に示すとおり、平成 12 年以降、減少傾

向が顕著であり、産業別割合をみると、第 1 次産業が減少し、第 2 次産業、第 3 次産業の割

合が増加する傾向がみられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査結果を基に作成 

図 1.1.2-3 猿谷ダム水源地域を構成する旧自治体の産業別就業人口 
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保険業及び不動産業、サービス業、公務、医療・福祉、教育・学習支援業 
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 治水と利水の歴史 

 治水 

熊野川における主要な既往洪水被害を表 1.1.3-1 に示す。 

熊野川では、6～7 月の梅雨期と、8～9 月の台風期に洪水が多く、主に台風により、過去に

何度も大きな出水を記録している。 

熊野川下流の治水事業は、昭和 22 年から中小河川改修として、和歌山県により水害の防止

を目的として河口導流嵩上げに着手した。また、三重県では昭和 28 年の台風 13 号を契機に、

鮒田樋門を昭和 32 年に設置した。 

明治 22 年 8 月に発生した「十津川大水害」により、十津川村を中心に大規模な山腹崩壊が

1000 箇所以上で発生し、その土砂は谷を埋め多くの堰止め湖を形成した。その後、昭和 34 年

9 月の伊勢湾台風による洪水により大被害を受けた。これをもとに、平成 20 年 6 月に計画高

水流量を 19,000m3/s に計画変更した。その直後、平成 23 年（2011 年）9 月に紀伊半島大水

害が発生し、これを契機に、平成 23 年（2011 年）から河川激甚災害対策特別緊急事業に着手

し、河道掘削や堤防かさ上げ等、再度災害防止のための対策を行っており、平成 24 年（2012

年）7 月には河川管理者、ダム管理者、市町村等といった流域の関係者間で緊密な連携を図

り、治水対策を推進することを目的とした「熊野川の総合的な治水対策協議会」を設立し、

上下流一貫したハード対策およびソフト対策を実施するための協議を継続している。 

また、施設では守り切れない大洪水は必ず発生するとの考えに立ち、国・県・市町等が連

携・協力して、減災のための目標を共有し、ハード対策・ソフト対策を一体的、計画的に実

施することにより、社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」を再構築する事を目的

とした「熊野川減災協議会」を平成 29 年（2017 年）7 月に設立し、令和 2 年（2020 年）5 月

に、新宮川水系の河川管理者、ダム管理者および関係利水者による「新宮川水系治水協定」

を締結した。さらに、令和 3 年（2021 年）9 月には河川法第 51 条の 2に基づく「新宮川水系

ダム洪水調節機能協議会」を設置し、水系内の全ての利水ダム（図 1.1.3-5）において、事

前放流を推進している。令和 3 年 10 月には新宮川水系河川整備方針が変更され、学識者等か

らなる熊野川流域懇談会や関係住民・関係県知事からのご意見をいただき、令和 4 年 3 月に

新宮川水系（熊野川）河川整備計画が策定した。 
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表 1.1.3-1 熊野川の代表的洪水被害状況 

発生年月日 降雨成因 
最高水位

(m) 

最大流量  

(m3/s) 
被害状況 

明治 22 年 8 月 

十津川大水害 
台風と前線 ― ― 

死者 175 人 

流失・全壊 1,017 戸、半壊 524 戸 

昭和 34 年 9 月 伊勢湾台風 16.4 19,000 
死者・行方不明者 5 名、全半壊 466 戸

床上浸水 1,152 戸、床下浸水 731 戸 

昭和 57 年 8 月 台風 10 号 10.42 10,400 浸水面積 274ha 

平成 2年 9 月 台風 19 号 12.56 17,100 
全半壊 18 戸、浸水面積 280ha 

床上浸水 205 戸、床下浸水 365 戸 

平成 6年 9 月 台風 26 号 11.99 15,100 
浸水面積 177ha 

床上浸水 40 戸、床下浸水 80 戸 

平成 9年 7 月 台風 9 号 13.57 15,400 
浸水面積 382ha 

床上浸水 378 戸、床下浸水 1,052 戸 

平成 13 年 8 月 台風 11 号 11.74 14,000 
浸水面積 170ha 

床上浸水 71 戸、床下浸水 29 戸 

平成 15 年 8 月 台風 10 号 10.58 11,500 
浸水面積 130ha 

床上浸水 42 戸、床下浸水 7 戸 

平成 16 年 8 月 台風 11 号 11.86 11,200 
浸水面積 105ha 

床上浸水 36 戸、床下浸水 14 戸 

平成 23 年 9 月注

4 
台風 12 号 18.11 24,000 

浸水面積 426ha、床上浸水 2,162 戸、

床下浸水 1,160 戸 

死者 28 名注5、行方不明者 12 人注5 

浸水被害 2,499 戸 

平成 29 年 10 月 台風 21 号 13.17 14,400 
浸水面積 292ha 

床上浸水 779 戸、床下浸水 466 戸 

注 1）最高水位は、加賀観測所の値 
注 2）最大流量は、流出計算による相賀地点の推定値（ダム戻し流量） 
注 3）被害状況は、 
     ・明治 22 年 8月洪水は、新宮市，十津川村史による 
     ・昭和 34 年 9月洪水は、和歌山県災害史，十津川村史による 
     ・昭和 37 年以降は水害統計による 
注 4）平成 23 年 9 月の台風 12 号のデータのみ、国土交通省 近畿地方整備局「平成 23 年台風 12 号・台風 15

号による被災への対応」、国土交通省 近畿地方整備局「台風 12 号による災害の概要」の資料を参考と
した。 

注 5）H23 年 9 月の台風 12 号の人的被害は、熊野川流域に位置する五條市、天川村、十津川村、紀宝町、新宮
市の被害総数を示す。  
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図 1.1.3-1 十津川大水害時の水災状況 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

地すべり：清水地区            長殿発電所被災箇所 

図 1.1.3-2 平成 23 年台風 12 号による被害状況 

 

市田川氾濫状況（新宮市） 

図 1.1.3-3 平成 29 年台風 21 号による被害状況 

 

被災前 
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図 1.1.3-4 代表的な災害と近年の災害位置図 

  

明治 22 年 8 月洪水 

（十津川大水害） 

昭和 34 年 8 月洪水 

伊勢湾台風洪水 

昭和 57 年、平成 6、9 年 

市田川洪水

昭和 57 年、 

平成 2,6,9,13,15,16 年 

相野谷川洪水

出典：近畿地方整備局資料 
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図 1.1.3-5 流域のダム 
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表 1.1.3-2 猿谷ダム建設後の発生洪水（ダム地点） 

 

 

  

No. 出水の原因 生起年月日 
総雨量 

(mm) 

最大流入量 

(m3/s) 

最大放流量 

(m3/s) 

順位 

（最大流入量） 

1 台風 17 号 昭和 33 年 8 月 189 1,170 1,140  

2 伊勢湾台風 昭和 34 年 9 月 412 2,050 2,040 1 位 

3 第 2 室戸台風 昭和 36 年 9 月 329 1,310 1,290  

4 台風 24 号 昭和 40 年 9 月 401 1,190 1,180  

5 台風 29 号 昭和 46 年 9 月 128 1,200 980  

6 台風 10 号 昭和 57 年 8 月 428 1,060 1,060  

7 台風 19 号 平成 2年 9 月 318 1,688 1,592 2 位 

8 台風 26 号 平成 6年 9 月 240 1,636 1,021 3 位 

9 台風 23 号 平成 16 年 10 月 216 1,286 985  

10 台風 18 号 平成 21 年 10 月 249 1,069 864  

11 台風 12 号 
平成 23 年 
9 月 3 日 

946 

1,360 1,322  

12 〃 
平成 23 年 
9 月 4 日 

1,371 1,350  

13 台風 18 号 
平成 25 年 
9 月 16 日 

361 1,403 1,348 5 位 

14 台風 11 号 
平成 26 年 
8 月 10 日 

458 1,116 1,097  

15 台風 11 号 
平成 27 年 
7 月 17 日 

418 1,059 1,045  

16 台風 21 号 
平成 29 年 
10 月 21 日 

531 1,300 1,250  

17 台風 20 号 
平成 30 年 
8 月 23 日 

319 1,450 1,300 4 位 

18 台風 24 号 
平成 30 年 
9 月 29 日 

203 1,060 870  
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【平成 23 年台風 12 号の洪水状況】 

大型で動きが遅い台風 12 号は、9 月 3 日 10 時前に高知県東部に上陸した後にゆっくり北

上を続け、3日 18 時頃に岡山県南部に再上陸、中国地方を北上して 4日未明に山陰沖に抜け

た。この台風により、猿谷ダム流域平均雨量は約 950mm となり、記録的な大雨となった。 

この台風での猿谷ダムの放流量実績値は、9 月 3 日で最大流入量 1,360m3/s に対して最大放

流量 1,322m3/s、9 月 4 日で最大流入量 1,371m3/s に対して最大放流量 1,350m3/s であった。 

また、図 1.1.3-8 に台風 12 号による、清水地区、長殿発電所、赤谷地区の被害状況を示

す。 

 

 

注）路線上の○印は傍に記した日の 9時、●印は 21 時の位置を示す。 

  また、経路の実践は台風、破線は熱帯低気圧または温帯低気圧の期間を示す。 

 

図 1.1.3-6 平成 23 年 9 月台風 12 号の経路状況 
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図 1.1.3-7 降雨状況（平成 23 年台風 12 号） 

 

 

  

清水地区               長殿発電所 

 

赤谷 

図 1.1.3-8 平成 23 年台風 12 号の被害状況 

 

◆宇井地区の地すべり 

台風 12 号の豪雨により宇井地区の

山腹が崩壊。山腹崩壊により熊野川

が河道閉塞し、それにより、上流の

清水地区が水没した。 

 
2000ｍｍ 
1800ｍｍ 
1600ｍｍ 
1400ｍｍ 
1200ｍｍ 
1000ｍｍ 
800ｍｍ 
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400ｍｍ 

 等雨量曲線凡例  

撮影日：平成 23 年 9 月 7 日 撮影日：平成 23 年 9 月 7 日 

撮影日：平成 23 年 9 月 11 日 
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図 1.1.3-9 猿谷ダム放流量実績（平成 23 年台風 12 号） 
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利水 

 計画の背景 

奈良県北部の大和平野は内陸性気候の少雨地帯であり、大きな河川に恵まれず、水源のほ

とんどを溜池に頼ってきた。一方、南部は山岳性気候の特徴を有し、特に、日出岳を中心と

する南東山地は、年間降水量が 3,000～5,000 ㎜に達する日本屈指の多雨地帯である。山ひと

つ隔てれば、日本有数の紀の川（奈良県では吉野川）が流れ、しかも、大台ケ原など最も雨

の多い流域は、奈良県吉野川の水を大和平野へ引く吉野川分水は大和盆地の農民にとっては

300 年来の夢であった。 

一方、紀伊平野でもかんがい用のため池を築造し、また、江戸時代に 12 の井堰の改築が行

われたが十分ではなく、長年に渡って水不足に悩まされていた。特に、紀の川北岸に広がる

河岸段丘面は、地形的構造により紀の川からの取水を阻まれていたため、溜池や小河川から

の取水により開発が行われ、瀬戸内海型の高密度な溜池灌漑地帯をつくりあげてきたが、水

不足に悩まされ続け、常習的な干ばつ地帯となっていた。吉野川の自流のみでは、大和平野

と紀の川筋の河岸段丘の両方へは水補給ができなかった。 

吉野川の水を大和平野へ分水するには、大和だけではなく紀伊平野の用水不足をも解決す

る総合的な利用計画でなければ実現は不可能である。しかも、紀の川筋のみの水源では大和

平野、紀の川平野両方への水補給ができない。そこで、比較的流況に余裕のある十津川から

の分水を行うという計画が持ち上がった。 

 

 十津川・紀の川総合開発計画 

十津川と紀の川は、昭和 21 年の「復興国土計画要項」で総合開発計画として全国 12 の水

系の 1 つに選ばれ、両県及び当時の経済安定本部や内務省、農林省、建設省（現国土交通省）

の関係者で討議・調査が重ねられてきた。こうして、十津川・紀の川総合開発計画は十津川

からの分水とあわせた国家レベルの問題として扱われることとなった。 

この事業は、その後の日本における水資源開発の手本ともなる歴史的大事業であった。画

期的であったのは、吉野川の流域変更だけでなく、太平洋へ流れていた十津川の水を紀の川

へ流したこと、つまり、2 つの川の流域変更であったという点である。また、この事業は、農

林・建設（現国土交通）両省が共同して実施するという全国でも極めて珍しい事業形態であ

った。昭和 25 年に着工し、昭和 49 年にはダム、頭首工などの主要施設が完成、水路整備な

どすべての事業が終了したのは昭和 62 年であった。 

事業の概要は、以下に示すとおりである。 

 

・ 十津川上流に建設省が猿谷ダムを建設する。猿谷ダムから紀の川水系大和丹生川へ

分水し、紀伊平野への灌漑用水最大で 5.81m3/s を補給する。途中約 231m の落差を

利用して電源開発㈱が発電を行う。西吉野第一発電所で最大出力 33,000kW の発電を

行い、さらにこの放流水を下流の黒淵ダムに貯留調整し、約 77m の落差を利用して

西吉野第二発電所で最大出力 13,100kW の発電を行う。 

・ 吉野川上流に、農水省が大迫ダムから 20.0m3/s、津風呂ダムから最大 1.0m3/s 補給

し、新たな水資源を開発する。あわせて、大迫ダムでは関西電力が発電を行う。 

・ 奈良県下渕の下渕頭首工にて吉野川の水を大和平野へ最大 9.91m3/s 導水し、かんが

いと上水道用水 1.07m3/s を供給する。 
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・ 大和丹生川に最大取水量 5.81m3/s の西吉野頭首工を設け、紀の川北岸に「紀の川用

水」を建設する。 

・ 紀の川にあった 12 の井堰を、小田・藤崎・岩出・新六ヶの 4 つの井堰に統合する。 

・ 紀の川支流の貴志川に農水省の山田ダムを設けて最大 1.78m3/s を流し、貴志川筋の

かんがいを行う。 

 

表 1.1.3-3 十津川・紀の川総合開発事業の概要一覧 

項目 
十津川紀の川総合開発事業 

大迫ダム 津風呂ダム 猿谷ダム 山田ダム 

所管 農林水産省 農林水産省 国土交通省 農林水産省 

目的 農水 農水 不特定用水 農水 

流域面積 114.8km2 38.8km2 336.0km2 16.4km2 

総貯水容量 27,750 千 m3 25,700 千 m3 23,300 千 m3 3,400 千 m3 

利水容量 26,700 千 m3 24,600 千 m3 17,300 千 m3 3,370 千 m3 

開

発

水

量 

下渕 かんがい期：10.98m3/s、非かんがい期：2.91 m3/s 

西吉野 かんがい期：5.81 m3/s、非かんがい期：2.49 m3/s 

橋本 かんがい期：7.21 m3/s、非かんがい期：0.53 m3/s 

藤崎 かんがい期：7.55 m3/s、非かんがい期：0.62 m3/s 

船戸 かんがい期：15.76 m3/s、非かんがい期：1.38 m3/s 

新六ヶ かんがい期：2.64 m3/s、非かんがい期：0.2 m3/s 

ダム運用等 かんがい期は 3 ダム（大迫、津風呂、猿谷ダム）の統合運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.3-10 利水補給計画（十津川・紀の川総合開発事業） 

猿谷ダム

下渕頭首工

津風呂ダム 

藤崎井堰

小田井堰

大迫ダム

西吉野頭首工

新六ヶ井堰

岩出井堰 

山田ダム
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 第Ⅱ十津川・紀の川土地改良事業 

① 事業背景・目的 

十津川・紀の川総合開発計画で造成された農業水利施設（ダム、頭首工、農業用水路な

ど）は、大和平野・紀伊平野の農業の発展と地域の貴重な水源確保に大きな役割を果たし

てきたが、造成後から相当な年月が経過したことで施設の老朽化による機能の低下が著し

くなっている。また、大和平野・紀伊平野共に、都市化の進展により、土地利用・営農状

況・農業用水の需供動向が変化してきている。 

このような背景から、第Ⅱ十津川・紀の川の土地改良事業では、ダムや頭首工等の基幹

的農業水利施設の改修を行ない、施設機能の維持及び安全性を確保して、営農形態の変化

に対応した用水の安定供給に努め、農業生産の維持を図ることを目的とし、平成 11 年に着

手され、平成 25 年を目標に事業が進められた。 

猿谷ダムでは、周辺の大滝ダム・津風呂ダム・大迫ダムと連携して、紀の川への流況改

善を行っている。 

 

 

図 1.1.3-11 用水計画統計図（第Ⅱ十津川・紀の川土地改良事業） 

 

② 事業内容 

・受益面積：12,778ha(水田11,132ha、畑1,646ha) 

・主要工事計画：大迫、津風呂ダムの取水放流設備、管理設備、法面保護工等の改修 

下渕、西吉野頭首工のゲート改修、管理設備等の改修 

小田、藤崎、岩出頭首工の護床工、魚道、取水施設等の改修 
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 渇水 

近年の渇水状況を表 1.1.3-4 に示す。紀の川水系では、平成 2 年以降、6 年、7 年、12 年、

13 年、17 年に渇水が発生しているが、平成 18 年以降は発生していない。 

 

表 1.1.3-4 近年の渇水状況 

渇水年 渇水状況（給水制限日数） 

平成 2 年 9 月１日～9月 16 日（16 日間） 

平成 6 年 7 月 9 日～8月 28 日（51 日間） 

平成 7 年 8 月 26 日～10 月 2 日（38 日間） 

平成 12 年 9 月１日～9月 16 日（16 日間） 

平成 13 年 8 月 15 日～8月 22 日(8 日間) 

平成 17 年 6 月 27 日～8月 25 日（60 日間） 

 

 
    出典：紀の川水系河川整備基本方針 

図 1.1.3-12 過去の渇水状況(平成 7 年) 
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1.2  ダム建設事業の概要 

 ダム事業の経緯 

猿谷ダムは、かんがい用水・上水道・工業用水・発電などの整備、開発を目的とした「十津

川・紀の川総合開発事業」の一翼を担い、昭和 27 年より建設省（現国土交通省）が事業の一部

を奈良県から引継ぎ、昭和 33 年に完成したダムである。十津川・紀の川総合開発計画は、熊野

川流域から流域を変更して紀の川流域に分水し、紀の川の水開発と合わせて大和平野、紀伊平

野へ補給する。猿谷ダムは、熊野川の水を紀の川支川大和丹生川へ分水する。 

ダム事業の経緯を表 1.2.1-1 に示す。 

表 1.2.1-1 ダム事業の経緯 

年  月 事 業 内 容 備  考 

昭和 22 年 12 月～24 年 10 月 十津川、紀の川総合開発調査協議会  

昭和 25 年 6 月～ 実施協議会  

昭和 25 年～ 奈良県営十津川分水事業着手  

昭和 27 年 4 月 旧建設省（現国土交通省）直轄事業となる  

昭和 29 年 5 月 本体工事着手（仮排水隧道に転流）  

昭和 31 年 9 月 湛水開始  

昭和 32 年 6 月 本体完成  

昭和 33 年 3 月 竣工  

昭和 33 年 4 月 管理開始  

昭和 46 年 
猿谷ダム放流連絡会設立 

近畿地方ダム連絡協議会設立 

 

昭和 56 年 貯砂ダム完成  

昭和 57 年 猿谷ダム周辺環境整備事業に着手  

平成 2 年 ダム下流河川維持放流の開始  

平成 6 年 猿谷ダム周辺環境整備事業の完成  

平成 15 年 4 月 
猿谷ダム管理所と大滝ダム工事事務所が合

併し、紀の川ダム統合管理事務所が発足 

 

出典：猿谷ダム管理の歩み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2.1-1 十津川・紀の川総合開発計画の概要 
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 事業の目的 

猿谷ダムは、不特定用水（主にかんがい用水）の補給及び発電を目的とするダムである。 

 

 不特定用水の補給 

猿谷ダムは、容量 17,3000,000m3を利用して、最大 16.7m3/s の水を分水することにより、

不特定用水として主に紀の川筋の農業用水の補給を行っている。分水された水は、西吉野頭

首工から紀の川用水を通り、紀の川筋の河岸段丘 10,720ha にかんがい用水として補給されて

いる。 

 

 発電 

猿谷ダムから紀の川への分水の際、約 300m の標高差を利用し、電源開発㈱が水力発電を行

なっている。西吉野第一発電所では、最大使用水量 16.7m3/s で最大出力 33,000kW を、西吉

野第二発電所では、最大使用水量 20.0m3/s で最大出力 13,100kW を発電している。 

 

 維持流量 

熊野川の河川流量を保つために、猿谷ダムでは最大 0.95 m3/s の維持流量を放流している。 
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 施設の概要 

表1.2.3-1 猿谷ダムの概要 

ダム等名 

(貯水池名) 
水系名 河川名 管理事務所等名 

所  在  地 

（ダム等施設） 
完成年度 管理者 

猿谷ダム 
一 級 河 川 

新宮川水系 
熊野川 

紀の川ダム統合 

管 理 事 務 所

左岸 奈良県五條市大塔町辻堂 
昭和32年度 国土交通省 

右岸 奈良県五條市大塔町猿谷 

〈ダムの外観〉                          〈貯水池にかかわる国立公園等の指定、漁業権の設定〉 

公園等の指定  なし 

漁業権の設定 あり 

 

〈ダムの諸元〉 

形 式 重力式コンクリートダム   目的 Ｆ，Ｎ，Ａ，Ｗ，Ｉ，Ｐ 

堤 高 74         (m) 総貯水量 23,300   (千m3) 

堤頂長 170        (m) 有効貯水容量 17,300   (千m3) 

堤体積 174   (千m3) 洪水調節容量 － 

流

域

面

積 

洪水時 
直接 82.85(km2) 利水容量 

 

（内訳） 

17,300   (千m3) 

間接 120.89 (km2) 用水補給：17,300 (千m3)

発電   ：17,300 (千m3)
平水時 

直接 82.85(km2)

間接 132.33 (km2) 湛水面積 1.0    (km2) 

  洪水調節 かんがい 発 電 
工業用 

水 道 
上水道

流入量 

(m3/s) 

調節量 

(m3/s) 

特定用

水 

補給面

積 

(ha) 

取水量 

(m3/s) 

最大 

出力 

(kW) 

年間発生 

電力量 

(MWh) 
取水量

(m3/日) 

取水量

(m3/日)

 

－ － － 16.7 西吉野第一 

33,000 

西吉野第二 

13,100  

204,376 － － 

  

放流 

設備 

 

種類 施設名 個数 仕様等 

洪水吐 2段式ローラーゲート ４門 

ゲート敷高：EL.425.5m

放流能力：（計画最大）

2,060m3/s 

利水放流 － － － 

低水放流 － － － 

緊急放流 － － － 

表面取水 － － － 

選択取水 － － － 

そ の 他 堤内放水管 １門 

φ1,050mm 

ゲート敷高：EL.407.9m

放流能力：（計画最大）

16.33m3/s 
 

注）   Ｆ；洪水調節、Ｎ；流水の正常な機能の維持 

     Ａ；特定かんがい、Ｗ；上水、Ｉ；工水、Ｐ；発電 

    （洪）；洪水期、（非）；非洪水期 

洪 水 吐；洪水時に放流する施設。 

利水放流；不特定、水道等の利水放流施設。 

低水放流；利水放流と常用洪水吐の中間的なもので、主に 

     低水位制御等に使用する放流施設。 

〈容量配分図〉 

平常時最高貯水位 EL.436.0m 

74.0m 

最低水位 EL.412.0m 

利水容量 17,300千m3 

用水補給 17,300千m3 

発  電 17,300千m3 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12月 

堆砂容量 6,000千m3 



1-27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：猿谷ダム管理の歩み 

図 1.2.3-1 猿谷ダム諸元図 

平常時最高貯水位 436.00

平  面  図

上 流 面 図

標 準 断 面 図 

貯水池容量曲線 
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 猿谷ダム付属施設 

猿谷ダムにおける各付属施設の諸元は、以下のとおりである。 

 川原樋川取水堰堤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

堰堤名 川原樋川取水堰 

型式 重力式コンクリート堰 

堤高 6.75m 

堤長 44.5m 

敷幅 14.0m 

堤体積 11.880m3 

排砂門扉 
鋼製ローラーゲート 
高 4.10m×幅 4.26m 

流域面積 103.6km2 

計画高水流量 1,000m3/s 

最大取水量 5.80m3/s 

常時取水量 1.28m3/s 

  

取水口及び沈砂池 

構造 鉄筋コンクリート 

取水口 高 13.05m×幅 3.50m×2 門 

沈砂池 幅 7.0～15.0m×長さ 45m 

制水門 
鉄鋼スルースゲート 
高さ 2.16m×幅 3.78m×2 門 
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 池津川取水堰堤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

堰堤名 池津川取水堰 

型式 重力式コンクリート堰 

堤高 16.8m 

堤長 42.7m 

堤体積 4,400m3 

排砂門扉 
鋼製スルースゲート 
高 2.20m×幅 1.70m×1 門 

流域面積 25.4km2 

計画高水流量 254m3/s 

最大取水量 1.40m3/s 

常時取水量 0.30m3/s 

  

付属設備 

沈砂池 幅 1.3m×延長 10.0m 

サイフォン 径 2.3m（鉄管 t=8mm）L=33.54m

管理橋 
鋼製 I 桁橋梁 
幅員 1.5m L=18.00m 
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大江谷・キリキ谷取水堰堤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大江谷取水堰提               キリキ谷取水堰提 

堰堤名 
諸元 

堤体積 最大取水量 常時取水量 

大江谷取水堰堤 330m3 0.10m3/s 0.02m3/s 

キリキ谷取水堰堤 290m3 0.10m3/s 0.02m3/s 
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 川原樋導水路トンネル 
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 阪本取水口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阪本取水口表面取水設備は、原則として出水により猿谷ダム貯水池に流入した濁水を全

層取水により排出し、その後、表面取水ゲートをセットし、表層部の清澄水の取水を行う

ものである。濁水軽減対策に係わる各取水方法を図 1.2.4-1 に示す。 

① 表面取水：表面取水ゲートをセットした状態での水位自動追従運用による表面からの

取水（取水深：3.4ｍ） 

② 表層取水：表面取水ゲートをセットした状態から、下段扉、中段扉、上段扉を全て下

限位置まで下降させた状態での幅広い深度からの取水。 

③ 全層取水：表面取水ゲートをセットした状態での、全深度からの取水。（表面取水設

備設置以前の取水方法） 

 

図 1.2.4-1 阪本取水口の施設改良前後の模式図 

 

  

施設名 阪本取水口 

型式 
ゲート型式 
鋼製四連式ローラーゲート 

寸法 
（純径間×
高さ） 

1段 6.5m×5.0ｍ 
2段 6.5ｍ×6.0ｍ 
3段 6.5ｍ×6.0ｍ 
4段 6.5ｍ×6.6ｍ 

水密方法 1～3 段 後方四方水密 

電動機 220V 15HP×2 台 

操作方法 自動及び手動 

備考 
分水先の濁水軽減対策として、
平成 23 年 8 月に阪本取水口表
面取水設備の設置が完了 

改造前 現 況 
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 貯砂ダム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2.4-2 猿谷ダム付属施設位置図 

 

 

図 1.2.4-3 猿谷ダム貯水池容量配分図 

 

 

 

 

施設名 貯砂ダム 

構造型式 重力式コンクリートダム 

堤高 11.2ｍ 

堤頂長 40.5ｍ 

堤体積 3,000m3 

計画堆砂量 70,000m3 

施工時期 昭和 54年 12 月～昭和 55年 3月
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図 1.2.4-4 猿谷ダムの放流設備 

 

 

 丹生川清流バイパス 

黒渕ダム下流水域区間の水質改善のため、平成 22 年 2 月から丹生川清流バイパスが運用

されている。ここでは、丹生川自流の清水を西吉野第一発電所放水口より上流で取水し、

バイパスを通って黒渕ダム下流にある放水口に流すことにより、第１発電所から第２発電

所までの間の濁水長期化の改善に効果があると評価されている。 

 

 

図 1.2.4-5 丹生川清流バイパスの模式図 

 

  

堤内放水管
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 CCTV 施設 

猿谷ダムの CCTV カメラ位置を以下に示す。 

 

 

図 1.2.4-6 猿谷ダム CCTV 
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 放流警報施設 

猿谷ダムの放流警報区間の模式図を図 1.2.4-7 に示す。 

 

出典：紀の川ダム統合管理事務所資料 

図 1.2.4-7 猿谷ダムに関わる施設（放流警報施設） 

 

  

ダムの放流警報区間（ダム～下流の風屋ダ

ム）模式図 
1000 5000 0 

猿谷ダム

放流警報区間 

猿谷ダム貯水池 

及び周辺地図 

発電用水の取水

川原樋川分水 

132.33km2 

‘m 

五條市

ふれあい大橋 
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 間接流域からの導水及び紀の川への分水 

猿谷ダムは、ダム上流の熊野川と下流の川原樋川及びその支川の池津川、大江谷、キリキ谷

の取水堰堤から導水路トンネルによりダム貯水池に導水している。猿谷ダム貯水池に貯留され

た水は、阪本取水口から天辻分水トンネル及び鉄管路により分水され、西吉野第一発電所にお

いて発電され黒渕調整池に入る。さらに、黒渕調整池から西吉野第二発電所において発電に使

用された後、丹生川へ放流される。こうして、熊野川流域の水が紀の川への不特定用水として

補給されている。間接流域からの導水及び紀の川への分水を図 1.2.5-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：紀の川ダム統合管理事務所管内図 

図 1.2.5-1 間接流域からの導水及び紀の川への分水 

  

川原樋川流域 132.33km2 

直接流域 203.74km2 

（九尾ダム流域 120.89 km2含む） 

川原樋川導水路 

五條市
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出典：紀の川ダム統合管理事務所管内図 

図 1.2.5-2 導水分水トンネル模式図 
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 平常時・出水時の水の流れ 

猿谷ダムの直接流域上流には関西電力（株）の九尾ダムがある。平常時には、図 1.2.6-1 に

示すとおり九尾ダム流域からの水が、長殿発電所（最大使用水量 9.46m3/s）へバイパスされる

ため、九尾ダムからの維持流量 0.35m3/s を除いて、猿谷ダム貯水池には流入しない。 

そこで、猿谷ダム下流にある熊野川（十津川）支川川原樋川などから猿谷ダム貯水池へ導水

を行っている。これらの間接流域からの導水量は総量で 7.40m3/s（川原樋川 5.80m3/s、池津川

1.40m3/s、大江谷 0.10m3/s、キリキ谷 0.10m3/s）である。 

 

 

図 1.2.6-1 平常時の水の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 川原樋川取水堰堤 

池津川取水堰堤 

大江谷取水堰堤 

キリキ谷取水堰堤 

猿谷ダム 

 

 

 

 

 

 

 

 

川原樋川導水路 

九尾ダム 

※平成 23 年 9 月の台風 12 号により、

長殿発電所が流出した為、この台風

以降、工事中により長殿発電所での

発電は行われていなかったが、平成

30 年に復旧している。 

※

紀の川

九尾ダム

熊野川

川
原
樋
川

丹生川

阪本取水口

長殿発電所

猿谷ダム

黒渕堰堤

西吉野頭首工

川原樋川導水路
最大洞水量 7.4? /s

阪本分水隧道

九尾ダム
からの放流

平常時の水の流れ

池津川取水堰堤

維持流量のみ流入

キリキ谷取水堰堤

大江谷取水堰堤

川原樋川取水堰堤

紀の川

九尾ダム

熊野川

川
原
樋
川

丹生川

阪本取水口

長殿発電所

猿谷ダム

黒渕堰堤

西吉野頭首工

川原樋川導水路
最大洞水量 7.4? /s

阪本分水隧道

九尾ダム
からの放流

平常時の水の流れ

池津川取水堰堤

維持流量のみ流入

キリキ谷取水堰堤

大江谷取水堰堤

川原樋川取水堰堤



1-40 

 

一方、出水時は、図 1.2.6-2 に示すとおり九尾ダム流域の水が九尾ダムからの放流により、

猿谷ダム貯水池に流入する。 

 

 

図 1.2.6-2 出水時の水の流れ 

 

 

 

 

 

 

  

※

※平成 23 年 9 月の台風 12 号により、

長殿発電所が流出した為、この台風

以降、工事中により長殿発電所での

発電は行われていなかったが、平成

30 年に復旧している。 

紀の川

九尾ダム

熊野川
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阪本取水口

長殿発電所

猿谷ダム

黒渕堰堤
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からの放流

九尾ダム
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阪本分水隧道

出水時の水の流れ

池津川取水堰堤
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原
樋
川

川原樋川取水堰堤

大江谷取水堰堤

キリキ谷取水堰堤
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熊野川
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阪本取水口

長殿発電所

猿谷ダム

黒渕堰堤

西吉野頭首工

猿谷ダム
からの放流

九尾ダム
からの放流

阪本分水隧道

出水時の水の流れ

池津川取水堰堤

川
原
樋
川

川原樋川取水堰堤

大江谷取水堰堤

キリキ谷取水堰堤
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 ダム周辺環境整備事業 

猿谷ダム湖周辺施設の設置状況は、図 1.2.7-1、表 1.2.7-1 に示すとおりである。 

ダム湖周辺施設の設置状況は、ダム湖及び周辺区域の自然環境を活用した猿谷ダム周辺環境

整備を行うことにより、ダム周辺地域の活性化を図るものである。本事業は、貯水池周辺の整

備、管理歩道及び緑地対策等を行い、湖水美等の自然環境を維持するとともに、一般利用者へ

の安全対策及び施設の活用を図り、また新たなレクリエーションの場を地元住民に提供するた

めに昭和 57 年度から調査を始め、昭和 58 年度より工事に着手した。昭和 61 年度までにダムサ

イト右岸の一部の環境整備が完成し、その後引き続きダムサイト左岸の工事を実施し、完成後

は左右岸の残り区域の環境整備を行い、新しいダム環境づくりを行った。 

猿谷ダムでは、ダム周辺を 4 つの地区に分け、展望広場、遊歩道、エントランス広場、桜並

木、環境護岸等を整備した。A 地区については昭和 60 年、B 地区は平成 3 年、C 地区は平成 5

年、そして D 地区は平成 7 年にそれぞれ完成した。また、平成 7 年には、A、B地区あわせて五

條市（当時は大塔村）と管理協定を締結し開放している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：五條市ウェブサイト 

図 1.2.7-1 猿谷ダム周辺環境整備事業概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

猿谷あいあい公園 

B 地区にある猿谷あいあい公園は、道路端の山側に位置し、少し高い丘にあり、（1）展望広

場、（2）だんだん広場、（3）ぼうけん広場が設置されており、見晴らしが良く、四季折々の

花々を楽しむことができるが、平成 28 年現在、落石等の恐れがあるため立ち入り禁止となって

いる。 
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表 1.2.7-1 ダム湖周辺施設の設置状況 

地区 設備 

Ａ地区 

・展望広場（慰霊碑） 

・遊歩道 

 

Ｂ地区 

・エントランス広場（記念碑・便所） 

・展望広場 

・桜並木 

・遊歩道（※現在は歩けない） 

※あいあい公園は、落石等の危険があるため、平成 28 年現在閉鎖中 

Ｃ、Ｄ地区 ・環境護岸 
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1.3 管理事業等の概要 

 ダム及び貯水池の管理 

 維持管理事業 

猿谷ダムは、昭和 33 年 3 月に竣工し、昭和 33 年 4 月より管理を開始したダムである。ダ

ムの管理には、ダムの構造物、ダム周辺地山及び貯水池周辺の安全を確保し、諸設備をいつ

も機能するような状態に保つために行う点検、維持、補修及び改良などの施設管理に関する

業務と、利水補給などのダム機能を十分に発揮させるために行われる観測及び操作等の維持

管理に関する業務がある。図 1.3.1-1 に維持管理費の経年変化を示す。 

 

注 1.一般管理費には電源開発㈱への堰堤管理委託費を含む。H24 以降は事業勘定＝維持補修費、業務勘定＝

一般管理費として計上。 

2.平成 23 年の災害復旧費は、台風 12 号関連の復旧費用を示している。 

出典：紀の川ダム統合管理事務所資料より作成 

図 1.3.1-1 猿谷ダム維持管理費の経年変化 
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 ダム湖の利用実態 

猿谷ダムにおける年間利用者数（河川水辺の国勢調査「ダム湖利用実態調査」推計値）を図 

1.3.2-1 に示す。 

年間利用者数は、至近 15 ヶ年平均値で 17 千人程度であり、直近の令和元年度は、これをや

や下回る程度であった。平成 12 年度から 15 年度の減少が顕著であったが、利用者数の減少要

因として、幾つか可能性を挙げるとすると、水源地域における人口減少（少子高齢化による外

出頻度、交流人口の減少）、ダム湖周辺施設の老朽化に伴う魅力の減少等が考えられる。利用

目的は散策が多く、次いで釣りとなっている。 

 

 
出典：河川水辺の国勢調査 

図 1.3.2-1 猿谷ダムにおける形態別利用者数の経年変化（年度別） 
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 下流基準点における流況 

猿谷ダム下流基準点である相賀基準点を図 1.3.3-1 に示す。また、分水先である紀の川水系

の流量基準点である隅田基準点を図 1.3.3-2 に示す。 

 

 

※注：昭和 47 年は調査データなし、平成 18 年、平成 24 年、令和 2年は一部欠測のため未記載。 

図 1.3.3-1 相賀基準点の流況図 

 

 

 

注：昭和 51,52,63 年、平成元年、9～11 年、18～20 年は一部欠測のため未記載。 

図 1.3.3-2 隅田基準点の流況図 
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1.4 ダム管理体制等の概況 

 日常の管理 

 貯水池運用（年間） 

有効貯水容量 17,300 千 m3を使って、かんがい期（6 月 15 日から 9 月 15 日までの期間）に

は不特定用水として主にかんがい用水の補給を行っている。 

また、猿谷ダムから紀の川への分水の際、約 300m の落差を利用し、電源開発㈱が水力発電

を行なっている。 

日々の分水計画は、かんがい期においては近畿農政局南近畿土地改良調査管理事務所長の

意見を聞き、電源開発㈱中西地域制御所長と連絡をとり策定し、非かんがい期（9 月 16 日か

ら翌年の 6月 14 日までの期間）にあっては中西地域制御所長と連絡をとり作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4.1-1 貯水容量図 

 

 

出典：猿谷ダム管理年報 

図 1.4.1-2 貯水池運用実績 

  

平常時最高貯水位 EL.436.0m 

74.0m 

最低水位 EL.412.0m 

利水容量  17,300 千 m3 

不特定用水 17,300 千 m3 

発   電 17,300 千 m3 

1  2  3  4  5  6  7  8  9

堆砂容量 6,000 千 m3 

10 11 12 月 
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 堆砂測量 

猿谷ダムの堆砂測量は、図 1.4.1-3 に示す測線位置図のとおり、縦断方向に 200m ピッチ

で行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4.1-3 堆砂測量における測線 

 

  

猿谷ダム 
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 水質調査 

猿谷ダムの定期採水調査は、基本的に月に 1 回下図地点で行っている。調査は、「ダム貯

水池水質調査要領(H27.3)」に則り、下記の方法で実施している。 

 

表 1.4.1-1 定期採水の項目・年間頻度・測定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          図 1.4.1-4 定期採水調査地点 

 

  

調査項目　＼　測点番号 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 調　　査　　方　　法

水温 12 12 12 12 12 マルチ水質モニター

濁度 - 12 12 12 - マルチ水質モニター

外観 12 12 12 12 12 目視観察

水色 12 12 12 12 12 フォーレル・ウーレ

臭気 12 12 12 12 12 冷時臭気

透視度 12 12 12 12 12 透視度計

透明度 12 12 12 12 12 透明度板

DO 12 12 12 12 12 マルチ水質モニター

pH 12 12 12 12 12 ガラス電極法

BOD 12 12 12 12 12 一般希釈法

COD 12 12 12 12 12 硝酸銀法

SS 12 12 12 12 12 ＧＦＰろ過法

大腸菌群数 12 12 12 12 12 最確数による定量法

総窒素 12 12 12 12 12 ペルオキソ2硫酸カリウム分解及びCd-Cu還元法

総リン 12 12 12 12 12 ペルオキソ2硫酸カリウム分解及びｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸還元法

クロロフィルa 12 12 12 12 12 アセトン抽出－吸光光度法

フェオフィチン 0 0 12 0 0 アセトン抽質－吸光光度法

アンモニウム態窒素 0 0 12 0 0 インドフェノール青法

オルトリン酸態リン 0 0 12 0 0 吸光光度法

亜硝酸態窒素 0 0 12 0 0 ナフチルエチレンジアミン吸光光度法

硝酸態窒素 0 0 12 0 0 Cd-Cu還元、ナフチルエチレンジアミン法

糞便製大腸菌 0 0 12 12 0 M-FC寒天培地方法

植物プランクトン 0 0 12 0 0 河川水辺の国勢調査ﾏﾆｭｱﾙ（案）ダム湖版による方法

強熱減量（底質） － － 1 － － 底質調査方法 Ⅱ.4

CODsed（底質） － － 1 － － ヨウ素滴定法

総窒素（底質） － － 1 － － 中和滴定法

総リン（底質） － － 1 － － 吸光光度法

硫化物（底質） － － 1 － － ヨウ素滴定法

鉄（底質） － － 1 － － 原子吸光法

マンガン（底質） － － 1 － － 原子吸光法

カドミウム（底質） － － 1 － － 溶媒抽出－原子吸光法

鉛（底質） － － 1 － － 溶媒抽出－原子吸光法

6価クロム（底質） － － 1 － － 吸光光度法

ヒ素（底質） － － 1 － － 原子吸光法

総水銀（底質） － － 1 － － 原子吸光法

アルキル水銀（底質） － － － － －

PCB（底質） － － 1 － － ガスクロマトグラフ法

チウラム（底質） － － 1 － － 環境庁告示第59号付表4に準拠

シマジン（底質） － － 1 － － 環境庁告示第59号付表5の第1に準拠

チオベンカルブ（底質） － － 1 － － 環境庁告示第59号付表5の第1に準拠

セレン（底質） － － 1 － － JIS K0102 67.3に準拠

粒度組成（底質） － － 1 － － 土質試験方法　第5章　粒度試験による

生

活

環

境

項

目

底
　
　
　
　
質

そ
　
　
の
　
　
他

No.1

No.２

No.３ 

No.４ 

No.５

調査地点   辻堂 

（放流河川）

川原樋川取水口

(流入支川) 

ダム湖中央 

（流入本川）

広瀬 

西吉野第一発電所

猿谷ダム 
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 巡視 

猿谷ダムの主な巡視経路とその概要を図 1.4.1-5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：紀の川ダム統合管理事務所資料 

図 1.4.1-5 猿谷ダム巡視経路 

池津川取水堰堤 

・ 上流巡視（車）：ダムサイト～中原橋～中原境界～阪本～広瀬 

（職員）非出水期：3 回/月、出水期：3 回/月 

（委託）非出水期：2 回/月、出水期：2 回/月 

・ 上流巡視（船）：ダムサイト～中原橋～阪本～上流へ行けるところまで

（委託）非出水期：1 回/月、出水期：1 回/月 

・ 取水堰堤巡視：川原樋取水堰堤～池津川取水堰堤  

  （職員）非出水期：1 回/2 月、出水期：1 回/月 程度 

         大江谷取水堰堤、キリキ谷取水堰堤  1 回/年 程度 

・ 下流巡視（車）：ダムサイト～辻堂（岸側）～川原樋川合流点～閉君（R168）

～月谷キャンプ場～ダムサイト（R168） 

 （職員）非出水期：1 回/2 月、出水期：1 回/月 程度 

 堤体巡視：ダムサイト廻り 

（職員）非出水期：1 回/月、出水期：1 回/月 

（委託）非出水期：1 回/日、出水期：1 回/日※1 

※1 ダム管理技師にて開庁日のみ実施 

※2 巡視ルートは、非出水期と出水期で同じである。 

大江谷取水堰堤

キリキ谷取水堰堤

    上流巡視（車） 

    上流巡視（船） 

    取水堰堤巡視 

    下流巡視 

猿谷ダム

川原樋川取水堰堤

放流前巡視コース

と同じ 
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また、猿谷ダムの放流警報区間の模式図を図 1.4.1-6 に示す。 

出典：紀の川ダム統合管理事務所資料 

図 1.4.1-6 猿谷ダムに関わる施設配置図 

  

ダムの放流警報区間（ダム～下流の風屋ダ

ム）模式図 
1000 5000 0 

猿谷ダム

放流警報区間 

猿谷ダム貯水池 

及び周辺地図 

発電用水の取水

川原樋川分水 

132.33km2 

‘m 

五條市

ふれあい大橋 
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 点検 

猿谷ダムにおける点検整備基準の主な内容は、以下のとおりである。 

 ダム本体 

水叩・堤体の劣化、磨耗、ひびわれ、漏水、沈下その他外観上の異常を常に監視し、堤体

監査廊の各種調査観測設備並びにこれを使用する計器、用具等は常に機能を発揮し得るよ

う毎月 1 回点検及び整備をする。 

 放流設備 

【クレストゲート】 

a.外観上の点検を行う。 

b.開閉装置の給油状況の目視点検は、ゲート操作前において常に行い必要に応じて給油

する。非出水期に毎年 3 回必ず点検する。また、ワイヤーロープへの塗油は必要に応

じて実施する。 

c.ゲート本体及びその付属設備は毎年 1 回定期点検を行い、必要に応じて給油もする。 

d.ゲート水密ゴム及び底部部材は、毎放流後、漏水状態を点検し、さらに非洪水期間に

おいて必ず点検を実施する。 

e.ゲートの塗装は点検結果により判断し、塗装を行う。昇降装置の給油状況の目視点検

を行う。 

【放流管ゲート】 

a.外観上の点検は常に行う。 

b.ゲート本体及びその付属設備は毎年 1 回定期点検を行い、必要に応じて給油もする。 

c.長期にわたる閉塞の場合は、バルブ内面に錆が浮くことのないよう、毎月 1 回ストロ

ークさせる。 

d.各鎮座部分の漏水又は漏油が多いときは、パッキン押さえを均等にしめ込む。 

e.ゲートが所定の位置へ作動して自動停止するかを非出水期に毎年 3 回必ず点検し確認

する。 

 電気設備 

a.受電設備、配電設備、負荷設備、予備発電設備については、「近畿地方整備局自家用電

気工作物保安規定」に基づく保安を行う。 

b.予備発電設備については、洪水警戒体制の入る場合は又は入ることが予想される場合

は、再度異常のないよう確認する。 

 通信設備 

a.通信施設とは、多重無線通信設備、CCTV 設備、ネットワーク設備、超短波無線電話設

備、テレメータ・放流警報設備、自動電話交換設備、河川情報設備、地震情報設備、河

川情報表示設備、ダム管理用制御処理設備等を言う。 

b.保守については、「電気通信施設点検基準」（以下「点検基準」という。）に基づいて

行う。 

 テレメータ設備 

a.各観測所から送られてくる雨量、水位の値は指定された時刻に正確に観測値が表示又

は記録されているか毎日確認する。 

b.各観測所は毎月１回巡視し、有線又は無線制御装置、蓄電池、雨量計、水位計等の点

検調整及び計測を行う。 
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 放流警報設備 

a.放流警報制御装置等の管理支所内の設備は、日常点検のほか「点検基準」に基づく点

検を行い、規定状態に調整する。 

b.毎日 1 回、洪水警戒体制又はダムからの放流が予想される場合にはその都度、支所よ

りテスト制御を行い無線回線及び警報所の電源の状態、用紙の出力状態の確認を行う。 

c.警報用立札は毎年 2 回設置箇所を巡視し、員数及び塗装、破損状況を調べ、修理を要

するものはその対策を講ずる。 

 警報車等 

a.警報車を含めて自動車は常時良好な状態に整備しておき、何時でも出動できるように

しておく。 

 巡視船及び作業船 

a.巡視船及び作業船は、常に繋船設備により保管する。 

b.毎月 1 回外観点検及び試運転を行い、各部の異常の有無を確認し、何時でも出動でき

るようにしておく。 

c.救命具等備品は、何時でも使用できるように数量の確認及び整備をしておく。又、船

体は、常に清掃しておく。 

 繋船設備 

a.繋船設備は年 1 回点検を行う。 

 調査測定用機械器具 

a.各調査測定用機械器具及び資材は常に整備しておき、故障等の場合は、直ちに修理を

する。 

 貯水池周辺 

a.月 1 回及び必要に応じて貯水池法面及び管理用道路等の貯水池周辺を巡視する。 

 流木防除設備 

a.年 1 回、非洪水期間にフロート、繋留ブイ等の損傷を点検すること。 

 臨時点検 

a.震度 4 以上または最大加速度 25gal 以上の地震が発生した場合及び洪水処理を終了

した後においては、ダム本体、取付部周辺地山、放流設備等の臨時点検を行う。 
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 出水時の管理計画 

紀の川ダム統合管理事務所における紀の川の風水害に関し、とるべき措置及び組織を定め、

防災業務の円滑なる運営を図るために、紀の川ダム統合管理事務所河川関係風水害対策部を設

置し、防災業務を実施する。 

猿谷ダムの出水時における警戒体制時の行動概念図を図 1.4.2-1 に示す。 

 
出典：紀の川ダム統合管理事務所資料 

図 1.4.2-1 警戒体制時の行動概念図 

 

風水害の時の防災体制と警戒体制のランクは、以下に示すとおりである。 

 １．注意体制 

 ２．第１警戒体制 

 ３．第２警戒体制 

 ４．非常体制 

 

体制
予備
体制
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紀の川ダム統合管理事務所河川関係風水害対策部 防災体制の種類及び発令基準を表

1.4.2-1 に示す。 

 

表 1.4.2-1 各種体制発令基準 

 紀の川ダム統合管理事務所 
河川関係風水害対策部 防災体制発令基準

洪水警戒体制 発令基準 

注意体制 

1.大雨及び洪水に関する注意報が川上村、

五條市南部、野迫川村又は天川村のいず

れか 1 つ以上に発令され、対策部長が必

要と認めたとき 

2.台風の本邦上陸が予想され、対策部長が

必要と認めたとき 

3.流域平均累加雨量が猿谷ダムで20mm以上

になり、対策部長が必要と認めたとき 

4.各部対策部長の指令があったとき 

5.対策部長が必要と認めたとき 

 

1.奈良地方気象台から奈良県南部地

方において、降雨に関する注意報

又は警報が発せられ、洪水の発生

が予想されるときは、洪水警戒体

制を執らなければならない。 

2.猿谷ダム流域内において、いずれ

かの雨量観測所で降り始めてから

の雨量が 50mm を越えたとき。 

3.貯水位が規則第 5 条に規定する常

時満水位を越えると予想されると

き。 

4.クレストゲートによる放流が予想

されるとき。 

第一警戒体制 

1.大雨及び洪水に関する警報が五條市南

部、野迫川村又は天川村のいずれか 1 つ

以上に発令され、対策部長が必要と認め

たとき 

2.台風の近畿地方接近又は上陸が予想され

るとき 

3.ダムから 1,000m3/s 未満の放流が生ずる

おそれがあるとき 

4.被害の発生が予想されるとき 

5.各部対策部長の指令があったとき 

6.対策部長が必要と認めたとき 

 

第二警戒体制 

1.ダムから1,000m3/s以上2,060m3/s未満の

放流が生ずるおそれがあるとき 

2.甚大な被害の発生が予想されるとき 

3.各部対策部長の指令があったとき 

4.対策部長が必要と認めたとき 

 

非常体制 

1.猿谷ダムから 2,060m3/s 以上の放流が生

ずるおそれのあるとき 

2.甚大な被害が発生したとき 

3.各部対策部長の指令があったとき 

4.対策部長が必要と認めたとき 

 

出典：紀の川ダム統合管理事務所資料 
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出典：紀の川ダム統合管理事務所資料 

図 1.4.2-2 猿谷ダム防災体制・洪水警戒体制等に関する通知の連絡系統図 

 

  

関係機関 連絡先 

近畿地方整備局河川部 河川管理課 

近畿地方整備局紀南河川国道事務所 調査第一課 

奈良県五條土木事務所 工務第一課 

電源開発（株） 中西地域制御所 

電源開発（株） 十津川電力所 

関西電力（株） 九尾ダム 

関西電力（株） 奈良給電制御所 

五條市 危機管理課 

五條市 大塔支所 

五條消防署 大塔分署 

五條消防署 十津川分署 

十津川村 総務課 

五條警察署 警備課 

五條警察署 十津川警察庁舎 

紀の川ダム統合管理事務所 
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 地震時の管理計画 

紀の川ダム統合管理事務所における、地震災害に関し、とるべき措置及び組織を定め、防災

業務の円滑なる運営を図るために紀の川ダム統合管理事務所河川関係地震災害対策部を設置し、

防災業務を実施する。 

 

地震の時の防災体制と警戒体制のランクは、以下に示すとおりである。 

１．注意体制 

２．警戒体制 

３．非常体制 

  

紀の川ダム統合管理事務所河川関係地震災害対策部 防災体制の種類及び発令基準を以下に

示す。 

表 1.4.3-1 各種体制発令基準 

 紀の川ダム統合管理事務所 
河川関係地震災害対策部 防災体制発令基準 

注意体制 

１．別表の地震観測所で震度４の地震が発表されたとき 

２．対策部長が必要と判断したとき 

３．河川関係地震災害対策本部長（以下、対策本部長という）が指示したとき 

警戒体制 

１．別表の地震観測所で震度５弱の以上の地震が発表されたとき 

２．対策部長が必要と判断したとき 

３．対策本部長が指示したとき 

非常体制 

１．別表の地震観測所で震度６弱以上の地震が発表されたとき 

２．重大な被害が発生したとき又は発生の恐れがあるとき 

３．対策部長が必要と判断したとき 

４．対策本部長が指示したとき 

出典：紀の川ダム統合管理事務所資料 
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 渇水時の管理 

紀の川ダム統合管理事務所管内の水質に関する常時監視及び緊急時及び渇水時にとるべき措

置、並びに組織等を定め水質管理業務の円滑なる運営を図る。 

 

渇水時及び水質事故時の防災体制と警戒体制のランクは、以下に示すとおりである。 

１．渇水時警戒体制 

２．水質汚濁時の体制 

（１）．注意体制 

（２）．警戒体制 

（３）．非常体制 

 

紀の川ダム統合管理事務所河川等水質事故対策部 緊急体制の種類及び発令基準を以下に示

す。 

 

表 1.4.4-1 各種体制発令基準 

 紀の川ダム統合管理事務所 
河川等水質事故対策部 緊急体制発令基準 

渇水時警戒体制 

１．河川の流量が異常な渇水（平均渇水流量以下に減少）となり、且つ水質

が水質管理基準値（年最大値の１０ヶ年平均値）より悪化して、今後長期間

にわたってこの状態が持続し、河川管理に重大な支障を及ぼすおそれがある

場合。 

水質 
汚濁時
の体制 

 

注意体制 
 

１．管理区域及びその流域において、水質事故が発生又は発生のおそれがあ

る場合。 

２．警戒体制又は非常体制の後、直轄管理区間の河川管理に重大な支障を及

ぼす恐れがなくなったが、河川への影響等を監視する必要がある場合。

警戒体制 
 

１．管理区間及びその流域において、水質事故により被害（軽妙なものを除

く）の発生又は発生の恐れがある場合。 

非常体制 
１．管理区間及びその流域において、水質事故により重大な被害が発生又は

発生の恐れがある場合。 

出典：紀の川ダム統合管理事務所資料 
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1.5 文献リスト 

事業概要に係る整理のため、以下の資料を収集した。 

 

表 1.5.-1 使用文献・資料リスト 

No. 文献・資料名 発行者 発行年月 備考 

1-1 
猿谷ダム管理の歩み 

－猿谷ダム 30 年史－ 

国土交通省 紀の川ダム

統合管理事務所 

昭和 63 年 11 月  

1-2 
近畿地方土木地質図解説書 近畿地方土木地質図編纂

委員会 

平成 15 年 3月  

1-3 
現存植生図（第 5回自然環境保全

基礎調査（植生調査）） 

環境省 平成 11 年  

1-4 
紀の川ダム統合管理事務所管内図 国土交通省 紀の川ダム

統合管理事務所 

平成 15 年 11 月  

1-5 
平成 29～令和 3年度年次報告書 国土交通省 紀の川ダム

統合管理事務所 

平成 30 年～令和 4年  

1-6 
紀の川ダム統管管内水文資料標準

照査業務報告書 

国土交通省 紀の川ダム

統合管理事務所 

平成 29 年～令和 3年 雨量、貯水位 

1-7 
国土数値情報 平年値メッシュデ

ータ  

気象庁 平成 24 年 年間降水量分布 

1-8 国勢調査 総務省 令和 2年 人口、世帯数 

1-9 
平成 29 年度猿谷ダム定期報告書 国土交通省 

近畿地方整備局 

平成 30 年 3月  

1-10 
猿谷ダム管理年報 国土交通省 

近畿地方整備局 

平成 29 年～令和 3年  

1-11 河川水辺の国勢調査 国土交通省河川局管理課 令和元年 ダム周辺利用実態

1-12 台風１２号による災害の概要 近畿地方整備局 平成 23 年 12 月  

1-13 浸水状況写真 新宮川ホームページ   
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洪水時対応 

2.1 評価の進め方 

2.1.1 評価方針 

猿谷ダムは洪水調節機能を持たないが、平成 24 年度より、洪水時の放流量を軽減すること

を目的に貯水池内の空き容量をこれまで以上に確保する取り組みを実施している。 

そこで、洪水時対応に関する評価は、洪水時対応計画及び洪水時対応実績を整理し、これ

らの状況についてダムありなしの比較を行うことで評価を行う。 

 

2.1.2 評価手順 

 以下の手順で評価を行う。洪水調節の評価手順を図 2.1.2-1 に示す。 

 

(1) 洪水時対応の状況 

 洪水時対応計画及び洪水時対応実績について整理する。 

 洪水時対応計画は主に工事誌を参考とし、暫定的な操作規則を設定して運用している場合、

その旨を注記する。 

 洪水時対応実績は洪水実績表等から整理を行い、一覧表等にまとめる。 

 

(2) 洪水時対応の効果 

 (1)で整理した洪水時対応実績について、流量低減効果、水位低減効果の評価を行う。 

【評価項目】 

○必須項目  ：流量低減効果、水位低減効果 

○その他の項目：氾濫被害軽減効果、副次効果（流木等の流出抑制効果） 
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        （必須項目） 

            ・流量低減効果 

            ・水位低減効果 

 

 

図 2.1.2-1 評価手順 

 

 

  

洪水時対応計画の整理 

洪水時対応実績の整理 

洪水時対応の効果 

洪水時対応の状況 
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2.2 ダムの試行運用による新たな取り組み 

猿谷ダムは洪水調節機能を持たないが、平成 24 年度より、洪水時の放流量を軽減すること

を目的に貯水池内の空き容量をこれまで以上に確保する取り組みを実施している。 

 

2.2.1 猿谷ダムの構造 

コンジットゲートの放流能力は、最大で 15m3/s である。貯水位が標高 426m 以上あるとき

クレストゲートからの放流が可能となる。灌漑期間における用水確保のために、運用目標水

位を定めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.1-1 猿谷ダムの構造 

 

2.2.2 洪水前の貯水位低下 

猿谷ダムは洪水調節機能を持たないが、平成 24 年度より、洪水時の放流量を軽減すること

を目的に貯水池内の空き容量をこれまで以上に確保する取り組みを行っている。 

 

(1) 試行運用期間と目標水位 

 管理目標水位 

 9 月 1 日から 9 月 15 日の間については、426m を管理目標水位として運用することで空き容

量を確保する。なお、8 月においては、9 月 1 日に 426m に擦り付けるため、水位低下を図る

ように運用する。 

 事前放流の目標水位 

9 月 16 日から 10 月 31 日の間については、洪水量 1,000m3/s を超える洪水が予想される場

合、426m を目標に事前放流を行うことで、空き容量を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.2-1 事前放流操作における目標水位 

436m
常時満水位

430m

426m

かんがい期

出水期

6/1 6/15 7/1 7/15 8/1 8/15 9/1 9/15 10/1 10/15 11/1 11/15

事前放流の目標水位管理目標水位

425.5m
クレスト頂

注）426m は、クレスト頂 425.5m に最低限の放
流能力を考慮して設定。 

期日 4/15 4/30 5/15 5/31 9/1

目標水位
(E.L.(m))

416.0 425.0 432.0 435.0 426.0
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(2) 試行運用操作の実施基準 

気象庁 MSM 数値予報モデルの予測雨量※と実

績雨量による一連の雨量の 9 時間累積雨量が

130mm を超え、かつ、台風の中心が、東経 128 度

から 138 度の間で北緯 24 度以北に達し、さらに

猿谷ダムに接近が予想されるときには、標高

426m までの空き容量を確保出来るよう、事前放

流の実施などの対応を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.2-2 既往洪水での台風経路 

  （流入量が洪水量 1,000m3/s 以上） 

(3) 放流量低減操作の方法 

放流量低減操作の方法を以下に示す。 

 

① 洪水時（流入量が 1,000m3/s 以上の時）にはクレストゲート全開による自由越流によ

り放流量の低減を行う。 

② 流入量がピークに達した後は、残容量を確認の上、ピーク流入量時点の放流量を継続

する。（一定量放流） 

③ 流入量が放流量と同じになったとき以後は、流入量と等しい放流量を放流する。これ

を流入量が 1,000m3/s を下回るまで継続する。 

 

※気象庁の 33 時間先までの 1時間毎、約 5km メ

ッシュの予測雨量。初期値は 6時間ごと。 
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出典：熊野川の総合的な治水対策協議会 国土交通省近畿地方整備局 紀の川ダム統合管理事務所 

図 2.2.2-3 猿谷ダムの試行運用での操作 
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2.3 洪水時対応の状況 

2.3.1 洪水時対応実績 

猿谷ダムでは管理開始の昭和 33 年以降、平成 28 年までに流入量が 1,000m3/s を超過した

洪水が 15 回発生している。 

至近 5 カ年では、流入量が 1,000m3/s を超過した洪水が 3 回発生しているが、その内 1 回

は試行運用期間外であった。 

猿谷ダムでの洪水発生状況を表 2.3.1-1 に、過去最大出水量の歴代順位を表 2.3.1-2 に示

す。 

 

表 2.3.1-1 猿谷ダム建設後の発生洪水（ダム地点） 

出水の原因 生起年月日 
総雨量

(mm) 

最大流入量

(m3/s) 

最大放流量 

(m3/s) 
試行運用

台風 17 号 昭和 33 年 8 月 189 1,170 1,140  

伊勢湾台風 昭和 34 年 9 月 412 2,050 2,040  

第 2 室戸台風 昭和 36 年 9 月 329 1,310 1,290  

台風 24 号 昭和 40 年 9 月 401 1,190 1,180  

台風 29 号 昭和 46 年 9 月 128 1,200 980  

台風 10 号 昭和 57 年 8 月 428 1,060 1,060  

台風 19 号 平成 2年 9 月 318 1,688 1,592  

台風 26 号 平成 6年 9 月 240 1,636 1,021  

台風 23 号 平成 16 年 10 月 216 1,286 985  

台風 18 号 平成 21 年 10 月 249 1,069 864  

台風 12 号 平成 23 年 9 月 3 日
946 

1,360 1,322  

〃 平成 23 年 9 月 4 日 1,371 1,350  

台風 18 号 平成 25 年 9 月 16 日 361 1,403 1,348 〇 

台風 11 号 平成 26 年 8 月 10 日 458 1,116 1,097 試行運用期間外

台風 11 号 平成 27 年 7 月 17 日 418 1,059 1,045 試行運用期間外

台風 21 号 平成 29 年 10 月 21 日 531 1,300 1,250 〇 

台風 20 号 平成 30 年 8 月 23 日 319 1,450 1,300 試行運用期間外

台風 24 号 平成 30 年 9 月 29 日 203 1,060 906 〇 

 

注） 1.平成 24 年より、事前放流を含めたダムの空き容量確保による洪水被害軽減を図る試行運用を開

始した。試行運用期間は、9/1～10/31。 
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表 2.3.1-2 猿谷ダムからの過去最大流入量の歴代順位 

順位 発生年月日 降雨原因 
最大流入量 

(m3/s) 

最大放流量 

(m3/s) 

1 昭和 34 年 9 月 （伊勢湾台風） 2,050 2,040 

2 平成 2年 9 月 （台風 19 号） 1,688 1,592 

3 平成 6年 9 月 （台風 26 号） 1,636 1,021 

4 平成 30 年 8 月 23 日 （台風 20 号） 1,450 1,300 

5 平成 25 年 9 月 16 日 （台風 18 号） 1,403 1,348 

6 平成 23 年 9月 4 日 （台風 12 号） 1,371 1,350 

7 平成 23 年 9月 3 日 （台風 12 号） 1,360 1,322 

8 昭和 36 年 9 月 （第 2 室戸台風） 1,310 1,290 

9 平成 29 年 10 月 21 日 （台風 21 号） 1,300 1,250 

10 平成 16 年 10 月 （台風 23 号） 1,286 985 

11 昭和 46 年 9 月 （台風 29 号） 1,200 980 

12 昭和 40 年 9 月 （台風 24 号） 1,190 1,180 

13 昭和 33 年 8 月 （台風 17 号） 1,170 1,140 

14 平成 26 年 8 月 10 日 （台風 11 号） 1,116 1,097 

15 平成 21 年 10 月 7 日 （台風 18 号） 1,069 864 

16 昭和 57 年 8 月 （台風 10 号） 1,060 1,060 

17 平成 30 年 9 月 29 日 （台風 24 号） 1,060 870 

18 平成 27 年 7 月 17 日 （台風 11 号） 1,059 1,045 

   注）黄色の網掛けをした洪水について、以降に洪水概要を整理した。 
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(1) 平成 29年 10月 21日、22日の洪水 

10月 15日 15時にカロリン諸島近海で発生した熱帯低気圧は北西に進み、16 日 3時に同

海域で台風第 21号となり、進路を西南西に変えた。台風は進路を急激に北へ変えた後、18

日には進路を北西に変えた。台風は、進路を北東に変えた後、徐々に加速しながら 22日 3

時に南大東島の東で勢力が最大となった。台風は速度を速めながら北東に進み、23 日 3時

に静岡県掛川市付近に上陸し、関東地方を北東へ進んだ後、23日 9時に日本の東で温帯低

気圧となり、24日 9時に千島近海で消滅した。この台風により、猿谷ダム流域平均雨量は

531.5mmとなった。 

この台風での猿谷ダムの放流量実績値は、最大流入量 2,087m3/sに対して最大放流量

1,181m3/sであった。 

 

 

出典：災害時気象報告 平成 30年 3月 30日 気象庁 

図 2.3.1-1 平成 29年 10月台風 21号の経路状況 
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図 2.3.1-2 降雨状況（平成 29 年 10 月台風 21 号） 

 

 

図 2.3.1-3 猿谷ダム放流量実績（平成 29 年 10 月台風 21 号） 
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(2) 平成 30年 8月 23日、24日の洪水 

台風第 20号は、18日 21時にトラック諸島近海で発生し、その後、日本の南海上を北西

進、次第に進路を北に変え、強い勢力のまま日本に接近し、23日 21時頃に徳島県南部に上

陸した。その後も北に進み、24 日 00時前に兵庫県姫路市付近に上陸した。大阪管内では、

23日夕方から四国・近畿地方が強風域、夜には暴風域に入った。この台風により、猿谷ダ

ム流域平均雨量は 394.4mmとなった。 

この台風での猿谷ダムの放流量実績値は、最大流入量 2,059m3/sに対して最大放流量

1,188m3/sであった。 

 
出典：気象速報 平成 30年 8月 25日 気象庁大阪管区気象台 

図 2.3.1-4 平成 30年 8月台風 20号の経路状況 
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図 2.3.1-5 降雨状況（平成 30 年 8 月台風 20 号） 

 

 

図 2.3.1-6 猿谷ダム放流量実績（平成 30 年 8 月台風 20 号） 
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(3) 平成 30年 9月 29日～10月 1日の洪水 

9月 20日 15時にマリアナ諸島近海で発生した熱帯低気圧は北西に進み、21 日 15時に同

海域にて台風第 24号となった。台風は西北西に進んだ後、25日 03時にフィリピンの東海

上にて勢力が最大となった。その後台風は、沖縄の南海上で減速して北へ進み、徐々に北東

へ向かって加速し、30 日 20時頃、和歌山県田辺市付近に上陸した。台風は 10月 1日 09時

に日本の東海上にて温帯低気圧となり、4日 03時前にベーリング海にて東経 180度を越え

た。この台風により、猿谷ダム流域平均雨量は 274.9mmとなった。 

この台風での猿谷ダムの放流量実績値は、最大流入量 1,788m3/sに対して最大放流量

1,197m3/sであった。 

 
出典：災害時気象報告 平成 27年 12月 21日 気象庁 

図 2.3.1-7 平成 30年 9月台風 24号の経路状況 
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図 2.3.1-8 降雨状況（平成 30 年 9 月台風 24 号） 

 

 

図 2.3.1-9 猿谷ダム放流量実績（平成 30 年 9 月台風 24 号） 
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2.4 洪水時対応の効果 

2.4.1 洪水時対応の効果（流量低減効果） 

これまでの洪水時対応の状況をもとに、猿谷ダムによる洪水時対応の効果を評価する。 

ただし、猿谷ダムの下流には、風屋ダム（電源開発（株）管理）が存在するため、熊野川基準

地点への効果は実施しない。 

 

【対象洪水】 

平成 29 年 10 月台風 21 号、平成 30 年 8 月台風 20 号、平成 30 年 9 月台風 24 号の 3洪水 

 

【評価地点】 

・辻堂地点 

 

 

図 2.4.1-1 洪水調節効果評価地点位置図 
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＜平成 29 年 10 月台風 21 号＞ 

平成 29 年 10 月 21 日朝より前線による降雨があり、台風本体の降雨の前に流入量が増加して

きたため、10 月 21 日 20 時 5 分よりダム放流を開始した。 

10 月 23 日までの総雨量は 531.5mm、ダムへの最大流入量は 1,300m3/s に達した。この出水に

対して、猿谷ダムでは、ダムへ流入してきた約 440 万 m3の洪水をダムへ貯留した。 

また、流入量がピークに達して以降は、残容量を確認の上、ピーク流入量時点の放流量による

一定量放流を行い約 50 m3/s 放流量を低減させた。 

 

 

図 2.4.1-2 猿谷ダム放流実績（平成 29 年 10 月台風 21 号） 

 

図 2.4.1-3 平成 29 年 9 月 16 日～10 月 31 日までの貯水位運用状況 

 

 

図 2.4.1-4 秋雨前線及び台風 21 号における猿谷ダムの操作 
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図 2.4.1-5 洪水調節効果（平成 29 年 10 月台風 21 号） 
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＜平成 30 年 8 月台風 20 号＞ 

試行運用期間開始時（9月 1 日）の目標水位 426m に向けて、水位低下中に台風 20 号に伴う降

雨により流入量が増加してきたため、8 月 23 日 11 時 31 分よりクレストゲート操作を開始し

た。 

台風 20 号の総雨量は 319.3mm、ダムへの最大流入量は 1,450m3/s に達した。この出水に対し

て、猿谷ダムでは、ダムへ流入してきた約 430 万 m3の洪水をダムへ貯留した。 

また、流入量がピークに達して以降は、残容量を確認の上、ピーク流入量時点の放流量による

一定量放流を行い約 150m3/s 放流量を低減させた。 

 

  

図 2.4.1-6 猿谷ダム放流実績（平成 30 年 8 月台風 20 号） 

 

図 2.4.1-7 平成 30 年 8 月の貯水位運用状況 

 

図 2.4.1-8 台風 20 号における猿谷ダムの操作 
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②台風に伴う降雨により、流入量が増加してきたため、23 日 11 時 31 分よりクレストゲー

ト操作を開始し、流入＝放流操作。 

③④の操作（クレストゲート全開）に向け開度調節。 

④流入量が 1,000m3/s を越え、クレストゲート全開による自由越流により放流量の低減を行

った。これにより、ダムへ流入してきた約 430 万 m3の洪水をダムへ貯留。 

⑤流入量がピークに達した以降は、残容量を確認の上、ピーク流入量時点の放流量による一

定量放流を行い約 150m3/s 放流量を低減。 

⑥試行運用期間開始時（9 月 1 日）の目標水位 426m に向けて、水位低下操作。 
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図 2.4.1-9 洪水調節効果（平成 30 年 8 月台風 20 号） 
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＜平成 30 年 9 月台風 24 号＞ 

平成 30 年 9 月 30 日より台風 24 号に伴う降雨により流入量が増加してきたため、9月 30 日 16

時 40 分よりクレストゲート操作を開始した。 

台風 24 号の総雨量は 203.2mm、ダムへの最大流入量は 1,060m3/s に達した。この出水に対し

て、猿谷ダムでは、ダムへ流入してきた約 390 万 m3の洪水をダムへ貯留した。 

また、流入量がピークに達して以降は、残容量を確認の上、ピーク流入量時点の放流量による

一定量放流を行い約 190m3/s 放流量を低減させた。 

 

 

図 2.4.1-10 猿谷ダム放流実績（平成 30 年 9 月台風 24 号） 

 

 

図 2.4.1-11 平成 30 年 9 月の貯水位運用状況 

 

 

図 2.4.1-12 台風 24 号における猿谷ダムの操作 
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①台風の接近により、目標水位 426m まで水位を低下させ、台風に伴う降雨により水位が上昇。

②台風に伴う降雨により、流入量が増加してきたため、30 日 16 時 40 分よりクレストゲート

操作を開始し、③の操作（クレストゲート全開）に向け開度調節。 

③流入量が 1,000m3/s を越え、クレストゲート全開による自由越流により放流量の低減を行

った。これにより、ダムへ流入してきた約 390 万 m3の洪水をダムへ貯留。 

④流入量がピークに達した以降は、残容量を確認の上、ピーク流入量時点の放流量による一

定量放流を行い約 190m3/s 放流量を低減。 

⑤目標水位 426m に向けて、水位低下操作。 
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図 2.4.1-13 洪水調節効果（平成 30 年 9 月台風 24 号） 
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2.4.2 副次効果 

(1) 流木の流下防止効果 

猿谷ダムでは、洪水後に大量の流木や塵芥が貯水池に流入

しせき止めている。 

平成 25 年台風 18 号の出水により、大量の流木や塵芥が貯

水池に流れ込んだ。猿谷ダムによって、これらの流木や塵芥が

下流に流下しなかったことで、下流河川では橋梁等の構造物

における流下阻害など、流木による二次的被害の軽減にも貢

献したと考えられる。 

資料が整理されている平成 8 年度から令和 3 年度の流木の

回収量を表 2.4.2-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

出典：R3 広報資料 

 

 

(2) 流木処理 

猿谷ダムでは、平成 25 年度から、台風や大雨により大量に流れ込んでせき止められた流木に

ついて、処理コスト縮減・資源の有効活用の観点から必要とされる地域の方々に無料配布を行

っている。 

 

表 2.4.2-2 流木処理の内訳 

 

 

  

流木引上げ 有料処分 無料配布 配布人数

（m
3
） （m

3
） （m

3
） （組）

H25 3,041 3,000 41 42 6/21～7/12
H26 2,996 2,976 20 28 7/1～7/15
H27 1,507 1,480 27 83 7/6～7/17
H28 954 920 34 32 8/29～9/9
H29 1,387 1,387
H30 1,086 1,026 60 118 7/9～8/31
R01 1,095 1,095
R02 800 800 11/16～2/26
R03 411 280 131 136 11/8～1/31

配布期間

表 2.4.2-1 流木回収量 

回収量

(m3)

平成8年度 360
平成9年度 408
平成10年度 1,140
平成11年度 1,007
平成12年度 240
平成13年度 3,064
平成14年度 270
平成15年度 586
平成16年度 632
平成17年度 960
平成18年度 440
平成19年度 567
平成20年度 0
平成21年度 0
平成22年度 648
平成23年度 169
平成24年度 1,958
平成25年度 3,041
平成26年度 2,996
平成27年度 1,507
平成28年度 954
平成29年度 1,387
平成30年度 1,086
令和元年度 1,095
令和2年度 800
令和3年度 280図 2.4.2-1 流木配布状況 
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図 2.4.2-2 流木処理方法の内訳 

 

 

※H30 流木配布実施報告 

図 2.4.2-3 利用者のアンケート結果 
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2.5 その他 

2.5.1 防災情報発信の改善に関する取り組み 

防災情報発信の改善に関する取り組みとして、事務所ＨＰにライブカメラ映像を追加する等、

情報の発信、共有に努めている。 

 

・ケーブルテレビを経由したダム流域の降雨量や貯水位、流入・放流量等の情報発信 

・情報板（放流量表示型）・回転灯を利用した情報発信 

・事務所ホームページにより、ダムの貯水位・放流量・流入量の情報提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.1-1 国土交通省 川の防災情報ホームページ概要 

 

 

 

 

①レーダ雨量 

②テレメータ（雨量・水位・水質） 

③ダム情報（流域雨量・全流入量・全放流量・貯

水位・現貯水量・貯水率） 

④ダム放流通知 

●検索サイトで、｢川の防災情報｣で検索 

（アドレス： http://www.river.go.jp/） 川の防災情報 
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図 2.5.1-2 紀の川ダム統合管理事務所ホームページによる情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.1-3 情報板を利用した情報発信 

 

②

① 

① リアルタイム情報を更新（R3 年） 

「川の防災情報」のダム情報にリンク 

② ライブカメラの映像を新たに追加 
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図 2.5.1-4 ケーブルテレビによる情報発信 
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2.6 まとめ 

猿谷ダムは洪水調節機能を持たないが、平成 24 年度より、洪水時の放流量を軽減すること

を目的に貯水池内の空き容量をこれまで以上に確保する試行運用の取り組みを行っている。 

至近 5 ヵ年（平成 29 年から令和 3年の間）では、3 回の試行運用を実施した。 

放流量実績値は、平成 29 年 10 月の台風 21 号で最大流入量約 1,300m3/s に対して最大放流

量約 1,250m3/s、平成 30 年 8 月の台風 20 号で最大流入量約 1,450m3/s に対して最大放流量約

1,300m3/s、平成 30 年 9 月の台風 24 号で最大流入量約 1,060m3/s に対して最大放流量約

870m3/s であった。 

この時はあらかじめ確保した空き容量を活用することによって、ダムへ流入してきた約390

～440 万 m3の洪水をダムへ貯留した。 

 

＜今後の方針＞ 

猿谷ダムは洪水調節機能を持たないが、洪水時対応として試行操作を行っている。今後も

引き続き新宮川水系の洪水被害軽減に向け、降雨予測情報を有効に活用するとともに、関係

機関との連携、情報提供を行い、適切な維持管理とダム操作を行って、洪水時対応を行う。 

また、水防災意識社会再構築を目指し、関係機関に対してダムの役割等の情報提供に努め

る。 

 

2.7 文献リスト 

 

表 2.7-1 使用した文献・資料リスト 

No. 文献・資料名 発行者 発行年月 引用ページ・箇所 

2-1 

熊野川の総合的な治水

対策協議会資料（猿谷

ダムの運用改善の対応

状況について） 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所

平成 29 年 6月 

2.2  ダムの試行運用

による新たな取り組み

2.5.1 防災情報発信の

改善に関する取り組み

2-2 
平成 29～令和 3年度 

年次報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所

平成 29～令和 3年度 2.3 洪水時対応の状況

2-3 猿谷ダム管理年報 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所

平成 29～令和 3年度 2.3 洪水時対応の状況

2-4 洪水調節報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所

平成 29～令和 3年度 2.3 洪水時対応の状況

2-5 流木配布実績 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所

平成 29～令和 3年度 2.4.2 副次効果 

 

 



 

 

 

 

 

 
利水補給 
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3．利水補給 

3.1 評価の進め方 

3.1.1 評価方針 

 多目的ダムの目的には様々な利水補給計画が盛り込まれており、利水補給が計画通りに行われ

ているか、また、ダムにより渇水被害をどれだけ軽減できたのかの検証を行うことを基本的な評

価方針とする。 

 

3.1.2  評価手順 

 以下の手順で評価を行った。評価のフローを図 3.1.2-1 に示す。 

 

(1) 利水補給計画の整理 

 多目的ダムの利水補給計画について目的別に整理を行う。特にかんがい用水、都市用水につい

ては、取水方法(ダムからの直接取水か下流からの取水かなど)、補給対象が明確になるよう図等

を用いて整理する。主に工事誌やダムのパンフレットからの整理とする。 

 

(2) 利水補給実績の整理 

 ダムからの補給実績の整理を行う。水使用状況年表等より、目的別に至近 10ヶ年の整理を行う

こととし、ダム地点における補給実績、下流基準点における補給実績、発電実績等について整理

するものとする。なお、計画補給量に対する達成状況等についても整理する。 

 

(3) 利水補給効果の評価 

 補給による効果として、流況の改善効果、利水補給の確保状況、渇水時におけるダムの利水補

給による被害軽減の効果について評価する。また、発電効果に関しては、電気料金等に換算する

など、地域への貢献度として評価を行う。 

 なお、渇水被害軽減効果については、被害発生時における「ダムがなかった場合」を想定し、

ダムあり・なしの評価を行うこととする。 

 さらに、ダムの利水補給により副次的に得られた効果がある(という情報が収集できた)場合、

副次効果として整理する。 
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図 3.1.2-1 評価手順 

 

  

利水補給計画の整理 

 ○貯水池運用計画 
    ○維持流量及び不特定用水 
  ○都市用水 
  ○発電用水 

利水補給実績の整理 
  
○利水目的(用途)別の実績の整理と計画達成状況の整理 

   ○ダム地点における利水補給の状況 

○下流基準点における利水補給の状況 

利水補給効果の評価 

・ダムありなし、ダム建設前後による流況改善効果など 

・渇水被害状況の整理

・ダムありなしによる被害軽減効果の評価 

・水力発電による地域への貢献度の評価 

渇水被害軽減効果 

発電効果 

人口及び生産性向上等による評価 

・利水補給の確保状況など 

・流況改善による副次的効果 

・水力発電による CO2削減効果 

間接効果 

下流基準点における利水補給の効果 
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3.1.3 必要資料の収集・整理 

 猿谷ダムの利水補給に係わる評価のため、以下の資料を収集整理した。 

 

表 3.1.3-1 利水補給に使用した資料リスト 

該当箇所 文献・資料名 発行者 資料年月 

3.2 利水補給計画  定期報告書 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合

管理事務所 

平成25年3月 

3.3 利水補給実績  猿谷ダム管理年報 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合

管理事務所 

平成29～令和3年

度 

3.4 利水補給効果

の評価 
3.4.2 発電効果 関西電力ＨＰ 関西電力 － 

 

3.4.3 副次効果 

電力中央研究所報

告 日本における

発電技術のライフ

サイクルCO2排出

量総合評価 

電力中央研究所 平成29年9月 
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3.2 利水補給計画 

3.2.1 貯水池運用計画 

猿谷ダムは、かんがい用水・上水道・工業用水・発電などの整備、開発を目的とした「十津

川・紀の川総合開発事業」の一翼を担い、そのうち、不特定用水（主にかんがい用水）の補給

及び発電用水の開発を目的に昭和 33 年 3 月に完成したダムである。現在では、下流の河川環

境にも配慮した維持流量の確保（流水の正常な機能の維持）も行っている。貯水池の容量配

分を図 3.2.1-1 に示す。なお、目的別ダム容量は、以下のとおりである。 

 

① 不特定用水（主にかんがい用水）の補給 

標高 436m から標高 412m までの容量 17,300,000m3を利用して、最大 16.7m3/s を補給し、紀

伊平野の 10,720ha の農業用水が確保されている。 

この補給により農作物（水稲、野菜、果樹など）の増産が図られるとともに、紀の川沿川

都市の発展と経済活動を活発にし、住民の生活をささえている。 

 

② 発電 

猿谷ダムから紀の川への分水の際に約 300m の標高を利用し、西吉野第一発電所では最大使

用水量 16.7m3/s で最大出力 33,000kW を、西吉野第二発電所では最大使用水量 20m3/s（吉野

川流域の取水を含む）で最大出力 13,100kW を発電している。発電導水・分水縦断図を図 

3.2.1-2 に示す。 

 

③ 維持流量 

熊野川の河川流量を保つために、猿谷ダムでは最大0.95m3/sの維持流量を放流している。 

 

 
 

図 3.2.1-1 猿谷ダム貯水池容量配分図 
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図 3.2.1-2 猿谷ダム導水・発電分水トンネル縦断図 
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3.2.2 不特定用水の補給計画 

「十津川・紀の川総合開発事業」では、紀の川の水の一部を下渕地点より大和平野（奈良

盆地）に分水し、そのかわりに十津川の水を紀の川に分水して紀伊平野のかんがい用水を補

う計画である。十津川・紀の川用水模式図を図 3.2.2-1 に示す。 

日々の分水計画は、かんがい期（6 月 15 日から 9 月 15 日までの期間）においては近畿農

政局南近畿土地改良調査管理事務所長の意見を聞き、電源開発㈱中西地域制御所長と連絡を

とり策定し、非かんがい期（9 月 16 日から翌年の 6 月 14 日までの期間）にあっては中西地

域制御所長と連絡をとり策定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.2-1 国営大和紀伊平野土地改良事業計画用水系統図 
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3.2.3 発電計画 

猿谷ダムから紀の川流域に分水するかんがい用水を有効利用する目的で、猿谷ダム貯水池

から紀の川に分水する間に西吉野第一発電所と西吉野第二発電所で発電している。猿谷ダム

と発電所の位置図を図 3.2.3-1 に示す。 

 

 

 

 

図 3.2.3-1 猿谷ダムと発電所の位置図 

 

  

猿谷ダム全景 

西吉野第二発電所 

紀の川流域 

熊野川流域 

五條市 

西吉野第一発電所 

西吉野第二発電所 

猿谷ダム 

川原樋川流域 
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図 3.2.3-2 発電所の状況図 

 

 

表 3.2.3-1 発電所諸元 

名 称 西吉野第一発電所 西吉野第二発電所 

位 置 奈良県五條市西吉野町黒渕 奈良県五條市霊安時町 

型 式 ダム水路式（導水路 9,613m） ダム水路式（導水路 4,994m） 

使 用 水 量（最大） 

     （常時） 

16.70m3/s 20.00m3/s 

2.54m3/s 3.26m3/s 

出 力（最大） 

     （常時） 

33,000kW 13,100kW 

4,100kW 860kW 

 

 

 

西吉野第二発電所 西吉野第一発電所 
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3.2.4 維持流量計画 

猿谷ダムでは、熊野川に対して下流河川の河川環境の維持向上を目的とし、平成 2 年より

維持流量を放流している。 

具体的には、平成 2 年より川原樋川流域の河川維持用水として 0.36m3/s、猿谷ダム直接流

域からの自流分 0.24m3/s を合わせた 0.60m3/s の放流を行っていた。その後、平成 9年より九

尾ダム流域からの河川維持用水 0.35m3/s を追加して、0.95m3/s を限度として放流している。 

なお、猿谷ダムからの放流量 0.60m3/s は、発電ガイドライン(0.30m3/s/100km2)に集水面積

を乗じた値である。 

 

表 3.2.4-1 河川維持用水の放流実績 

 放流量 備考 

平成 2 年～ 0.6m3/s 川原樋川流域分の河川維持用水 0.36m3/s を含む。 

平成 9 年～ 最大 0.95m3/s 九尾ダムからの河川維持用水 0.35m3/s を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.4-1 河川維持用水の放流 

 

 

 

 

 

 

 

河川維持用水がない場合 H2.8      河川維持用水(0.95m3/s)有りの場合 H9.6 

図 3.2.4-2 下流河川の瀬切れの改善状況 

 

改善 
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3.3 利水補給実績 

3.3.1 貯水池運用実績 

至近 10 ヵ年（平成 29 年から令和 3 年）の猿谷ダム貯水池運用実績を図 3.3.1-1 に示す。 

猿谷ダムでは、かんがい用水期間（6/15～9/15）における用水確保を行っている。 

 

 

図 3.3.1-1 猿谷ダム貯水池運用実績（平成 29年から令和 3年） 

 

かんがい期間 6/15～9/15 
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3.3.2 利水補給実績（不特定用水） 

猿谷ダムから紀の川流域への不特定用水（主にかんがい用水）分水量を図 3.3.2-1に示す。 

猿谷ダムでは、平成 24 年から平成 28 年で年平均不特定用水補給量は約 76,000 千 m3を分

水側へ補給しており、平成 19 年から平成 23 年の約 59,000 千 m3と比べ、紀の川への分水量

は約 1.3 倍と増加している。 

 

 

注）グラフは、かんがい期（6/15～9/15）の猿谷ダムからの分水量の合計値で示す。 

図 3.3.2-1 猿谷ダム不特定用水分水量実績（平成 19年から平成 28年） 

 

 

＜長殿発電所の状況＞ 

平成 23年 9月の台風12号により長殿発電所が流

出し、以降、工事中であった。そのため、九尾ダム

から熊野川へ導水していた水量は、台風 12 号以降、

猿谷ダム貯水池に流入している。 

なお、長門の発電所は、平成 30 年に復旧してい

る。 

 

図 3.3.2-2 平常時の水の流れ 

紀の川

九尾ダム

熊野川

川
原
樋
川

丹生川

阪本取水口

長殿発電所

猿谷ダム

黒渕堰堤

西吉野頭首工

川原樋川導水路
最大導水量7.4m3/s

阪本分水隧道

平常時の水の流れ

池津川取水堰堤

猿谷ダムへの放流量増加

キリキ谷取水堰堤

大江谷取水堰堤

川原樋川取水堰堤
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3.3.3 利水補給実績（発電） 

猿谷ダムでは、不特定用水（主にかんがい用水）を紀の川流域へ分水するまでの間に発電

所を設けて、発電を行っている。 

至近 10 ヵ年の発電電力量実績は平成 27 年が最も多く、ダムによる年間発生電力は、西吉

野第一発電所で 151,645 MWh、西吉野第二発電所で 63,998 MWh であった。 

また、至近 5 ヵ年の発電電力量実績は、平成 19 年から平成 23 年の 5 ヵ年と比べて、年間

補給量の増加に対応して多くなっている。 

 

 

図 3.3.3-1 猿谷ダム発電実績（平成 29 年から令和 3 年） 
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3.3.4 利水補給実績（維持流量） 

本川（熊野川）への平成 29 年から令和 3 年の補給量を図 3.3.4-1 に示す。 

猿谷ダムでは、下流への維持流量を最大 0.95m3/s としており、平成 29 年から令和 3 年の

近 5ヵ年で出水時の放流量も加え、平均 4.7 m3/s の放流を行っている。 

 

 
※放流量が 0.95 m3/s 以上の期間は、出水時等で通常よりも多く放流していることを示す。 

図 3.3.4-1 猿谷ダム本川（熊野川）への放流実績（平成 29 年から令和 3年） 

猿谷ダムでの維

持流量計画値 

最大 0.95 ㎥/s 
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3.4 利水補給効果の評価 

3.4.1 分水先基準点における利水補給効果 

(1) ダムによる流況改善効果 

図 3.4.1-1 に示す猿谷ダム分水先基準点（隅田地点）における流況の経年変化を表 3.4.1-1

及び図 3.4.1-2 に、紀の川合流前の西吉野頭首工における流況の経年変化を表 3.4.1-2 及び

図 3.4.1-13 に示す。隅田地点は、紀の川分水後の場所に位置している。ここでは、分水先基

準点の隅田地点が紀の川分水後の場所に位置している為、紀の川合流前の西吉野頭首工にお

いても利水補給効果をみた。 

ダムの設置により、平成 24 年から令和 3 年の近 10 ヵ年平均で、隅田地点では低水流量が

4.56m3/s、渇水流量が 2.11m3/s 多く、西吉野頭首工では低水流量が 0.57m3/s、渇水流量が

0.20m3/s 多いと考えられる。 

 

 

図 3.4.1-1 分水先基準点（隅田地点）と西吉野頭首工の位置図 
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表 3.4.1-1 隅田地点における流況 

 

 

 
注）1.低水流量：1 年のうち、275 日はこの流量を下回らない流量 

2.渇水流量：1 年のうち、355 日はこの流量を下回らない流量 

図 3.4.1-2 隅田地点における流況改善効果（平成 29年～令和 3 年の低水流量及び渇水流量） 

  

豊水 平水 低水 渇水 豊水 平水 低水 渇水

H24 42.89 29.93 17.06 7.31 34.09 19.34 10.99 5.25
H25 30.59 20.05 14.90 7.61 21.98 14.22 8.82 5.32
H26 26.79 20.35 15.16 8.15 17.29 12.67 9.65 4.95
H27 41.53 28.90 17.01 9.06 28.36 20.71 13.56 8.61
H28 40.83 24.63 17.20 11.51 28.36 16.43 11.88 7.92
H29 29.40 21.92 17.79 11.87 21.04 15.85 12.24 7.68
H30 33.78 22.46 15.26 8.76 24.48 16.86 11.41 8.11
R01 18.46 12.21 8.52 4.10 14.23 8.10 6.13 3.88
R02 21.11 15.17 11.51 8.77 15.69 11.19 7.88 5.18
R03 21.32 13.68 9.10 3.80 14.70 8.30 5.32 2.91

平均 30.67 20.93 14.35 8.09 22.02 14.37 9.79 5.98

ダムありの流況 ダムなしの流況

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

流量(m3/s)
ダムあり 低水流量 ダムなし 低水流量

ダムあり 渇水流量 ダムなし 渇水流量
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図 3.4.1-3 平成 24 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、隅田地点の流量変化 

 

図 3.4.1-4 平成 25 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、隅田地点の流量変化 
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図 3.4.1-5 平成 26 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、隅田地点の流量変化 

 

図 3.4.1-6 平成 27 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、隅田地点の流量変化 
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図 3.4.1-7 平成 28 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、隅田地点の流量変化 

 

図 3.4.1-8 平成 29 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、隅田地点の流量変化 
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図 3.4.1-9 平成 30 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、隅田地点の流量変化 

 

図 3.4.1-10 令和元年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、隅田地点の流量変化 
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図 3.4.1-11 令和 2 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、隅田地点の流量変化 

 

図 3.4.1-12 令和 3 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、隅田地点の流量変化 
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表 3.4.1-2 西吉野頭首工における流況 

 

 
注）1.低水流量：1 年のうち、275 日はこの流量を下回らない流量 

2.渇水流量：1 年のうち、355 日はこの流量を下回らない流量 

図 3.4.1-13 西吉野頭首工における流況改善効果（平成 24～令和 3年の低水流量及び渇水流量） 

 

  

豊水 平水 低水 渇水 豊水 平水 低水 渇水

H24 7.63 5.95 2.27 0.33 1.85 0.98 0.37 0.07

H25 6.32 3.08 1.59 0.43 1.21 0.63 0.40 0.07

H26 6.30 2.24 1.17 0.29 1.15 0.62 0.34 0.08

H27 8.17 4.05 1.98 0.57 1.57 0.89 0.55 0.17

H28 6.67 4.29 2.25 0.51 1.04 0.45 0.25 0.03

H29 6.90 4.59 2.05 0.40 0.94 0.38 0.24 0.04

H30 9.77 5.61 0.75 0.00 2.91 1.77 1.12 0.00

R01 7.37 1.00 0.36 0.00 1.99 0.89 0.29 0.00

R02 7.75 2.18 0.71 0.00 3.17 2.01 1.00 0.00

R03 8.41 4.28 2.72 0.85 3.58 2.45 1.12 0.22

平均 8.04 3.53 1.32 0.25 2.52 1.50 0.75 0.05

ダムありの流況 ダムなしの流況
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

流量(m3/s)
ダムあり 低水流量 ダムなし 低水流量

ダムあり 渇水流量 ダムなし 渇水流量

/s3m5.078期かんがい確保流量

/s3m0.776期かんがい非



3-22 

 

 

図 3.4.1-14 平成 24 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、西吉野頭首工地点の流量変化 

 

図 3.4.1-15 平成 25 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、西吉野頭首工地点の流量変化 

400

410

420

430

440

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

貯

水

位

平成24年

(EL.m)

平常時最高貯水位 EL.436.0m

最低水位 EL.421.0m

0

5

10

15

20

25

30

35

40

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

流
量

(m
3 /

s)

平成24年 西吉野頭首工地点流量

確保流量
ダムあり
ダムなし

0

5

10

15

20

25

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

流
量

(m
3
/
s)

ダム放流量

ダム流入量

導水量

400

410

420

430

440

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

貯

水

位

平成25年

(EL.m)

平常時最高貯水位 EL.436.0m

最低水位 EL.421.0m

0

5

10

15

20

25

30

35

40

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

流
量

(m
3 /

s)

平成25年 西吉野頭首工地点流量

確保流量
ダムあり
ダムなし

0

5

10

15

20

25

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

流
量

(m
3
/
s)

ダム放流量

ダム流入量

導水量



3-23 

 

 

図 3.4.1-16 平成 26 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、西吉野頭首工地点の流量変化 

 

図 3.4.1-17 平成 27 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、西吉野頭首工地点の流量変化 
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図 3.4.1-18 平成 28 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、西吉野頭首工地点の流量変化 

 

図 3.4.1-19 平成 29 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、西吉野頭首工地点の流量変化 
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図 3.4.1-20 平成 30 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、西吉野頭首工地点の流量変化 

 

図 3.4.1-21 令和元年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、西吉野頭首工地点の流量変化 
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図 3.4.1-22 令和 2 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、西吉野頭首工地点の流量変化 

 

図 3.4.1-23 令和 3 年の猿谷ダムの貯水位・流入量・放流量、西吉野頭首工地点の流量変化 
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(2) 下流基準点における利水補給の効果 

 かんがい用水の補給のため必要があると認められた場合には、分水計画に基づき、必要

な流水をダムから紀の川水系に分水しなければならないと定められている。 

 十津川・紀の川総合開発事業計画により、西吉野頭首工地点は、大迫ダム、津風呂ダム、

猿谷ダムにより、かんがい期 5.078m3/s、非かんがい期 0.776m3/s と定められている。そこで、

この確保流量を基準にし、評価流量を下回った日数及び評価流量を下回った流量（総量）に

対して補給した流量並びに補給日数を算定し、西吉野頭首工地点でのダム効果とする。 

 

 ①西吉野頭首工地点におけるダムあり流量 

    西吉野頭首工地点の実績流量 

 ②西吉野頭首工地点におけるダムなし流量 

    西吉野頭首工地点の実績流量 － 猿谷ダム分水量 

 

西吉野頭首工地点の至近 10 カ年平均の確保流量を下回った日数（流量）は、ダムなしで 321

日（133,904 千 m3）であるが、ダムありで 51 日（2,075 千 m3）に減少している。 

 

表 3.4.1-3 西吉野頭首工地点における不足量及び不足日数 

 

 

図 3.4.1-24  確保流量を下回った日数    図 3.4.1-25  確保流量を下回った流量 

 

ダムあり ダムなし
日数（日） 流量(千m3） 日数（日） 流量(千m3）

H24 23 2,059 350 132,479

H25 37 1,037 347 161,264

H26 36 1,122 359 181,802

H27 24 1,656 325 166,289

H28 13 471 351 165,463

H29 34 770 346 144,951

H30 79 3,833 253 97,143

R01 163 6,263 328 119,421

R02 95 3,418 303 108,101

R03 8 124 252 62,123

平均 51 2,075 321 133,904
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3.4.2 発電効果 

猿谷ダムからの取水による西吉野第一発電所及び第二発電所の両施設の年間平均発生電力

量は、平成 29年から令和 3 年では約 155,877 MWh となっている。平成 29年から令和 3 年の

両施設での発生電力量は、令和 3年時点の五條市の世帯数の 3.8 倍の約 52,000 世帯の電力消

費量に相当する。 

 

 

図 3.4.2-1 猿谷ダム発電実績 

 

表 3.4.2-1 電気量料金表(従量電灯Ａ単価) 平成 29年度 

項目 単位 料金単価 

最低料金（最初の 15kWh まで） 1 契約 341.01 円 

電力量料金 

15kWh 超過 120kWh まで 第 1 段 1kWh 20.31 円 

120kWh 超過 300kWh まで 第 2 段 1kWh 25.71 円 

300kWh 超過 第 3 段 1kWh 28.70 円 

出典：関西電力 HP 電気量料金表 R4.7 時点 

 

〔参考〕 

○平均発生電力量による世帯数(年間消費電力量)換算 

   155,877MWh/年 ÷ ｛(247.8kWh/月×12 ヵ月) ÷ 1,000｝=52,420 世帯 

注）1 ヵ月 1 世帯当たりの平均電力使用量 247.8kWh(平成 27 年度) 

(数値は 9 電力会社平均値 電気事業連合会調べ) 

 

○1 世帯当たり平均電力使用料金(247.8kWh)  

  ｛基本料金＋電力量料金(247.8kWh)｝×12 ヵ月 

    =｛341.01＋(120kWh－15kWh)×20.31＋(247.8kWh－120kWh)×25.71｝×12 ヵ月 

    =69,112 円/年 

○平均発生電力の一般家庭電気料金換算 

52,420 世帯×69,112 円/年= 3,622,828,814 円 



3-29 

 

3.4.3 副次的効果（CO2排出量削減効果） 

西吉野第一及び第二発電所は、豊かで再生可能な水資源を利用する純国産エネルギーで、

石油などの化石燃料を使用する火力発電に比べて、CO2排出量が非常に少なく、地球環境に優

しくクリーンな発電を行っている。 

 

 

図 3.4.3-1 各種発電のライフサイクル CO2排出量 

 

猿谷ダムによる水力発電の CO2削減効果について、以下に整理する。 

 

(1) 発電に伴う CO2排出量 

1kWh を 1時間発電する時に発生する CO2の総排出量は、以下とされている。 

① 水力発電：11（g･CO2/kWh） 

② 原子力発電：19（g･CO2/kWh） 

③ 石油火力発電：738（g･CO2/kWh） 

④ 石炭火力発電：943（g･CO2/kWh） 

よって、年間の発生電力量を、①水力発電、②原子力発電、③石油火力発電、④石炭火力

発電のそれぞれによって発電した場合、西吉野第一及び第二発電所から排出される CO2 量は

表 3.4.3-1 で示した数値となる。 

 

表 3.4.3-1 発電に伴う二酸化炭素（平成 29 年～令和 3年） 

 

  

近5ヶ年平均年発電量（H29～R3） 113,821 MWh 42,056 MWh

①水力発電におけるCO2排出量 1,252 t･CO2/年 463 t･CO2/年

②原子力発電におけるCO2排出量 2,163 t･CO2/年 799 t･CO2/年

③石油火力発電におけるCO2排出量 84,000 t･CO2/年 31,037 t･CO2/年

④石炭火力発電におけるCO2排出量 107,333 t･CO2/年 39,659 t･CO2/年

西吉野第一発電所 西吉野第二発電所

燃料の燃焼に加えて、原料の採掘・

建設・運送・精製・運用・保守等

のために消費されるすべてのエネ

ルギーを対象として算出。 

原子力については、計画中の使用

済燃料国内再処理・プルサーマル

利用・高レベル放射性廃棄物処理

等を含めて算出。 

出典：電力中央研究所報告書他 
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図 3.4.3-2 近 5 ヵ年（平成 29～令和 3年）の西吉野第一発電所及び第二発電所の合計年間 

発生電力量の各発電における CO2 排出量 

 

(2) 他発電との比較 

猿谷ダムで行っている水力発電を原子力発電または石油火力発電、石炭火力発電により発

電を行った場合を想定した時の CO2排出量を比較すると、水力発電に比べて、CO2排出量は以

下のようになり、CO2削減にも貢献している。 

● 原子力発電の約 1/2 

● 石油火力発電の約 1/67 

● 石炭火力発電の約 1/86 

また、各発電により排出された CO2を吸収するために必要な森林面積を表 3.4.3-2 に示す。 

 

表 3.4.3-2 排出 CO2を吸収するために必要な森林面積 

種別 CO2 排出量(t) 排出量 CO2 を吸収するために必要な森林面積(ha) 

水力発電   1,715    78.9 

原子力発電   2,962   136.2 

石油火力発電 115,037 5,291.7 

石炭火力発電 146,992 6,761.6 

※ 1ｔの CO2を吸収するのに必要な森林面積：0.046ha（460 ㎡） 

※ 近 5 ヵ年（平成 29年～令和 3年）の西吉野第一発電所及び第二発電所の合計年

間発生電力量の各発電所における CO2排出量を使用している。 
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3.5 まとめ 

猿谷ダムは、十津川・紀の川総合開発事業の一環として、他のダムと連携して、大和平野

や紀伊平野への利水補給を行っている。 

西吉野第一及び第二発電所に、それぞれ最大 16.7m3/s、20.0m3/s を供給しており、至近 5

ヵ年平均の発電量は約 155,000MWh であった。この電力は、令和 3 年時点の五條市世帯数の

3.8 倍の約 52,000 世帯に相当する。 

 

＜今後の方針＞ 

今後も適切な維持・管理により、その効果を発揮していく。 

 

 

3.6 文献リスト 

表 3.6-1 使用した文献・資料リスト 

No. 文献・資料名 発行者 発行年月 引用ページ・箇所 

3-1 
平成 29～令和 3 年度 

年次報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 

平成 29～令和 3 年度 全頁 

3-2 平成 29 年度 定期報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 

平成 30 年 3 月 全頁 

3-3 猿谷ダム管理年報 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 

平成 29～令和 3 年度 全頁 

3-4 電力中央研究所報告書 電力中央研究所 平成 28 年 3.4.2 発電効果 
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堆砂 

4.1 評価の進め方 

4.1.1 評価方針 

 猿谷ダムの堆砂状況及び経年的な整理により堆砂傾向を把握し、計画値との比較を行うことに

より評価を行う。また、堆砂対策の必要性及び対策案について提案する。 

 

4.1.2 評価手順 

 以下の手順で作業を行う。評価手順を図 4.1.2-1に示す。 

 

(1) 堆砂測量方法の整理 

 堆砂測量（深浅測量）の方法について、手法・測線（測量断面位置）・測量時期について整

理する。 

(2) 堆砂実績の整理 

 測量結果（堆砂状況調査報告書、深浅測量結果等）をもとに、堆砂状況について経年的に図

表整理する。また、縦断図を示し、堆砂形状を把握する。 
(3) 堆砂傾向の評価 

 堆砂計画や近隣ダムの堆砂状況との比較から、堆砂の進行状況や堆積箇所等の傾向について

評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.2-1 評価手順 

  

 堆砂測量方法の整理 

 
・堆砂状況表 
・堆砂経年変化グラフ（湛水開始以降） 
 

堆砂実績の整理 

堆砂計画 

 
・堆砂状況等傾向把握 
・堆砂状況の評価 
 

堆砂傾向の評価 

まとめ 
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4.2 堆砂測量方法の整理 

4.2.1 測量方法 

昭和 49 年より猿谷ダムの貯水池深浅測量は、最大水深が 3m 以下の範囲については水面

を基準にして水深ロット、レッドを併用した測定を行っている。最大水深 3m以上の場合に

は、精密音響測深機を使用し深浅測量を実施している。なお、水深の測定は 2 回を行い、

その平均値を採用している。 

ただし、台風 12 号の大規模出水があった平成 23 年のみ、空中写真撮影・航空レーザ計

測（LP：レーザープロファイラー）・深浅測量（NMB：ナローマルチビーム）を行い、猿谷

ダム管理区域内の堆砂量を測定した。マルチビーム測深機は、音響ビームを扇状に発射、

受信しながら面的に測深を行う手法である。なお、堆砂量の算定には、ナローマルチビー

ム測深（面的測量）を行い水中部の地形図を作成し、必要測線位置の断面図を作成後、作

成した断面図から平均断面法を用いた。 

今後は、平成 22 年まで実施した従来の方法で測量を行うが、平成 23 年のような大出水

があった際には、ナローマルチビーム測深の実施も検討する。 

 

4.2.2 測線位置図 

猿谷ダム堆砂測量の測線位置図を図 4.2.2-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.2-1 測線位置図 

  

 

深浅測量の測線 

図 1.3.1.3 － 堆砂測量における測線 
（貯水池内はシングルビーム音響法により測量、平均断面法により堆砂量を算出してい

 

猿谷ダム 

貯砂ダム 



4-3 

 

4.3 堆砂実績の整理 

猿谷ダムの堆砂量の経年変化を図 4.3-1に示す。現在、管理開始から 63年（令和 3年時

点）が経過し、総堆砂量は 4,406千 m3であり、堆砂率が 73.4％となっている。なお、管理

開始から昭和 48年までの堆砂については、不明である。 

平成 23年は 743千 m3の土砂が堆積した。これは、年間計画堆砂量の 60千 m3と比べ著し

く多く、平成 23 年 9 月の台風 23 号の影響により多量の土砂が流入したと考えられ、その

後は計画堆砂量をやや上回って推移している。 

平成 24 年以降は、台風による出水はあったものの、平成 23 年のような堆砂はみられな

かった。 

 

 

図 4.3-1 猿谷ダム貯水池堆砂量の経年変化 
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表 4.3-1 猿谷ダム堆砂状況経年変化 

 
 

1．堆砂量＝（当初総貯水容量）－（現在総貯水量） 

2．全堆砂率＝（堆砂量）/（当初総貯水容量）×100% 

3．堆砂率＝（堆砂量）/（計画堆砂量）×100% 

  

流域面積(km2) 82.85(九尾ダムより下流） 計画堆砂年（年）

当初総貯水量（千m3) 計画堆砂量（千m3)

有効貯水容量（千m3) 計画比堆砂量（m3/年/km2)

年 経過年数
現在総貯水容量

（千m3)

現在総堆砂量

（千m3)

有効容量内堆

砂量（千m3)

死水容量内堆

砂量（千m3)

全体堆

砂率(%)

堆砂率

(%)

掘削量

（千m3)

計画 0

S48 15 22,166 1,134 871 263 4.9 18.9 3.0

S49 16 21,081 2,219 1,382 837 9.5 37.0 7.1

S50 17 20,837 2,463 1,452 1,011 10.6 41.1

S51 18 20,827 2,473 1,270 1,203 10.6 41.2

S52 19 20,822 2,478 1,501 977 10.6 41.3

S53 20 21,105 2,195 1,292 903 9.4 36.6

S54 21 21,114 2,186 1,332 854 9.4 36.4

S55 22 21,143 2,157 1,187 970 9.3 36.0

S56 23 21,256 2,044 1,146 898 8.8 34.1

S57 24 21,261 2,039 1,106 933 8.8 34.0

S58 25 21,327 1,973 1,097 876 8.5 32.9

S59 26 21,407 1,893 1,106 787 8.1 31.6

S60 27 21,335 1,965 1,086 879 8.4 32.8 5.4

S61 28 21,213 2,087 1,148 939 9.0 34.8 4.5

S62 29 21,088 2,212 1,151 1,061 9.5 36.9 10.0

S63 30 21,231 2,069 1,073 996 8.9 34.5 7.1

H1 31 21,138 2,162 1,092 1,070 9.3 36.0

H2 32 21,013 2,287 1,114 1,173 9.8 38.1 6.9

H3 33 21,203 2,097 1,040 1,057 9.0 35.0 6.9

H4 34 21,049 2,251 1,154 1,097 9.7 37.5

H5 35 21,007 2,293 1,120 1,173 9.8 38.2 5.8

H6 36 20,944 2,356 1,144 1,212 10.1 39.3 8.8

H7 37 20,967 2,333 1,179 1,154 10.0 38.9

H8 38 20,917 2,383 1,184 1,199 10.2 39.7

H9 39 20,875 2,425 1,189 1,236 10.4 40.4

H10 40 20,884 2,416 1,152 1,264 10.4 40.3

H11 41 20,781 2,519 1,193 1,326 10.8 42.0

H12 42 20,715 2,585 1,208 1,377 11.1 43.1

H13 43 20,544 2,756 1,302 1,454 11.8 45.9

H14 44 20,669 2,631 1,282 1,349 11.3 43.9

H15 45 20,438 2,862 1,351 1,511 12.3 47.7

H16 46 20,283 3,017 1,539 1,478 12.9 50.3

H17 47 20,596 2,704 1,340 1,361 11.6 45.1

H18 48 20,403 2,897 1,420 1,477 12.4 48.3

H19 49 20,397 2,903 1,428 1,475 12.5 48.4

H20 50 20,196 3,104 1,468 1,636 13.3 51.7

H21 51 20,324 2,976 1,365 1,611 12.8 49.6

H22 52 20,449 2,851 1,312 1,539 12.2 47.5

H23 53 19,706 3,594 1,722 1,872 15.4 59.9

H24 54 19,814 3,486 1,626 1,860 15.0 58.1

H25 55 19,672 3,628 1,567 2,061 15.6 60.5

H26 56 19,526 3,774 1,748 2,026 16.2 62.9

H27 57 19,437 3,863 1,857 2,006 16.6 64.4

H28 58 19,372 3,928 1,906 2,022 16.9 65.5

H29 59 19,266 4,034 1,974 2,060 17.3 67.2

H30 60 18,995 4,305 2,080 2,225 18.5 71.8

R01 61 18,988 4,312 2,075 2,237 18.5 71.9

R02 62 19,065 4,235 2,082 2,153 18.2 70.6

R03 63 18,894 4,406 2,153 2,253 18.9 73.4

17,300 724

100

23,300 6000
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4.4 堆砂傾向の評価 

猿谷ダムにおける貯水池の堆砂状況を把握するため、図 4.4-1 に猿谷ダムの貯水池堆砂

縦断図を整理した。令和 3 年度時点の有効貯水容量内に、2,153 千 m3堆砂しており、これ

は有効貯水容量 17,300千 m3の約 12.4％に相当する（平成 23年度時点では約 10％）。 

現在、阪本取水口箇所の堆砂が進行しており、取水への影響が懸念される。また、支川

中原川の堆砂縦断図より、合流点付近では上流の河床が上がっていることがわかる。 

さらに、堆砂対策として設置した貯砂ダム（昭和 55年 3月完成）は、天端まで堆積した

状態である。 

 

 

図 4.4-1 堆砂縦断図 
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4.5 堆砂対策の評価 

4.5.1 阪本取水口付近の掘削 

平成 16 年から平成 19 年の期間、阪本取水口付近に堆積した土砂を浚渫し、ダム湖止水

域へ移動させていたが、土砂処分地の確保や浚渫時に発生する濁水等の問題がある為、平

成 20年以降は実施していなかった。 

懸案であった土砂処分地として、紀の川下流の公共工事場所への搬入が出来るようにな

ったこと及び浚渫は水質の濁りに影響する可能性があることから、その後は、陸上部での

掘削を行うこととし、平成 28年度に、阪本取水口上流右岸地点にて約 1,300m3の堆積土砂

を掘削した。阪本取水口付近の掘削状況を図 4.5.1-1に示す。 

また、貯砂ダムを含む貯水池内での経年的な土砂採取量を表 4.5.1-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影日：平成 29年 2月 27日 貯水位 約 421.3m 

図 4.5.1-1 阪本取水口付近の掘削状況 

 

表 4.5.1-1 土砂採取量（貯砂ダムを含む貯水池内での採取量） 

 
  

年 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56

土砂採取量(m3) 2,000 3,000 7,054

累計採取量(m3) 2,000 5,000 12,054 12,054 12,054 12,054 12,054 12,054 12,054 12,054

年 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3

土砂採取量(m3) 5,440 4,500 10,000 7,120 6,900 6,900

累計採取量(m3) 12,054 12,054 12,054 17,494 21,994 31,994 39,114 39,114 46,014 52,914

年 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13

土砂採取量(m3) 5,800 8,840

累計採取量(m3) 52,914 58,714 67,554 67,554 67,554 67,554 67,554 67,554 67,554 67,554

年 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H2１ H22 H23

土砂採取量(m3)

累計採取量(m3) 67,554 67,554 67,554 67,554 67,554 67,554 67,554 67,554 67,554 67,554

年 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

土砂採取量(m3) 4,000 1,300 3,700 600 200 100 350

累計採取量(m3) 67,554 71,554 71,554 71,554 72,854 76,554 77,154 77,354 77,454 77,804
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4.5.2 貯砂ダムの活用 

猿谷ダムでは、堆砂の進行が計画を上回っていたため、昭和 54 年度から昭和 55 年度に

かけて図 4.5.2-1に示す貯水池上流に貯砂ダムを建設した。 

その後は、貯砂ダムに堆積した土砂

の採取により堆砂の進行を抑制してい

たが、平成 7 年以降、土砂の採取が行

われておらず、また、猿谷ダム周辺が急

峻な場所であり、処分地の確保が困難

であることから、浚渫・処分も行ってお

らず、貯砂ダムの天端まで堆積した状

態となっている。 

そこで、平成 29年度以降、現在満杯

となっている貯砂ダムの堆積土砂の掘

削を再開し、機能の回復を図っている。 

 

                       図 4.5.2-1 貯砂ダム位置図 

                

     

図 4.5.2-2 貯砂ダムにおける堆砂の現状 

 

【参考：平成 23年 9月の台風 12号以前の貯砂ダム状況】 

 

図 4.5.2-3 貯砂ダムにおける堆砂の状況（左：貯砂ダム完成時、右：貯砂ダム 平成 23 年 3 月）  

猿谷ダム 

貯砂ダム 

撮影日：平成 30 年 2 月 22 日 貯水位 約 421.3m 

約 35年経過後 

撮影日：平成 23 年 3 月 7 日 

貯砂ダム 
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4.6 まとめ 

猿谷ダムでは、管理開始から 63 年（令和 3 年時点）が経過し、総堆砂量は 4,406 千 m3

で、堆砂率は 73.4％となっている。平成 23年 9月の台風 12号により、大量の土砂が流入

したため、貯水池内の堆砂量が増大し、その後は、計画堆砂量をやや上回って推移してい

る。 

令和 3 年度時点の有効貯水容量内に、2,153 千 m3 堆砂しており、これは有効貯水容量

17,300千 m3の約 12.4％に相当する（平成 23年度時点では約 10%）。 

堆砂対策について、先ずは、取水への影響を考えて阪本取水口での掘削を平成 28年度に

実施した。次に、貯砂ダムの機能を回復するために、平成 29年から令和 3年度には貯砂ダ

ムでの掘削を行っている。 

＜今後の方針＞ 

今後も貯水池内の堆砂がダムの機能に支障を与えないよう、継続して堆砂測量を実施し、

堆砂量の監視を行っていく。 

また、今後も掘削を継続し、奈良県等と連携して中期的・長期的な対応を検討していく。 

 

4.7 文献リスト 

 

表 4.7-1 使用した文献・資料リスト 

No. 文献・資料名 発行者 発行年月 引用ページ・箇所 

4-1 
平成 29～令和 3年度 

年次報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 

平成 29～令和 3年度 

4.2 堆砂測量方法の

整理 

4.3 堆砂実績の整理 

4-2 平成 29年度 定期報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 

平成 30年 3月 

4.2 堆砂測量方法の

整理 

4.3 堆砂実績の整理 

4-3 
紀の川統管管内ダム堆砂

測量業務報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 

令和 3年 4.4 堆砂傾向の評価 

4-4 貯砂ダム状況写真 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 

平成 30年 4.5 堆砂対策の評価 

 
 



 

 

 

 

 

 
水質 
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5．水質 

5.1 評価の進め方 

 評価方針 

 評価の方針 

「5.水質」では評価として「水質の評価」、「下流河川、分水先河川に分けて評価」、

「水質保全施設の評価」を行う。 

「水質の評価」では、貯水池、流入･下流河川地点及び分水先河川における水質調査

結果をもとに、猿谷流入･放流水質の関係から見た猿谷ダム貯水池の影響、経年的水質

変化から見た猿谷ダム流域及びダム貯水池の影響、水質障害の発生状況とその要因につ

いて評価するとともに、水質改善の必要性を示す。 

「水質保全施設の評価」では、猿谷ダムに導入した既存の水質保全施設の導入背景、

施設計画、設置状況、施設運用状況を整理するとともに、改善目標とした水質、期待し

た効果を満足しているかを評価する。 

 評価期間 

本報告書における水質の評価対象期間は、平成29年1月から令和3年12月までとする。 

 評価範囲 

水質の評価範囲は、貯水池流入地点(本川:広瀬)から下流河川の環境基準点(上野地)

までとする。 

また、猿谷ダムから西吉野第一発電所へ導水された水質に関連して、電源開発の発電

放流先である紀の川（大川橋～恋野橋）についても取りまとめる。 
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 評価手順 

当該施設における水質に関する評価を以下の手順で検討するものとする。 

(1)必要資料の収集･整理 

(2)基本事項の整理 

(3)水質状況の整理 

(4)社会環境からみた汚濁源の整理 

(5)水質の評価 

(6)まとめ 

 

 必要資料の収集・整理 

評価に必要となる基礎資料として、自然･社会環境に関する資料、猿谷ダムの水質調

査状況、水質調査結果、猿谷ダムの諸元、水質保全対策の諸元を収集整理する。 

 基本事項の整理 

水質に関わる評価を行うにあたり基本的な事項となる、環境基準の類型指定、水質調

査地点及び評価期間と水質調査状況を整理する。 

 水質状況の整理 

定期水質調査を基本として、流入･下流・分水先河川及び貯水池内の水質状況を整理

するとともに、水質障害の発生状況についても整理する。 

 社会環境からみた汚濁源の整理 

猿谷ダム貯水池や下流河川の水質は、貯水池の存在による影響だけでなく、流域の土

地利用の変化や生活排水対策状況の変化の影響も受ける。特に水質状況が経年的に変化

している場合には流域社会環境の変遷について整理する。 

 水質の評価 

水質の評価項目の選定内容を図5.1.2-1に示す。考え方としては、対象水系にあって、

ダムが存在することによって水質に及ぶ影響項目を選定する。 

まず、ダムの存在によって変化する事象としては、止水環境の形成、洪水の一時貯留、

流況の平滑化、ダム湖出現による利活用が挙げられる。これに伴い、水質へ及ぼす影響

項目としては、水温躍層の形成、洪水後の微細土砂の浮遊、基礎生産者の変遷、流域負

荷の貯留、ダム操作が挙げられる。 

これら水質へ及ぼす影響項目から、ダム貯水池で評価すべき事項として、環境基準項

目、水温の変化、土砂による水の濁り、富栄養化、DO及び底質、下流・分水先河川への

影響を取り上げることにする。 
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 流入・放流水質の比較による評価 

貯水池流入水質と放流水質を比較することにより、貯水池の出現による水質変化の

状況を把握する。 

 経年的水質変化の評価 

流入水質と放流水質の経年変化から貯水池の存在による影響を評価する。 

 冷水・濁水長期化・富栄養化現象に関する評価 

猿谷ダムの建設に伴い、水質障害である冷水現象、濁水長期化現象、富栄養化現象

が頻繁に発生している場合、流入・放流量、流入・放流水温、流入・放流SS、管理運

用情報等を整理し、発生原因の分析を行い、改善の必要性を検討する。 

 

 

 
図 5.1.2-1 ダムの存在によるインパクト―レスポンスを踏まえた水質評価項目の選定 

 

 水質保全施設の評価 

冷水現象、濁水長期化現象、富栄養化現象といった猿谷ダム貯水池の出現により生じ

た、もしくは生じることが予測された問題に関して、各種水質保全対策を設置すること

により対策を講じている場合がある。ここでは、これら水質保全対策施設の設置状況を

整理するとともに、これらの効果について評価を行う。 

 まとめ 

水質の評価、水質保全施設の評価を整理し、改善の必要性等を整理する。 

 

  

止水環境の形成

洪水の一時貯留

流況の平滑化

ダム湖出現による

利活用

ダム貯水池の
存在による変化事象

水質へ及ぼす影響項目

水 温 躍 層 の 形 成

洪水後の微細土砂の浮遊

基礎生産者の変遷
(付着藻類から

植物プランクトンへ)

流域負荷のため込み

水 質 評 価 項 目

環境基準項目の評価
(人の健康・生活環境への影響)

水温の変化の評価
(冷水放流・温水放流の発生状況)

土砂による水の濁りの評価
(濁水長期化現象の発生状況)

富栄養化の評価
(藻類異常発生・水質障害の発生状況)

下流河川への影響評価
(下流河川の水質・負荷量変化)

底 質 の 評 価
(貧酸素化・底泥溶出の状況)

ダム操作

凡
例

： ダムによって影響を受ける項目

： ダム以外の影響も受ける項目
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図 5.1.2-2 水質に関する評価の検討手順 

  

  

○基本事項の整理
    ・環境基準類型指定状況の整理
    ・評価する水質調査地点・項目 
    ・評価期間と水質調査状況 

○社会環境からみた汚濁源の整理 
     ・人口・家畜頭数
     ・土地利用状況  など

○水質状況の整理
  ・流入、放流河川水質の経年・経月変化
  ・貯水池内水質の経年・経月変化
  ・植物プランクトンの変化
  ・貯水池内鉛直分布（水温・濁度・DO）

   ・水質障害発生の状況

○水質の評価
      ・流入・放流水質の比較による評価 
       ・経年的水質変化の評価 

      ・冷温水現象に関する評価
      ・濁水長期化現象に関する評価 
      ・富栄養化現象に関する評価

○水質保全施設の評価
     ・保全施設の設置状況 
     ・保全施設計画の整理 
     ・保全施設の運用状況の整理 
     ・保全施設の効果把握と評価 

○まとめ
   ・水質及び水質保全施設の評価整理 
   ・改善の必要性整理 
   ・水質調査の重点化、簡略化 

○必要資料の収集・整理
    ・自然・社会環境に関する資料 
    ・水質に関する資料 
    ・水質保全施設に関する資料 
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 評価方針 

以下に示す猿谷ダムの水質に関する特性･条件を念頭におき、水質に関する整理･評価を

行う。 

 他流域からの導水、他流域への分水がある 

猿谷ダム貯水池は、本川流入の他にダム下流熊野川右支川の川原樋川、及びその支川

の池津川、大江谷、キリキ谷から取水し、トンネルによって貯水池に導水している。一

方、天辻分水トンネルによって紀の川水系大和丹生川に流域変更し、約300mの落差を利

用して西吉野第1・西吉野第2発電所（電源開発（株））において発電をしたのち、紀の

川筋の灌漑用水として利用されており、一般的なダム貯水池に比較すると流入・放流形

態が複雑であるという特徴がある。 

また、猿谷ダムは不特定用水（主にかんがい用水）の補給と水力発電を目的として建

設されたが、河川環境（動植物の保全、河川景観、河川利用など）の維持のため、平成

2年より猿谷ダム下流の熊野川（十津川）にコンジットゲートより河川維持用水の放流

を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1.3-1 導水分水縦断図 

 

 

図 5.1.3-2 猿谷ダム断面図 
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5.2 基本事項の整理 

 環境基準類型指定状況の整理 

環境基準とは、人の健康の保護及び生活環境の保全のための目標であり、環境基本法第

16条に基づいて設定されるものである。環境基準は「維持されることが望ましい基準」で

あり、水質汚濁についても対象となっている。 

猿谷ダム貯水池の類型指定状況は表5.2.1-1に示すとおりである。猿谷ダム貯水池の環

境基準は湖沼のA類型となっている。ただし、SSについては月により湖沼B類型～C類型と

なっている。なお、窒素及びリンについての指定はなされていない。また、流入河川・下

流河川である熊野川は河川AA類型、導水元である川原樋川は河川AA類型、分水先河川であ

る丹生川・紀の川は河川A類型に指定されている。 

なお、環境基準の見直しに伴い、平成15年11月には水生生物保全の観点から全亜鉛が生

活環境項目に追加された。その後、平成24年3月にノニルフェノールが、平成25年3月に直

鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS）が追加され、国において類型当てはめ

方法等が検討されているところである。現在のところ、猿谷ダム貯水池では指定されてい

ない。 

 

表5.2.1-1 類型指定状況（猿谷ダム） 

ダム名 環境基準 達成期間 環境基準指定年 

猿谷ダム 湖沼A類型 ロ※ 昭和52年12月6日県告示 

基  準  値 

pH COD *SS DO 大腸菌群数 

6.5～8.5 3mg/L以下 下記記載 7.5mg/L以上 1000MPN/100mL以下 

*SS：7～9月はごみ等の浮遊がないこと（環境基準“湖沼C類型）上月以外は15mg/L以下（環境基準「湖沼B類型」） 
※：達成期間は「ロ」は、5年以内で可及的速やかに達成 

 

表5.2.1-2 類型指定状況（河川） 

河川名 地点名 猿谷ダムとの関係 環境基準 達成期間 環境基準指定年 

熊野川 

広瀬 流入河川 

河川 AA 類型 イ 
昭和 52 年 

12 月 6 日 

県告示 

辻堂 下流河川 

上野地 
下流河川 

（環境基準） 

川原樋川 川原樋川取水口 流入支川 河川 AA 類型 イ 

丹生川 

西吉野第一発電所 発電放流 

河川 A 類型 イ 

平成 5 年 

4 月 2 日 

県告示 
丹生川流末 

分水先河川 

（環境基準点） 

紀の川 

大川橋 
分水先河川 

（丹生川合流前） 

河川 A 類型 イ 

昭和 47 年 

11 月 6 日 

県告示 

御蔵橋 
分水先河川 

（丹生川合流後） 

恋野橋 
分水先河川 

（環境基準点） 

達成期間「イ」は、直ちに達成 
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表5.2.1-3 水質環境基準（河川） 

項目 

 

 

類型 

利用目的の 

対応性 

基準値 

該当水域 
水素イオン 

濃  度 

(pH) 

生物化学的 

酸素要求量 

(BOD) 

浮遊物質量 

(SS) 

溶存酸素量 

(DO) 
大腸菌群数 

AA 

水道1級 

自然環境保全及び

A以下の欄に掲げ

るもの 

6.5以上 

8.5以下 

1mg/L 

以下 

25mg/L 

以下 

7.5mg/L 

以上 

50MPN 

/100mL 

以下 

熊野川 

川原樋川 

A 

水道1級･水産1級 

水浴及びB以下の

欄に掲げるもの 

6.5以上 

8.5以下 

2mg/L 

以下 

25mg/L 

以下 

7.5mg/L 

以上 

1,000MPN 

/100mL以下 

丹生川 

紀の川 

B 

水道3級･水産2級 

及びC以下の欄に

掲げるもの 

6.5以上 

8.5以下 

3mg/L 

以下 

25mg/L 

以下 

5mg/L 

以上 

5,000MPN 

/100mL以下 

 

C 

水産3級･工業用水

1級及びD以下の欄

に掲げるもの 

6.5以上 

8.5以下 

5mg/L 

以下 

50mg/L 

以下 

5mg/L 

以上 
- 

 

D 

工業用水2級･農業

用水及びEの欄に

掲げるもの 

6.0以上 

8.5以下 

8mg/L 

以下 

100mg/L 

以下 

2mg/L 

以上 

- 

 

 

E 
工業用水3級 

環境保全 

6.0以上 

8.5以下 

10mg/L 

以下 

ごみ等の浮

遊が認めら

れないこと 

2mg/L 

以上 
- 

 

(注) 

1. 自然環境保全 : 自然探勝等の環境保全 
2. 水道1級 : ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

水道2級 : 沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
水道3級 : 前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 

3. 水産1級 : ヒメマス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産2級及び水産3級の水産生物用 
水産2級 : サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型水域の水産生物用並びに水産3級の水産生物用 
水産3級 : コイ、フナ等富栄養湖型の水域の水産生物用 

4. 工業用水1級 : 沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 
工業用水2級 : 薬品注入等による硬度の浄水操作、又は特殊な浄水操作を行うもの 
工業用水3級 : 特殊な浄水操作を行うもの 

5. 環境保全 : 国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む)において不快感を生じない限度 
6. 水産1種 : サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産2種及び水産3種の

水産生物用 
水産2種 : ワカサギ等の貧栄養湖型の水域の水産生物用及び水産3種の水産生物用 
水産3種 : コイ、フナ等の水産生物用 
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表5.2.1-4 水質環境基準（湖沼） 

項目 

 

 

類型 

利用目的の 

対応性 

基準値 

該当水域 
水素イオン 

濃  度 

(pH) 

化学的酸素

要求量 

(COD) 

浮遊物質量 

(SS) 

溶存酸素量 

(DO) 
大腸菌群数 

AA 

水道1級 

水産1級 

自然環境保全

及びA以下の欄

に掲げるもの 

6.5以上 

8.5以下 

1mg/L 

以下 

1mg/L 

以下 

7.5mg/L 

以上 

50MPN 

/100mL 

以下 

- 

A 

水道2、3級 

水産1級 

水浴及びB以下

の欄に掲げる

もの 

6.5以上 

8.5以下 

3mg/L 

以下 

5mg/L 

以下 

7.5mg/L 

以上 

1,000MPN 

/100mL以下 
猿谷ダム 

B 

水産2級 

工業用水1級 

農業用水 

及びC以下の欄

に掲げるもの 

6.5以上 

8.5以下 

5mg/L 

以下 

15mg/L 

以下 

5mg/L 

以上 
- 

猿谷ダム 

7～9月 

以外 

C 
工業用水3級 

環境保全 

6.0以上 

8.5以下 

8mg/L 

以下 

ごみ等の浮

遊が認めら

れないこと 

2mg/L 

以上 
- 

猿谷ダム 

7～9月 

 

表5.2.1-5 水質環境基準（湖沼） 

項目 

類型 
利用目的の対応性 

基準値 
該当水域 

全窒素 全リン 

I 自然環境保全及びII以下の欄に掲げるもの 0.1mg/L以下 0.005mg/L以下 

指定無し 

II 
水道1、2、3級(特殊なものを除く) 

水産1級 水浴及びIII以下の欄に掲げるもの 
0.2mg/L以下 0.01mg/L以下 

III 
水道3級(特殊なもの)及びIV以下の欄に掲げ

るもの 
0.4mg/L以下 0.03mg/L以下 

IV 水産2種及びVの欄に掲げるもの 0.6mg/L以下 0.05mg/L以下 

V 水産3種、工業用水、農業用水、環境保全 1mg/L以下 0.1mg/L以下 

(注) 

1. 自然環境保全 : 自然探勝等の環境保全 

2. 水道1級 : ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 
水道2級 : 沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
水道3級 : 前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 

3. 水産1級 : ヒメマス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産2級及び水産3級の水産生物用 
水産2級 : サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型水域の水産生物用並びに水産3級の水産生物用 
水産3級 : コイ、フナ等富栄養湖型の水域の水産生物用 

4. 工業用水1級 : 沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 
工業用水2級 : 薬品注入等による硬度の浄水操作、又は特殊な浄水操作を行うもの 
工業用水3級 : 特殊な浄水操作を行うもの 

5. 環境保全 : 国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む)において不快感を生じない限度 
6. 水産1種 : サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産2種及び水産3種の

水産生物用 
水産2種 : ワカサギ等の貧栄養湖型の水域の水産生物用及び水産3種の水産生物用 
水産3種 : コイ、フナ等の水産生物用 
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 定期調査地点と対象とする水質項目 

猿谷ダムにおいては、ダム湖中央、ダムサイト、広瀬(流入河川)、西吉野第一発電所、

川原樋川取水口(流入支川)、辻堂(下流河川)において水質調査を実施している。 

これに加え、ダム下流地点での水質を評価するため、環境基準点の上野地等も含めた計

11地点を対象に整理を行う。 

本報告書で評価対象とする水質項目は、以下のとおりである。 

 

●水温、濁度 

●生活環境項目 : pH、DO、BOD、COD、SS、大腸菌群数、全亜鉛、ノニルフェノール、 

        直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩(LAS) 

●健康項目 : カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、

PCB、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロ

エチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、

1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、

1,3-ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベンカルブ、ベンゼン、

セレン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素、1,4 ジオキサン 

●クロロフィル a、T-N、T-P、アンモニウム態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素、無機態

リン、鉄、マンガン、ダイオキシン類 

 



  

5-10 

 

 

     

 

図 5.2.2-1 猿谷ダム水質調査地点 

  

猿谷ダム 

西吉野第一発電所 

ダム湖中央 

ダムサイト 

広瀬 

（流入河川） 

辻堂 

（下流河川） 

川原樋川注水口 

（導水地点）※ 

川原樋川取水口 

（流入支川） 

丹生川 

熊野川 

猿谷ダム 

川原樋川 

0 1k

※平成16年度以降調査を実施していない 
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図 5.2.2-2 猿谷ダム及び河川模式図 
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平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。平成30年4月以降、最深部で調査できる

ようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから堤体中央付近に変更した。 

 

 

図 5.2.2-3 ダムサイト水質調査地点位置 

 

 

5.3水質状況の整理 

水質状況は水質(一般項目や生活環境項目、健康項目と特殊項目)と水質障害、底質につ

いて整理する。なお、猿谷ダムでは、要監視項目の調査は実施されていない。 

 

 水質調査状況 

各地点の水質調査実施状況（平成29～令和3年）を表 5.3.1-1に示す。 

 

表 5.3.1-1(1) 各地点の水質調査実施状況(平成29～令和3年) 

 

  

猿谷ダム

H30年以降の
採水位置

H29年の
採水位置

流入・下流河川

広瀬 支川・川原樋川取水口 辻堂 上野地（環境基準）

H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

一般項目(1) 透視度、臭気、外観、気温、水温 12 12 12 12 12 10 1 - - 4 12 12 12 12 12 5 4 4 4 4

一般項目(2) 濁度 4 4 4 4 4 10 1 - - 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

一般項目(3) 電気伝導度 4 4 4 4 4 10 1 - - 4 4 4 4 4 4 - - - - -

一般項目(4) 塩化物イオン 4 4 4 4 4 9 1 - - 4 4 4 4 4 4 - - - - -

一般項目(5) 濁度（現地）、DO（現地） 12 12 12 11 12 - - - - - 12 12 12 11 12 - - - - -
生活環境項目(1) DO、pH、BOD、COD、SS 4 4 4 4 4 10 1 - - 4 4 4 4 4 4 5 4 4 4 4

生活環境項目(2) 大腸菌群数 4 4 4 4 4 10 1 - - 4 4 4 4 4 4 5 4 4 4 4

生活環境項目(3) 糞便性大腸菌群数 - - - - - 10 1 - - 4 - - - - - - - - - -

生活環境項目(4) 全亜鉛 - - - - - 2 - - - - - - - - - 5 4 4 4 4
生活環境項目(5) ノニルフェノール - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 1 1 1 1

生活環境項目(6) 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩(LAS) - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 1 1 1 1

生活環境項目(7) n-ヘキサン抽出物質 - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - -

総窒素・総リン 4 4 4 4 4 10 1 - - 4 4 4 4 4 4 5 4 4 4 4
クロロフィルa - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

フェオフィチン - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

形態別栄養塩項目(1) アンモニア態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素 4 4 4 4 4 10 1 - - 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

形態別栄養塩項目(2) オルトリン酸態リン 4 4 4 4 4 10 1 - - 4 4 4 4 4 4 - - - - -
健康項目(1) ※1 - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 1 1 1 1

健康項目(3) PCB - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

健康項目(4) 鉛 - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 1 1 1 1

健康項目(5) ※2 - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 1 1 1 1
健康項目(6) ヒ素 - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 1 1 1 1

健康項目(7) ふっ素、ほう素 - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 1 1 1 1

健康項目(8) テトラクロロエチレン - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 1 1 1 1
健康項目(9) チウラム、シマジン、チオベンカルブ - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 1 1 1

健康項目(10) 1,3-ジクロロプロペン - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 1 1 1

健康項目(12) 1,4-ジオキサン - - - - - 2 - - - - - - - - - 1 1 1 1 1

底質項目 ※3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
生物 植物・動物プランクトン - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

水道水源関係項目 TOC 4 4 4 4 4 10 1 - - 4 4 4 4 4 4 - - - - -

特殊項目(1) 溶解性鉄 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

特殊項目(2) 溶解性マンガン - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

調査期間：平成29年1月～令和3年12月

表中数字は調査頻度（回数/年）を示す。

※1：カドミウム、全シアン、六価クロム、総水銀、アルキル水銀※4、セレン、ベンゼン、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素※5

※2：トリクロロエチレン、四塩化炭素、ジクロロメタン、1.2-ジクロロエタン、1.1.1-トリクロロエタン、1.1.2-トリクロロエタン、1.1-ジクロロエチレン、シス-1.2-ジクロロエチレン

※3：強熱減量、COD、全窒素、全リン、硫化物、鉄、マンガン、カドミウム、鉛、六価クロム、ヒ素、総水銀、アルキル水銀、PCB、チウラム、シマジン、チオベンカルブ、セレン、粒度組成。実施状況は「底層」欄に示した。

※4：総水銀が確認された場合測定

※5：形態別栄養塩項目(1)と同じ

富栄養化項目

項       目
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表 5.3.1-1(2)  各地点の水質調査実施状況(平成29～令和3年) 

 

 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）

表層・水深0.5m 中層・1/2水深 底層・底上1.0m

H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

一般項目(1) 透視度、臭気、外観、気温、水温 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

一般項目(2) 濁度 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

一般項目(3) 電気伝導度 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

一般項目(4) 塩化物イオン 11 11 10 9 11 11 11 10 9 11 11 11 10 9 11

一般項目(5) 濁度（現地）、DO（現地） 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

生活環境項目(1) DO、pH、BOD、COD、SS 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

生活環境項目(2) 大腸菌群数 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

生活環境項目(3) 糞便性大腸菌群数 12 12 12 12 12 - - - - - - - - - -

生活環境項目(4) 全亜鉛 - - - - - - - - - - - - - - -

生活環境項目(5) ノニルフェノール - - - - - - - - - - - - - - -

生活環境項目(6) 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩(LAS) - - - - - - - - - - - - - - -

生活環境項目(7) n-ヘキサン抽出物質 - - - - - - - - - - - - - - -

総窒素・総リン 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

クロロフィルa 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

フェオフィチン 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

形態別栄養塩項目(1) アンモニア態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

形態別栄養塩項目(2) オルトリン酸態リン 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

健康項目(1) ※1 1 - 1 1 - - - - - - - - - - -

健康項目(3) PCB 1 - - - - - - - - - - - - - -

健康項目(4) 鉛 1 - 1 1 - - - - - - - - - - -

健康項目(5) ※2 1 1 1 1 - - - - - - - - - - -

健康項目(6) ヒ素 2 - 1 1 - - - - - - - - - - -

健康項目(7) ふっ素、ほう素 1 1 1 1 - - - - - - - - - - -

健康項目(8) テトラクロロエチレン 1 1 1 1 - - - - - - - - - - -

健康項目(9) チウラム、シマジン、チオベンカルブ 1 - 1 - - - - - - - - - - - -

健康項目(10) 1,3-ジクロロプロペン 1 1 1 1 - - - - - - - - - - -

健康項目(12) 1,4-ジオキサン 2 1 2 1 - 2 1 - - - 2 1 - - -

底質項目 ※3 - - - - - - - - - - 4 2 4 4 4

生物 植物・動物プランクトン 12 12 12 12 12 - - - - - - - - - -

水道水源関係項目 TOC 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

特殊項目(1) 溶解性鉄 - - - - - - - - - - - - - - -

特殊項目(2) 溶解性マンガン - - - - - - - - - - - - - - -

富栄養化項目

項       目

貯水池内（ダムサイト）

表層・水深0.5m 中層・1/2水深 底層・底上1.0m

H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

一般項目(1) 透視度、臭気、外観、気温、水温 8 12 12 11 12 - 11 12 11 12 - 11 12 11 12

一般項目(2) 濁度 8 4 4 4 4 - 4 4 4 4 - 4 4 4 4

一般項目(3) 電気伝導度 8 4 4 4 4 - 4 4 4 4 - 4 4 4 4

一般項目(4) 塩化物イオン 7 3 4 4 4 - 3 4 4 4 - 3 4 4 4

一般項目(5) 濁度（現地）、DO（現地） 8 12 12 11 12 - 11 12 11 12 - 11 12 11 12

生活環境項目(1) DO、pH、BOD、COD、SS 3 4 4 4 4 - 4 4 4 4 - 4 4 4 4

生活環境項目(2) 大腸菌群数 3 4 4 4 4 - 4 4 4 4 - 4 4 4 4

生活環境項目(3) 糞便性大腸菌群数 8 3 4 4 4 - - - - - - - - - -

生活環境項目(4) 全亜鉛 - - - - - - - - - - - - - - -

生活環境項目(5) ノニルフェノール - - - - - - - - - - - - - - -

生活環境項目(6) 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩(LAS) - - - - - - - - - - - - - - -

生活環境項目(7) n-ヘキサン抽出物質 - - - - - - - - - - - - - - -

総窒素・総リン 3 4 4 4 4 - 4 4 4 4 - 4 4 4 4

クロロフィルa 3 4 4 4 4 - 4 4 4 4 - 4 4 4 4

フェオフィチン 3 4 4 4 4 - 4 4 4 4 - 4 4 4 4

形態別栄養塩項目(1) アンモニア態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素 1 4 4 4 4 - 4 4 4 4 - 4 4 4 4

形態別栄養塩項目(2) オルトリン酸態リン 3 4 4 4 4 - 4 4 4 4 - 4 4 4 4

健康項目(1) ※1 1 1 1 1 1 - 1 - - - - 1 - - -

健康項目(3) PCB - - - - 1 - - - - - - - - - -

健康項目(4) 鉛 1 - 1 1 1 - - - - - - - - - -

健康項目(5) ※2 1 1 1 1 1 - 1 - - - - 1 - - -

健康項目(6) ヒ素 1 - 1 1 1 - - - - - - - - - -

健康項目(7) ふっ素、ほう素 1 1 1 1 1 - 1 - - - - 1 - - -

健康項目(8) テトラクロロエチレン 1 1 1 1 1 - 1 - - - - 1 - - -

健康項目(9) チウラム、シマジン、チオベンカルブ 1 - 1 - 1 - - - - - - - - - -

健康項目(10) 1,3-ジクロロプロペン 1 1 1 1 1 - 1 - - - - 1 - - -

健康項目(12) 1,4-ジオキサン 1 1 2 1 1 - 1 2 1 - - 1 2 1 -

底質項目 ※3 - - - - - - - - - - - - - - -

生物 植物・動物プランクトン 3 4 4 4 4 - 1 - - - - 1 - - -

水道水源関係項目 TOC 3 4 4 4 4 - 4 4 4 4 - 4 4 4 4

特殊項目(1) 溶解性鉄 - - - - - - - - - - - - - - -

特殊項目(2) 溶解性マンガン - - - - - - - - - - - - - - -

調査期間：平成29年1月～令和3年12月

表中数字は調査頻度（回数/年）を示す。

※1：カドミウム、全シアン、六価クロム、総水銀、アルキル水銀※4、セレン、ベンゼン、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素※5

※2：トリクロロエチレン、四塩化炭素、ジクロロメタン、1.2-ジクロロエタン、1.1.1-トリクロロエタン、1.1.2-トリクロロエタン、1.1-ジクロロエチレン、シス-1.2-ジクロロエチレン

※3：強熱減量、COD、全窒素、全リン、硫化物、鉄、マンガン、カドミウム、鉛、六価クロム、ヒ素、総水銀、アルキル水銀、PCB、チウラム、シマジン、チオベンカルブ、セレン、粒度組成。

   実施状況は「底層」欄に示した。

※4：総水銀が確認された場合測定

※5：形態別栄養塩項目(1)と同じ

項       目
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表 5.3.1-1(3)  各地点の水質調査実施状況(平成29～令和3年) 

 

  

分水先

西吉野第一発電所 丹生川流末（環境基準） 大川橋 御蔵橋 恋野橋

H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

一般項目(1) 透視度、臭気、外観、気温、水温 8 8 7 8 7 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

一般項目(2) 濁度 3 2 3 2 2 - - - - - 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

一般項目(3) 電気伝導度 3 3 3 2 2 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

一般項目(4) 塩化物イオン 3 3 3 2 2 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

一般項目(5) 濁度（現地）、DO（現地） 8 8 7 7 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

生活環境項目(1) DO、pH、BOD、COD、SS 3 2 3 2 2 12 12 12 12 12 12 12 12 12 9 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

生活環境項目(2) 大腸菌群数 3 2 3 2 2 4 4 4 4 4 12 12 12 12 9 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

生活環境項目(3) 糞便性大腸菌群数 - - - - - - - - - - 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

生活環境項目(4) 全亜鉛 2 1 3 2 2 4 4 4 4 4 - - - - 2 - - - - 1 - - - - 2

生活環境項目(5) ノニルフェノール - - - - 1 1 1 1 1 1 - - - - 2 - - - - 1 - - - - 2

生活環境項目(6) 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩(LAS) - - - - 1 1 1 1 1 1 - - - - 2 - - - - 1 - - - - 2

生活環境項目(7) n-ヘキサン抽出物質 - - - - - 1 1 1 1 1 - - - - - - - - - - - - - - -

総窒素・総リン 3 3 3 2 2 12 12 12 12 12 12 12 12 12 9 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

クロロフィルa - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

フェオフィチン - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

形態別栄養塩項目(1) アンモニア態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素 3 3 3 2 2 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

形態別栄養塩項目(2) オルトリン酸態リン 3 3 3 2 2 - - - - - 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

健康項目(1) ※1 - - - - - 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 - - - - - 2 2 2 2 2

健康項目(3) PCB - - - - - 1 1 1 1 - 1 1 1 1 1 - - - - - 1 1 1 1 1

健康項目(4) 鉛 - - - - - 1 1 1 1 1 4 4 10 12 12 2 2 2 2 2 12 12 6 4 4

健康項目(5) ※2 - - - - - 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 - - - - - 2 2 2 2 2

健康項目(6) ヒ素 - - - - - 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 - - - - - 2 2 2 2 2

健康項目(7) ふっ素、ほう素 - - - - - 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 - - - - - 4 4 4 4 4

健康項目(8) テトラクロロエチレン - - - - - 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 - - - - - 1 2 2 2 2

健康項目(9) チウラム、シマジン、チオベンカルブ - - - - - 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 - - - - - 1 1 1 1 1

健康項目(10) 1,3-ジクロロプロペン - - - - - 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 - - - - - 1 2 2 2 2

健康項目(12) 1,4-ジオキサン - - - - - 1 1 1 1 1 - - - - 1 - - - - - - - - - 1

底質項目 ※3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

生物 植物・動物プランクトン - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

水道水源関係項目 TOC 3 3 3 2 2 - - - - - 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 12 12 12 12 12

特殊項目(1) 溶解性鉄 - - - - - 1 1 1 1 1 1 1 1 - 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

特殊項目(2) 溶解性マンガン - - - - - 1 1 1 1 1 - - - - - - - - - - - - - - -

調査期間：平成29年1月～令和3年12月

表中数字は調査頻度（回数/年）を示す。

※1：カドミウム、全シアン、六価クロム、総水銀、アルキル水銀※4、セレン、ベンゼン、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素※5

※2：トリクロロエチレン、四塩化炭素、ジクロロメタン、1.2-ジクロロエタン、1.1.1-トリクロロエタン、1.1.2-トリクロロエタン、1.1-ジクロロエチレン、シス-1.2-ジクロロエチレン

※3：強熱減量、COD、全窒素、全リン、硫化物、鉄、マンガン、カドミウム、鉛、六価クロム、ヒ素、総水銀、アルキル水銀、PCB、チウラム、シマジン、チオベンカルブ、セレン、粒度組成。実施状況は「底層」欄に示した。

※4：総水銀が確認された場合測定

※5：形態別栄養塩項目(1)と同じ

富栄養化項目
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 流入・下流河川水質の経年・経月変化 

ダム貯水池の出現による下流河川への影響を把握するため、流入河川及び下流河川にお

ける水質の経年･経月変化を整理する。対象地点は以下のとおりとし、整理データは定期

水質調査結果(1回/月)とする。 

(対象地点)：流入河川：広瀬 

流入河川支川：川原樋川取水口 

下流河川：辻堂、上野地（環境基準点） 

 

 経年変化 

流入河川(広瀬、川原樋川取水口)及び下流河川(辻堂)における各水質項目の年平均値、

年最大値・年最小値及び75％値を表 5.3.2-1(昭和56～平成28年)と表 5.3.2-2(平成29

～令和3年)に示す。各地点の年間値は表 5.3.2-3に、各地点の年平均値等の経年変化図

は図 5.3.2-1～図 5.3.2-4に示す。 

水質状況のまとめを表 5.3.2-4に示す。 

 

表 5.3.2-1 流入及び下流河川水質の観測値(昭和56～平成28年の平均値) 

 

 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 13.4 24.8 2.8 12.2 20.7 4.0

濁度 (度) 0.7 0.8 0.4 2.9 12.1 0.4
pH 7.7 8.3 7.3 7.4 7.6 7.2

BOD (mg/L) 0.6 1.2 0.3 0.7 0.7 1.2 0.4 0.8
COD (mg/L) 1.2 2.0 0.6 1.4 1.2 2.2 0.6 1.4
SS (mg/L) 1.0 3.1 0.4 4.7 18.6 0.7
DO (mg/L) 10.5 13.0 8.4 10.5 12.7 8.7

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 508 2046 21 493 3011 19
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL) 25 130 0

全窒素 (mg/L) 0.32 0.46 0.22 0.25 0.35 0.17
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.218 0.318 0.145 0.133 0.199 0.076

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.001 0.002 0.001 0.002 0.002 0.001
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.011 0.014 0.010 0.019 0.045 0.032

全リン (mg/L) 0.007 0.014 0.003 0.012 0.027 0.007
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.003 0.007 0.001 0.010 0.036 0.003

Chl-a (μg/L) 0.6 1.1 0.2 0.6 1.1 0.2
全亜鉛 (mg/L) 0.0038 0.0038 0.0038 0.0049 0.0048 0.0042

ノニルフェノール (mg/L) 0.00006 0.00006 0.00006
LAS (mg/L) 0.0006 0.0006 0.0006

項目 単位

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 13.9 23.0 4.5 13.9 21.3 6.0

濁度 (度) 4.7 12.3 1.1 5.9 7.1 2.0
pH 7.6 7.9 7.3 7.4 7.6 7.1

BOD (mg/L) 0.6 1.0 0.3 0.7 0.7 0.9 0.5 0.7
COD (mg/L) 1.3 1.9 0.9 1.4 0.7 0.9 0.5 0.6
SS (mg/L) 4.7 15.6 1.1 3.9 7.7 1.0
DO (mg/L) 10.6 12.5 9.0 10.0 11.9 8.4

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 418 1516 27 277 866 11
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL)

全窒素 (mg/L) 0.288 0.403 0.203 0.279 0.367 0.203
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.219 0.275 0.165 0.206 0.263 0.142

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.002 0.003 0.001 - <0.010 <0.010
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.017 0.029 0.010 0.059 0.070 0.067

全リン (mg/L) 0.015 0.032 0.006 0.008 0.014 0.006
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.010 0.020 0.003

Chl-a (μg/L) 0.8 1.8 0.3 1.1 1.3 <1.0
全亜鉛 (mg/L) 0.0029 0.0029 0.0029 0.0022 0.0039 0.0011

ノニルフェノール (mg/L) <0.00006 <0.00006 <0.00006
LAS (mg/L) 0.0110 0.0045 0.0045

項目 単位
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表 5.3.2-2 流入及び下流河川水質の観測値(平成29～令和3年の平均値) 

 

 

 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 13.6 23.1 3.3 12.3 15.7 7.6

濁度 (度) 1.8 4.9 0.4 1.5 4.7 0.9
pH 7.7 7.8 7.5 7.4 7.5 7.4

BOD (mg/L) 0.3 0.4 0.2 0.3 0.3 0.4 0.3 0.4
COD (mg/L) 1.1 1.7 0.7 1.1 0.9 1.1 0.7 1.0
SS (mg/L) 1.7 4.7 0.2 1.1 3.1 0.7
DO (mg/L) 10.2 12.2 8.7 10.7 11.7 9.9

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 926 3196 57 382 1908 48
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL) 14 20 7

全窒素 (mg/L) 0.26 0.35 0.18 0.19 0.23 0.16
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.203 0.284 0.120 0.146 0.177 0.107

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.010 0.010 0.010 0.012 0.017 0.010

全リン (mg/L) 0.008 0.015 0.004 0.012 0.016 0.009
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.005 0.009 0.002 0.012 0.014 0.007

Chl-a (μg/L)
全亜鉛 (mg/L)

ノニルフェノール (mg/L)
LAS (mg/L)

項目 単位

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 14.6 23.7 5.2 13.9 21.1 6.6

濁度 (度) 6.0 13.9 1.2 2.2 3.6 1.6
pH 7.7 7.9 7.5 7.6 8.0 7.0

BOD (mg/L) 0.4 0.6 0.2 0.5 1.1 1.8 0.7 1.3
COD (mg/L) 1.1 1.5 0.8 1.2 0.9 1.2 0.6 0.9
SS (mg/L) 4.2 10.0 0.8 1.8 1.0 <1.0
DO (mg/L) 10.6 12.4 9.1 10.3 12.0 8.3

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 658 1948 10 280 854 22
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL)

全窒素 (mg/L) 0.191 0.258 0.140 0.242 0.346 0.170
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.138 0.192 0.090 0.188 0.260 0.124

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.001 0.002 0.001 - <0.010 <0.010
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.014 0.020 0.010 - 0.050 0.050

全リン (mg/L) 0.015 0.027 0.005 0.011 0.016 0.006
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.012 0.024 0.002

Chl-a (μg/L)
全亜鉛 (mg/L) 0.0051 0.0104 0.0014

ノニルフェノール (mg/L) <0.00006 <0.00006 <0.00006
LAS (mg/L) - <0.0006 <0.0006

項目 単位
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表 5.3.2-3(1) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 13.0 27.5 0.6 12.0 21.7 4.7
S57 13.2 23.1 2.7 10.9 18.2 2.9
S58 12.6 23.5 2.0 11.0 17.3 4.9
S59 11.7 24.7 0.4 11.9 21.0 5.0
S60 13.6 25.5 0.4 12.4 21.7 6.5
S61 12.8 27.0 2.5 11.4 21.5 0.8
S62 13.1 25.8 3.0 12.6 22.5 5.1
S63 12.8 21.5 3.6 11.4 20.2 5.0
H1 12.6 23.7 3.0 11.2 18.1 4.2
H2 13.9 27.8 1.1 9.1 18.0 1.5
H3 13.6 26.0 3.0 12.4 21.8 3.4
H4 13.2 25.1 3.5 10.9 17.3 3.6
H5 13.5 24.3 3.7 11.1 17.4 3.3
H6 14.3 23.5 2.1 11.8 19.3 2.6
H7 13.5 26.0 2.3 11.4 22.0 3.8
H8 13.7 26.4 4.4 11.0 18.0 2.9
H9 13.0 24.2 1.5 13.4 17.8 9.9
H10 14.8 26.1 3.1 12.9 20.9 3.9
H11 14.0 25.1 3.0 11.2 20.8 2.5
H12 14.2 26.9 2.1 13.4 21.6 3.4
H13 13.4 26.2 2.1 12.9 22.8 3.5
H14 13.8 24.8 3.0 12.8 22.2 4.1
H15 13.4 25.0 3.1 12.0 21.6 3.3
H16 13.2 22.4 2.7 11.0 20.5 1.6
H17 14.0 26.4 3.3 12.1 22.1 1.9
H18 11.0 24.9 1.2 11.4 20.3 0.7
H19 15.7 23.4 4.2 12.5 20.0 4.8
H20 13.7 27.7 3.8 11.9 23.6 3.6
H21 13.9 25.2 4.8 12.6 21.6 5.2
H22 13.3 26.2 2.7 14.4 21.7 3.7
H23 13.3 22.5 2.2 15.1 19.7 9.5
H24 12.8 21.8 2.6
H25 12.6 21.7 3.4 16.3 23.9 6.9
H26 14.0 25.0 3.9 12.8 19.5 2.8
H27 13.3 23.4 3.7 12.7 22.1 3.7
H28 14.0 24.1 5.7 14.0 25.6 5.8

H29 12.7 20.6 1.5 13.0 19.6 5.1
H30 13.1 23.9 2.0 10.7 10.7 10.7
R01 14.1 25.2 3.7
R02 13.8 23.2 4.7
R03 14.0 22.7 4.5 13.1 16.9 7.1

S56-R03 13.4 24.6 2.8 12.2 20.3 4.3
S56-H28 13.4 24.8 2.8 12.2 20.7 4.0
H29-R03 13.6 23.1 3.3 12.3 15.7 7.6

項目 年

水温
(℃)

平均値
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表 5.3.2-3(2)  流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.7 1.6 <0.4 4.9 16.7 0.6
S57 - <0.4 <0.4 2.0 5.3 0.7
S58 - <0.4 <0.4 20.6 41.9 0.7
S59 - <0.4 <0.4 0.7 1.0 0.5
S60 - <0.4 <0.4 0.7 1.5 <0.4
S61 - <0.4 <0.4 1.9 3.0 <0.4
S62 - <0.4 <0.4 2.0 4.0 <0.4
S63 - <0.4 <0.4 1.1 1.6 <0.4
H1 - <0.4 <0.4 1.3 2.9 <0.4
H2 - <0.4 <0.4 - <0.4 <0.4
H3 - <0.4 <0.4 3.8 14.0 <0.4
H4 - <0.4 <0.4 - <0.4 <0.4
H5 - <0.4 <0.4 0.6 1.2 <0.4
H6 - <0.4 <0.4 1.1 1.1 1.1
H7 - <0.4 <0.4
H8 - <0.4 <0.4
H9 - <0.4 <0.4
H10 - <0.4 <0.4
H11 - <0.4 <0.4 0.5 0.6 <0.4
H12 - <0.4 <0.4
H13 - <0.4 <0.4 0.7 1.1 <0.4
H14 0.6 1.1 <0.4 0.6 1.0 <0.4
H15 0.4 1.7 0.1 0.4 0.7 0.1
H16 0.1 0.2 0.1 0.7 1.4 0.1
H17 1.1 9.4 0.1
H18 0.8 1.1 0.5 1.2 8.3 0.1
H19 0.6 0.7 0.4 0.5 1.5 0.1
H20 0.6 0.8 0.3 0.5 0.7 0.2
H21 0.5 0.7 0.4 0.6 1.7 0.1
H22 0.4 0.7 0.1 0.6 1.2 0.1
H23 0.8 1.1 0.4 0.5 0.8 0.3
H24 0.6 0.8 0.4
H25 1.5 4.1 0.5 28.8 222.0 0.4
H26 1.1 2.9 0.3 0.8 2.3 0.2
H27 0.7 0.9 0.5 2.7 12.1 0.4
H28 0.7 0.7 0.5 1.0 3.4 0.4

H29 1.5 3.3 0.5 1.8 11.0 0.3
H30 2.8 6.9 0.4 2.0 2.0 2.0
R01 3.5 12.4 0.4
R02 0.4 0.5 0.4
R03 0.9 1.4 0.3 0.7 1.0 0.4

S56-R03 1.0 1.3 0.4 2.8 11.4 0.4
S56-H28 0.7 0.8 0.4 2.9 12.1 0.4
H29-R03 1.8 4.9 0.4 1.5 4.7 0.9

濁度
(度)

年

平均値

項目
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表 5.3.2-3(3)  流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 7.9 8.9 7.4 7.3 7.5 7.1
S57 7.6 8.3 7.1 7.3 7.5 7.1
S58 7.5 8.1 7.2 7.3 7.4 7.2
S59 7.6 8.2 7.2 7.4 7.6 7.0
S60 7.8 8.6 7.4 7.5 7.6 7.3
S61 7.8 8.7 7.4 7.3 7.5 7.1
S62 7.7 8.6 7.2 7.5 7.7 7.3
S63 7.8 8.5 7.4 7.5 7.8 7.3
H1 7.5 8.1 7.0 7.4 7.5 7.2
H2 7.7 8.7 7.1 7.4 7.5 7.2
H3 7.6 7.9 7.4 7.4 7.6 7.2
H4 7.9 8.8 7.4 7.5 7.6 7.3
H5 7.8 8.4 7.2 7.3 7.5 7.1
H6 7.8 8.3 7.3 7.6 7.7 7.4
H7 8.0 8.4 7.4 7.3 7.7 7.0
H8 8.0 8.7 7.3 7.6 7.9 7.3
H9 7.9 8.5 7.3 7.6 7.9 7.4
H10 7.9 8.6 7.4 7.5 7.6 7.3
H11 7.9 8.5 7.6 7.5 7.8 7.2
H12 7.8 8.4 7.0 7.5 7.6 7.3
H13 7.6 8.5 7.0 7.4 7.6 7.2
H14 7.7 8.3 7.2 7.4 7.6 7.2
H15 7.5 8.2 7.0 7.2 7.5 6.9
H16 7.4 7.6 7.0 7.2 7.4 7.0
H17 7.6 8.2 7.1 7.4 7.7 7.0
H18 7.8 8.7 7.1 7.4 7.6 7.0
H19 7.9 8.6 7.6 7.4 7.7 7.2
H20 8.0 8.7 7.4 7.5 7.8 7.2
H21 7.7 8.1 7.4 7.5 8.0 7.4
H22 7.8 8.3 7.6 7.5 7.6 7.4
H23 7.6 7.8 7.5 7.3 7.3 7.2
H24 7.6 7.8 7.3
H25 7.6 7.6 7.6 7.5 7.6 7.4
H26 7.8 8.0 7.5 7.4 7.5 7.3
H27 7.6 7.8 7.4 7.4 7.6 7.3
H28 7.6 7.9 7.3 7.5 7.7 7.3

H29 7.5 7.7 7.4 7.5 7.6 7.4
H30 7.6 7.9 7.3 7.2 7.2 7.2
R01 7.8 7.9 7.5
R02 7.8 7.9 7.6
R03 7.7 7.8 7.5 7.6 7.7 7.5

S56-R03 7.7 8.3 7.3 7.4 7.6 7.2
S56-H28 7.7 8.3 7.3 7.4 7.6 7.2
H29-R03 7.7 7.8 7.5 7.4 7.5 7.4

平均値

pH

項目 年
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表 5.3.2-3(4) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.8 1.4 0.4 1.0 1.4 2.4 0.4 2.0
S57 0.8 1.4 0.3 1.0 1.5 2.4 0.7 2.1
S58 0.6 1.1 0.3 0.7 1.1 1.6 0.2 1.3
S59 0.6 1.1 <0.1 0.8 1.9 5.0 0.2 2.0
S60 0.8 1.9 0.3 1.0 0.6 0.8 <0.5 0.6
S61 1.0 2.0 0.5 1.2 0.7 1.0 <0.5 0.7
S62 0.6 1.3 0.1 0.7 0.6 0.7 <0.5 0.7
S63 0.8 1.1 0.3 0.8 0.6 0.8 <0.5 0.6
H1 1.0 3.1 0.2 1.0 0.7 0.9 <0.5 0.7
H2 0.7 1.3 0.3 0.9 0.7 0.9 <0.5 0.9
H3 0.7 1.0 0.3 0.7 0.8 1.2 0.5 1.1
H4 0.8 1.6 0.4 0.9 1.1 2.4 <0.5 0.7
H5 0.6 1.0 0.4 0.7 0.5 0.6 <0.5 0.5
H6 0.5 1.1 0.1 0.6 0.6 0.8 <0.5 0.6
H7 0.3 0.6 0.1 0.4 - <0.5 <0.5 0.5
H8 0.6 1.0 0.3 0.8 0.7 0.9 <0.5 0.9
H9 0.7 1.0 0.2 0.8 0.7 1.0 0.5 1.0
H10 0.9 1.4 0.5 1.0 0.9 1.2 <0.5 1.1
H11 0.8 1.3 <0.5 0.9 0.8 1.4 <0.5 0.8
H12 1.0 1.7 0.5 1.1 0.8 1.1 <0.5 0.9
H13 0.9 1.0 0.7 0.9 0.7 0.9 <0.5 0.7
H14 0.9 1.6 0.5 0.9 0.6 0.8 0.5 0.5
H15 0.7 1.5 0.3 0.7 0.5 1.0 0.2 0.9
H16 0.7 2.9 0.2 0.5 0.5 1.4 0.2 0.6
H17 0.5 0.7 0.2 0.6 0.5 0.7 0.2 0.5
H18 0.5 0.8 0.2 0.7 0.7 1.5 0.1 0.9
H19 0.7 1.4 0.3 0.7 0.6 1.6 0.2 0.9
H20 0.7 1.0 0.5 0.7 0.5 0.9 0.2 0.6
H21 0.6 1.0 0.4 0.5 0.5 1.0 0.2 0.7
H22 0.3 0.5 0.1 0.4 0.6 1.4 0.1 0.7
H23 0.2 0.4 0.1 0.2 0.4 0.7 0.1 0.5
H24 0.5 0.7 0.4 0.6
H25 0.4 0.6 0.2 0.4 0.4 1.4 0.1 0.5
H26 0.4 0.6 0.3 0.3 0.4 0.7 0.2 0.4
H27 0.3 0.4 0.1 0.4 0.3 0.9 0.1 0.3
H28 0.4 0.5 0.2 0.4 0.4 0.7 0.1 0.4

H29 0.3 0.4 0.2 0.3 0.3 0.5 0.2 0.5
H30 0.2 0.4 0.1 0.2 0.5 0.5 0.5 0.5
R01 0.4 0.5 0.2 0.4
R02 0.3 0.5 0.1 0.4
R03 0.3 0.4 0.2 0.4 0.2 0.3 0.1 0.2

S56-R03 0.6 1.1 0.3 0.7 0.7 1.2 0.4 0.8
S56-H28 0.6 1.2 0.3 0.7 0.7 1.2 0.4 0.8
H29-R03 0.3 0.4 0.2 0.3 0.3 0.4 0.3 0.4

平均値

BOD
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(5) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 1.0 1.7 0.6 1.3 1.3 1.6 0.8 1.5
S57 1.3 2.6 0.4 1.5 3.2 5.0 1.3 5.0
S58 1.0 2.4 0.2 1.3 2.7 4.9 0.7 4.2
S59 1.1 2.1 0.5 1.4 1.6 3.3 0.7 1.5
S60 0.9 1.6 0.2 1.2 0.9 1.8 0.6 0.6
S61 1.0 1.3 0.6 1.1 1.0 1.7 0.6 1.0
S62 1.0 1.5 0.5 1.2 0.7 0.9 <0.5 0.7
S63 1.1 1.9 0.7 1.3 0.7 0.8 <0.5 0.7
H1 1.7 6.1 0.8 1.5 0.8 1.0 <0.5 0.9
H2 1.4 3.4 0.3 1.8 1.0 1.3 <0.5 1.2
H3 1.0 1.7 0.5 1.3 1.3 1.9 0.6 1.7
H4 0.9 1.6 0.2 1.1 0.9 1.2 0.6 1.1
H5 1.1 2.2 0.4 1.3 0.9 1.3 0.5 0.8
H6 1.3 2.2 0.6 1.4 1.3 3.0 0.5 1.1
H7 0.8 1.2 0.4 1.1 0.8 0.9 0.7 0.9
H8 1.1 1.9 0.6 1.2 0.9 1.9 0.5 0.7
H9 1.1 2.0 0.5 1.2 1.0 1.2 0.7 1.2
H10 0.9 1.5 0.5 1.0 0.9 1.3 <0.5 1.0
H11 1.1 1.8 <0.5 1.2 0.9 1.6 <0.5 0.8
H12 1.3 1.9 0.5 1.7 1.3 1.7 <0.5 1.7
H13 1.2 1.7 0.8 1.3 0.8 1.1 0.5 0.8
H14 1.3 1.9 0.5 1.6 1.2 1.9 0.6 1.2
H15 1.4 1.9 0.8 1.7 1.0 1.6 0.6 1.1
H16 1.5 4.3 0.8 1.5 1.0 1.6 0.7 1.2
H17 1.4 2.1 0.9 1.7 0.9 1.6 0.5 1.2
H18 1.3 1.6 0.7 1.6 1.5 3.3 0.5 1.7
H19 1.6 2.1 1.4 1.5 1.2 2.1 0.5 1.4
H20 1.4 1.7 0.9 1.5 1.2 1.5 0.7 1.4
H21 1.6 1.9 1.2 1.9 1.2 2.1 0.6 1.3
H22 1.3 1.7 0.9 1.6 1.5 2.3 1.1 1.8
H23 1.4 1.8 0.7 1.6 1.2 1.3 1.0 1.3
H24 1.1 1.4 0.8 1.2
H25 1.5 2.5 1.0 1.5 2.2 12.0 0.5 1.1
H26 1.2 1.3 0.9 1.2 1.1 2.1 0.5 1.4
H27 1.0 1.2 0.8 1.0 1.2 2.7 0.5 1.1
H28 1.0 1.2 0.7 1.2 1.0 1.9 0.6 1.0

H29 0.9 1.1 0.6 0.9 0.8 1.1 0.4 1.0
H30 1.0 1.9 0.7 0.8 1.1 1.1 1.1 1.1
R01 1.3 2.1 0.6 1.5
R02 1.0 1.1 0.8 1.1
R03 1.4 2.5 0.8 1.1 0.8 1.1 0.6 0.8

S56-R03 1.2 2.0 0.7 1.3 1.2 2.1 0.6 1.3
S56-H28 1.2 2.0 0.6 1.4 1.2 2.2 0.6 1.4
H29-R03 1.1 1.7 0.7 1.1 0.9 1.1 0.7 1.0

平均値

COD
(mg/L)

項目 年



  

5-22 

 

表 5.3.2-3(6) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.9 2.0 0.3 5.6 20.5 0.1
S57 1.0 2.2 0.3 2.3 4.5 0.8
S58 0.8 1.5 0.4 49.3 108.0 0.8
S59 1.2 2.2 0.5 2.4 5.9 0.6
S60 1.1 2.2 0.3 1.6 2.2 1.0
S61 1.0 2.0 0.3 3.8 10.0 <1.0
S62 0.7 1.3 0.1 3.5 6.0 <1.0
S63 0.8 2.5 0.1 1.4 2.1 <1.0
H1 4.0 37.9 0.2 1.8 3.3 <1.0
H2 0.9 4.7 0.2 1.3 2.2 <1.0
H3 1.2 3.1 0.1 6.4 22.3 <1.0
H4 0.6 1.2 0.1 1.4 1.8 <1.0
H5 0.8 2.5 0.1 1.0 1.0 <1.0
H6 1.1 6.6 0.1 1.5 2.9 <1.0
H7 0.5 0.9 0.1 1.0 1.1 <1.0
H8 0.8 2.2 0.3 - <1.0 <1.0
H9 0.8 1.7 0.1 1.0 1.0 1.0
H10 0.8 1.0 0.1 - <1.0 <1.0
H11 1.0 1.0 <1.0 1.3 2.0 <1.0
H12 0.9 1.0 0.6 4.5 15.0 <1.0
H13 1.2 2.8 <1.0 1.1 1.3 <1.0
H14 1.0 1.0 0.8 1.3 2.0 <1.0
H15 1.2 3.0 <1.0 1.1 1.7 <1.0
H16 1.7 7.7 <1.0 1.2 2.2 <1.0
H17 1.0 1.0 <1.0 1.1 2.6 <1.0
H18 0.9 1.0 0.6 1.8 10.2 0.2
H19 0.6 0.8 0.4 0.5 1.6 <0.1
H20 0.6 1.0 0.1 0.9 1.6 0.4
H21 0.7 1.0 0.5 0.8 1.7 0.3
H22 0.5 0.7 0.2 0.8 1.8 0.4
H23 0.9 1.8 0.3 0.6 0.8 0.4
H24 0.7 1.2 0.4
H25 1.3 3.4 0.2 48.5 380.0 0.1
H26 1.5 4.8 0.2 1.1 5.1 <0.1
H27 0.5 1.2 0.2 2.7 14.0 0.1
H28 0.4 0.7 0.1 1.3 10.0 0.3

H29 0.8 1.3 0.2 1.2 7.0 0.1
H30 2.7 5.3 0.2 1.9 1.9 1.9
R01 4.0 15.0 0.1
R02 0.4 0.6 0.1
R03 0.7 1.5 0.3 0.2 0.3 0.1

S56-R03 1.1 3.3 0.3 4.4 17.4 0.7
S56-H28 1.0 3.1 0.4 4.7 18.6 0.7
H29-R03 1.7 4.7 0.2 1.1 3.1 0.7

平均値

SS
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(7) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 10.9 14.2 8.7 10.3 12.1 8.3
S57 10.6 13.1 8.5 10.9 12.9 9.1
S58 10.8 13.8 8.2 10.4 12.1 8.8
S59 10.6 13.2 8.2 10.1 11.8 7.9
S60 10.8 13.6 8.1 10.6 12.6 8.2
S61 10.7 13.2 8.0 10.4 13.9 8.0
S62 10.8 13.4 8.9 10.1 12.3 7.7
S63 10.6 13.0 8.7 10.9 12.2 9.5
H1 10.5 13.1 8.5 10.7 12.6 9.1
H2 10.8 14.1 8.2 11.5 13.0 9.8
H3 10.5 12.9 8.2 10.7 13.4 8.8
H4 10.8 13.2 8.3 10.7 12.6 8.9
H5 10.6 12.7 8.5 10.5 12.9 8.9
H6 10.3 13.2 7.9 10.8 13.3 8.9
H7 10.6 12.4 8.6 10.6 12.5 8.6
H8 10.5 12.7 7.8 10.7 13.0 9.4
H9 10.6 13.3 8.3 10.1 10.8 9.1
H10 10.1 12.9 8.4 10.6 13.2 8.8
H11 10.3 13.0 8.7 10.3 12.7 8.3
H12 10.3 12.9 8.3 10.1 12.6 8.8
H13 10.8 13.7 8.6 10.6 13.7 8.8
H14 10.3 12.4 8.1 10.5 13.1 8.3
H15 10.6 13.1 8.4 10.1 12.6 8.2
H16 10.5 13.6 8.9 10.7 13.6 8.5
H17 10.7 13.0 8.5 10.8 13.8 9.0
H18 11.7 14.1 8.6 11.3 14.8 8.8
H19 10.2 12.9 8.6 10.6 12.4 8.7
H20 10.4 12.4 8.4 11.0 13.5 9.2
H21 10.3 11.9 8.5 10.4 12.6 8.6
H22 10.5 13.0 8.6 9.9 12.5 8.6
H23 10.3 13.4 8.5 9.7 11.0 8.5
H24 10.6 12.8 8.6
H25 10.1 12.1 8.4 9.3 11.0 7.6
H26 10.0 11.0 9.0 10.5 13.0 9.1
H27 10.0 12.0 8.4 10.6 13.0 9.0
H28 10.4 12.0 8.6 10.2 12.0 8.2

H29 10.5 12.0 9.2 10.3 12.0 8.8
H30 10.4 13.0 8.5 11.0 11.0 11.0
R01 10.0 12.0 8.3
R02 10.1 12.0 8.8
R03 10.2 12.0 8.6 10.7 12.0 9.9

S56-R03 10.5 12.9 8.5 10.5 12.6 8.8
S56-H28 10.5 13.0 8.4 10.5 12.7 8.7
H29-R03 10.2 12.2 8.7 10.7 11.7 9.9

平均値

DO
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(8) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 143 920 2 269 790 11
S57 309 1100 11 213 790 5
S58 450 790 45 312 1100 0
S59 656 1700 45 136 490 13
S60 405 790 20 150 230 110
S61 485 1700 68 298 490 130
S62 275 700 20 197 460 20
S63 429 2400 20 157 450 20
H1 182 500 20 203 450 20
H2 201 790 5 108 330 20
H3 83 240 2 241 920 2
H4 57 240 2 63 130 8
H5 119 540 5 16 23 13
H6 214 920 5 230 540 8
H7 77 350 5 102 240 13
H8 103 540 0 168 540 33
H9 179 350 2 171 240 33
H10 191 350 23 188 350 33
H11 99 240 2 151 350 0
H12 322 2400 4 133 240 4
H13 72 350 8 18 23 8
H14 150 790 8 44 130 5
H15 723 4900 7 2340 23000 23
H16 1258 7000 23 625 4900 8
H17 2158 17000 17 2293 22000 4
H18 215 790 22 707 3300 7
H19 280 490 70 1229 4900 2
H20 556 1700 22 479 1300 2
H21 660 2200 49 357 1300 5
H22 1111 2800 13 1617 7900 8
H23 1444 4900 7 325 790 49
H24 613 1700 23
H25 837 2800 46 1704 13000 5
H26 311 790 13 295 1300 2
H27 1759 4600 13 1281 11000 5
H28 1150 3300 110 458 1400 23

H29 1023 3300 130 746 4900 33
H30 238 490 33 33 33 33
R01 225 490 110
R02 319 700 8
R03 2826 11000 5 367 790 79

S56-R03 559 2187 25 485 2924 21
S56-H28 508 2046 21 493 3011 19
H29-R03 926 3196 57 382 1908 48

平均値

大腸菌群数
(MPN/100

ｍL)

年項目
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表 5.3.2-3(9) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14 2 3 1
H15 5 23 0
H16 29 73 0
H17 15 72 0
H18 51 410 0
H19 29 110 0
H20 14 42 0
H21 11 70 0
H22 26 130 0
H23 22 41 5
H24 0 0 0
H25 55 430 0
H26 30 110 0
H27 56 290 0
H28 35 150 0

H29 18 33 1
H30 2 2 2
R01
R02
R03 22 26 18

S56-R03 23 112 2
S56-H28 25 130 0
H29-R03 14 20 7

平均値

糞便性大腸
菌群数

(個/100ｍ
L)

項目 年
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表 5.3.2-3(10) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.31 0.44 0.23 0.31 0.56 0.07
S57 0.22 0.45 0.08 0.22 0.27 0.17
S58 0.21 0.34 0.13 1.06 1.06 1.06
S59 0.20 0.32 0.10
S60 0.25 0.38 0.17
S61 0.20 0.26 0.14 0.18 0.23 0.12
S62 0.23 0.34 0.15 0.18 0.25 0.10
S63 0.28 0.35 0.18
H1 0.25 0.33 0.17
H2 0.27 0.46 0.20
H3 0.27 0.45 0.18
H4 0.21 0.30 0.04
H5 0.24 0.45 0.16 0.15 0.15 0.15
H6 0.30 0.51 0.09 0.23 0.33 0.12
H7 0.24 0.39 0.15 0.22 0.23 0.20
H8 0.36 0.85 0.21 0.18 0.25 0.10
H9 0.31 0.54 0.24 0.16 0.16 0.16
H10 0.30 0.42 0.17 0.16 0.17 0.14
H11 0.33 0.38 0.24 0.16 0.19 0.09
H12 0.40 0.65 0.29 0.24 0.29 0.19
H13 0.36 0.44 0.25 0.18 0.22 0.12
H14 0.40 0.57 0.31 0.25 0.38 0.17
H15 0.36 0.49 0.24 0.23 0.34 0.12
H16 0.35 0.52 0.25 0.22 0.38 0.14
H17 0.35 0.52 0.27 0.20 0.34 0.10
H18 0.39 0.63 0.25 0.29 0.48 0.14
H19 0.44 0.57 0.33 0.28 0.43 0.15
H20 0.44 0.50 0.41 0.27 0.38 0.18
H21 0.39 0.50 0.25 0.23 0.36 0.07
H22 0.36 0.41 0.31 0.27 0.36 0.13
H23 0.36 0.39 0.34 0.23 0.25 0.19
H24 0.41 0.45 0.33
H25 0.49 0.72 0.30 0.33 0.96 0.10
H26 0.35 0.43 0.25 0.21 0.33 0.12
H27 0.33 0.40 0.28 0.21 0.26 0.15
H28 0.32 0.39 0.25 0.19 0.23 0.14

H29 0.31 0.36 0.27 0.17 0.24 0.12
H30 0.20 0.25 0.11 0.19 0.19 0.19
R01 0.27 0.44 0.17
R02 0.22 0.30 0.16
R03 0.30 0.40 0.18 0.22 0.25 0.17

S56-R03 0.31 0.45 0.21 0.24 0.34 0.17
S56-H28 0.32 0.46 0.22 0.25 0.35 0.17
H29-R03 0.26 0.35 0.18 0.19 0.23 0.16

平均値

全窒素
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(11) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.120 0.267 0.041 0.160 0.262 0.057
S57 0.103 0.323 0.029 0.152 0.197 0.121
S58 0.085 0.158 0.038 0.189 0.394 0.020
S59 0.111 0.223 0.077 0.099 0.121 0.077
S60 0.156 0.305 0.076 0.110 0.200 0.020
S61 0.121 0.184 0.032 0.105 0.150 0.060
S62 0.127 0.256 0.048 0.075 0.110 0.040
S63 0.174 0.243 0.094 0.090 0.120 0.060
H1 0.139 0.260 0.055 0.110 0.120 0.100
H2 0.165 0.288 0.079 0.055 0.080 0.030
H3 0.186 0.351 0.068 0.100 0.110 0.090
H4 0.127 0.198 0.050 0.095 0.100 0.090
H5 0.227 0.354 0.133 0.110 0.110 0.110
H6 0.193 0.348 0.039 0.060 0.060 0.060
H7 0.188 0.213 0.166
H8 0.370 0.370 0.370
H9
H10
H11 0.107 0.160 0.040
H12
H13 0.123 0.180 0.050
H14 0.105 0.170 0.040
H15 0.180 0.180 0.180
H16
H17
H18 0.220 0.260 0.150 0.167 0.220 0.080
H19 0.333 0.500 0.240 0.203 0.300 0.120
H20 0.320 0.410 0.280 0.189 0.270 0.130
H21 0.290 0.430 0.200 0.151 0.300 0.040
H22 0.273 0.310 0.200 0.167 0.270 0.060
H23 0.283 0.300 0.270 0.160 0.190 0.110
H24 0.353 0.390 0.280
H25 0.425 0.610 0.270 0.229 0.540 0.070
H26 0.278 0.380 0.170 0.156 0.260 0.070
H27 0.268 0.300 0.230 0.152 0.210 0.110
H28 0.265 0.360 0.220 0.141 0.190 0.100

H29 0.268 0.330 0.190 0.126 0.190 0.050
H30 0.145 0.190 0.070 0.140 0.140 0.140
R01 0.205 0.350 0.110
R02 0.150 0.240 0.110
R03 0.245 0.310 0.120 0.173 0.200 0.130

S56-R03 0.216 0.313 0.141 0.135 0.197 0.079
S56-H28 0.218 0.318 0.145 0.133 0.199 0.076
H29-R03 0.203 0.284 0.120 0.146 0.177 0.107

平均値

硝酸態窒素
NO3-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(12) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 <0.001 <0.001 <0.001 0.002 0.002 0.001
S57 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 0.002 0.001
S58 <0.001 <0.001 <0.001 0.002 0.004 0.001
S59 <0.001 <0.001 <0.001 0.002 0.002 0.001
S60 <0.001 <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
S61 0.001 0.003 <0.001 - <0.001 <0.001
S62 <0.001 <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
S63 0.001 0.002 <0.001 0.002 0.002 <0.001
H1 0.002 0.003 <0.001 0.002 0.003 <0.001
H2 <0.001 <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
H3 <0.001 <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
H4 <0.001 <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
H5 <0.001 <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
H6 <0.001 <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
H7 <0.001 <0.001 <0.001
H8 <0.001 <0.001 <0.001
H9
H10
H11
H12
H13 0.001 0.002 0.001
H14 0.002 0.003 0.001
H15 0.002 0.002 0.002
H16
H17
H18 0.002 0.003 0.001 0.002 0.003 <0.001
H19 0.002 0.003 0.001 0.001 0.002 <0.001
H20 0.002 0.003 0.002 0.001 0.002 <0.001
H21 0.002 0.003 0.001 0.001 0.003 <0.001
H22 0.002 0.002 0.001 0.001 0.001 <0.001
H23 0.002 0.003 <0.001 0.002 0.003 0.001
H24 0.002 0.002 0.001
H25 0.002 0.002 <0.001 0.003 0.013 <0.001
H26 0.002 0.002 <0.001 0.001 0.001 <0.001
H27 0.001 0.001 <0.001 0.001 0.002 <0.001
H28 0.001 0.001 <0.001 0.001 0.001 <0.001

H29 0.001 0.001 <0.001 0.001 0.001 <0.001
H30 0.001 0.001 <0.001 0.001 0.001 <0.001
R01 0.001 0.001 <0.001
R02 0.001 0.001 <0.001
R03 0.001 0.001 <0.001 0.001 0.001 <0.001

S56-R03 0.001 0.002 0.001 0.001 0.002 0.001
S56-H28 0.001 0.002 0.001 0.002 0.002 0.001
H29-R03 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

平均値

亜硝酸態窒
素

NO2-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(13) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 <0.01 <0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
S57 <0.01 <0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
S58 <0.01 <0.01 <0.01 0.034 0.050 0.021
S59 <0.01 <0.01 <0.01 0.019 0.022 0.016
S60 0.011 0.022 <0.01 - <0.05 <0.05
S61 <0.01 <0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
S62 0.010 0.010 0.006 - <0.05 <0.05
S63 <0.01 <0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H1 0.018 0.085 <0.01 - <0.05 <0.05
H2 0.012 0.023 <0.01 - <0.05 <0.05
H3 <0.01 <0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H4 <0.01 <0.01 <0.01 0.020 0.020 0.020
H5 <0.01 <0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H6 <0.01 <0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H7 <0.01 <0.01 <0.01
H8 <0.01 <0.01 <0.01
H9
H10
H11
H12
H13 - <0.05 <0.05
H14 0.053 0.060 <0.05
H15 - <0.05 <0.05
H16
H17
H18 0.010 0.010 <0.01 0.012 0.030 <0.01
H19 0.010 0.010 <0.01 0.010 0.010 <0.01
H20 0.010 0.010 <0.01 0.010 0.010 <0.01
H21 <0.01 <0.01 <0.01 0.010 0.010 <0.01
H22 <0.01 <0.01 <0.01 0.010 0.010 <0.01
H23 0.010 0.010 <0.01 0.010 0.010 <0.01
H24 0.013 0.020 <0.01
H25 0.010 0.010 <0.01 0.043 0.270 <0.010
H26 0.010 0.010 <0.01 0.011 0.020 <0.010
H27 0.013 0.020 <0.01 0.013 0.020 <0.010
H28 0.010 0.010 <0.01 0.012 0.020 <0.010

H29 0.010 0.010 <0.01 0.012 0.020 0.010
H30 0.010 0.010 <0.01 0.010 0.010 0.010
R01 0.010 0.010 <0.01
R02 0.010 0.010 <0.01
R03 0.010 0.010 <0.01 0.013 0.020 0.010

S56-R03 0.010 0.014 0.010 0.018 0.042 0.030
S56-H28 0.011 0.014 0.010 0.019 0.045 0.032
H29-R03 0.010 0.010 0.010 0.012 0.017 0.010

平均値

アンモニア
態窒素
NH4-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(14) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.008 0.016 0.002 0.028 0.042 0.013
S57 0.010 0.029 0.003 0.010 0.010 0.009
S58 0.011 0.019 0.004 0.012 0.014 0.009
S59 0.008 0.013 0.003 0.011 0.012 0.010
S60 0.008 0.014 0.002 0.008 0.011 0.004
S61 0.007 0.017 0.002 0.010 0.013 0.006
S62 0.007 0.011 0.003 0.010 0.013 0.007
S63 0.007 0.015 0.002 0.013 0.014 0.011
H1 0.010 0.034 0.005 0.009 0.009 0.008
H2 0.008 0.012 0.005 0.013 0.013 0.012
H3 0.012 0.034 0.006 0.016 0.018 0.014
H4 0.006 0.013 0.002 0.013 0.015 0.011
H5 0.006 0.013 0.003 0.010 0.010 0.010
H6 0.005 0.013 0.002 0.009 0.015 0.003
H7 0.004 0.007 0.002 0.010 0.011 0.008
H8 0.004 0.008 0.002 0.009 0.014 0.003
H9 0.005 0.013 0.002 0.010 0.010 0.010
H10 0.005 0.008 <0.002 0.010 0.013 0.007
H11 0.004 0.009 0.001 0.007 0.008 0.004
H12 0.005 0.007 0.003 0.006 0.006 0.005
H13 0.005 0.009 0.002 0.007 0.007 0.005
H14 0.005 0.008 0.002 0.008 0.009 0.006
H15 0.006 0.010 0.003 0.009 0.016 0.006
H16 0.007 0.022 0.003 0.011 0.015 0.006
H17 0.006 0.009 0.002 0.008 0.017 0.004
H18 0.006 0.008 0.004 0.012 0.028 0.004
H19 0.007 0.008 0.006 0.011 0.016 0.005
H20 0.007 0.010 0.003 0.011 0.015 0.004
H21 0.006 0.008 0.003 0.008 0.013 0.004
H22 0.007 0.008 0.006 0.010 0.014 0.006
H23 0.012 0.025 0.003 0.011 0.014 0.010
H24 0.011 0.025 0.006
H25 0.009 0.019 0.003 0.063 0.430 0.006
H26 0.006 0.010 0.003 0.010 0.015 0.006
H27 0.007 0.008 0.006 0.014 0.030 0.007
H28 0.006 0.007 0.004 0.012 0.024 0.008

H29 0.008 0.012 0.005 0.010 0.022 0.006
H30 0.011 0.016 0.003 0.013 0.013 0.013
R01 0.013 0.032 0.005
R02 0.005 0.007 0.003
R03 0.006 0.010 0.004 0.012 0.014 0.009

S56-R03 0.007 0.014 0.003 0.012 0.026 0.007
S56-H28 0.007 0.014 0.003 0.012 0.027 0.007
H29-R03 0.008 0.015 0.004 0.012 0.016 0.009

平均値

全リン
(mg/L)

年項目
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表 5.3.2-3(15) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.003 0.011 0.001
S57 0.004 0.010 0.001
S58 0.004 0.012 0.001
S59 0.004 0.010 0.001
S60 0.003 0.009 0.001
S61 0.004 0.016 0.001
S62 0.002 0.005 0.001
S63 0.002 0.005 0.001
H1 0.004 0.007 0.001
H2 0.003 0.007 0.001
H3 0.004 0.008 0.002
H4 0.004 0.007 0.001
H5 0.003 0.006 0.001
H6 0.002 0.003 0.001
H7 0.002 0.004 0.001
H8 0.001 0.002 0.001
H9
H10
H11
H12
H13 0.002 0.003 <0.002
H14 0.003 0.004 <0.002
H15 0.005 0.005 0.005
H16
H17
H18 0.003 0.004 0.003 0.008 0.011 <0.001
H19 0.005 0.007 0.002 0.008 0.013 0.003
H20 0.002 0.003 0.001 0.007 0.012 0.003
H21 0.002 0.004 0.001 0.005 0.010 0.002
H22 0.002 0.003 0.001 0.006 0.010 0.002
H23 0.002 0.003 0.002 0.007 0.008 0.006
H24 0.003 0.004 0.002
H25 0.005 0.011 0.001 0.048 0.338 0.005
H26 0.003 0.006 0.001 0.007 0.011 0.004
H27 0.004 0.004 0.004 0.010 0.028 0.005
H28 0.003 0.005 0.002 0.008 0.011 0.005

H29 0.006 0.009 0.003 0.010 0.022 0.004
H30 0.006 0.013 0.001 0.013 0.009 0.009
R01 0.006 0.015 0.002
R02 0.002 0.002 0.001
R03 0.003 0.004 0.001 0.012 0.011 0.007

S56-R03 0.003 0.007 0.001 0.010 0.032 0.004
S56-H28 0.003 0.007 0.001 0.010 0.036 0.003
H29-R03 0.005 0.009 0.002 0.012 0.014 0.007

平均値

オルトリン
酸態リン
PO4-P

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(16) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.4 0.6 0.3
S57 0.4 0.7 0.2
S58 0.3 0.6 <0.1
S59 0.3 0.5 <0.1
S60 0.4 0.5 <0.1
S61 0.2 0.4 <0.1 - <0.1 <0.1
S62 0.6 1.1 0.3
S63 0.6 1.2 0.1
H1 1.1 2.5 0.5
H2 0.7 1.3 0.3
H3 0.8 1.3 0.6
H4 0.4 0.7 0.1
H5 0.7 1.3 <0.1
H6 0.4 0.6 0.2
H7 0.6 1.0 0.1
H8 0.5 1.0 0.2
H9 0.5 1.5 0.1
H10 0.7 1.2 0.2
H11 0.6 0.9 0.2 1.1 2.0 0.4
H12 0.7 1.0 0.4
H13 0.8 1.2 0.4 0.6 1.0 0.4
H14 0.6 1.0 0.2 0.7 1.2 0.2
H15 0.8 2.7 0.2 0.4 0.7 <0.1
H16 0.7 1.4 0.1 0.7 2.0 0.1
H17 1.0 1.8 0.6 0.4 1.2 0.1
H18 0.6 0.8 0.3 0.3 0.5 0.1
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03 0.6 1.1 0.2 0.6 1.1 0.2
S56-H28 0.6 1.1 0.2 0.6 1.1 0.2
H29-R03

平均値

Chl-a
(μg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(17) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18 <0.001 <0.001 <0.001 0.002 0.002 0.002
H19 0.016 0.016 0.016 0.011 0.011 0.011
H20 0.003 0.003 0.003 0.011 0.011 0.011
H21 0.001 0.001 0.001 0.004 0.004 0.004
H22 0.004 0.004 0.004 0.003 0.003 0.003
H23 <0.001 <0.001 <0.001
H24 0.003 0.003 0.003
H25 0.001 0.001 0.001 - <0.001 <0.001
H26 0.004 0.004 0.004
H27 0.001 0.001 <0.001
H28 0.004 0.006 0.001

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03 0.0038 0.0038 0.0038 0.005 0.005 0.004
S56-H28 0.0038 0.0038 0.0038 0.005 0.005 0.004
H29-R03

平均値

全亜鉛
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(18) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26 - <0.00006 <0.00006

H27 - <0.00006 <0.00006

H28 - <0.00006 <0.00006

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03 - <0.00006 <0.00006

S56-H28 - <0.00006 <0.00006

H29-R03

平均値

ノニルフェ
ノール
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(19) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

流入河川
広瀬 川原樋川取水口

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27 - <0.0006 <0.0006

H28 - <0.0006 <0.0006

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03 - <0.0006 <0.0006
S56-H28 - <0.0006 <0.0006
H29-R03

平均値

LAS
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(20) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 13.6 22.0 5.0
S57 13.6 19.0 6.5
S58 12.1 18.0 5.0
S59 14.5 23.5 6.0
S60 15.5 25.5 6.0
S61 14.4 24.5 5.5
S62 14.8 22.5 9.0
S63 13.5 19.0 7.5
H1 13.5 19.5 7.5
H2 14.1 21.5 7.5
H3 14.8 20.3 9.0
H4 13.0 17.5 7.0
H5 13.8 19.0 7.0
H6 14.5 23.0 5.5
H7 14.0 23.0 5.0
H8 13.9 22.0 6.0
H9 13.9 20.5 5.0
H10 17.1 22.9 9.8 16.0 23.0 5.0
H11 13.0 21.6 4.4 14.4 22.0 5.5
H12 13.0 23.5 1.9 13.8 21.0 6.0
H13 12.5 22.3 3.6 14.3 23.5 5.0
H14 12.5 22.3 0.3 13.4 21.0 5.5
H15 13.1 22.7 3.8 13.6 20.5 5.0
H16 12.9 20.1 3.6 12.1 18.5 4.0
H17 14.0 23.4 4.6 13.9 21.5 4.5
H18 11.3 22.7 3.1 14.0 22.0 4.5
H19 15.9 22.5 6.2 14.1 20.0 6.0
H20 14.7 24.3 5.1 14.7 26.8 6.0
H21 15.0 23.0 6.4 13.3 21.0 5.9
H22 14.0 25.1 2.8 14.4 21.5 6.0
H23 13.5 23.7 4.3 11.0 20.5 4.2
H24 14.1 22.5 4.4 12.6 22.4 6.0
H25 14.0 23.4 5.1 14.6 23.0 4.1
H26 14.1 21.0 5.3 14.0 20.5 6.0
H27 14.7 25.2 4.2 12.0 17.5 5.5
H28 15.5 25.1 6.5 15.5 22.0 9.5

H29 14.0 22.9 4.4 14.9 22.5 7.5
H30 14.3 24.7 3.4 14.6 21.5 6.5
R01 14.8 23.4 6.6 11.8 20.5 6.0
R02 14.6 23.2 6.2 14.5 21.5 7.5
R03 15.3 24.3 5.6 13.8 19.5 5.5

S56-R03 14.1 23.2 4.7 13.9 21.3 6.0
S56-H28 13.9 23.0 4.5 13.9 21.3 6.0
H29-R03 14.6 23.7 5.2 13.9 21.1 6.6

項目 年

水温
(℃)

平均値
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表 5.3.2-3(21) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 16.5 60.0 <2
S57 - <2 <2
S58 - <2 <2
S59 - <2 <2
S60 - <2 <2
S61 - <2 <2
S62 14.5 50 <2
S63 - <2 <2
H1 2 2 <2
H2 5.3 14 <2
H3 2.5 4 <2
H4 - <2 <2
H5 2.8 5 <2
H6 2 2 <2
H7 - <2 <2
H8 - <2 <2
H9 - <2 <2
H10 1.6 5.3 0.4 2 2 <2
H11 1.0 2.4 <0.4 - <2 <2
H12 0.9 2.2 0.4 - <2 <2
H13 4.1 26.2 0.7 - <2 <2
H14 1.5 6.1 0.6 - <2 <2
H15 5.8 22.5 0.5 - <2 <2
H16 1.2 1.7 0.9 - <2 <2
H17 - <2 <2
H18 1.5 1.6 1.3 - <2 <2
H19 2.4 5.9 1.1 - <2 <2
H20 0.9 1.0 0.6 - <2 <2
H21 2.7 7.1 0.9 - <2 <2
H22 2.9 8.1 0.8 - <2 <2
H23 5.5 12.6 0.6 - <2 <2
H24 23.9 43.5 4.6 4 9 <2
H25 10.0 24.8 1.3 4.8 16 <1
H26 3.4 5.8 1.4 6.5 13 <2
H27 9.5 25.8 1.8 6.3 14 3
H28 6.2 18.0 1.3 8 18 <1

H29 16.6 32.2 2.1 2.5 7.0 <1
H30 7.9 25.2 0.9 1.8 <2 <1
R01 2.6 7.0 0.7 2.3 3.0 <2
R02 1.3 2.2 0.8 2.0 <2 <2
R03 1.8 2.7 1.3 2.5 4.0 <2

S56-R03 5.0 12.6 1.1 4.9 6.7 1.9
S56-H28 4.7 12.3 1.1 5.9 7.1 2.0
H29-R03 6.0 13.9 1.2 2.2 3.6 1.6

濁度
(度)

年

平均値

項目
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表 5.3.2-3(22) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 7.2 7.3 7.0
S57 7.3 7.6 7.1
S58 7.5 7.5 7.4
S59 7.3 7.5 7.0
S60 7.4 8.1 6.8
S61 7.5 7.5 7.4
S62 7.3 7.5 7.1
S63 7.2 7.4 6.9
H1 7.2 7.4 7.0
H2 7.3 7.4 7.1
H3 7.7 8.6 7.2
H4 7.4 7.5 7.1
H5 7.2 7.6 6.9
H6 7.4 7.5 7.2
H7 7.3 7.4 7.1
H8 7.3 7.4 7.1
H9 7.3 7.4 7.2
H10 7.5 7.8 7.2 7.3 7.4 7.3
H11 7.5 7.9 7.3 7.5 7.6 7.4
H12 7.4 7.6 7.2 7.5 7.7 7.3
H13 7.5 8.4 7.2 7.3 7.5 7.2
H14 7.4 7.6 7.2 7.4 7.5 7.4
H15 7.4 7.9 7.1 7.4 7.7 7.2
H16 7.4 7.7 7.3 7.1 7.3 7.0
H17 7.5 8.0 7.0 7.4 7.6 6.8
H18 7.6 7.9 7.2 7.4 7.8 6.9
H19 7.9 8.4 7.4 7.5 7.7 7.1
H20 7.8 7.9 7.4 7.5 7.6 7.4
H21 7.7 8.0 7.5 7.1 7.6 6.9
H22 7.6 7.9 7.4 7.5 7.7 7.3
H23 7.8 8.5 7.4 7.2 7.3 6.9
H24 7.7 8.1 7.4 7.1 7.5 6.7
H25 7.7 7.9 7.5 7.1 7.5 6.4
H26 7.7 7.8 7.6 7.6 7.8 7.4
H27 7.7 7.7 7.6 7.6 7.9 7.2
H28 7.7 7.9 7.4 7.8 8.2 7.2

H29 7.6 7.7 7.4 7.2 8.0 6.5
H30 7.6 7.8 7.4 7.6 8.2 6.6
R01 7.8 8.1 7.5 7.7 7.9 7.6
R02 7.8 7.9 7.6 7.8 8.3 6.8
R03 7.8 7.9 7.6 7.6 7.8 7.3

S56-R03 7.6 7.9 7.4 7.4 7.7 7.1
S56-H28 7.6 7.9 7.3 7.4 7.6 7.1
H29-R03 7.7 7.9 7.5 7.6 8.0 7.0

平均値

pH

項目 年
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表 5.3.2-3(23) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.5 0.5 0.5 0.5
S57 0.5 0.6 <0.5 0.5
S58 - <0.5 <0.5 <0.5
S59 - <0.5 <0.5 <0.5
S60 0.6 0.6 <0.5 0.6
S61 - <0.5 <0.5 <0.5
S62 0.8 1.4 <0.5 0.8
S63 0.6 0.8 <0.5 0.5
H1 0.6 0.7 <0.5 0.6
H2 0.6 0.7 <0.5 0.5
H3 0.9 1.5 <0.5 0.8
H4 - <0.5 <0.5 <0.5
H5 1.2 2.1 0.5 1.5
H6 0.7 0.9 <0.5 0.9
H7 0.5 0.5 <0.5 0.5
H8 0.8 1.2 <0.5 0.8
H9 0.6 0.7 <0.5 0.6
H10 1.0 1.3 <0.5 1.1 0.7 0.9 <0.5 0.6
H11 0.8 1.6 <0.5 0.9 0.6 0.7 <0.5 0.5
H12 1.1 2.1 <0.5 1.3 0.7 0.9 <0.5 0.7
H13 1.0 1.8 0.5 1.0 0.6 0.8 <0.5 0.5
H14 1.0 1.6 0.6 1.1 0.5 0.5 <0.5 0.5
H15 0.7 1.2 0.4 0.8 - <0.5 <0.5 <0.5
H16 0.5 0.7 0.2 0.6 0.6 0.8 <0.5 0.7
H17 0.5 0.9 0.4 0.6 0.7 1.0 0.5 0.7
H18 0.5 0.7 0.3 0.7 0.6 0.9 <0.5 0.6
H19 0.5 0.9 0.3 0.4 0.6 0.6 <0.5 0.6
H20 0.7 0.9 0.3 0.8 0.6 0.8 <0.5 0.5
H21 0.6 0.8 0.3 0.7 0.7 0.9 <0.5 0.8
H22 0.3 0.4 0.1 0.3 0.8 1.1 <0.5 1.1
H23 0.3 0.6 0.2 0.2 0.7 1.0 <0.5 0.6
H24 0.5 0.7 0.3 0.5 0.8 1.3 <0.5 1.0
H25 0.3 0.5 0.1 0.4 1.3 1.8 <0.5 1.7
H26 0.4 0.5 0.3 0.4 0.6 0.9 <0.5 0.5
H27 0.5 0.9 0.3 0.4 0.7 1.0 <0.5 0.9
H28 0.4 0.5 0.3 0.4 0.8 1.1 <0.5 0.9

H29 0.3 0.5 0.2 0.4 0.6 0.8 <0.5 0.8
H30 0.4 0.5 0.2 0.5 0.8 1.4 <0.5 0.9
R01 0.4 0.6 0.2 0.4 1.0 1.7 <0.5 1.1
R02 0.4 0.6 0.1 0.6 1.5 2.8 <0.5 1.7
R03 0.4 0.6 0.2 0.4 1.7 2.1 1.4 1.8

S56-R03 0.5 0.9 0.3 0.6 0.7 1.0 0.5 0.8
S56-H28 0.6 1.0 0.3 0.7 0.7 0.9 0.5 0.7
H29-R03 0.4 0.6 0.2 0.5 1.1 1.8 0.7 1.3

平均値

BOD
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(24) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.8 1.6 0.5 0.5
S57 0.5 0.6 <0.5 0.5
S58 0.6 0.8 <0.5 0.5
S59 0.7 1.4 <0.5 0.5
S60 0.6 0.7 <0.5 0.6
S61 0.6 1.0 <0.5 0.5
S62 0.7 0.9 <0.5 0.7
S63 0.5 0.6 <0.5 0.5
H1 0.6 0.7 <0.5 0.6
H2 0.6 0.7 <0.5 0.5
H3 0.5 0.6 <0.5 0.5
H4 - <0.5 <0.5 <0.5
H5 0.5 0.6 <0.5 0.5
H6 - <0.5 <0.5 <0.5
H7 - <0.5 <0.5 <0.5
H8 - <0.5 <0.5 <0.5
H9 - <0.5 <0.5 <0.5
H10 1.1 1.5 0.6 1.2 0.5 0.5 <0.5 0.5
H11 1.1 1.5 <0.5 1.2 - <0.5 <0.5 <0.5
H12 1.2 1.7 <0.5 1.4 0.6 0.7 <0.5 0.5
H13 1.3 2.5 0.8 1.4 - <0.5 <0.5 <0.5
H14 1.4 2.6 0.6 1.5 - <0.5 <0.5 <0.5
H15 1.4 2.1 1.0 1.5 0.5 0.5 <0.5 0.5
H16 1.7 4.2 0.7 1.5 - <0.5 <0.5 <0.5
H17 1.3 1.7 0.7 1.4 - <0.5 <0.5 <0.5
H18 1.2 1.5 0.8 1.4 - <0.5 <0.5 <0.5
H19 1.4 1.6 1.1 1.5 - <0.5 <0.5 <0.5
H20 1.3 1.5 1.0 1.4 0.7 1.0 <0.5 0.9
H21 1.5 1.8 1.3 1.5 0.6 0.8 <0.5 0.5
H22 1.4 1.5 1.2 1.4 0.8 1.2 <0.5 1.2
H23 1.2 1.7 0.8 1.2 1.1 2.7 <0.5 0.6
H24 1.6 2.2 1.1 1.8 1.1 2.2 0.5 1.4
H25 1.1 1.4 0.9 1.1 1.3 2.2 <0.5 1.5
H26 1.1 1.5 0.8 1.1 0.6 0.9 0.5 0.5
H27 1.3 1.6 1.1 1.3 1.1 1.8 <0.5 1.3
H28 1.2 1.4 1.0 1.3 0.7 1.1 <0.5 0.8

H29 1.3 2.0 0.8 1.5 - <0.5 <0.5 0.5
H30 1.1 1.7 0.7 1.1 0.7 1.0 <0.5 0.6
R01 1.1 1.3 0.9 1.2 1.0 1.8 <0.5 1.1
R02 1.0 1.1 0.7 1.1 1.0 1.2 0.7 1.1
R03 1.0 1.3 0.8 1.0 1.1 1.4 0.9 1.1

S56-R03 1.3 1.8 0.9 1.3 0.7 0.9 0.5 0.7
S56-H28 1.3 1.9 0.9 1.4 0.7 0.9 0.5 0.6
H29-R03 1.1 1.5 0.8 1.2 0.9 1.2 0.6 0.9

平均値

COD
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(25) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 15.3 58.0 1.0
S57 1.8 4.0 <1.0
S58 - <1.0 <1.0
S59 - <1.0 <1.0
S60 1.0 1.0 <1.0
S61 1.5 2.0 <1.0
S62 14.5 51.0 <1.0
S63 1.0 1.0 <1.0
H1 1.0 1.0 <1.0
H2 3.3 7.0 <1.0
H3 2.5 4.0 <1.0
H4 1.0 1.0 <1.0
H5 3.0 9.0 <1.0
H6 1.5 3.0 <1.0
H7 1.0 1.0 <1.0
H8 - <1.0 <1.0
H9 - <1.0 <1.0
H10 2.1 5.0 <1.0 1.0 1.0 <1.0
H11 1.5 3.0 <1.0 - <1.0 <1.0
H12 1.5 4.0 <1.0 - <1.0 <1.0
H13 3.1 11.8 <1.0 - <1.0 <1.0
H14 2.8 15.0 <1.0 - <1.0 <1.0
H15 4.6 18.2 <1.0 - <1.0 <1.0
H16 21.1 128.0 <1.0 - <1.0 <1.0
H17 1.8 3.6 <1.0 1.0 1.0 <1.0
H18 1.6 2.8 <1.0 - <1.0 <1.0
H19 1.8 3.9 0.7 5.3 9.0 <1.0
H20 0.7 1.1 0.3 2.3 5.0 <1.0
H21 2.0 4.8 0.6 1.0 1.0 <1.0
H22 2.2 5.7 0.6 1.0 1.0 <1.0
H23 4.3 8.5 0.6 1.0 1.0 <1.0
H24 17.7 29.9 4.4 5.0 14.0 <1.0
H25 6.8 18.1 1.1 9.0 33.0 <1.0
H26 2.0 3.4 1.2 6.0 17.0 <1.0
H27 6.4 16.0 1.2 10.3 24.0 2.0
H28 4.9 13.0 1.4 6.5 16.0 <1.0

H29 11.2 23.0 1.0 - <1.0 <1.0
H30 6.4 21.0 0.7 2.0 <1.0 <1.0
R01 1.5 2.0 1.0 1.5 <1.0 <1.0
R02 0.9 1.3 0.6 - <1.0 <1.0
R03 1.3 2.6 0.7 - <1.0 <1.0

S56-R03 4.6 14.4 1.0 3.7 6.9 1.0
S56-H28 4.7 15.6 1.1 3.9 7.7 1.0
H29-R03 4.2 10.0 0.8 1.8 1.0 <1.0

平均値

SS
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(26) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 10.0 12.0 8.5
S57 9.8 12.0 8.0
S58 10.5 12.0 9.5
S59 10.2 13.0 7.6
S60 10.1 11.0 9.3
S61 10.3 13.0 8.0
S62 9.8 11.0 8.2
S63 10.0 11.0 9.2
H1 10.5 12.0 8.9
H2 10.3 12.0 8.9
H3 9.6 11.0 8.4
H4 10.1 11.0 9.5
H5 10.2 12.0 8.6
H6 10.0 12.0 8.5
H7 9.7 12.0 6.4
H8 10.1 12.0 8.7
H9 10.2 12.0 8.1
H10 9.3 10.5 8.5 10.0 12.0 8.1
H11 10.1 12.3 8.3 10.3 12.0 9.1
H12 10.3 13.0 8.0 10.2 12.0 8.6
H13 10.6 13.0 8.7 9.7 12.0 6.9
H14 10.4 12.4 8.3 9.9 12.0 7.8
H15 13.0 13.5 12.6 9.9 12.0 7.6
H16 9.8 11.8 8.4 9.6 12.0 7.7
H17 10.8 12.5 8.8 9.9 12.0 8.6
H18 11.9 13.9 8.8 9.8 11.0 8.7
H19 10.5 12.4 9.6 10.2 12.0 8.8
H20 10.7 12.5 9.0 10.8 13.0 8.8
H21 10.5 12.3 8.9 10.1 12.0 8.3
H22 10.4 12.4 8.8 10.6 12.0 8.7
H23 10.9 13.5 9.6 10.4 12.0 8.6
H24 11.1 12.4 8.9 10.2 12.0 8.4
H25 10.1 11.8 8.7 9.7 12.0 8.2
H26 10.0 11.0 8.9 9.8 11.0 8.5
H27 10.8 14.0 9.1 9.7 12.0 8.3
H28 10.4 12.0 9.5 9.7 11.0 8.0

H29 10.3 13.0 8.1 9.1 10.0 7.8
H30 10.4 13.0 8.8 9.9 11.0 8.6
R01 10.8 12.0 9.0 12.0 14.0 7.9
R02 10.6 12.0 9.4 10.2 13.0 8.1
R03 10.8 12.0 10.0 10.2 12.0 9.1

S56-R03 10.6 12.5 9.0 10.1 11.9 8.4
S56-H28 10.6 12.5 9.0 10.0 11.9 8.4
H29-R03 10.6 12.4 9.1 10.3 12.0 8.3

平均値

DO
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(27) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 136 330 2
S57 132 490 2
S58 36 70 17
S59 434 1700 0
S60 355 1300 0
S61 641 1300 13
S62 707 2400 5
S63 168 490 17
H1 87 280 2
H2 78 280 2
H3 661 2400 5
H4 65 220 2
H5 21 46 2
H6 72 220 8
H7 67 220 0
H8 37 79 5
H9 88 170 2
H10 189 240 49 782 2400 8
H11 150 490 2 437 1300 8
H12 204 920 5 193 540 11
H13 57 350 13 64 96 33
H14 125 790 11 882 3300 2
H15 266 940 2 603 2300 11
H16 419 2300 23 355 790 31
H17 1192 7000 8 244 790 5
H18 219 1100 8 741 2100 5
H19 357 790 79 229 490 17
H20 235 490 39 363 1300 8
H21 780 1700 49 74 220 2
H22 538 1300 33 269 790 8
H23 646 1700 13 80 230 8
H24 687 2400 49 78 170 23
H25 392 1300 79 290 920 22
H26 148 490 7 264 920 5
H27 561 1700 22 102 170 79
H28 782 2800 17 151 350 46

H29 1296 3300 13 1058 3500 78
H30 281 940 5 89 130 17
R01 317 1100 14 42 78 4
R02 342 1100 8 90 340 2
R03 1053 3300 11 121 220 11

S56-R03 468 1606 23 278 864 13
S56-H28 418 1516 27 277 866 11
H29-R03 658 1948 10 280 854 22

平均値

大腸菌群数
(MPN/100

ｍL)

年項目
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表 5.3.2-3(28) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03

S56-H28

H29-R03

平均値

糞便性大腸
菌群数

(個/100ｍ
L)

項目 年
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表 5.3.2-3(29) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58 0.167 0.300 0.100
S59 0.175 0.200 0.100
S60 0.200 0.300 0.100
S61 0.150 0.200 0.100
S62 0.200 0.300 0.100
S63 0.150 0.200 0.100
H1 0.150 0.200 0.100
H2 0.150 0.200 0.100
H3 0.225 0.300 0.200
H4 0.300 0.400 0.200
H5 0.318 0.340 0.300
H6 0.390 0.530 0.220
H7 0.378 0.550 0.240
H8 0.285 0.390 0.230
H9 0.290 0.360 0.220
H10 0.233 0.430 0.090 0.300 0.400 0.240
H11 0.273 0.430 0.190 0.330 0.360 0.300
H12 0.268 0.430 0.190 0.355 0.520 0.270
H13 0.291 0.410 0.210 0.353 0.480 0.240
H14 0.273 0.470 0.110 0.345 0.450 0.220
H15 0.302 0.480 0.220 0.325 0.440 0.270
H16 0.340 0.560 0.210 0.388 0.500 0.300
H17 0.286 0.480 0.160 0.378 0.440 0.320
H18 0.287 0.410 0.190 0.325 0.410 0.280
H19 0.348 0.380 0.290 0.338 0.390 0.250
H20 0.313 0.370 0.240 0.325 0.420 0.220
H21 0.310 0.360 0.220 0.315 0.390 0.240
H22 0.363 0.490 0.270 0.283 0.360 0.190
H23 0.265 0.340 0.180 0.225 0.300 0.120
H24 0.335 0.380 0.300 0.310 0.440 0.250
H25 0.280 0.360 0.220 0.315 0.530 0.180
H26 0.258 0.350 0.210 0.263 0.320 0.190
H27 0.253 0.300 0.190 0.245 0.290 0.220
H28 0.205 0.220 0.170 0.235 0.280 0.190

H29 0.238 0.380 0.150 0.252 0.350 0.200
H30 0.163 0.200 0.110 0.188 0.370 0.110
R01 0.190 0.240 0.130 0.305 0.430 0.230
R02 0.178 0.220 0.150 0.195 0.260 0.150
R03 0.185 0.250 0.160 0.270 0.320 0.160

S56-R03 0.268 0.373 0.190 0.274 0.365 0.199
S56-H28 0.288 0.403 0.203 0.279 0.367 0.203
H29-R03 0.191 0.258 0.140 0.242 0.346 0.170

平均値

全窒素
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(30) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.150 0.200 0.100
S57 0.100 0.100 0.100
S58 0.150 0.200 0.100
S59 0.200 0.200 0.200
S60 0.150 0.200 0.100
S61 0.200 0.200 0.200
S62 0.150 0.200 0.100
S63 0.150 0.200 0.100
H1 0.100 0.100 0.100
H2 0.100 0.100 0.100
H3 0.150 0.200 0.100
H4 0.150 0.200 0.100
H5 0.167 0.200 0.100
H6 0.200 0.300 0.100
H7 0.250 0.300 0.200
H8 0.200 0.300 0.100
H9 0.175 0.200 0.100
H10 0.200 0.300 0.100
H11 0.200 0.200 0.200
H12 0.223 0.300 0.190
H13 0.298 0.400 0.150
H14 0.308 0.410 0.210
H15 0.258 0.260 0.250
H16 0.190 0.290 0.090
H17 0.208 0.260 0.140
H18 0.187 0.230 0.120 0.295 0.370 0.270
H19 0.270 0.310 0.170 0.305 0.340 0.240
H20 0.223 0.310 0.170 0.288 0.370 0.180
H21 0.240 0.310 0.140 0.295 0.370 0.220
H22 0.283 0.380 0.210 0.220 0.340 0.050
H23 0.200 0.250 0.150 0.215 0.300 0.120
H24 0.270 0.300 0.240 0.282 0.390 0.200
H25 0.213 0.270 0.180 0.265 0.400 0.130
H26 0.200 0.290 0.160 0.225 0.300 0.170
H27 0.170 0.210 0.140 0.175 0.230 0.060
H28 0.153 0.170 0.130 0.215 0.250 0.150

H29 0.183 0.310 0.110 0.193 0.230 0.150
H30 0.100 0.150 0.060 0.138 0.180 0.100
R01 0.148 0.180 0.090 0.250 0.420 0.100
R02 0.125 0.150 0.080 0.140 0.180 0.110
R03 0.135 0.170 0.110 0.218 0.290 0.160

S56-R03 0.194 0.249 0.141 0.203 0.263 0.140
S56-H28 0.219 0.275 0.165 0.206 0.263 0.142
H29-R03 0.138 0.192 0.090 0.188 0.260 0.124

平均値

硝酸態窒素
NO3-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(31) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 - <0.01 <0.01
S57 - <0.01 <0.01
S58 - <0.01 <0.01
S59 - <0.01 <0.01
S60 - <0.01 <0.01
S61 - <0.01 <0.01
S62 - <0.01 <0.01
S63 - <0.01 <0.01
H1 - <0.01 <0.01
H2 - <0.01 <0.01
H3 - <0.01 <0.01
H4 - <0.01 <0.01
H5 - <0.01 <0.01
H6 - <0.01 <0.01
H7 - <0.01 <0.01
H8 - <0.01 <0.01
H9 - <0.01 <0.01
H10 - <0.01 <0.01
H11 - <0.01 <0.01
H12 - <0.01 <0.01
H13 - <0.01 <0.01
H14 - <0.01 <0.01
H15 - <0.01 <0.01
H16 - <0.01 <0.01
H17 - <0.01 <0.01
H18 0.002 0.003 0.001 - <0.01 <0.01
H19 0.003 0.004 0.001 - <0.01 <0.01
H20 0.002 0.003 <0.001 - <0.01 <0.01
H21 0.002 0.003 <0.001 - <0.01 <0.01
H22 0.002 0.005 <0.001 - <0.01 <0.01
H23 0.003 0.005 0.002 - <0.01 <0.01
H24 0.002 0.003 0.002 - <0.01 <0.01
H25 0.002 0.005 0.001 - <0.01 <0.01
H26 0.002 0.002 <0.001 - <0.01 <0.01
H27 0.002 0.003 <0.001 - <0.01 <0.01
H28 0.001 0.002 <0.001 - <0.01 <0.01

H29 0.002 0.004 <0.001 - <0.01 <0.01
H30 0.002 0.003 <0.001 - <0.01 <0.01
R01 0.001 0.001 <0.001 - <0.01 <0.01
R02 0.001 0.001 <0.001 - <0.01 <0.01
R03 0.001 0.001 <0.001 - <0.01 <0.01

S56-R03 0.002 0.003 0.001 - <0.01 <0.01
S56-H28 0.002 0.003 0.001 - <0.01 <0.01
H29-R03 0.001 0.002 0.001 - <0.01 <0.01

平均値

亜硝酸態窒
素

NO2-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(32) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 - <0.1 <0.1
S57 - <0.1 <0.1
S58 - <0.1 <0.1
S59 - <0.1 <0.1
S60 - <0.1 <0.1
S61 - <0.1 <0.1
S62 - <0.1 <0.1
S63 - <0.1 <0.1
H1 - <0.1 <0.1
H2 - <0.1 <0.1
H3 - <0.1 <0.1
H4 - <0.1 <0.1
H5 - <0.05 <0.05
H6 - <0.05 <0.05
H7 - <0.05 <0.05
H8 - <0.05 <0.05
H9 - <0.05 <0.05
H10 - <0.05 <0.05
H11 - <0.05 <0.05
H12 - <0.05 <0.05
H13 - <0.05 <0.05
H14 - <0.05 <0.05
H15 - <0.05 <0.05
H16 - <0.05 <0.05
H17 - <0.05 <0.05
H18 0.01 0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H19 0.01 0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H20 0.01 0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H21 0.01 0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H22 0.03 0.07 <0.01 - <0.05 <0.05
H23 0.01 0.02 <0.01 - <0.05 <0.05
H24 0.04 0.07 0.01 0.05 0.05 <0.05
H25 0.02 0.04 <0.01 0.07 0.12 <0.05
H26 0.01 0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H27 0.02 0.04 <0.01 0.06 0.09 <0.05
H28 0.02 0.03 <0.01 - <0.05 <0.05

H29 0.03 0.04 <0.01 - <0.05 <0.05
H30 0.02 0.03 <0.01 - <0.05 <0.05
R01 0.01 0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
R02 0.01 0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
R03 0.01 0.01 <0.01 - <0.05 <0.05

S56-R03 0.02 0.03 0.01 0.06 0.07 0.06
S56-H28 0.02 0.03 0.01 0.06 0.07 0.07
H29-R03 0.01 0.02 <0.01 - 0.05 0.05

平均値

アンモニア
態窒素
NH4-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(33) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.035 0.040 0.030
S57 - <0.03 <0.03
S58 0.007 0.007 0.006
S59 0.008 0.010 0.003
S60 0.007 0.011 0.005
S61 0.005 0.006 0.004
S62 0.012 0.029 0.005
S63 0.005 0.006 0.004
H1 0.006 0.008 0.005
H2 0.027 0.085 0.005
H3 0.007 0.012 0.003
H4 0.003 0.004 <0.003
H5 0.005 0.010 <0.003
H6 0.003 0.004 0.003
H7 0.004 0.007 <0.003
H8 0.004 0.005 <0.003
H9 0.004 0.006 <0.003
H10 0.010 0.023 0.004 0.005 0.007 0.003
H11 0.008 0.011 0.003 0.004 0.004 0.003
H12 0.008 0.012 0.004 0.004 0.005 0.003
H13 0.010 0.018 0.006 0.003 0.004 <0.003
H14 0.009 0.017 0.004 0.004 0.006 0.003
H15 0.015 0.043 0.006 0.004 0.006 0.003
H16 0.028 0.125 0.006 0.004 0.006 <0.003
H17 0.008 0.012 0.006 0.004 0.005 0.003
H18 0.008 0.013 0.005 0.004 0.005 0.004
H19 0.009 0.016 0.006 0.005 0.006 0.003
H20 0.007 0.007 0.006 0.009 0.013 0.004
H21 0.009 0.012 0.007 0.008 0.014 0.005
H22 0.010 0.018 0.007 0.006 0.008 0.004
H23 0.018 0.036 0.004 0.006 0.011 <0.003
H24 0.059 0.108 0.011 0.011 0.013 0.007
H25 0.021 0.043 0.007 0.012 0.021 0.009
H26 0.009 0.012 0.007 0.015 0.039 <0.003
H27 0.021 0.048 0.006 0.017 0.020 0.013
H28 0.015 0.037 0.007 0.018 0.035 0.006

H29 0.034 0.062 0.007 0.010 0.014 0.004
H30 0.018 0.047 0.005 0.009 0.011 0.005
R01 0.008 0.011 0.005 0.012 0.020 0.007
R02 0.006 0.007 0.004 0.010 0.014 0.005
R03 0.007 0.009 0.005 0.015 0.022 0.008

S56-R03 0.015 0.031 0.006 0.008 0.014 0.006
S56-H28 0.015 0.032 0.006 0.008 0.014 0.006
H29-R03 0.015 0.027 0.005 0.011 0.016 0.006

平均値

全リン
(mg/L)

年項目
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表 5.3.2-3(34) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18 0.003 0.004 0.003
H19 0.004 0.005 0.003
H20 0.003 0.004 0.002
H21 0.003 0.004 0.001
H22 0.003 0.004 0.002
H23 0.004 0.006 <0.001
H24 0.044 0.090 0.006
H25 0.011 0.021 0.004
H26 0.007 0.011 0.004
H27 0.018 0.042 0.004
H28 0.013 0.034 0.004

H29 0.033 0.062 0.004
H30 0.012 0.038 0.002
R01 0.005 0.009 0.002
R02 0.004 0.006 0.002
R03 0.004 0.007 0.002

S56-R03 0.011 0.022 0.003
S56-H28 0.010 0.020 0.003
H29-R03 0.012 0.024 0.002

平均値

オルトリン
酸態リン
PO4-P

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(35) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2 1.0 1.0 <1.0
H3 1.3 2.0 <1.0
H4 1.0 1.0 <1.0
H5 - <1.0 <1.0
H6
H7
H8
H9
H10 0.7 1.7 0.3
H11 0.8 2.5 <0.1
H12 0.8 1.8 0.3
H13 1.0 2.2 0.6
H14 0.7 1.1 0.2
H15 0.9 2.5 0.2
H16 0.8 1.7 0.3
H17 0.9 2.0 0.2
H18 0.6 0.7 0.6
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03 0.8 1.8 0.3 1.1 1.3 <1.0
S56-H28 0.8 1.8 0.3 1.1 1.3 <1.0
H29-R03

平均値

Chl-a
(μg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(36) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16 0.004 0.010 <0.001
H17 0.002 0.003 <0.001
H18 0.003 0.003 0.003 0.001 0.001 <0.001
H19 0.002 0.002 0.002 0.001 0.001 <0.001
H20 0.005 0.005 0.005 0.002 0.003 <0.001
H21 0.002 0.002 0.002 0.001 0.001 <0.001
H22 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 <0.001
H23 0.002 0.002 0.002 0.001 0.002 <0.001
H24 0.005 0.005 0.005 0.001 0.001 <0.001
H25 0.002 0.002 0.002 0.005 0.011 <0.001
H26 - <0.001 <0.001
H27 0.003 0.007 <0.001
H28 0.005 0.008 0.002

H29 0.003 0.011 <0.001
H30 0.013 0.026 0.002
R01 0.002 0.002 <0.001
R02 0.002 0.002 0.001
R03 0.006 0.011 0.002

S56-R03 0.003 0.003 0.003 0.003 0.006 0.001
S56-H28 0.003 0.003 0.003 0.002 0.004 0.001
H29-R03 0.005 0.010 0.001

平均値

全亜鉛
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(37) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25 - <0.00006 <0.00006

H26 - <0.00006 <0.00006

H27 - <0.00006 <0.00006

H28 - <0.00006 <0.00006

H29 - <0.00006 <0.00006

H30 - <0.00006 <0.00006

R01 - <0.00006 <0.00006

R02 - <0.00006 <0.00006

R03 - <0.00006 <0.00006

S56-R03 - <0.00006 <0.00006

S56-H28 - <0.00006 <0.00006

H29-R03 - <0.00006 <0.00006

平均値

ノニルフェ
ノール
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.2-3(38) 流入河川・下流河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

下流河川
辻堂 上野地

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26 - <0.002 <0.002
H27 - <0.0006 <0.0006

H28 0.011 0.011 0.011

H29 - <0.0006 <0.0006

H30 - <0.0006 <0.0006

R01 - <0.0006 <0.0006

R02 - <0.0006 <0.0006

R03 - <0.0006 <0.0006
S56-R03 0.0110 0.0021 0.0021
S56-H28 0.0110 0.0045 0.0045
H29-R03 - <0.0006 <0.0006

平均値

LAS
(mg/L)

項目 年
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図 5.3.2-1(1) 流入河川(広瀬) 水質経年変化  
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5-56 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.2-1(2) 流入河川(広瀬) 水質経年変化 
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図 5.3.2-1(3) 流入河川(広瀬) 水質経年変化  
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図 5.3.2-1(4) 流入河川(広瀬) 水質経年変化 
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図 5.3.2-2(1) 流入河川(川原樋川取水口) 水質経年変化  
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図 5.3.2-2(2) 流入河川(川原樋川取水口) 水質経年変化 
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図 5.3.2-2(3) 流入河川(川原樋川取水口) 水質経年変化  
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図 5.3.2-2(4) 流入河川(川原樋川取水口) 水質経年変化 
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図 5.3.2-3(1) 下流河川(辻堂) 水質経年変化  
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図 5.3.2-3(2) 下流河川(辻堂) 水質経年変化 
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図 5.3.2-3(3) 下流河川(辻堂) 水質経年変化  
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図 5.3.2-3(4) 下流河川(辻堂) 水質経年変化 
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図 5.3.2-4(1) 下流河川(上野地) 水質経年変化  
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図 5.3.2-4 (2) 下流河川(上野地) 水質経年変化 
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注)定量下限値は「0.01mg/L」 

 

注)定量下限値は平成4年までは「0.1mg/L」、以降は「0.05mg/L」 

 

 

 

 

 図 5.3.2-4 (3) 下流河川(上野地) 水質経年変化 
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図 5.3.2-4 (4) 下流河川(上野地) 水質経年変化 
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表 5.3.2-4 流入・下流河川の主な水質の状況(経年変化) 

水質項目 流入・下流河川の水質状況(経年変化) 

水温 

(－) 

年平均水温は、至近5ヵ年と過去を比較して、流入河川及び下流河川ともに

大きな変化はみられない。 

濁度 

(－) 

年平均濁度は、出水後に高くなる年もあるが、令和2年以降では流入河川及

び下流河川ともに過去と同程度の値となっている。 

pH 

(6.5～8.5) 

年平均pHは、至近5ヵ年と過去を比較して、流入河川及び下流河川ともに大

きな変化はみられない。至近5ヵ年では、流入河川と下流河川は同程度で、

環境基準値(6.5～8.5)の範囲内である。 

BOD年75％値 

(1mg/L以下) 

BOD年75％値は、上野地を除けば、至近5ヵ年と過去を比較して、大きな変

化は見られない。令和元年以降、上野地の値が高くなっており、環境基準

を満足していない。 

COD年75％値 

(－) 

COD年75％値は、至近5ヵ年と過去を比較して、流入河川及び下流河川とも

に大きな変化は見られない。 

SS 

(25mg/L以下) 

年平均SSは、至近5ヵ年と過去を比較して、流入河川及び下流河川ともに大

きな変化はみられない。年変動が大きいが、至近5ヵ年では環境基準値を超

えていない。 

DO 

(7.5mg/L以上) 

年平均DOは、至近5ヵ年と過去と比較して、流入河川及び下流河川ともに大

きな変化はみられない。至近5ヵ年では、流入河川及び下流河川ともに環境

基準値(7.5mg/L)以上である。 

大腸菌群数 

(50MPN 

/100mL) 

年平均大腸菌群数は、至近5ヵ年と過去と比較して、流入河川及び下流河川

ともに大きな変化はみられない。 

至近5ヵ年では、流入河川が1,000MPN/100mL程度、下流河川が100MPN/100mL

から1,000MPN/100mLで、流入河川及び下流河川ともに環境基準値

(50MPN/100mL)以上となっている。 

全窒素(T-N) 

(－) 

年平均全窒素は、至近5ヵ年と過去と比較して、流入河川及び下流河川とも

に大きな変化はみられない。至近5ヵ年では、流入河川と下流河川は同程度

である。 

全リン(T-P) 

(－) 

年平均全リンは、至近5ヵ年と過去を比較して、流入河川及び下流河川とも

に大きな変化はみられない。 

クロロフィルa 

(－) 

クロロフィルaは、平成19年以降実施していないため、近年の動向は不明で

ある。過去の結果では特に顕著に高い値は示していない。 

注）水質項目欄の( )内の数値は環境基準値(河川AA類型)を示す。 

  



  

5-72 

 

 経月変化 

各地点における至近15ヵ年(平成19～令和3年)の水質経月変化を図 5.3.2-5に示す。 

水質状況のまとめを表 5.3.2-5に示す。 

 

◆水温 

 

 

◆濁度 

 

 

◆pH 

 

 

図 5.3.2-5(1) 流入・下流河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆BOD 

 

 

◆COD 

 

 

◆SS 

 

 

図 5.3.2-5(2) 流入・下流河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆DO 

 

 

◆大腸菌群数 

 

 

◆糞便性大腸菌群数 

 

 

図 5.3.2-5(3) 流入・下流河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆全窒素(T-N) 

 

 

◆硝酸態窒素(NO3-N) 

 

 

◆亜硝酸態窒素(NO2-N) 

 

注)下流河川(上野地)の定量下限値は「0.01mg/L」 

 

図 5.3.2-5(4) 流入・下流河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆アンモニア態窒素(NH4-N) 

 

注)下流河川(上野地)の定量下限値は「0.05mg/L」 

 

◆全リン(T-P) 

 

 

◆オルトリン酸態リン(PO4-P) 

 

 

図 5.3.2-5(5) 流入・下流河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆クロロフィルa(chl-a)  

 

 

◆全亜鉛 

 

 

◆ノニルフェノール 

 

 

図 5.3.2-5(6) 流入・下流河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆LAS 

 

 

図 5.3.2-5(7) 流入・下流河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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表 5.3.2-5 流入・下流河川の主な水質の状況(経月変化) 

水質項目 流入・下流河川の水質状況(経月変化) 

水温 

(－) 

季節変化として、春季から秋季に上昇し秋季から冬季に下降する。冬季に

下流河川(辻堂)の水温が他の地点の水温より高く、夏季に流入河川（広

瀬）では、他の地点に比べ水温が高い傾向にある。 

至近5か年は、過年度と同程度で推移している。 

濁度 

(－) 

流入河川及び下流河川ともに概ね5度を下回る低い値で推移している。調査

月により10度を超えることもある。平成23年から30年にかけて濁度が高い

原因は、大規模な洪水が多いことと考えられる。 

pH 

(6.5～8.5) 

概ね環境基準値(6.5～8.5)の範囲内で、至近5か年は、過年度と同程度で推

移している。 

BOD 

(1mg/L以下) 

上野地を除けば、調査月により環境基準値(1mg/L)以上となることもある

が、至近5ヵ年では環境基準値(1mg/L)以下である。平成30年以降、上野地

で増加傾向がみられる。 

COD 

(－) 

流入河川・下流河川ともに、約0.5～2mg/Lで推移している。 

春から夏季にやや高くなる傾向がみられる。流入河川(川原樋川取水口)で

は平成25年9月に高く、SSが高いことと一致している。至近5ヵ年は、過年

度と同程度で推移している。 

SS 

(25mg/L以下) 

調査月により流入河川で高い値を示すことがある。概ね環境基準値

(25mg/L)以下で推移しているが、平成23年の洪水後、高い値もみられ、流

入河川(川原樋川取水口) では平成25年、下流河川（辻堂）では平成24年に

高い値を示した。平成23年から30年にかけてSSが高い原因は、大規模な洪

水が多いことと考えられる。 

DO 

(7.5mg/L以上) 

季節的変化として、冬季に高く夏季から秋季に低い傾向にある。 

流入河川及び下流河川ともに同程度の値で推移し、大きな差はみられず、

環境基準値(7.5mg/L)以上である。 

至近5か年は、過年度と同程度で推移している。 

大腸菌群数 

(50MPN 

/100mL) 

流入河川及び下流河川ともに、夏季から秋季に高くなる傾向がみられる。 

流入河川及び下流河川とも環境基準値(50MPN/100mL)以上となることが多

い。 

至近5か年は、過年度と同程度で推移している。 

全窒素(T-N) 

(－) 

流入河川及び下流河川ともに、0.3mg/L前後で推移し、流入河川(広瀬)は、

他の地点に比べやや高い値を示す場合が多い。 

至近5か年は、過年度と同程度で推移している。 

全リン(T-P) 

(－) 

平成25年秋季に流入河川（川原樋川取水口）で、平成24年に下流河川(辻

堂)で値が高く、これらはSSと同様に大規模な洪水と時期が重なっている。

下流河川で高い時期は、後述の貯水池内で高い時期とは一致しなかった。 

クロロフィルa 

(－) 

平成18年4月以降は、調査を実施していない。 

注）水質項目欄の( )内の数値は環境基準値(河川AA類型)を示す。 
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 貯水池内水質の経年・経月変化 

ダム貯水池の出現による下流河川への影響を把握するため、貯水池内における水質の経

年･経月変化を整理する。対象地点は以下のとおりとし、整理データは定期水質調査結果

(1回/月)とする。 

(対象地点)貯水池内：ダム湖中央(表層、中層、底層)、ダムサイト(表層、中層、底層) 

※ダム湖中央の表層は環境基準点（奈良県の「公共用水域及び地下水の水質測定計画」では「猿

谷ダム湖取水口」という地点名で記載） 

 

 経年変化 

各調査地点における各水質項目の年平均値、年最大値・年最小値及び75％値を表 

5.3.3-1(昭和56～平成28年)と表 5.3.3-2(平成29～令和3年)に示す。各地点の年間値は

表 5.3.3-3及び表 5.3.3-4に、各地点の年平均値等の経年変化図は図 5.3.3-1、図 

5.3.3-2に示す。 

水質状況のまとめを表 5.3.3-5に示す。 
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表 5.3.3-1 貯水池内水質の観測値(昭和56～平成28年の平均値) 

 

 

表 5.3.3-2 貯水池内水質の観測値(平成29～令和3年の平均値) 

 

 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 14.5 25.6 3.9 12.3 20.8 3.9 11.7 19.5 3.8

濁度 (度) 4.5 16.0 0.9 5.5 21.5 1.1 6.6 24.1 1.0
pH 7.5 8.4 7.1 7.3 7.7 7.0 7.2 7.6 6.9

BOD (mg/L) 1.1 2.1 0.4 1.3 0.9 1.6 0.4 1.0 0.9 1.7 0.4 1.0
COD (mg/L) 1.7 2.8 0.9 2.0 1.6 2.7 0.9 1.8 1.7 3.2 0.9 1.8
SS (mg/L) 4.0 13.5 1.0 5.1 20.1 1.2 7.1 27.4 1.3
DO (mg/L) 10.0 12.3 7.5 9.9 12.4 7.3 9.8 12.5 6.8

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 539 3155 6 1575 12116 8 2866 25099 10
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL) 18 174 0

全窒素 (mg/L) 0.306 0.496 0.186 0.307 0.498 0.185 0.318 0.572 0.189
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.155 0.283 0.067 0.167 0.290 0.082 0.172 0.302 0.089

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.002 0.005 0.001 0.002 0.006 0.001 0.002 0.007 0.001
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.036 0.067 0.025 0.036 0.068 0.025 0.040 0.095 0.028

全リン (mg/L) 0.015 0.034 0.006 0.015 0.038 0.006 0.016 0.040 0.006
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.004 0.013 0.002 0.005 0.017 0.002 0.006 0.017 0.002

Chl-a (μg/L) 3.9 11.0 0.7 2.7 7.8 0.5 1.8 4.7 0.5
全亜鉛 (mg/L) 0.0033 0.0028 0.0028 0.0054 0.0054 0.0054 0.0051 0.0051 0.0051

ノニルフェノール (mg/L)
LAS (mg/L)

項目 単位

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 14.5 25.5 4.2 12.7 20.2 4.3 12.2 19.9 4.2

濁度 (度) 5.7 23.9 1.0 7.0 26.6 1.5 6.3 19.0 1.7
pH 7.5 7.9 7.1 7.3 7.6 7.1 7.3 7.5 7.1

BOD (mg/L) 0.7 1.5 0.1 0.9 0.5 1.0 0.2 0.6 0.4 0.7 0.1 0.5
COD (mg/L) 1.6 3.2 0.8 1.9 1.6 2.9 0.8 1.7 1.5 2.5 0.9 1.7
SS (mg/L) 4.3 17.3 0.9 5.4 20.0 1.3 5.6 15.0 1.6
DO (mg/L) 9.5 11.4 7.1 9.4 11.6 6.3 9.3 11.4 6.3

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 589 4258 3 549 2980 3 610 4000 4
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL) 10 53 0

全窒素 (mg/L) 0.233 0.408 0.156 0.228 0.354 0.152 0.217 0.320 0.140
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.125 0.252 0.066 0.138 0.236 0.058 0.138 0.242 0.064

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.002 0.003 0.001 0.001 0.003 0.001 0.001 0.003 0.001
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.017 0.048 0.010 0.018 0.048 0.010 0.019 0.042 0.010

全リン (mg/L) 0.015 0.046 0.006 0.016 0.051 0.007 0.016 0.040 0.006
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.009 0.041 0.001 0.011 0.044 0.002 0.010 0.033 0.002

Chl-a (μg/L) 3.0 10.5 0.2 2.4 9.5 0.2 1.4 5.5 0.3
全亜鉛 (mg/L)

ノニルフェノール (mg/L)
LAS (mg/L)

項目 単位

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 15.6 26.8 5.6 12.3 19.4 4.4 10.7 17.1 4.4

濁度 (度) 6.1 20.6 1.4 5.8 10.7 2.2 9.8 18.5 3.1
pH 7.6 8.1 7.3 7.4 7.5 7.3 7.3 7.5 7.1

BOD (mg/L) 1.0 1.7 0.2 1.2 0.3 0.5 0.2 0.3 0.4 0.7 0.2 0.4
COD (mg/L) 1.8 2.5 1.2 2.0 1.3 1.6 0.9 1.5 1.5 2.2 1.1 1.7
SS (mg/L) 7.1 13.5 2.0 5.1 9.1 2.0 11.3 18.1 4.9
DO (mg/L) 9.9 12.0 8.5 9.7 12.0 7.7 9.0 12.0 6.3

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 996 2140 29 314 820 14 454 1243 20
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL) 7 26 0

全窒素 (mg/L) 0.230 0.292 0.180 0.195 0.253 0.140 0.225 0.315 0.158
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.119 0.152 0.078 0.129 0.170 0.088 0.124 0.163 0.098

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.003 0.003 0.003 0.002 0.003 0.001 0.005 0.016 0.001
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.018 0.034 0.010 0.022 0.035 0.013 0.033 0.058 0.013

全リン (mg/L) 0.024 0.037 0.012 0.014 0.022 0.008 0.023 0.036 0.010
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.015 0.028 0.003 0.008 0.015 0.003 0.013 0.025 0.005

Chl-a (μg/L) 4.3 8.0 0.9 0.9 1.4 0.5 0.7 1.1 0.4
全亜鉛 (mg/L)

ノニルフェノール (mg/L)
LAS (mg/L)

項目 単位
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表 5.3.3-3(1) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 15.8 26.8 4.5 13.8 22.1 4.5 13.2 21.4 4.6
S57 14.7 27.0 3.3 12.1 19.5 3.3 11.1 17.3 3.8
S58 13.5 23.2 3.6 11.8 19.0 3.7 11.4 17.8 3.6
S59 14.1 22.8 2.3 12.3 20.0 2.8 11.9 20.0 2.9
S60 15.0 24.7 5.0 12.0 20.9 4.9 11.4 20.4 4.9
S61 14.0 26.3 2.3 12.6 20.5 3.6 11.8 18.0 3.3
S62 14.3 24.8 4.3 12.1 19.7 4.2 11.4 19.0 4.1
S63 14.1 23.9 4.8 11.7 19.0 4.8 11.3 18.6 4.7
H1 14.0 25.7 6.4 11.8 19.4 5.8 11.1 16.4 5.3
H2 14.2 26.6 4.2 11.7 21.6 4.1 11.1 20.4 4.0
H3 14.2 27.5 4.0 12.2 21.3 4.0 11.5 19.9 4.1
H4 13.6 22.3 4.2 11.8 19.4 4.2 11.4 19.2 4.3
H5 13.7 23.9 4.7 12.0 17.9 4.6 11.5 17.8 4.6
H6 14.4 24.5 2.3 12.6 20.8 2.9 11.7 19.0 2.9
H7 13.9 26.1 4.1 12.0 22.1 3.8 11.3 18.4 3.9
H8 13.5 25.4 2.4 11.6 20.2 2.7 11.1 19.9 2.7
H9 14.1 23.4 3.0 12.1 19.7 3.0 11.6 19.5 3.0
H10 16.2 27.6 4.6 13.8 24.6 4.5 13.3 23.3 4.5
H11 15.0 25.6 4.1 12.4 21.0 3.8 11.9 20.6 3.2
H12 14.6 27.6 3.9 12.5 22.1 4.0 12.0 21.8 4.0
H13 14.3 28.0 3.0 12.1 21.9 3.1 11.4 18.2 3.4
H14 15.1 26.9 4.6 12.7 20.3 4.1 12.1 19.2 4.0
H15 14.4 26.4 2.7 12.2 20.2 2.8 11.6 18.6 2.8
H16 14.4 25.8 3.8 11.7 18.3 3.8 11.3 17.2 3.7
H17 17.3 28.3 7.0 14.4 21.9 5.4 13.7 20.9 4.3
H18 14.5 26.7 3.8 12.3 21.6 3.8 11.7 19.9 3.7
H19 15.1 25.8 5.4 13.0 22.1 5.3 12.5 21.7 5.2
H20 14.7 27.3 3.9 12.8 23.2 3.8 12.2 20.5 3.8
H21 14.1 23.8 5.2 12.6 20.9 4.8 11.8 19.6 4.8
H22 14.3 26.5 2.2 12.0 23.8 2.3 11.4 22.5 2.5
H23 13.3 26.3 2.0 10.4 16.5 2.6 9.9 15.8 2.6
H24 13.6 23.7 1.4 11.1 19.7 2.4 10.1 17.5 2.5
H25 13.3 23.4 3.7 11.4 21.0 2.4 10.6 19.9 2.2
H26 15.0 24.7 4.7 13.3 22.4 4.3 12.5 19.9 4.3
H27 14.7 24.8 2.8 12.8 20.0 3.3 12.0 19.2 3.5
H28 16.1 28.0 5.6 13.8 23.0 5.3 13.0 22.4 5.2

H29 13.9 22.8 3.1 12.6 20.8 3.7 11.6 20.4 3.7
H30 14.6 26.7 2.9 12.5 20.9 2.9 12.2 20.2 3.0
R01 14.7 25.8 4.6 12.8 19.8 4.4 12.2 19.8 4.2
R02 14.5 25.7 5.8 12.8 19.3 5.7 12.3 19.2 5.4
R03 15.0 26.4 4.8 13.1 20.2 4.7 12.8 19.7 4.7

S56-R03 14.5 25.6 3.9 12.4 20.7 3.9 11.8 19.5 3.9
S56-H28 14.5 25.6 3.9 12.3 20.8 3.9 11.7 19.5 3.8
H29-R03 14.5 25.5 4.2 12.7 20.2 4.3 12.2 19.9 4.2

項目 年

水温
(℃)

平均値
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表 5.3.3-3(2) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 4.3 12.0 0.7 3.4 11.7 0.4 4.2 10.8 0.6
S57 7.0 27.6 1.7 5.4 13.8 2.0 11.3 39.9 2.3
S58 4.0 7.7 1.5 5.1 7.7 2.2 5.5 9.7 1.8
S59 3.5 7.8 1.4 3.9 10.6 1.3 4.3 10.8 0.6
S60 2.4 3.7 1.5 3.2 7.9 1.0 4.0 11.4 1.0
S61 2.8 5.0 <0.4 4.9 18.0 1.5 4.2 9.1 1.8
S62 3.7 6.4 1.4 4.8 10.0 1.3 5.4 9.5 1.0
S63 3.6 11.0 0.2 4.0 11.5 1.6 5.0 13.2 1.9
H1 10.3 43.9 2.3 11.7 45.4 1.7 13.7 59.4 1.4
H2 5.6 15.4 <0.4 8.8 19.2 1.5 6.5 15.9 1.7
H3 3.6 9.3 <0.4 5.1 11.4 1.7 7.8 19.3 1.3
H4 3.2 7.4 <0.4 6.3 48.3 0.9 6.9 47.1 1.0
H5 5.4 26.5 1.5 6.9 21.7 1.3 10.3 46.1 1.1
H6 4.5 17.8 1.4 4.7 17.6 1.6 4.4 13.7 1.3
H7 1.9 3.3 0.3 2.9 4.6 1.4 2.9 3.8 1.7
H8 2.6 11.3 0.6 2.9 12.7 0.8 4.8 24.3 1.3
H9 1.4 2.5 0.6 1.8 3.3 0.8 2.4 5.2 0.8
H10 2.4 6.5 0.4 3.1 12.1 0.6 5.1 36.7 0.6
H11 1.4 2.1 0.5 1.8 3.5 0.5 2.2 5.0 0.9
H12 1.5 2.3 0.9 1.5 2.6 0.8 2.1 4.6 1.0
H13 2.5 7.6 0.2 8.3 66.0 0.3 10.1 61.5 0.3
H14 1.9 4.9 0.6 2.4 7.4 0.7 3.0 11.0 0.6
H15 4.2 28.0 0.2 8.9 42.7 0.8 9.5 64.7 0.7
H16 14.8 61.4 0.1 10.1 59.8 0.6 8.1 23.3 0.7
H17 1.8 5.7 0.1 2.6 3.9 0.1 3.7 10.5 0.3
H18 2.8 7.1 1.1 4.0 19.0 1.0 4.4 25.5 0.6
H19 3.0 7.1 1.0 3.5 7.8 0.7 4.1 7.8 0.6
H20 2.3 4.2 1.1 2.1 4.1 1.0 2.1 4.0 0.9
H21 3.8 12.5 0.7 4.1 13.1 0.8 4.8 17.5 0.5
H22 2.4 4.5 1.3 2.4 5.4 1.1 2.2 4.6 0.9
H23 10.9 58.2 1.2 9.8 45.1 1.7 9.0 27.4 1.5
H24 7.8 32.9 1.1 9.7 35.6 1.4 14.6 42.1 0.9
H25 7.3 47.2 0.7 9.8 48.6 1.1 13.2 44.8 0.9
H26 7.5 29.4 0.9 12.7 81.2 1.3 12.1 57.9 1.0
H27 7.2 19.3 1.2 7.5 24.1 1.1 12.3 42.7 0.8
H28 7.3 17.2 0.8 7.2 16.2 1.2 9.8 27.0 1.2

H29 11.0 62.0 0.8 11.6 60.4 1.7 8.8 28.0 1.4
H30 7.6 34.0 1.1 11.4 42.1 2.3 9.6 34.2 2.3
R01 3.1 8.7 1.2 3.9 11.7 1.5 4.2 10.5 1.8
R02 3.6 7.5 1.0 4.0 9.8 0.8 5.3 14.8 0.9
R03 3.0 7.2 0.9 3.9 8.8 1.4 3.9 7.3 2.2

S56-R03 4.6 17.0 0.9 5.7 22.1 1.2 6.5 23.5 1.1
S56-H28 4.5 16.0 0.9 5.5 21.5 1.1 6.6 24.1 1.0
H29-R03 5.7 23.9 1.0 7.0 26.6 1.5 6.3 19.0 1.7

濁度
(度)

年

平均値

項目
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表 5.3.3-3(3) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 7.6 8.4 7.1 7.3 7.6 7.0 7.2 7.4 6.9
S57 7.6 8.7 7.1 7.4 8.5 7.0 7.2 7.8 6.9
S58 7.5 8.7 7.0 7.3 7.5 7.0 7.2 7.5 6.9
S59 7.4 8.0 6.9 7.2 7.6 6.8 7.1 7.4 6.7
S60 7.5 8.5 7.2 7.3 7.5 6.9 7.2 7.5 6.8
S61 7.5 8.1 7.1 7.3 7.5 7.0 7.2 7.4 6.7
S62 7.4 8.0 7.1 7.2 7.6 7.0 7.1 7.4 6.8
S63 7.8 8.8 7.3 7.3 7.6 7.2 7.3 7.6 7.0
H1 7.3 7.6 7.1 7.3 7.6 7.1 7.3 7.5 6.7
H2 7.4 8.1 7.1 7.2 7.4 7.1 7.1 7.4 6.8
H3 7.5 8.1 7.1 7.3 7.8 7.0 7.2 7.5 6.8
H4 7.8 8.9 7.3 7.4 8.1 7.2 7.4 7.7 7.1
H5 7.4 8.7 7.0 7.2 7.6 6.8 7.1 7.8 6.7
H6 7.5 8.8 7.0 7.3 8.1 6.9 7.1 7.8 6.7
H7 7.4 8.1 7.0 7.2 7.7 6.9 7.1 7.7 6.7
H8 7.5 8.2 7.0 7.4 8.3 7.0 7.2 7.5 6.9
H9 7.5 9.0 6.9 7.3 7.7 7.0 7.2 7.5 6.9
H10 7.7 8.7 6.9 7.4 7.8 6.9 7.2 7.6 6.9
H11 7.7 8.6 7.0 7.4 7.7 7.0 7.3 7.7 7.0
H12 7.5 8.5 7.1 7.5 8.5 7.1 7.3 7.7 7.0
H13 7.5 8.2 7.2 7.5 7.9 7.2 7.4 7.8 7.2
H14 7.5 8.1 7.0 7.4 7.7 7.0 7.3 7.7 7.0
H15 7.3 8.0 6.9 7.1 7.6 6.7 7.0 7.3 6.6
H16 7.3 7.7 6.8 7.2 7.4 6.7 7.1 7.4 6.7
H17 7.5 8.0 7.0 7.3 7.8 7.0 7.2 7.7 6.9
H18 7.5 8.4 7.0 7.2 7.5 7.0 7.1 7.4 6.8
H19 7.5 9.3 6.9 7.3 7.5 6.9 7.2 7.4 6.9
H20 7.6 8.5 7.1 7.4 7.7 7.1 7.3 7.5 7.1
H21 7.5 8.0 6.8 7.3 7.8 6.8 7.3 7.8 6.8
H22 7.6 8.4 6.9 7.4 8.0 6.9 7.2 7.6 6.9
H23 7.4 8.8 7.0 7.2 7.3 7.0 7.2 7.3 6.9
H24 7.5 8.9 7.1 7.3 7.6 7.2 7.2 7.4 7.0
H25 7.7 8.5 7.3 7.4 7.6 7.1 7.4 7.5 7.1
H26 7.5 8.7 7.2 7.4 7.6 7.1 7.3 7.6 7.1
H27 7.6 9.0 7.1 7.5 8.3 7.1 7.3 7.6 7.1
H28 7.6 8.4 7.2 7.4 7.7 7.1 7.3 7.6 7.1

H29 7.5 8.0 7.1 7.4 7.7 7.1 7.3 7.6 7.1
H30 7.4 7.9 7.1 7.3 7.7 7.0 7.3 7.4 7.1
R01 7.5 8.0 7.0 7.4 7.6 7.1 7.3 7.6 7.0
R02 7.4 7.8 7.1 7.3 7.6 7.1 7.3 7.5 7.0
R03 7.5 7.9 7.1 7.4 7.6 7.2 7.3 7.6 7.2

S56-R03 7.5 8.4 7.1 7.3 7.7 7.0 7.2 7.6 6.9
S56-H28 7.5 8.4 7.1 7.3 7.7 7.0 7.2 7.6 6.9
H29-R03 7.5 7.9 7.1 7.3 7.6 7.1 7.3 7.5 7.1

平均値

pH

項目 年
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表 5.3.3-3(4) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 1.3 2.6 0.6 1.4 1.2 2.0 0.8 1.4 1.4 3.2 0.6 1.3
S57 1.2 2.8 0.5 1.3 1.2 2.1 0.7 1.4 1.2 2.3 0.5 1.2
S58 1.0 2.0 0.4 1.0 0.8 1.7 0.3 1.0 0.8 1.5 0.4 1.1
S59 1.3 2.2 0.7 1.7 0.9 1.7 0.4 1.0 0.9 1.4 0.3 1.0
S60 1.3 1.8 0.5 1.6 1.0 1.6 <0.5 1.4 1.1 1.8 0.5 1.3
S61 1.3 2.2 0.5 1.5 1.1 2.4 0.5 1.1 1.1 2.1 <0.5 1.1
S62 1.1 2.2 0.3 1.2 0.9 1.7 0.2 1.0 0.9 1.8 0.1 1.1
S63 1.1 2.2 0.5 1.2 1.1 1.6 0.7 1.2 1.3 4.5 0.5 1.1
H1 1.3 2.6 0.5 1.8 0.9 1.6 0.4 1.2 1.1 1.8 0.3 1.5
H2 1.0 2.7 0.4 1.2 0.8 1.3 0.3 1.1 0.8 1.3 0.4 1.2
H3 1.2 1.9 0.8 1.3 1.0 1.4 0.5 1.1 1.0 1.6 0.3 1.2
H4 1.4 3.2 0.7 1.5 1.3 2.6 <0.5 1.2 1.4 2.9 0.9 1.3
H5 1.0 1.5 0.4 1.3 1.0 1.7 0.1 1.3 1.0 1.8 0.3 1.1
H6 1.0 1.5 0.5 1.2 0.8 1.2 0.4 0.9 1.0 1.6 0.6 1.0
H7 0.6 0.9 <0.5 0.7 0.8 1.5 0.3 1.0 0.8 1.7 0.4 0.9
H8 1.1 1.7 0.5 1.3 0.9 1.8 0.4 1.0 0.9 1.5 0.3 1.1
H9 1.1 2.0 0.5 1.2 1.1 1.8 0.5 1.3 1.1 2.0 0.5 1.3
H10 1.3 2.7 0.7 1.6 1.3 3.3 <0.5 1.5 1.1 1.7 0.6 1.2
H11 1.0 1.6 0.5 1.1 1.0 1.5 <0.5 1.3 1.1 1.5 <0.5 1.3
H12 1.3 2.8 <0.5 1.5 1.3 2.3 <0.5 1.4 1.2 2.2 <0.5 1.5
H13 1.4 2.1 0.8 1.7 1.4 2.3 0.7 1.7 1.5 2.4 0.6 1.7
H14 1.3 1.9 0.7 1.5 1.3 2.2 0.5 1.4 1.3 2.4 <0.5 1.5
H15 1.2 2.2 0.3 1.5 1.1 2.8 0.5 1.0 0.9 2.6 0.3 0.9
H16 0.8 1.4 0.5 0.8 0.6 1.0 0.3 0.8 0.6 1.4 0.2 0.7
H17 1.2 1.8 0.6 1.4 0.7 1.0 0.4 1.0 0.6 1.1 0.4 0.7
H18 0.9 1.8 0.2 1.3 0.6 1.0 0.3 0.7 0.6 1.4 0.3 0.5
H19 0.8 1.4 0.3 1.1 0.8 1.1 0.5 0.8 0.6 0.8 0.3 0.7
H20 0.9 2.2 0.3 1.2 0.7 1.0 0.4 0.8 0.6 0.8 0.3 0.6
H21 1.0 1.7 0.5 1.3 0.8 1.2 0.5 0.8 0.6 1.3 0.2 0.7
H22 0.7 1.7 0.2 1.0 0.4 0.7 0.1 0.6 0.3 0.6 0.2 0.3
H23 0.7 1.7 0.2 0.6 0.4 0.8 0.2 0.5 0.4 0.6 0.1 0.5
H24 0.8 1.5 0.2 0.9 0.6 0.8 0.2 0.7 0.5 0.8 0.2 0.6
H25 0.9 2.2 0.2 0.9 0.6 0.9 0.3 0.7 0.5 1.3 0.2 0.5
H26 0.9 1.5 0.2 1.0 0.6 1.0 0.3 0.9 0.4 0.6 0.2 0.5
H27 1.0 2.6 0.2 1.1 0.7 1.5 0.2 0.8 0.5 1.2 0.1 0.6
H28 1.0 3.5 0.2 1.1 0.5 0.7 0.2 0.5 0.4 0.6 0.3 0.5

H29 0.8 1.7 0.1 1.0 0.5 1.3 0.2 0.6 0.4 0.7 0.1 0.4
H30 0.7 1.3 0.1 1.0 0.5 0.8 0.2 0.7 0.4 0.6 0.1 0.4
R01 0.8 1.7 0.2 1.2 0.5 1.1 0.2 0.7 0.4 0.8 0.2 0.6
R02 0.6 1.5 0.2 0.6 0.5 1.0 0.1 0.7 0.4 0.7 0.1 0.5
R03 0.6 1.2 0.1 0.7 0.4 0.7 0.2 0.5 0.3 0.5 0.1 0.4

S56-R03 1.0 2.0 0.4 1.2 0.8 1.5 0.4 1.0 0.8 1.5 0.3 0.9
S56-H28 1.1 2.1 0.4 1.3 0.9 1.6 0.4 1.0 0.9 1.7 0.4 1.0
H29-R03 0.7 1.5 0.1 0.9 0.5 1.0 0.2 0.6 0.4 0.7 0.1 0.5

平均値

BOD
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(5) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 1.9 3.5 0.7 2.2 1.8 2.4 0.8 2.0 1.9 3.0 0.8 2.1
S57 1.8 3.0 0.4 2.6 1.8 3.2 0.6 2.0 2.0 5.5 0.5 2.1
S58 1.3 2.0 0.4 1.7 1.1 1.9 0.4 1.4 1.4 2.4 0.4 1.6
S59 1.6 2.7 0.8 2.1 1.3 2.3 0.5 1.4 1.5 2.4 1.0 1.5
S60 1.5 2.2 0.9 1.7 1.4 2.1 0.7 1.6 1.4 2.5 0.6 1.7
S61 1.3 1.8 0.7 1.7 1.3 1.9 0.7 1.4 1.3 2.2 0.6 1.7
S62 1.4 3.0 0.7 1.8 1.3 1.9 1.0 1.4 1.4 2.4 0.7 1.6
S63 1.7 3.2 0.8 2.1 1.4 2.0 0.9 1.5 1.6 4.8 0.9 1.5
H1 2.1 3.7 1.1 2.5 1.6 2.7 1.0 2.2 2.1 3.2 1.0 2.7
H2 1.8 3.7 1.0 2.1 1.5 3.0 1.0 1.7 1.5 2.3 1.0 1.9
H3 1.8 2.5 0.9 2.4 1.7 2.3 0.8 1.9 1.7 2.8 0.8 2.2
H4 1.7 2.6 1.0 1.8 1.5 2.5 0.7 1.7 1.6 2.8 1.0 1.5
H5 1.5 2.0 0.9 1.8 1.7 3.4 0.9 1.8 1.8 3.5 1.0 2.0
H6 1.7 2.7 0.9 2.3 1.6 3.4 0.8 1.9 1.5 2.4 0.7 1.8
H7 1.3 1.8 0.8 1.6 1.5 1.9 0.8 1.6 1.6 2.5 0.9 1.6
H8 1.7 3.2 1.1 1.8 1.4 1.8 1.0 1.6 1.4 1.8 0.9 1.5
H9 1.5 2.2 0.9 1.8 1.6 2.1 1.0 1.9 1.6 3.3 1.0 1.7
H10 1.5 2.4 0.9 1.7 1.5 2.9 <0.5 1.6 1.6 5.5 0.8 1.4
H11 1.5 2.3 0.5 1.8 1.7 2.4 0.9 1.9 1.6 3.6 1.0 1.7
H12 1.6 3.4 0.5 1.9 1.7 3.1 0.7 1.8 1.6 2.7 1.0 1.7
H13 1.8 2.9 0.9 2.0 1.7 3.1 0.8 1.9 1.9 3.6 0.8 2.2
H14 1.7 3.0 1.0 1.9 1.7 3.0 1.0 1.9 1.8 3.0 0.7 2.1
H15 2.2 4.7 1.3 2.2 2.6 8.7 1.2 2.4 2.7 14.1 1.1 2.2
H16 1.8 3.0 0.8 2.4 1.6 2.6 0.7 2.0 1.6 2.2 0.8 1.9
H17 2.0 2.6 1.4 2.4 1.8 2.6 1.1 2.4 1.6 3.1 1.1 1.9
H18 1.8 2.7 1.0 2.1 1.7 2.7 1.1 2.0 1.7 3.1 1.0 1.9
H19 1.9 3.2 1.1 2.2 1.8 2.5 1.2 2.0 1.8 2.6 1.3 2.0
H20 1.9 3.5 1.1 2.5 1.8 2.3 1.2 2.1 1.6 2.2 1.0 1.7
H21 2.1 2.8 1.2 2.4 2.0 2.6 1.5 2.2 2.0 3.1 1.2 2.2
H22 1.9 2.6 1.3 2.1 1.7 2.4 1.0 2.1 1.6 2.3 1.0 1.7
H23 1.8 2.7 0.8 2.0 1.7 2.1 1.3 1.9 1.7 2.1 1.1 1.8
H24 1.5 1.8 1.0 1.6 1.4 2.0 1.0 1.5 1.5 1.9 0.9 1.7
H25 1.7 3.1 0.8 1.7 1.5 1.9 1.0 1.6 1.6 3.8 1.1 1.7
H26 1.6 2.5 0.9 1.7 1.6 4.0 1.0 1.7 1.5 3.1 0.9 1.5
H27 1.8 3.0 0.5 2.1 1.6 2.2 0.7 1.7 1.5 2.2 1.1 1.5
H28 1.8 3.6 1.2 2.1 1.5 2.1 1.2 1.7 1.6 2.8 1.1 1.9

H29 1.8 5.2 0.6 1.9 1.6 3.7 0.8 1.7 1.4 2.4 0.8 1.6
H30 1.8 3.8 0.9 1.9 1.8 3.0 0.8 2.0 1.6 2.9 0.8 2.0
R01 1.6 2.4 0.9 2.1 1.6 2.4 0.9 1.8 1.5 2.1 0.9 1.6
R02 1.4 2.0 0.7 1.6 1.5 2.2 0.6 1.7 1.5 2.6 0.8 1.9
R03 1.6 2.6 0.9 1.8 1.6 3.3 1.0 1.5 1.4 2.5 1.0 1.5

S56-R03 1.7 2.9 0.9 2.0 1.6 2.7 0.9 1.8 1.6 3.2 0.9 1.8
S56-H28 1.7 2.8 0.9 2.0 1.6 2.7 0.9 1.8 1.7 3.2 0.9 1.8
H29-R03 1.6 3.2 0.8 1.9 1.6 2.9 0.8 1.7 1.5 2.5 0.9 1.7

平均値

COD
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(6) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 2.7 5.8 1.2 2.5 3.6 1.2 4.2 9.0 1.1
S57 4.3 17.5 0.3 4.1 7.4 1.0 12.7 27.7 1.1
S58 3.9 6.1 1.5 4.8 8.8 1.9 8.9 26.0 2.8
S59 4.1 9.9 1.2 4.4 11.9 0.5 6.0 14.5 0.9
S60 2.7 5.9 1.7 3.6 7.2 1.6 4.1 11.4 1.1
S61 2.3 5.0 1.2 3.6 13.0 0.9 4.2 14.0 1.0
S62 2.8 5.6 1.2 3.9 10.0 1.1 5.2 11.0 1.9
S63 3.3 5.5 1.5 3.3 6.0 1.8 4.4 10.0 2.1
H1 7.1 29.4 1.1 8.4 35.4 0.7 12.6 47.2 0.8
H2 5.8 13.4 <1.0 7.4 16.1 1.1 8.0 18.2 1.5
H3 4.7 9.0 1.4 6.4 14.8 2.3 10.9 27.8 2.0
H4 3.6 7.6 0.6 5.8 31.0 0.9 8.5 42.8 2.2
H5 5.8 17.8 2.4 8.5 31.6 2.3 13.8 41.2 2.8
H6 3.4 7.4 1.2 4.8 14.4 2.0 5.4 17.2 2.2
H7 2.3 5.6 0.8 3.9 8.5 1.4 5.3 13.6 1.6
H8 3.0 10.7 1.0 4.0 13.4 1.7 5.3 22.4 2.0
H9 2.2 5.0 1.0 3.5 10.0 1.0 4.3 18.0 1.0
H10 3.2 9.0 <1.0 4.3 12.0 <1.0 12.0 110.0 1.0
H11 1.8 4.0 <1.0 3.4 10.0 1.0 4.1 12.0 1.0
H12 2.3 4.0 <1.0 2.6 5.0 1.0 3.6 6.0 2.0
H13 2.4 5.2 <1.0 6.3 30.4 <1.0 9.5 44.1 <1.0
H14 1.9 3.5 <1.0 2.2 4.0 1.0 3.3 5.0 1.0
H15 8.9 76.0 <1.0 16.8 148.0 <1.0 21.7 187.0 <1.0
H16 9.0 38.7 <1.0 6.9 34.8 1.6 5.8 15.7 <1.0
H17 2.5 4.7 <1.0 2.9 4.1 1.2 4.3 8.4 1.8
H18 2.3 5.1 1.0 3.4 14.0 <1.0 5.1 32.0 1.1
H19 2.1 5.4 0.6 2.7 6.5 0.9 3.6 9.8 0.5
H20 2.0 4.3 0.8 2.1 3.8 1.0 2.1 3.2 1.2
H21 2.9 8.4 0.8 3.4 9.0 0.8 4.3 13.8 0.8
H22 1.7 2.8 0.8 2.1 4.2 0.8 2.2 3.8 1.0
H23 8.2 45.8 0.8 9.2 54.8 1.1 7.4 22.2 1.2
H24 5.4 22.9 0.8 7.2 24.7 1.6 10.9 29.6 1.0
H25 5.0 28.0 0.6 6.8 32.0 0.9 9.7 35.0 0.7
H26 5.5 21.0 0.5 8.6 50.0 0.9 8.2 33.0 0.6
H27 5.7 15.0 0.8 6.1 22.0 0.9 8.8 23.0 0.4
H28 5.4 16.0 1.0 5.0 10.0 1.0 7.3 19.0 1.2

H29 8.1 41.0 1.1 8.8 44.0 1.5 7.7 23.0 1.9
H30 6.2 28.0 1.4 9.0 36.0 1.6 8.0 25.0 1.8
R01 2.5 6.2 0.9 3.2 7.3 1.4 4.1 7.8 1.7
R02 2.6 5.2 0.5 3.0 6.7 1.0 5.1 13.0 1.1
R03 2.2 6.2 0.7 3.0 6.2 1.2 3.3 6.2 1.5

S56-R03 4.0 14.0 1.0 5.2 20.1 1.2 7.0 25.8 1.4
S56-H28 4.0 13.5 1.0 5.1 20.1 1.2 7.1 27.4 1.3
H29-R03 4.3 17.3 0.9 5.4 20.0 1.3 5.6 15.0 1.6

平均値

SS
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(7) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 9.9 11.7 7.6 9.8 11.6 7.8 9.5 12.1 6.1
S57 10.5 12.5 8.2 10.4 12.8 6.7 10.1 12.6 7.6
S58 10.2 12.3 7.8 10.0 12.1 7.7 9.8 12.1 7.6
S59 9.9 12.0 7.4 9.8 12.2 7.3 9.6 12.0 6.7
S60 9.9 13.8 7.4 9.7 13.4 5.1 9.4 13.2 3.9
S61 10.3 12.6 7.3 10.3 12.6 7.8 10.1 12.7 5.7
S62 10.1 12.5 8.1 10.2 12.6 7.9 10.0 12.7 7.0
S63 10.4 11.9 8.8 10.2 12.5 8.3 10.2 12.0 8.1
H1 10.0 11.7 8.6 10.1 11.7 8.9 9.9 12.1 7.2
H2 10.4 12.5 8.3 10.5 12.2 7.9 10.3 12.5 7.6
H3 9.7 13.0 5.8 9.7 13.1 6.1 9.7 12.9 6.9
H4 10.6 12.3 8.7 10.4 12.3 8.8 10.3 12.4 7.9
H5 10.2 12.4 8.5 10.3 12.4 8.9 10.2 12.6 8.1
H6 9.9 12.9 7.5 9.7 13.1 6.4 9.4 12.9 6.3
H7 9.5 12.8 6.1 9.8 12.9 5.9 9.1 12.8 4.4
H8 9.9 12.8 7.0 10.2 12.8 7.3 9.7 12.9 6.3
H9 10.2 12.9 8.3 10.2 12.6 7.9 10.0 12.7 7.9
H10 9.9 12.6 6.6 9.7 12.8 6.0 9.8 12.8 6.8
H11 9.8 11.7 8.5 10.1 12.0 8.4 9.8 11.8 7.9
H12 10.4 13.8 8.0 10.4 13.1 8.5 10.3 13.1 7.3
H13 10.3 13.1 8.6 10.4 12.9 7.8 10.2 13.3 7.3
H14 10.2 13.0 7.9 10.2 13.0 8.0 9.8 12.7 6.8
H15 10.4 11.8 8.4 10.5 12.7 8.3 10.4 13.1 7.6
H16 10.7 13.2 7.9 10.9 13.1 8.7 10.6 13.0 7.5
H17 9.7 13.0 5.5 9.6 14.7 6.3 9.4 14.7 6.6
H18 10.1 12.0 6.8 10.2 13.2 7.9 10.3 13.7 7.9
H19 9.2 11.4 5.4 9.3 11.9 5.7 9.3 12.4 5.8
H20 9.7 11.9 8.1 9.8 12.0 7.9 9.9 12.8 7.8
H21 9.2 11.6 5.8 9.3 11.3 5.7 9.1 11.7 5.2
H22 9.3 11.9 7.2 9.4 11.6 7.0 9.2 11.4 6.4
H23 9.5 12.3 7.1 9.5 11.9 6.6 9.5 11.8 6.2
H24 9.7 11.4 8.1 9.6 11.7 7.0 9.2 11.7 5.8
H25 10.1 12.0 8.5 9.7 12.0 6.8 9.7 12.1 7.0
H26 9.8 11.0 8.0 9.5 11.0 7.5 9.5 11.0 7.2
H27 9.4 12.0 3.4 9.5 12.0 4.1 9.5 12.0 3.8
H28 9.7 12.0 8.6 9.3 12.0 7.2 9.5 12.0 7.6

H29 10.0 12.0 8.5 10.1 12.0 7.5 9.8 12.0 6.8
H30 9.5 13.0 5.8 9.0 12.0 5.1 9.1 12.0 5.5
R01 9.3 11.0 7.9 9.3 12.0 7.1 9.2 11.0 7.1
R02 9.5 11.0 6.9 9.2 11.0 5.5 9.2 11.0 5.4
R03 9.1 10.0 6.5 9.3 11.0 6.5 9.3 11.0 6.6

S56-R03 9.9 12.2 7.4 9.9 12.3 7.2 9.7 12.4 6.7
S56-H28 10.0 12.3 7.5 9.9 12.4 7.3 9.8 12.5 6.8
H29-R03 9.5 11.4 7.1 9.4 11.6 6.3 9.3 11.4 6.3

平均値

DO
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(8) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 113 490 8 198 790 13 162 790 33
S57 299 1300 2 320 1300 5 441 1700 2
S58 385 1400 7 411 1300 11 495 1400 8
S59 243 790 0 314 790 0 261 790 0
S60 355 1700 11 362 1300 11 512 2400 11
S61 482 1300 5 474 1300 13 578 1100 9
S62 302 1300 20 874 2400 49 1321 5400 78
S63 308 1700 20 252 1300 20 291 790 20
H1 184 790 13 208 790 33 250 790 23
H2 104 240 5 180 490 5 333 2400 5
H3 108 490 2 249 1300 2 265 1300 2
H4 45 79 5 80 240 5 72 350 5
H5 87 350 8 82 240 5 51 160 13
H6 214 540 13 203 920 8 233 920 8
H7 169 920 13 180 540 13 88 240 8
H8 110 240 5 109 240 0 120 540 5
H9 415 2400 2 186 540 2 214 540 5
H10 184 350 4 186 350 23 251 920 2
H11 242 920 13 449 2400 4 347 1300 23
H12 171 920 2 134 540 7 233 920 7
H13 58 350 8 142 920 8 136 920 5
H14 72 240 7 83 490 2 211 1300 2
H15 507 3300 7 1472 13000 6 692 4900 2
H16 3822 23000 2 864 3300 5 949 7900 5
H17 583 2300 2 36821 330000 2 84714 790000 11
H18 867 4900 0 1501 13000 8 1547 13000 7
H19 731 7900 2 333 2300 2 378 1700 0
H20 2796 17000 5 5535 33000 2 3377 31000 5
H21 947 4900 2 715 2400 2 1330 7900 2
H22 1226 4900 5 1293 4900 7 651 4900 17
H23 1463 13000 0 719 4900 0 620 3300 2
H24 200 790 5 567 3300 2 474 2200 5
H25 406 2400 0 301 1300 8 631 4900 5
H26 725 7900 0 268 1300 8 347 2400 4
H27 146 790 8 221 1300 7 192 790 5
H28 339 1700 4 416 1700 8 400 1700 4

H29 1454 13000 5 1080 4900 2 883 3300 7
H30 485 3300 8 351 1700 5 901 7900 2
R01 119 490 2 526 3300 1 282 2200 7
R02 357 1700 1 437 3300 4 305 1700 2
R03 532 2800 2 350 1700 2 678 4900 5

S56-R03 545 3290 6 1450 11002 8 2591 22526 9
S56-H28 539 3155 6 1575 12116 8 2866 25099 10
H29-R03 589 4258 3 549 2980 3 610 4000 4

平均値

大腸菌群数
(MPN/100

ｍL)

年項目
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表 5.3.3-3(9) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14 4 9 0
H15 9 18 4
H16 28 280 0
H17 3 13 1
H18 11 61 0
H19 5 21 0
H20 2 9 0
H21 5 15 0
H22 12 76 0
H23 11 88 0
H24 3 18 0
H25 1 15 0
H26 9 34 0
H27 35 360 0
H28 139 1600 0

H29 14 110 0
H30 15 51 0
R01 3 12 0
R02 10 52 0
R03 7 42 0

S56-R03 16 144 0
S56-H28 18 174 0
H29-R03 10 53 0

平均値

糞便性大腸
菌群数

(個/100ｍ
L)

項目 年
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表 5.3.3-3(10) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.372 0.643 0.164 0.419 0.615 0.240 0.415 0.620 0.240
S57 0.277 0.545 0.105 0.279 0.519 0.118 0.306 0.576 0.159
S58 0.217 0.380 0.110 0.237 0.400 0.129 0.281 0.710 0.110
S59 0.307 0.570 0.123 0.272 0.430 0.137 0.307 0.530 0.139
S60 0.294 0.600 0.167 0.286 0.430 0.168 0.319 0.660 0.200
S61 0.222 0.400 0.100 0.217 0.367 0.108 0.231 0.390 0.162
S62 0.276 0.385 0.153 0.242 0.352 0.142 0.280 0.409 0.173
S63 0.267 0.514 0.146 0.247 0.370 0.144 0.279 0.808 0.180
H1 0.343 0.899 0.187 0.306 0.809 0.180 0.335 0.890 0.150
H2 0.277 0.388 0.160 0.273 0.446 0.100 0.281 0.559 0.120
H3 0.358 0.567 0.230 0.360 0.480 0.228 0.409 0.597 0.259
H4 0.254 0.430 0.150 0.283 0.560 0.140 0.298 0.471 0.158
H5 0.245 0.437 0.132 0.273 0.520 0.129 0.285 0.540 0.145
H6 0.272 0.476 0.170 0.278 0.691 0.151 0.285 0.460 0.160
H7 0.230 0.300 0.082 0.276 0.470 0.151 0.276 0.460 0.118
H8 0.290 0.583 0.181 0.257 0.350 0.172 0.269 0.386 0.163
H9 0.284 0.380 0.190 0.295 0.400 0.190 0.328 0.640 0.230
H10 0.269 0.440 0.130 0.308 0.450 0.180 0.323 0.780 0.180
H11 0.293 0.390 0.200 0.321 0.460 0.200 0.319 0.510 0.180
H12 0.326 0.530 0.190 0.317 0.560 0.200 0.323 0.540 0.190
H13 0.345 0.490 0.210 0.350 0.480 0.220 0.378 0.530 0.260
H14 0.329 0.480 0.200 0.323 0.530 0.190 0.351 0.570 0.230
H15 0.339 0.620 0.230 0.376 0.830 0.200 0.360 1.000 0.180
H16 0.362 0.650 0.270 0.324 0.530 0.170 0.347 0.780 0.160
H17 0.305 0.370 0.250 0.293 0.530 0.200 0.297 0.580 0.200
H18 0.413 0.790 0.270 0.387 0.780 0.210 0.380 0.790 0.210
H19 0.356 0.440 0.290 0.344 0.420 0.220 0.343 0.490 0.210
H20 0.343 0.410 0.270 0.347 0.460 0.260 0.338 0.430 0.240
H21 0.350 0.600 0.230 0.333 0.500 0.220 0.333 0.470 0.210
H22 0.347 0.430 0.210 0.323 0.420 0.220 0.313 0.440 0.210
H23 0.296 0.400 0.180 0.288 0.390 0.210 0.299 0.430 0.190
H24 0.337 0.450 0.200 0.367 0.480 0.290 0.373 0.470 0.290
H25 0.346 0.510 0.230 0.353 0.460 0.240 0.348 0.610 0.220
H26 0.303 0.410 0.190 0.317 0.610 0.190 0.283 0.580 0.190
H27 0.309 0.480 0.210 0.290 0.340 0.210 0.273 0.410 0.190
H28 0.283 0.470 0.180 0.285 0.480 0.200 0.281 0.480 0.200

H29 0.273 0.450 0.190 0.238 0.390 0.180 0.231 0.380 0.130
H30 0.223 0.570 0.130 0.227 0.400 0.120 0.208 0.350 0.120
R01 0.232 0.400 0.150 0.226 0.310 0.160 0.211 0.270 0.140
R02 0.219 0.340 0.150 0.232 0.370 0.140 0.220 0.300 0.150
R03 0.217 0.280 0.160 0.218 0.300 0.160 0.216 0.300 0.160

S56-R03 0.297 0.485 0.182 0.297 0.480 0.181 0.306 0.541 0.183
S56-H28 0.306 0.496 0.186 0.307 0.498 0.185 0.318 0.572 0.189
H29-R03 0.233 0.408 0.156 0.228 0.354 0.152 0.217 0.320 0.140

平均値

全窒素
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(11) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.114 0.200 <0.02 0.140 0.312 0.047 0.134 0.237 0.045
S57 0.120 0.372 0.019 0.104 0.249 0.019 0.117 0.252 0.035
S58 0.082 0.158 0.025 0.100 0.186 <0.02 0.098 0.215 <0.02
S59 0.096 0.189 0.023 0.099 0.190 0.027 0.104 0.205 0.025
S60 0.094 0.200 <0.02 0.096 0.200 0.016 0.099 0.200 0.020
S61 0.089 0.169 <0.02 0.095 0.155 <0.02 0.106 0.182 0.020
S62 0.111 0.260 0.031 0.102 0.154 0.036 0.111 0.170 0.049
S63 0.087 0.170 0.026 0.098 0.166 0.020 0.105 0.186 0.050
H1 0.134 0.255 0.034 0.130 0.218 0.055 0.128 0.234 0.056
H2 0.112 0.224 0.035 0.124 0.225 0.030 0.129 0.263 0.050
H3 0.111 0.180 0.050 0.131 0.282 0.043 0.129 0.304 0.060
H4 0.074 0.140 <0.02 0.127 0.193 0.049 0.128 0.220 0.049
H5 0.112 0.250 <0.02 0.129 0.240 0.030 0.141 0.240 0.050
H6 0.110 0.110 0.110 0.110 0.110 0.110 0.110 0.110 0.110
H7
H8 0.140 0.240 0.088 0.106 0.171 0.048 0.113 0.175 0.050
H9 0.130 0.230 0.070 0.137 0.260 0.050 0.163 0.450 0.080
H10 0.107 0.330 <0.02 0.122 0.260 0.040 0.134 0.260 0.080
H11 0.172 0.330 0.070 0.188 0.340 0.080 0.194 0.400 0.080
H12 0.163 0.250 0.110 0.163 0.320 0.080 0.169 0.270 0.070
H13 0.220 0.440 0.140 0.226 0.440 0.050 0.247 0.440 0.050
H14 0.176 0.270 0.100 0.182 0.370 0.090 0.198 0.360 0.110
H15 0.181 0.300 0.090 0.201 0.320 0.110 0.212 0.350 0.120
H16 0.234 0.380 0.070 0.230 0.390 0.090 0.235 0.390 0.110
H17 0.168 0.220 0.080 0.201 0.440 0.130 0.210 0.440 0.130
H18 0.258 0.580 0.140 0.254 0.560 0.130 0.248 0.470 0.140
H19 0.230 0.310 0.090 0.224 0.310 0.140 0.237 0.380 0.130
H20 0.222 0.340 0.150 0.234 0.340 0.160 0.233 0.330 0.160
H21 0.208 0.410 0.120 0.208 0.300 0.120 0.208 0.310 0.120
H22 0.201 0.310 0.090 0.220 0.310 0.140 0.223 0.310 0.160
H23 0.191 0.330 0.010 0.213 0.330 0.110 0.218 0.340 0.100
H24 0.243 0.370 0.130 0.295 0.400 0.220 0.302 0.410 0.230
H25 0.226 0.420 0.150 0.263 0.360 0.170 0.268 0.450 0.170
H26 0.182 0.270 0.130 0.211 0.370 0.130 0.202 0.360 0.130
H27 0.163 0.300 0.010 0.193 0.260 0.120 0.178 0.250 0.130
H28 0.158 0.400 0.030 0.203 0.420 0.130 0.208 0.400 0.130

H29 0.169 0.270 0.110 0.156 0.280 0.080 0.159 0.310 0.080
H30 0.115 0.440 0.030 0.134 0.270 0.030 0.128 0.260 0.040
R01 0.107 0.160 0.060 0.134 0.220 0.040 0.126 0.190 0.040
R02 0.121 0.220 0.060 0.135 0.220 0.050 0.136 0.220 0.050
R03 0.115 0.170 0.070 0.130 0.190 0.090 0.143 0.230 0.110

S56-R03 0.151 0.279 0.067 0.164 0.283 0.079 0.168 0.294 0.086
S56-H28 0.155 0.283 0.067 0.167 0.290 0.082 0.172 0.302 0.089
H29-R03 0.125 0.252 0.066 0.138 0.236 0.058 0.138 0.242 0.064

平均値

硝酸態窒素
NO3-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(12) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.002 0.005 <0.001 0.002 0.005 <0.001 0.002 0.005 <0.001
S57 0.002 0.005 <0.001 0.002 0.004 <0.001 0.003 0.015 <0.001
S58 0.002 0.008 <0.001 0.002 0.004 <0.001 0.002 0.006 <0.001
S59 0.002 0.005 <0.001 0.002 0.007 <0.001 0.002 0.007 <0.001
S60 0.001 0.004 <0.001 0.001 0.004 <0.001 0.002 0.004 <0.001
S61 0.001 0.003 <0.001 0.002 0.004 <0.001 0.002 0.004 <0.001
S62 0.001 0.002 <0.001 0.002 0.007 <0.001 0.002 0.007 <0.001
S63 0.001 0.004 <0.001 0.001 0.002 <0.001 0.001 0.002 <0.001
H1 0.002 0.004 <0.001 0.001 0.003 <0.001 0.001 0.003 <0.001
H2 0.001 0.002 <0.001 - <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
H3 - <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
H4 - <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
H5 - <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
H6 - <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001 - <0.001 <0.001
H7
H8 0.004 0.010 <0.001 0.006 0.022 <0.001 0.006 0.025 <0.001
H9 0.004 0.016 0.001 0.005 0.026 0.001 0.007 0.040 0.001
H10 0.003 0.006 0.001 0.004 0.013 0.001 0.003 0.006 0.001
H11 0.003 0.005 <0.001 0.002 0.005 <0.001 0.002 0.005 <0.001
H12 0.002 0.004 <0.001 0.002 0.006 <0.001 0.003 0.007 <0.001
H13 0.003 0.006 0.001 0.003 0.010 0.001 0.003 0.008 0.001
H14 0.003 0.004 0.001 0.003 0.006 0.001 0.003 0.006 0.001
H15 0.003 0.006 <0.001 0.003 0.007 <0.001 0.003 0.008 <0.001
H16 0.002 0.009 <0.001 0.001 0.004 <0.001 0.001 0.003 <0.001
H17 0.002 0.008 <0.001 0.001 0.002 <0.001 0.001 0.003 <0.001
H18 0.002 0.004 <0.001 0.002 0.007 <0.001 0.003 0.014 <0.001
H19 0.005 0.012 0.001 0.004 0.012 0.001 0.004 0.011 <0.001
H20 0.003 0.010 <0.001 0.003 0.009 <0.001 0.002 0.009 <0.001
H21 0.002 0.004 <0.001 0.002 0.003 <0.001 0.002 0.003 <0.001
H22 0.002 0.003 <0.001 0.002 0.005 <0.001 0.002 0.003 <0.001
H23 0.002 0.004 0.001 0.002 0.004 0.001 0.002 0.005 0.001
H24 0.002 0.004 <0.001 0.002 0.003 <0.001 0.003 0.006 <0.001
H25 0.003 0.007 0.001 0.003 0.005 0.001 0.003 0.006 0.001
H26 0.003 0.006 0.001 0.003 0.008 0.001 0.002 0.004 0.001
H27 0.002 0.004 0.001 0.002 0.004 <0.001 0.002 0.003 0.001
H28 0.002 0.004 0.001 0.001 0.003 <0.001 0.002 0.004 <0.001

H29 0.002 0.006 0.001 0.002 0.004 0.001 0.002 0.004 0.001
H30 0.002 0.004 <0.001 0.002 0.005 <0.001 0.002 0.003 <0.001
R01 0.002 0.003 <0.001 0.001 0.002 <0.001 0.002 0.004 <0.001
R02 0.001 0.002 0.001 0.001 0.001 <0.001 0.001 0.001 0.001
R03 0.001 0.002 0.001 0.001 0.002 <0.001 0.001 0.002 <0.001

S56-R03 0.002 0.005 0.001 0.002 0.006 0.001 0.002 0.006 0.001
S56-H28 0.002 0.005 0.001 0.002 0.006 0.001 0.002 0.007 0.001
H29-R03 0.002 0.003 0.001 0.001 0.003 0.001 0.001 0.003 0.001

平均値

亜硝酸態窒
素

NO2-N

(mg/L)

項目 年



  

5-94 

 

表 5.3.3-3(13) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.049 0.050 0.040 0.048 0.050 0.035 0.047 0.050 0.032
S57 0.044 0.050 0.024 0.050 0.072 0.026 0.055 0.106 <0.05
S58 0.047 0.050 0.030 0.050 0.063 0.032 0.079 0.401 0.045
S59 0.043 0.059 0.014 0.047 0.065 0.012 0.044 0.072 0.018
S60 0.051 0.066 <0.05 0.051 0.065 0.041 0.052 0.074 <0.05
S61 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05
S62 0.047 0.050 0.027 0.047 0.053 0.008 0.046 0.050 0.025
S63 0.044 0.050 0.004 0.044 0.050 0.004 0.046 0.052 0.021
H1 0.072 0.357 0.018 0.070 0.328 0.020 0.074 0.370 0.028
H2 0.047 0.050 0.026 0.047 0.050 0.025 0.041 0.050 0.020
H3 0.043 0.050 0.020 0.043 0.050 0.026 0.081 0.230 0.029
H4 0.050 0.050 0.050 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05
H5 0.046 0.060 0.020 0.054 0.080 0.028 0.052 0.110 0.020
H6 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05
H7
H8 0.044 0.050 0.015 0.044 0.050 0.012 0.052 0.064 <0.05
H9 0.052 0.070 0.050 0.053 0.080 0.050 0.053 0.080 0.050
H10 0.068 0.160 <0.05 0.068 0.160 <0.05 0.075 0.270 <0.05
H11 0.050 0.050 <0.05 0.052 0.070 <0.05 0.056 0.120 <0.05
H12 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05
H13 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05
H14 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05 - <0.05 <0.05
H15 0.024 0.070 <0.01 0.026 0.060 <0.01 0.024 0.080 <0.01
H16 0.020 0.100 <0.01 0.015 0.050 <0.01 0.014 0.040 <0.01
H17 0.014 0.030 <0.01 0.012 0.020 <0.01 0.013 0.020 <0.01
H18 0.024 0.080 <0.01 0.032 0.080 <0.01 0.033 0.080 <0.01
H19 0.018 0.030 <0.01 0.020 0.040 <0.01 0.020 0.040 <0.01
H20 0.013 0.030 <0.01 0.016 0.030 <0.01 0.015 0.040 <0.01
H21 0.018 0.040 <0.01 0.018 0.040 <0.01 0.031 0.110 <0.01
H22 0.024 0.100 <0.01 0.024 0.100 <0.01 0.024 0.100 <0.01
H23 0.022 0.070 <0.01 0.018 0.060 <0.01 0.018 0.040 <0.01
H24 0.016 0.050 <0.01 0.018 0.050 <0.01 0.023 0.050 <0.01
H25 0.016 0.060 <0.01 0.019 0.060 <0.01 0.025 0.090 <0.01
H26 0.024 0.100 <0.01 0.027 0.140 <0.01 0.029 0.140 <0.01
H27 0.018 0.040 <0.01 0.019 0.040 <0.01 0.025 0.060 <0.01
H28 0.017 0.040 <0.01 0.016 0.020 <0.01 0.021 0.040 <0.01

H29 0.021 0.080 <0.01 0.020 0.060 <0.01 0.022 0.050 <0.01
H30 0.015 0.050 <0.01 0.019 0.050 <0.01 0.018 0.050 <0.01
R01 0.016 0.030 <0.01 0.016 0.030 <0.01 0.018 0.030 <0.01
R02 0.011 0.020 <0.01 0.013 0.020 <0.01 0.015 0.020 <0.01
R03 0.020 0.060 <0.01 0.023 0.080 <0.01 0.023 0.060 <0.01

S56-R03 0.033 0.065 0.023 0.033 0.065 0.023 0.037 0.088 0.026
S56-H28 0.036 0.067 0.025 0.036 0.068 0.025 0.040 0.095 0.028
H29-R03 0.017 0.048 0.010 0.018 0.048 0.010 0.019 0.042 0.010

平均値

アンモニア
態窒素
NH4-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(14) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.014 0.027 0.002 0.015 0.034 0.006 0.017 0.035 0.007
S57 0.021 0.087 0.004 0.017 0.034 0.004 0.023 0.072 0.004
S58 0.015 0.019 0.011 0.015 0.025 0.005 0.019 0.037 0.006
S59 0.014 0.027 0.007 0.013 0.024 0.008 0.014 0.023 0.006
S60 0.011 0.020 0.006 0.011 0.019 0.005 0.011 0.019 0.005
S61 0.013 0.027 0.005 0.011 0.027 0.005 0.011 0.024 0.005
S62 0.013 0.028 0.006 0.012 0.019 0.003 0.013 0.019 0.003
S63 0.012 0.025 0.006 0.011 0.024 0.005 0.012 0.019 0.006
H1 0.019 0.049 0.010 0.019 0.056 0.006 0.019 0.054 0.006
H2 0.020 0.043 0.009 0.023 0.049 0.009 0.023 0.059 0.008
H3 0.022 0.044 0.006 0.022 0.037 0.008 0.030 0.067 0.010
H4 0.014 0.024 0.008 0.014 0.029 0.007 0.016 0.042 0.006
H5 0.015 0.022 0.009 0.016 0.030 0.007 0.019 0.039 0.007
H6 0.012 0.019 0.004 0.014 0.049 0.006 0.012 0.022 0.007
H7 0.009 0.014 0.007 0.011 0.033 0.007 0.011 0.034 0.007
H8 0.010 0.025 0.005 0.009 0.012 0.006 0.009 0.012 0.007
H9 0.011 0.016 0.005 0.011 0.026 0.005 0.014 0.040 0.005
H10 0.014 0.031 0.008 0.013 0.039 0.006 0.016 0.046 0.007
H11 0.008 0.014 0.004 0.011 0.025 0.003 0.010 0.018 0.004
H12 0.010 0.015 0.004 0.009 0.014 0.005 0.009 0.012 0.005
H13 0.012 0.020 0.004 0.014 0.030 0.004 0.017 0.035 0.004
H14 0.010 0.019 0.007 0.012 0.022 0.006 0.012 0.023 0.007
H15 0.013 0.022 0.007 0.021 0.053 0.007 0.015 0.029 0.007
H16 0.020 0.049 0.006 0.015 0.046 0.006 0.013 0.025 0.006
H17 0.013 0.016 0.011 0.011 0.015 0.007 0.012 0.022 0.006
H18 0.012 0.017 0.008 0.011 0.020 0.007 0.012 0.031 0.007
H19 0.012 0.022 0.006 0.012 0.021 0.007 0.013 0.030 0.005
H20 0.012 0.021 0.006 0.009 0.013 0.006 0.009 0.011 0.006
H21 0.012 0.026 0.006 0.010 0.026 0.005 0.012 0.036 0.004
H22 0.010 0.014 0.007 0.009 0.015 0.006 0.009 0.013 0.006
H23 0.033 0.134 0.004 0.029 0.119 0.005 0.028 0.079 0.005
H24 0.021 0.062 0.007 0.024 0.063 0.006 0.033 0.086 0.004
H25 0.018 0.083 0.005 0.020 0.089 0.005 0.026 0.084 0.004
H26 0.018 0.064 0.008 0.026 0.140 0.005 0.023 0.110 0.005
H27 0.019 0.037 0.005 0.018 0.048 0.007 0.024 0.066 0.005
H28 0.019 0.056 0.007 0.016 0.035 0.006 0.021 0.055 0.006

H29 0.024 0.110 0.006 0.025 0.120 0.007 0.021 0.059 0.005
H30 0.020 0.062 0.008 0.023 0.069 0.008 0.024 0.068 0.007
R01 0.011 0.019 0.005 0.010 0.020 0.006 0.011 0.021 0.006
R02 0.011 0.019 0.007 0.011 0.026 0.007 0.014 0.035 0.005
R03 0.011 0.019 0.006 0.011 0.018 0.007 0.010 0.016 0.006

S56-R03 0.015 0.036 0.006 0.015 0.039 0.006 0.016 0.040 0.006
S56-H28 0.015 0.034 0.006 0.015 0.038 0.006 0.016 0.040 0.006
H29-R03 0.015 0.046 0.006 0.016 0.051 0.007 0.016 0.040 0.006

平均値

全リン
(mg/L)

年項目
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表 5.3.3-3(15) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.005 0.011 <0.002 0.004 0.007 <0.002 0.006 0.011 <0.002
S57 0.005 0.012 <0.002 0.005 0.012 <0.002 0.006 0.016 0.002
S58 0.004 0.011 0.001 0.004 0.007 <0.002 0.006 0.010 <0.002
S59 0.004 0.010 <0.002 0.004 0.009 0.002 0.004 0.007 0.002
S60 0.003 0.010 <0.002 0.003 0.007 <0.002 0.004 0.009 <0.002
S61 0.004 0.016 <0.002 0.004 0.014 <0.002 0.004 0.011 <0.002
S62 0.003 0.006 <0.002 0.003 0.007 <0.002 0.003 0.008 <0.002
S63 0.003 0.006 <0.002 0.002 0.005 <0.002 0.002 0.002 <0.002
H1 0.004 0.011 <0.002 0.004 0.011 <0.002 0.004 0.009 <0.002
H2 0.005 0.010 <0.002 0.005 0.007 <0.002 0.005 0.007 <0.002
H3 0.003 0.007 <0.002 0.003 0.008 <0.002 0.004 0.009 <0.002
H4 0.002 0.005 <0.002 0.003 0.005 <0.002 0.003 0.004 <0.002
H5 0.003 0.006 <0.002 0.003 0.007 <0.002 0.003 0.006 <0.002
H6 0.002 0.004 <0.002 0.002 0.003 <0.002 0.003 0.010 <0.002
H7 - <0.002 <0.002 - <0.002 <0.002 0.002 0.003 <0.002
H8 0.003 0.005 <0.002 0.003 0.004 <0.002 0.003 0.006 <0.002
H9 0.003 0.006 0.002 0.003 0.005 0.002 0.003 0.008 0.002
H10 0.007 0.014 <0.002 0.006 0.011 <0.002 0.004 0.010 <0.002
H11 0.002 0.005 <0.002 0.003 0.012 <0.002 0.003 0.008 <0.002
H12 0.003 0.006 <0.002 0.003 0.008 <0.002 0.003 0.010 <0.002
H13 0.002 0.003 0.001 0.003 0.012 0.001 0.003 0.014 0.001
H14 0.003 0.005 <0.002 0.003 0.005 <0.002 0.003 0.008 <0.002
H15 0.005 0.013 <0.002 0.009 0.032 <0.002 0.005 0.009 <0.002
H16 0.007 0.025 0.002 0.006 0.016 0.001 0.006 0.011 0.002
H17 0.003 0.008 0.001 0.003 0.006 0.001 0.004 0.007 0.001
H18 0.003 0.006 0.001 0.003 0.006 0.001 0.004 0.012 <0.001
H19 0.003 0.006 <0.001 0.003 0.004 0.001 0.003 0.008 0.001
H20 0.001 0.003 <0.001 0.002 0.003 <0.001 0.002 0.003 <0.001
H21 0.002 0.005 <0.001 0.002 0.006 <0.001 0.003 0.010 <0.001
H22 0.002 0.004 <0.001 0.002 0.003 <0.001 0.002 0.004 <0.001
H23 0.004 0.017 <0.001 0.004 0.015 <0.001 0.004 0.014 <0.001
H24 0.006 0.011 0.002 0.009 0.035 0.002 0.016 0.061 0.002
H25 0.012 0.080 0.001 0.015 0.084 0.001 0.022 0.080 0.001
H26 0.012 0.046 <0.001 0.021 0.144 0.001 0.020 0.100 0.001
H27 0.012 0.030 0.002 0.014 0.044 0.002 0.020 0.058 0.001
H28 0.012 0.032 0.002 0.013 0.030 0.002 0.018 0.041 0.002

H29 0.020 0.113 <0.001 0.021 0.116 0.002 0.017 0.057 0.002
H30 0.012 0.053 0.002 0.018 0.066 0.001 0.016 0.064 0.002
R01 0.005 0.014 <0.001 0.005 0.013 0.002 0.006 0.014 0.002
R02 0.005 0.011 <0.001 0.006 0.013 0.001 0.007 0.018 0.001
R03 0.004 0.013 <0.001 0.005 0.012 0.002 0.005 0.012 0.002

S56-R03 0.005 0.016 0.002 0.006 0.020 0.002 0.006 0.019 0.002
S56-H28 0.004 0.013 0.002 0.005 0.017 0.002 0.006 0.017 0.002
H29-R03 0.009 0.041 0.001 0.011 0.044 0.002 0.010 0.033 0.002

平均値

オルトリン
酸態リン
PO4-P

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(16) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 3.1 5.7 0.7 1.8 3.3 0.1 1.7 2.9 0.5
S57 3.9 11.5 0.2 3.5 13.7 0.2 1.7 4.0 0.3
S58 3.4 6.6 0.5 2.5 7.2 0.6 2.4 7.3 <0.1
S59 4.5 8.3 0.7 3.4 6.0 0.6 3.1 6.9 0.7
S60 3.2 3.7 2.8 2.9 4.0 1.3 2.5 4.2 1.3
S61 4.4 7.0 0.8 3.2 6.3 0.7 2.4 6.1 0.8
S62 3.9 11.0 0.2 2.6 8.1 0.5 1.6 2.7 0.5
S63 4.8 9.5 2.2 4.1 9.6 1.3 3.1 7.3 1.1
H1 5.0 20.4 0.3 1.8 7.1 <0.1 1.0 3.9 <0.1
H2 4.3 22.6 <0.1 1.5 4.6 <0.1 1.2 3.8 <0.1
H3 3.5 7.9 <0.1 1.8 6.7 <0.1 1.7 5.3 <0.1
H4 2.6 4.6 1.2 1.4 2.1 0.6 0.8 1.7 <0.1
H5 2.2 4.3 <0.1 2.3 8.4 <0.1 2.1 7.4 <0.1
H6 1.4 1.4 1.4 1.9 1.9 1.9 2.2 2.2 2.2
H7
H8 4.3 7.9 1.3 2.8 7.5 1.2 1.9 3.9 1.2
H9 3.7 10.2 1.0 3.1 11.2 0.7 2.2 7.3 0.4
H10 6.1 20.0 0.6 6.0 37.0 0.6 2.2 4.8 0.6
H11 3.9 8.2 1.1 3.7 8.2 1.0 2.9 9.0 0.7
H12 5.6 15.6 2.5 4.1 9.3 1.0 3.5 9.7 1.0
H13 4.4 17.9 0.4 1.5 3.5 0.5 1.2 2.3 0.5
H14 3.8 8.6 0.3 2.1 4.7 0.3 1.4 3.3 0.2
H15 3.3 15.6 0.5 1.9 4.0 0.3 1.3 2.3 0.3
H16 2.8 7.2 0.9 2.3 6.3 0.2 1.9 5.5 0.2
H17 5.2 9.8 0.6 2.9 7.6 0.5 1.5 2.5 0.4
H18 3.9 13.3 0.2 2.2 5.6 0.4 1.3 3.0 0.3
H19 3.3 9.5 0.9 2.8 5.0 1.0 2.0 3.7 0.8
H20 4.3 11.0 0.7 3.7 10.4 0.7 2.7 8.1 0.8
H21 3.3 7.8 0.4 2.8 5.2 0.6 2.5 6.3 0.6
H22 3.3 12.0 0.1 2.6 9.2 0.1 1.3 4.8 0.1
H23 3.6 8.9 0.2 2.4 7.8 <0.1 2.2 5.6 <0.1
H24 2.2 10.3 0.2 1.1 4.2 0.2 0.6 1.4 0.2
H25 4.1 17.4 0.3 1.9 5.5 0.3 1.0 2.2 0.3
H26 4.1 10.4 0.2 2.4 4.9 0.3 1.1 3.4 0.2
H27 5.3 12.9 0.2 4.6 15.2 0.4 1.8 5.2 0.2
H28 5.7 26.0 0.4 2.3 10.4 0.4 1.1 4.4 0.3

H29 3.8 18.4 0.1 2.5 10.7 0.1 1.3 5.7 0.1
H30 3.6 15.2 0.1 2.3 9.6 0.2 1.4 4.6 0.2
R01 3.1 9.3 0.2 2.8 11.4 0.1 1.9 8.6 0.3
R02 2.2 5.1 0.3 1.9 6.5 0.2 1.4 6.0 0.4
R03 2.1 4.4 0.5 2.5 9.5 0.5 1.3 2.4 0.4

S56-R03 3.8 10.9 0.6 2.6 8.0 0.5 1.8 4.8 0.5
S56-H28 3.9 11.0 0.7 2.7 7.8 0.5 1.8 4.7 0.5
H29-R03 3.0 10.5 0.2 2.4 9.5 0.2 1.4 5.5 0.3

平均値

Chl-a
(μg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(17) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18 - <0.001 <0.001 0.005 0.005 0.005 0.006 0.006 0.006
H19 - <0.001 <0.001 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002
H20 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.004 0.004 0.004
H21 0.004 0.004 0.004 0.013 0.013 0.013 0.007 0.007 0.007
H22 0.003 0.003 0.003 0.006 0.006 0.006 0.004 0.004 0.004
H23 0.002 0.002 0.002 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005
H24 0.002 0.002 0.002 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004
H25 0.004 0.004 0.004 0.003 0.003 0.003 0.009 0.009 0.009
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03 0.003 0.003 0.003 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005
S56-H28 0.003 0.003 0.003 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005
H29-R03

平均値

全亜鉛
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(18) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03

S56-H28

H29-R03

平均値

ノニルフェ
ノール
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-3(19) 貯水池内(ダム湖中央)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（中層） ダム湖中央（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03

S56-H28

H29-R03

平均値

LAS
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(1) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 19.6 26.9 10.4
H30 14.5 28.5 2.6 12.6 19.9 2.6 10.5 17.0 2.7
R01 14.7 26.1 4.4 12.2 19.2 4.4 10.4 17.5 4.4
R02 14.0 25.3 6.3 11.9 18.9 6.0 10.6 16.7 6.0
R03 15.3 27.2 4.4 12.7 19.6 4.4 11.2 17.1 4.3

S56-R03

S56-H28

H29-R03 15.6 26.8 5.6 12.3 19.4 4.4 10.7 17.1 4.4

項目 年

水温
(℃)

平均値
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表 5.3.3-4(2) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 14.5 63.7 1.5
H30 5.6 14.5 1.5 7.5 12.4 2.2 12.7 23.4 4.2
R01 3.6 9.1 1.3 5.7 11.7 1.5 13.2 30.7 1.7
R02 2.4 4.7 1.1 3.8 7.3 1.2 5.7 8.7 2.7
R03 4.6 11.1 1.5 6.0 11.3 4.0 7.7 11.3 3.6

S56-R03

S56-H28

H29-R03 6.1 20.6 1.4 5.8 10.7 2.2 9.8 18.5 3.1

濁度
(度)

年

平均値

項目
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表 5.3.3-4(3) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 7.8 8.9 7.2
H30 7.5 7.9 7.3 7.3 7.3 7.3 7.2 7.3 7.1
R01 7.6 7.8 7.2 7.5 7.6 7.3 7.4 7.6 7.1
R02 7.5 7.7 7.4 7.4 7.5 7.3 7.3 7.5 7.1
R03 7.6 8.1 7.2 7.4 7.6 7.2 7.4 7.6 7.2

S56-R03

S56-H28

H29-R03 7.6 8.1 7.3 7.4 7.5 7.3 7.3 7.5 7.1

平均値

pH

項目 年
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表 5.3.3-4(4) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 2.0 3.3 0.3 2.0
H30 0.6 0.8 0.1 0.8 0.3 0.7 0.1 0.3 0.4 0.8 0.1 0.3
R01 0.9 1.7 0.2 1.0 0.4 0.6 0.2 0.4 0.4 0.6 0.2 0.4
R02 0.6 1.1 0.1 0.6 0.2 0.3 0.1 0.3 0.4 0.9 0.1 0.4
R03 0.9 1.5 0.3 1.4 0.3 0.4 0.2 0.3 0.4 0.5 0.2 0.4

S56-R03

S56-H28

H29-R03 1.0 1.7 0.2 1.2 0.3 0.5 0.2 0.3 0.4 0.7 0.2 0.4

平均値

BOD
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(5) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 3.2 4.7 2.1 3.2
H30 1.3 1.7 0.8 1.5 1.3 1.7 0.8 1.6 1.3 1.8 0.9 1.4
R01 1.6 2.1 0.9 1.9 1.4 1.8 0.9 1.7 2.2 3.2 1.3 2.6
R02 1.3 1.5 1.0 1.4 1.1 1.4 0.8 1.3 1.4 2.1 1.0 1.3
R03 1.8 2.4 1.2 2.2 1.3 1.4 1.1 1.4 1.3 1.5 1.1 1.4

S56-R03

S56-H28

H29-R03 1.8 2.5 1.2 2.0 1.3 1.6 0.9 1.5 1.5 2.2 1.1 1.7

平均値

COD
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(6) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 22.4 38.0 5.2
H30 4.8 12.0 1.2 7.0 12.0 2.1 15.7 24.0 8.1
R01 2.8 5.8 1.2 5.1 10.0 1.3 15.4 28.0 2.7
R02 2.2 3.4 1.1 3.8 6.6 1.6 6.5 8.2 4.1
R03 3.5 8.3 1.1 4.5 7.6 2.9 7.5 12.0 4.5

S56-R03

S56-H28

H29-R03 7.1 13.5 2.0 5.1 9.1 2.0 11.3 18.1 4.9

平均値

SS
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(7) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 9.5 11.0 8.5
H30 9.8 13.0 7.7 9.3 13.0 6.9 8.0 13.0 2.0
R01 10.1 12.0 9.0 10.0 12.0 8.4 9.3 12.0 8.0
R02 10.5 11.0 10.0 10.2 11.0 8.9 9.5 11.0 8.2
R03 9.8 13.0 7.1 9.3 12.0 6.7 9.0 12.0 6.9

S56-R03

S56-H28

H29-R03 9.9 12.0 8.5 9.7 12.0 7.7 9.0 12.0 6.3

平均値

DO
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(8) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 2744 4900 33
H30 77 130 17 115 330 17 129 390 17
R01 91 280 13 162 460 11 246 790 11
R02 145 490 4 215 790 5 143 490 2
R03 1922 4900 79 766 1700 23 1297 3300 49

S56-R03

S56-H28

H29-R03 996 2140 29 314 820 14 454 1243 20

平均値

大腸菌群数
(MPN/100

ｍL)

年項目
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表 5.3.3-4(9) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 18 86 0
H30 4 7 0
R01 9 30 0
R02 1 3 0
R03 2 2 0

S56-R03

S56-H28

H29-R03 7 26 0

平均値

糞便性大腸
菌群数

(個/100ｍ
L)

項目 年
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表 5.3.3-4(10) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 0.393 0.600 0.260
H30 0.148 0.180 0.110 0.193 0.280 0.110 0.208 0.350 0.120
R01 0.220 0.240 0.180 0.205 0.260 0.160 0.258 0.330 0.190
R02 0.185 0.220 0.160 0.178 0.240 0.120 0.228 0.330 0.160
R03 0.203 0.220 0.190 0.205 0.230 0.170 0.208 0.250 0.160

S56-R03

S56-H28

H29-R03 0.230 0.292 0.180 0.195 0.253 0.140 0.225 0.315 0.158

平均値

全窒素
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(11) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 0.250 0.250 0.250
H30 0.070 0.090 0.020 0.128 0.180 0.080 0.090 0.100 0.080
R01 0.108 0.160 0.050 0.143 0.190 0.090 0.150 0.200 0.120
R02 0.090 0.140 0.060 0.118 0.150 0.070 0.123 0.170 0.080
R03 0.075 0.120 0.010 0.128 0.160 0.110 0.133 0.180 0.110

S56-R03

S56-H28

H29-R03 0.119 0.152 0.078 0.129 0.170 0.088 0.124 0.163 0.098

平均値

硝酸態窒素
NO3-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(12) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 0.007 0.007 0.007
H30 0.002 0.003 <0.001 0.002 0.005 <0.001 0.015 0.057 <0.001
R01 0.002 0.002 0.001 0.002 0.003 0.001 0.002 0.004 0.001
R02 0.001 0.002 <0.001 0.001 0.002 <0.001 0.001 0.002 0.001
R03 0.001 0.002 0.001 0.001 0.002 <0.001 0.002 0.002 <0.001

S56-R03

S56-H28

H29-R03 0.003 0.003 0.003 0.002 0.003 0.001 0.005 0.016 0.001

平均値

亜硝酸態窒
素

NO2-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(13) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 0.03 0.08 <0.01
H30 0.02 0.02 0.01 0.03 0.03 0.02 0.04 0.07 0.02
R01 0.01 0.02 <0.01 0.02 0.05 <0.01 0.04 0.06 <0.01
R02 0.01 0.02 0.01 0.01 0.02 0.01 0.03 0.06 0.01
R03 0.02 0.03 0.01 0.03 0.04 0.01 0.03 0.04 0.01

S56-R03

S56-H28

H29-R03 0.018 0.034 0.010 0.022 0.035 0.013 0.033 0.058 0.013

平均値

アンモニア
態窒素
NH4-N

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(14) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 0.063 0.094 0.030
H30 0.015 0.030 0.007 0.018 0.030 0.008 0.030 0.052 0.014
R01 0.013 0.021 0.009 0.014 0.023 0.006 0.030 0.053 0.008
R02 0.012 0.018 0.007 0.011 0.017 0.006 0.015 0.019 0.010
R03 0.015 0.020 0.008 0.013 0.017 0.011 0.016 0.020 0.009

S56-R03

S56-H28

H29-R03 0.024 0.037 0.012 0.014 0.022 0.008 0.023 0.036 0.010

平均値

全リン
(mg/L)

年項目
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表 5.3.3-4(15) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 0.050 0.081 0.008
H30 0.009 0.023 0.001 0.011 0.021 0.005 0.016 0.031 0.007
R01 0.006 0.015 0.002 0.008 0.016 0.002 0.017 0.040 0.003
R02 0.005 0.008 0.002 0.007 0.013 0.002 0.010 0.018 0.005
R03 0.005 0.011 0.002 0.007 0.011 0.004 0.008 0.011 0.003

S56-R03

S56-H28

H29-R03 0.015 0.028 0.003 0.008 0.015 0.003 0.013 0.025 0.005

平均値

オルトリン
酸態リン
PO4-P

(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(16) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29 6.3 12.5 0.4
H30 2.8 5.4 0.3 0.4 0.6 0.3 0.4 0.6 0.2
R01 4.7 6.8 2.1 1.5 2.7 0.5 1.0 1.7 0.7
R02 2.7 4.7 0.6 0.7 1.0 0.5 0.6 0.8 0.4
R03 5.2 10.5 0.9 0.9 1.1 0.7 0.8 1.3 0.4

S56-R03

S56-H28

H29-R03 4.3 8.0 0.9 0.9 1.4 0.5 0.7 1.1 0.4

平均値

Chl-a
(μg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(17) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03

S56-H28

H29-R03

平均値

全亜鉛
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(18) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03

S56-H28

H29-R03

平均値

ノニルフェ
ノール
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.3-4(19) 貯水池内(ダムサイト)水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

貯水池内（ダムサイト）
ダムサイト（表層） ダムサイト（中層） ダムサイト（底層）

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03

S56-H28

H29-R03

平均値

LAS
(mg/L)

項目 年



  

5-120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.3-1(1) 貯水池内(ダム湖中央表層) 水質経年変化  
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年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 
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図 5.3.3-1(2) 貯水池内(ダム湖中央表層) 水質経年変化 
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図 5.3.3-1(3) 貯水池内(ダム湖中央表層) 水質経年変化  
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年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 
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図 5.3.3-1(4) 貯水池内(ダム湖中央表層) 水質経年変化 
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図 5.3.3-1(5) 貯水池内(ダム湖中央中層) 水質経年変化  
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図 5.3.3-1(6) 貯水池内(ダム湖中央中層) 水質経年変化 
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図 5.3.3-1(7) 貯水池内(ダム湖中央中層) 水質経年変化  
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図 5.3.3-1(8) 貯水池内(ダム湖中央中層) 水質経年変化 
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図 5.3.3-1(9) 貯水池内(ダム湖中央底層) 水質経年変化  
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図 5.3.3-1(10) 貯水池内(ダム湖中央底層) 水質経年変化 
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図 5.3.3-1(11) 貯水池内(ダム湖中央底層) 水質経年変化  

0.000

0.200

0.400

0.600

0.800

1.000

1.200

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

T
-
N

(m
g/

L
)

ダム湖中央（底層）(全窒素)

0.000

0.200

0.400

0.600

0.800

1.000

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

N
O

3-
N

(m
g/

L
)

ダム湖中央（底層）(硝酸態窒素)

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

N
O

2-
N

(m
g/

L
)

ダム湖中央（底層）(亜硝酸態窒素)

0.000

0.050

0.100

0.150

0.200

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

N
H

4
-
N

(m
g/

L
)

ダム湖中央（底層）(アンモニア態窒素)

0.401 0.370 0.230 0.270

0.000

0.020

0.040

0.060

0.080

0.100

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

T
-
P
(m

g/
L
)

ダム湖中央（底層）(全リン)
0.110

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

P
O

4-
P

(m
g/

L
)

ダム湖中央（底層）(オルトリン酸態リン)
0.061 0.100

0.058
0.057 0.064

年最大 
年平均  年75％値 
年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 



  

5-131 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.3-1(12) 貯水池内(ダム湖中央底層) 水質経年変化 
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図 5.3.3-2(1) 貯水池内(ダムサイト表層) 水質経年変化  
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※1 ※2 

※1 ※2 

※1 ※2 

※1 ※2 

※1 ※2 

※1 ※2 

※1 平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。 
※2 平成30年4月以降、最深部で調査できるようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから 

堤体中央付近に変更した。 
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図 5.3.3-2(2) 貯水池内(ダムサイト表層) 水質経年変化 
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※1 平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。 
※2 平成30年4月以降、最深部で調査できるようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから 

堤体中央付近に変更した。 
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図 5.3.3-2(3) 貯水池内(ダムサイト表層) 水質経年変化  
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※1 平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。 
※2 平成30年4月以降、最深部で調査できるようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから 

堤体中央付近に変更した。 
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図 5.3.3-2(4) 貯水池内(ダムサイト表層) 水質経年変化 
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年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 

※1 ※2 
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※1 平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。 
※2 平成30年4月以降、最深部で調査できるようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから 

堤体中央付近に変更した。 
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図 5.3.3-2(5) 貯水池内(ダムサイト中層) 水質経年変化  
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年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 

※ 平成30年より、ダムサイト水質調査地点において中層・底層の調査を実施した。 
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図 5.3.3-2(6) 貯水池内(ダムサイト中層) 水質経年変化 
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年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 

※ 平成30年より、ダムサイト水質調査地点において中層・底層の調査を実施した。 
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図 5.3.3-2(7) 貯水池内(ダムサイト中層) 水質経年変化  
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年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 

※ 平成30年より、ダムサイト水質調査地点において中層・底層の調査を実施した。 
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図 5.3.3-2(8) 貯水池内(ダムサイト中層) 水質経年変化 
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年平均  年75％値 
年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 

※ 平成30年より、ダムサイト水質調査地点において中層・底層の調査を実施した。 
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図 5.3.3-2(9) 貯水池内(ダムサイト底層) 水質経年変化  
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年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 

※ 平成30年より、ダムサイト水質調査地点において中層・底層の調査を実施した。 
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図 5.3.3-2(10) 貯水池内(ダムサイト底層) 水質経年変化 
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年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 

※ 平成30年より、ダムサイト水質調査地点において中層・底層の調査を実施した。 
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図 5.3.3-2(11) 貯水池内(ダムサイト底層) 水質経年変化  
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※ 平成30年より、ダムサイト水質調査地点において中層・底層の調査を実施した。 
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図 5.3.3-2(12) 貯水池内(ダムサイト底層) 水質経年変化 
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※ 平成30年より、ダムサイト水質調査地点において中層・底層の調査を実施した。 
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表 5.3.3-5(1) 貯水池内の主な水質の状況(経年変化) 

水質項目 貯水池内の水質状況(経年変化) 

水温 

(－) 

ダム湖中央の年平均水温は、至近5ヵ年を過去と比較すると、各層で大き

な変化はみられない。至近5ヵ年では、年平均値を比較すると、平成29年

が最も低く令和3年が最も高いが、変動幅は1℃程度である。 

ダムサイトでは平成29年が最も高くなっているが、観測開始が4月からの

ためである。 

濁度 

(－) 

ダム湖中央の年平均濁度は、平成23年から30年にかけて高い値となってい

た。至近5ヵ年では、概ね3～12度となっている。 

ダムサイトでは平成29年に高い値となっている。 

pH 

(6.5～8.5) 

ダム湖中央の年平均pHは、至近5ヵ年を過去と比較すると、各層とも大き

な変化はみられない。至近5ヵ年では、平均値を比較すると7.4～7.5、中

層で7.3～7.4、底層で7.3であり、表層から底層にかけ低下している。表

層の最大値が環境基準値以上を示す場合もあったが、至近5ヵ年では各層

とも環境基準値の範囲内である。 

ダムサイトについてもダム湖中央と同様の傾向にある。 

DO 

(7.5mg/L以上) 

ダム湖中央の年平均DOは、至近5ヵ年を過去と比較すると、各層とも約

10mg/Lで推移し大きな変化はみられない。各年の最小値が環境基準値

(7.5mg/L)以下となることがある。 

ダムサイトについてもダム湖中央と同様の傾向にある。 

BOD年75％値 

(－) 

ダム湖中央の年平均BOD年75%値は、至近5ヵ年を過去と比較すると、各層

とも大きな変化はみられない。至近5ヵ年では、表層で0.7～1.2mg/L、中

層で0.5～0.7mg/L、底層で0.4～0.6mg/Lであり底層で低い。 

ダムサイトについては、至近5ヵ年では、表層で0.4～2.0mg/L、中層およ

び底層で0.3～0.4mg/Lと中層から底層にかけて低い値となっている。 

COD年75％値 

(3mg/L以下) 

ダム湖中央の年平均COD年75%値は、至近5ヵ年と過去を比較すると、各層

で大きな変化はみられない。至近5ヵ年では、表層と中層で最大値が環境

基準値(3mg/L)以上となる年があったが、継続して基準値以上となること

はない。 

ダムサイトについては、平成29年の表層で環境基準値以上となったが、そ

れ以外は基準値以下である。 

SS 

(15mg/L以下) 

ダム湖中央の年平均SSは、平成23年から30年にかけて高い値となってい

た。表層と比べ底層で高いが、過去の年変動の範囲内である。至近5ヵ年

では、各層とも年平均値は5～10mg/Lであり、環境基準値(15mg/L)以下で

ある。 

ダムサイトについては、平成29年の表層で高い値となっている。また、底

層では平成29,30年に環境基準値以上となっている。 

大腸菌群数 

(1,000MPN 

/100mL) 

ダム湖中央の年平均大腸菌群数は、至近5ヵ年を過去と比較すると、各層

とも大きな変化はみられない。至近5ヵ年では、平成29年に表層で

1,454MPN/100mL、中層で1,080MPN/100mLとなったが、これらを除けば各層

とも環境基準値(1,000MPN/100mL)以下である。 

ダムサイトについては、平成29年の表層と令和3年の表層および底層で環

境基準値以上となっている。 
注）水質項目欄の( )内の数値は環境基準値(湖沼A類型)を示す。 

ただし、SSについては月により湖沼B類型～湖沼C類型となっており、（）内の数値は環境基

準値(湖沼B類型)を示す。 
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表 5.3.3-5(2) 貯水池内の主な水質の状況(経年変化) 

水質項目 貯水池内の水質状況(経年変化) 

全窒素(T-N) 

(－) 

ダム湖中央の年平均全窒素は、至近5ヵ年を過去と比較すると、各層とも

減少傾向がみられる。至近5ヵ年では、ダム湖中央とダムサイトともに各

層ともに0.2～0.3mg/Lとなっている。 

全リン(T-P) 

(－) 

ダム湖中央の年平均全リンは、平成23年から30年にかけて、各層とも変動

が大きく高い値となっている。至近5ヵ年では、ダム湖中央とダムサイト

ともに各層ともに0.01～0.03mg/Lとなっている。 

クロロフィルa 

(－) 

ダム湖中央の年平均クロロフィルaは、至近5ヵ年を過去と比較すると、各

層で大きな変化はみられない。至近5ヵ年では、表層で2～4μg/L、中層で

約2～3μg/L、底層で1～2μg/Lとなっている。 

ダムサイトでは、表層で3～6μg/L、中層で約0.5～1.5μg/L、底層で0.5

～1μg/Lとなっている。 
注）水質項目欄の( )内の数値は環境基準値(湖沼A類型)を示す。 

ただし、SSについては月により湖沼B類型～湖沼C類型となっており、（）内の数値は環境基

準値(湖沼B類型)を示す。 
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 経月変化 

各地点における15ヵ年(平成19～令和3年)の水質経月変化を図 5.3.3-3、図 5.3.3-4

に示す。 

水質状況のまとめを表 5.3.3-6に示す。 

 

◆水温 

 

 

◆濁度 

 

 

◆pH 

 

 

図 5.3.3-3(1) 貯水池内(ダム湖中央)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆BOD 

 

 

◆COD 

 

 

◆SS 

 
 注) 猿谷ダム貯水池の環境基準は湖沼の A 類型となっている。ただし、 SS については月により湖沼B類型～湖沼

C類型となっている。図中に記載する環境基準値は、環境基準値(湖沼B類型)である。 

図 5.3.3-3(2) 貯水池内(ダム湖中央)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆DO 

 

 

◆大腸菌群数 

 

 

◆糞便性大腸菌群数 

 

 

図 5.3.3-3(3) 貯水池内(ダム湖中央)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆全窒素(T-N) 

 

 

◆硝酸態窒素(NO3-N) 

 

 

◆亜硝酸態窒素(NO2-N) 

 

 

図 5.3.3-3(4) 貯水池内(ダム湖中央)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆アンモニア態窒素(NH4-N) 

 

 

◆全リン(T-P) 

 

 

◆オルトリン酸態リン(PO4-P) 

 

 

図 5.3.3-3(5) 貯水池内(ダム湖中央)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆クロロフィルa(chl-a) 

 

 

◆全亜鉛 

 

 

図 5.3.3-3(6) 貯水池内(ダム湖中央)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆水温 

 

 

◆濁度 

 

 

◆pH 

 

 

 

図 5.3.3-4(1) 貯水池内(ダムサイト)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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※1 平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。 
※2 平成30年4月以降、最深部で調査できるようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから 

堤体中央付近に変更した。 

※1 ※2 

※1 ※2 

※1 ※2 
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◆BOD 

 

 

◆COD 

 

 

◆SS 

 

 

 注) 猿谷ダム貯水池の環境基準は湖沼の A 類型となっている。ただし、 SS については月により湖沼B類型～湖沼

C類型となっている。図中に記載する環境基準値は、環境基準値(湖沼B類型)である。 

 

 

 

 

 

図 5.3.3-4(2) 貯水池内(ダムサイト)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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※1 平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。 
※2 平成30年4月以降、最深部で調査できるようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから 

堤体中央付近に変更した。 

※1 ※2 

※1 ※2 

※1 ※2 
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◆DO 

 

 

◆大腸菌群数 

 

 

◆糞便性大腸菌群数 

 

 

 

 

図 5.3.3-4(3) 貯水池内(ダムサイト)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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※1 平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。 
※2 平成30年4月以降、最深部で調査できるようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから 

堤体中央付近に変更した。 

※1 ※2 

※1 ※2 

※1 ※2 



  

5-155 

 

 

◆全窒素(T-N) 

 

 

◆硝酸態窒素(NO3-N)  

 

 

◆亜硝酸態窒素(NO2-N) 

 

 

 

図 5.3.3-4(4) 貯水池内(ダムサイト)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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※1 平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。 

※2 平成30年4月以降、最深部で調査できるようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから 
堤体中央付近に変更した。 

※1 ※2 

※1 ※2 

※1 ※2 
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◆アンモニア態窒素(NH4-N) 

 

 

◆全リン(T-P) 

 

 

◆オルトリン酸態リン(PO4-P) 

 

 

 

図 5.3.3-4(5) 貯水池内(ダムサイト)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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※1 平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。 
※2 平成30年4月以降、最深部で調査できるようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから 

堤体中央付近に変更した。 

※1 ※2 

※1 ※2 

※1 ※2 



  

5-157 

 

 

◆クロロフィルa(chl-a) 

 

 

 

図 5.3.3-4(6) 貯水池内(ダムサイト)の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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※1 平成29年4月からダムサイトの調査を追加した。 
※2 平成30年4月以降、最深部で調査できるようにするため、ダムサイト水質調査地点をインクラインから 

堤体中央付近に変更した。 

※1 ※2 
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表 5.3.3-6 貯水池内の主な水質の状況(経月変化) 

水質項目 貯水池内の水質状況(経月変化) 

水温 

(－) 

春季から夏季にかけて水温が上昇し、表層と中・下層の水温差がみられる

が、冬季は全層の水温差が小さくなる。 

ダム湖中央の至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

濁度 

(－) 

SSと同様な変化の傾向を示し、ダム湖中央では平成23年から30年にかけ

て、高い値を示すことが多いが、これは大規模な洪水と時期が重なってい

る。 

ダムサイトでは、表層や中層に比べて底層で高くなる傾向がある。 

pH 

(6.5～8.5) 

表層は、夏季に高く冬季に低くなる傾向を示す。表層では夏期に環境基準

値を超えることがあるが、中層・底層は環境基準値の範囲内で推移してい

る。 

ダム湖中央の至近5ヵ年は、過年度と同程度で環境基準値の範囲内で推移

している。 

DO 

(7.5mg/L以上) 

各層とも冬季に高く、夏季から秋季に低い季節変動を示し、環境基準値以

下を示す場合もみられ、ダム湖中央の平成27年秋季には、全層で低下の程

度が大きかったが、底層での著しい酸素の低下はみられていない。 

ダムサイトでは、平成30年の夏季に底層で低い値となっている。 

ダム湖中央の至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

BOD 

(－) 

季節的変化として、夏季に表層で高くなる傾向がみられる。 

ダム湖中央の至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

ダムサイトでは平成29年の夏季に高い値となっている。 

COD 

(3mg/L以下) 

夏季に高くなる傾向があり、環境基準値を超える値を示す場合があるが、

夏季以外では各層で約1～2mg/Lである。ダム湖中央の至近5ヵ年は過年度

と同程度で推移している。 

ダムサイトでは、平成29年8月の表層および令和元年8月の底層で環境基準

値以上となっている。 

SS 

(15mg/L以下) 

年により各層とも環境基準値以上の値もみられ、ダム湖中央では平成23年

から30年にかけて、高い値を示すことが多い。 

平成23年から30年にかけてSSが高い原因は、最大流入量が1,000m3/sを超

える程度の大規模な洪水が多いことと考えられ、大規模な洪水が発生して

いない令和元年以降では特に高い値がみられない。 

ダムサイトでは、表層や中層に比べて底層で高くなる傾向があり、平成30

年および令和元年の夏～秋にかけて環境基準値以上となっている。 

大腸菌群数 

(1,000MPN 

/100mL) 

季節変化として、夏季から秋季に増加し冬季に減少する傾向にある。夏季

には環境基準値以上を示すことがある。 

ダム湖中央の至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

全窒素(T-N) 

(－) 

0.3mg/L前後で推移していたが、ダム湖中央の至近5ヵ年は過年度と比べて

低く推移している。 

ダムサイトでは概ね0.3mg/Lとなっている。 

全リン(T-P) 

(－) 

ダム湖中央では、平成23年から30年にかけて、各層において変動が大き

く、高い傾向がみられる。 

変化傾向はSSと同様であり、リンは土壌に吸着しやすい特性があるため、

出水の影響により全リンの値が高くなるものと考えられる。 

ダムサイトでは濁度やSSと同様に出水後に底層で高くなる傾向がある。 

クロロフィルa 

(－) 

表層は夏季～秋季に高くなる傾向があり、ダム湖中央では15μg/L以上を

示すことがある。 

ダム湖中央の至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

注）水質項目欄の( )内の数値は環境基準値(湖沼A類型)を示す。 

ただし、SSについては月により湖沼B類型～湖沼C類型となっており、（）内の数値は環境基

準値(湖沼B類型)を示す。 
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 分水先水質の経年・経月変化 

ダム貯水池の出現による下流河川への影響を把握するため、分水先河川における水質の

経年･経月変化を整理する。対象地点は以下のとおりとし、整理データは定期水質調査結

果(1回/月)とする。 

(対象地点) 発 電 放 流：西吉野第一発電所 

分水先河川：丹生川流末(環境基準点) 

大川橋（丹生川合流前） 

御蔵橋（丹生川合流前） 

恋野橋（環境基準点） 

 

 経年変化 

各調査地点における各水質項目の年平均値、年最大値・年最小値及び75％値を表 

5.3.4-1 (昭和56～平成28年)と表 5.3.4-2 (平成29～令和3年)に示す。各地点の年間値

は表 5.3.4-3に、各地点の年平均値等の経年変化図は図 5.3.4-1～図 5.3.4-5に示す。 

水質状況のまとめを表 5.3.4-4に示す。 
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表 5.3.4-1 分水先河川水質の観測値(昭和56～平成28年の平均値) 

 

 

 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 14.2 22.3 5.5 13.6 22.9 4.1

濁度 (度) 6.6 23.1 1.4
pH 7.3 7.6 7.1 7.6 8.0 7.3

BOD (mg/L) 0.8 1.3 0.5 1.0 0.9 1.7 0.5 1.0
COD (mg/L) 1.6 2.7 1.1 1.9 1.4 2.3 0.8 1.6
SS (mg/L) 6.5 20.7 1.6 3.5 14.1 1.0
DO (mg/L) 10.4 12.6 8.3 10.7 13.1 8.9

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 5555 40278 205 5827 15646 1054
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL)

全窒素 (mg/L) 0.33 0.45 0.24 0.59 0.98 0.32
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.191 0.251 0.139 0.400 0.636 0.215

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.002 0.002 0.001 0.013 0.013 <0.01
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.020 0.031 0.012 0.053 0.051 <0.05

全リン (mg/L) 0.017 0.034 0.008 0.013 0.031 0.005
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.006 0.012 0.002

Chl-a (μg/L) 2.7 6.1 0.9
全亜鉛 (mg/L) 0.0035 0.0035 0.0035 0.0047 0.0070 0.0035

ノニルフェノール (mg/L)
LAS (mg/L)

項目 単位

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 15.5 26.5 4.8 15.0 25.5 4.6 15.7 26.1 5.1

濁度 (度) 2.7 8.4 0.9 3.8 10.1 1.5 3.6 10.4 1.2
pH 7.8 8.2 7.6 7.7 8.0 7.5 7.6 7.9 7.2

BOD (mg/L) 1.1 2.4 0.5 1.4 1.2 2.4 0.6 1.4 1.2 2.4 0.6 1.4
COD (mg/L) 2.1 3.6 1.3 2.3 2.2 4.0 1.5 2.4 2.3 3.8 1.4 2.5
SS (mg/L) 6.8 30.9 1.6 8.0 34.8 2.2 5.4 22.6 1.3
DO (mg/L) 10.3 12.8 8.4 10.5 12.9 8.6 10.3 12.6 8.6

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 14599 74081 723 11020 45219 1082 14262 58283 2516
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL) 420 3167 16 317 1247 33 324 1533 33

全窒素 (mg/L) 0.67 0.90 0.48 0.81 1.06 0.60 0.81 1.08 0.56
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.459 0.624 0.299 0.529 0.732 0.357 0.560 0.719 0.378

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.007 0.014 0.003 0.019 0.043 0.006 0.012 0.026 0.005
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.033 0.078 0.015 0.070 0.132 0.028 0.075 0.141 0.041

全リン (mg/L) 0.030 0.053 0.015 0.033 0.058 0.020 0.034 0.068 0.017
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.010 0.022 0.003 0.016 0.030 0.007 0.014 0.023 0.009

Chl-a (μg/L)
全亜鉛 (mg/L) 0.0030 0.0049 0.0019 0.0038 0.0069 0.0023 0.0036 0.0055 0.0024

ノニルフェノール (mg/L) - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006
LAS (mg/L) 0.0027 0.0027 0.0027 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006

項目 単位
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表 5.3.4-2 分水先河川水質の観測値(平成29～令和3年の平均値) 

 

 

 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 15.3 22.6 4.8 14.0 23.5 4.3

濁度 (度) 9.0 18.9 2.6
pH 7.4 7.6 7.3 7.5 7.8 7.2

BOD (mg/L) 0.3 0.5 0.2 0.3 0.7 1.1 0.5 0.8
COD (mg/L) 1.6 2.2 1.0 1.6 1.3 2.1 0.6 1.5
SS (mg/L) 7.5 17.0 2.1 2.2 6.4 1.0
DO (mg/L) 10.3 12.0 9.0 10.5 13.2 8.6

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 1374 2946 129 2632 5920 325
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL)

全窒素 (mg/L) 0.30 0.35 0.24 0.40 0.67 0.24
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.220 0.262 0.174 0.309 0.438 0.174

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.001 0.002 0.001 0.012 0.016 <0.01
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.018 0.028 0.012 - <0.05 <0.05

全リン (mg/L) 0.022 0.042 0.009 0.017 0.036 0.005
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.015 0.032 0.005

Chl-a (μg/L)
全亜鉛 (mg/L) 0.0021 0.0030 0.0014 0.0016 0.0030 0.0010

ノニルフェノール (mg/L) <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006
LAS (mg/L) <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

項目 単位

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

水温 (℃) 16.6 27.3 5.4 16.1 25.1 5.4 16.4 27.4 4.6

濁度 (度) 2.6 10.6 0.7 2.9 4.8 1.8 4.2 17.5 1.1
pH 7.8 8.0 7.6 7.8 7.9 7.6 7.8 8.2 7.6

BOD (mg/L) 0.6 0.9 0.3 0.7 0.6 0.9 0.3 0.7 0.6 1.2 0.2 0.6
COD (mg/L) 1.8 3.2 1.2 1.8 1.8 2.3 1.3 2.0 1.9 3.8 1.1 2.0
SS (mg/L) 3.3 12.3 0.9 3.7 6.3 1.9 5.5 24.4 1.4
DO (mg/L) 10.0 11.8 8.4 10.3 12.6 8.8 10.2 12.6 8.5

大腸菌群数 (MPN/100ｍL) 7377 40400 166 7903 22940 344 12409 105400 204
糞便性大腸菌群数 (個/100ｍL) 202 1570 5 148 330 63 372 3376 13

全窒素 (mg/L) 0.43 0.57 0.28 0.50 0.59 0.40 0.50 0.73 0.32
硝酸態窒素NO3-N (mg/L) 0.322 0.444 0.174 0.382 0.462 0.302 0.382 0.524 0.194

亜硝酸態窒素NO2-N (mg/L) 0.002 0.005 0.001 0.003 0.004 0.002 0.003 0.006 0.001
アンモニア態窒素NH4-N (mg/L) 0.014 0.030 0.010 0.020 0.034 0.010 0.017 0.036 0.010

全リン (mg/L) 0.022 0.055 0.013 0.026 0.036 0.017 0.028 0.073 0.015
オルトリン酸態リンPO4-P (mg/L) 0.012 0.034 0.004 0.014 0.024 0.008 0.017 0.047 0.007

Chl-a (μg/L)
全亜鉛 (mg/L)

ノニルフェノール (mg/L) - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006
LAS (mg/L) - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006

項目 単位
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表 5.3.4-3(1) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 12.3 22.8 2.6
S57 12.5 20.3 3.9
S58 12.7 22.3 4.2
S59 14.1 21.3 2.5
S60 14.2 23.0 4.7
S61 13.4 22.4 3.5
S62 12.8 22.2 4.5
S63 12.9 21.3 4.9
H1 12.9 21.4 6.5
H2 13.4 24.0 3.9
H3 14.1 23.4 4.1
H4 13.2 20.0 4.6
H5 14.7 21.2 5.4 14.2 20.5 4.5
H6 12.9 22.7 3.1 14.8 24.5 4.5
H7 13.2 24.0 4.5 13.1 23.0 4.0
H8 13.0 24.8 3.8 13.0 22.5 2.5
H9 16.6 21.0 7.5 12.5 20.0 3.5
H10 15.7 23.9 5.1 14.3 23.0 5.0
H11 18.0 21.7 11.9 13.5 22.5 4.5
H12 14.1 23.4 3.3 14.2 23.5 3.0
H13 14.2 20.1 4.6 14.1 22.0 5.0
H14 13.8 21.2 5.0 14.6 23.5 4.5
H15 12.6 20.9 4.2 13.8 25.0 5.0
H16 12.7 24.2 4.0 14.0 22.0 5.0
H17 15.3 22.2 3.4 14.0 22.5 4.0
H18 9.0 21.1 2.8 13.7 21.5 3.0
H19 16.8 22.6 9.8 14.1 22.0 5.0
H20 15.6 22.5 4.6 14.5 26.1 5.5
H21 13.0 22.2 5.9 13.2 24.5 4.1
H22 19.4 25.1 13.9 13.4 23.5 5.0
H23 13.8 16.0 9.8 12.7 23.5 1.5
H24 18.5 23.3 13.2 12.5 23.0 3.0
H25 13.8 23.4 4.5 13.5 23.0 4.0
H26 15.0 27.1 4.5 13.6 22.0 4.0
H27 13.9 21.3 4.9 12.6 23.5 3.5
H28 16.3 23.8 7.7 13.9 22.0 5.0

H29 15.9 22.6 5.4 13.6 23.0 4.0
H30 15.6 23.4 3.5 14.1 23.0 3.0
R01 14.9 23.2 5.0 13.8 23.0 5.5
R02 13.4 21.7 5.0 14.3 26.0 5.0
R03 16.7 21.9 4.9 14.2 22.5 4.0

S56-R03 14.3 22.4 5.4 13.7 23.0 4.1
S56-H28 14.2 22.3 5.5 13.6 22.9 4.1
H29-R03 15.3 22.6 4.8 14.0 23.5 4.3

項目 年

水温
(℃)

平均値
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表 5.3.4-3(2) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 5.3 15.1 0.9
S57 6.8 19.1 1.4
S58 6.6 12.5 2.8
S59 4.8 15.6 1.5
S60 3.8 7.1 1.5
S61 4.4 14.0 1.4
S62 4.9 9.2 1.6
S63 4.1 9.6 1.4
H1 15.6 64.1 2.3
H2 9.7 22.4 0.6
H3 5.9 12.6 2.4
H4 6.6 45.3 0.9
H5 9.0 33.2 1.3
H6 3.6 6.8 1.6
H7 3.7 13.3 1.6
H8 2.7 14.4 0.5
H9 2.3 5.1 0.8
H10 2.2 10.1 0.6
H11 2.3 4.2 0.8
H12 1.8 3.2 0.8
H13 11.8 68.3 0.6
H14 2.7 8.5 0.4
H15 5.0 22.5 0.8
H16 11.3 77.0 0.1
H17 6.3 23.0 1.2
H18 3.8 6.4 2.4
H19 4.1 4.1 4.0
H20 2.0 3.7 0.9
H21 2.8 10.6 0.5
H22 2.4 3.0 1.4
H23
H24 16.6 30.8 1.7
H25 10.9 44.6 2.3
H26 15.7 80.4 2.6
H27 17.3 44.5 1.4
H28 12.1 45.0 1.7

H29 14.9 32.4 5.3
H30 8.3 18.6 1.4
R01 14.4 32.2 2.7
R02 1.7 2.5 0.9
R03 5.8 9.0 2.6

S56-R03 6.9 22.6 1.5
S56-H28 6.6 23.1 1.4
H29-R03 9.0 18.9 2.6

年

平均値

項目

濁度
(度)



  

5-164 

 

表 5.3.4-3(3) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 7.5 7.9 7.2
S57 7.4 7.7 7.1
S58 7.4 7.6 7.1
S59 7.3 7.5 6.9
S60 7.4 7.7 6.9
S61 7.4 7.9 7.2
S62 7.3 7.6 6.9
S63 7.5 7.7 7.2
H1 7.3 7.5 7.1
H2 7.3 8.0 7.1
H3 7.3 7.7 6.9
H4 7.4 7.8 7.2
H5 7.2 7.5 6.9 7.5 7.9 6.8
H6 7.4 7.8 7.0 7.7 8.1 7.4
H7 7.3 7.7 6.8 7.7 8.1 7.4
H8 7.4 8.0 7.0 7.7 8.2 7.3
H9 7.3 7.5 7.0 7.6 8.0 7.4
H10 7.3 7.7 7.2 7.6 7.9 7.4
H11 7.4 7.6 7.1 7.6 7.8 7.4
H12 7.4 7.7 7.1 7.7 8.0 7.5
H13 7.4 8.4 7.1 7.7 8.1 7.4
H14 7.3 7.8 7.1 7.7 8.0 7.5
H15 7.3 7.5 7.1 7.5 7.8 7.3
H16 7.4 8.0 6.8 7.6 8.0 7.3
H17 7.3 7.7 7.0 7.6 7.8 7.3
H18 7.1 7.2 7.0 7.5 7.8 7.2
H19 7.1 7.2 7.0 7.5 8.0 7.1
H20 7.3 7.3 7.2 7.6 7.9 7.1
H21 7.3 7.4 7.2 7.6 8.2 6.8
H22 7.3 7.3 7.3 7.6 7.8 7.4
H23 7.6 8.0 7.3
H24 7.5 7.6 7.3 7.6 7.9 7.3
H25 7.4 7.5 7.3 7.7 8.7 7.3
H26 7.3 7.4 7.3 7.5 7.9 7.4
H27 7.3 7.4 7.3 7.6 7.9 7.3
H28 7.5 7.7 7.3 7.5 7.8 7.2

H29 7.4 7.5 7.3 7.5 7.9 7.3
H30 7.4 7.5 7.3 7.5 7.8 7.3
R01 7.5 7.7 7.2 7.6 7.9 7.4
R02 7.5 7.7 7.3 7.5 7.7 7.2
R03 7.4 7.6 7.2 7.4 7.7 6.9

S56-R03 7.4 7.6 7.1 7.6 8.0 7.3
S56-H28 7.3 7.6 7.1 7.6 8.0 7.3
H29-R03 7.4 7.6 7.3 7.5 7.8 7.2

項目 年

pH

平均値
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表 5.3.4-3(4) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.7 1.1 0.2 0.9
S57 0.9 1.9 0.2 1.2
S58 0.7 1.3 0.3 0.9
S59 0.8 1.5 0.4 0.8
S60 0.9 1.3 0.6 1.2
S61 1.1 1.8 0.7 1.5
S62 0.9 1.9 0.2 1.0
S63 0.9 1.3 0.6 1.0
H1 1.0 1.3 0.6 1.2
H2 0.9 1.5 0.4 1.1
H3 0.9 1.3 0.3 1.0
H4 1.0 2.4 0.5 1.5
H5 0.9 1.3 0.5 1.3 1.2 1.8 0.5 1.3
H6 0.7 0.9 0.4 0.9 1.0 2.6 <0.5 1.3
H7 0.6 0.8 0.3 0.7 0.9 1.2 <0.5 1.0
H8 0.9 1.5 0.4 1.4 0.9 1.3 <0.5 1.1
H9 0.9 1.3 0.5 1.2 0.8 1.2 0.5 0.8
H10 1.2 1.7 0.8 1.4 0.9 1.3 <0.5 1.1
H11 1.1 1.5 0.6 1.5 0.6 0.9 <0.5 0.7
H12 1.1 2.1 0.5 1.3 0.9 1.4 0.5 1.1
H13 1.4 2.3 0.8 1.6 0.9 2.0 <0.5 1.0
H14 1.3 2.0 0.8 1.5 0.8 1.3 <0.5 0.8
H15 0.9 2.1 0.4 0.9 0.8 1.6 <0.5 0.8
H16 0.6 1.0 0.3 0.9 0.8 1.7 0.5 0.9
H17 0.9 1.6 0.5 0.9 1.0 1.4 0.6 1.2
H18 0.5 0.7 0.2 0.6 0.9 1.3 0.7 0.9
H19 0.6 0.7 0.5 0.7 0.8 1.2 <0.5 0.9
H20 0.8 1.1 0.4 1.1 1.2 2.0 0.6 1.4
H21 0.6 0.8 0.4 0.8 1.3 4.0 0.6 1.6
H22 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 1.4 <0.5 0.8
H23 0.9 1.3 <0.5 1.1
H24 0.7 0.9 0.4 0.9 0.9 1.4 0.6 1.0
H25 0.5 0.5 0.4 0.5 1.1 3.2 <0.5 1.0
H26 0.5 0.5 0.4 0.5 0.9 1.4 0.6 1.0
H27 0.7 1.1 0.4 1.1 0.8 1.4 0.5 0.7
H28 0.5 0.6 0.4 0.6 0.8 1.4 0.5 0.9

H29 0.3 0.5 0.2 0.3 0.8 1.5 0.5 0.8
H30 0.3 0.5 0.1 0.3 0.6 1.1 0.5 0.7
R01 0.3 0.4 0.2 0.3 0.7 0.8 0.5 0.7
R02 0.3 0.5 0.1 0.3 0.7 1.1 0.5 1.0
R03 0.5 0.7 0.2 0.5 0.8 1.1 0.5 0.9

S56-R03 0.8 1.2 0.4 0.9 0.9 1.6 0.5 1.0
S56-H28 0.8 1.3 0.5 1.0 0.9 1.7 0.5 1.0
H29-R03 0.3 0.5 0.2 0.3 0.7 1.1 0.5 0.8

項目 年

BOD
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(5) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 1.4 2.7 0.7 1.6
S57 1.6 3.0 0.6 1.9
S58 1.1 2.0 0.6 1.2
S59 1.3 1.9 1.0 1.5
S60 1.2 1.4 0.8 1.4
S61 1.4 2.5 0.8 1.7
S62 1.3 2.0 0.7 1.5
S63 1.4 2.4 0.9 1.6
H1 2.0 2.9 0.9 2.8
H2 1.6 3.4 1.0 1.7
H3 1.7 3.5 1.2 1.6
H4 1.3 1.9 0.7 1.7
H5 1.4 2.1 0.8 1.6 1.3 2.9 0.6 1.3
H6 1.6 2.3 0.7 2.1 1.1 2.1 0.5 1.3
H7 1.3 1.7 0.6 1.5 0.9 1.4 0.5 1.1
H8 1.4 2.0 0.9 1.7 1.3 2.2 0.7 1.4
H9 1.5 2.1 1.1 1.8 1.3 2.1 0.5 1.3
H10 1.3 1.8 1.0 1.3 1.6 3.0 0.9 1.4
H11 1.6 2.5 1.3 1.7 1.1 1.4 0.7 1.3
H12 1.6 2.4 0.7 1.7 1.4 2.7 0.9 1.4
H13 1.9 3.4 1.0 2.0 1.3 1.9 0.8 1.4
H14 1.7 2.9 0.8 2.0 1.2 1.7 0.7 1.4
H15 2.0 5.2 1.1 1.9 1.3 2.2 0.8 1.4
H16 1.7 3.6 1.2 1.7 1.4 2.7 0.8 1.4
H17 2.5 7.0 1.4 2.2 1.3 1.9 0.7 1.5
H18 1.9 3.4 1.1 1.7 1.4 2.7 0.8 1.5
H19 2.1 2.3 1.9 2.3 1.6 2.1 1.2 1.8
H20 1.6 2.0 1.1 2.0 2.0 2.9 1.4 2.3
H21 2.2 2.4 1.9 2.4 2.1 3.1 1.2 2.5
H22 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 2.0 0.6 1.7
H23 1.7 2.6 1.1 2.1
H24 1.7 1.7 1.6 1.7 1.4 1.9 0.9 1.5
H25 1.7 1.7 1.6 1.7 1.9 3.7 1.1 2.1
H26 3.2 6.6 1.2 6.6 1.9 2.7 1.0 2.3
H27 1.6 1.8 1.3 1.8 1.3 2.0 0.9 1.4
H28 1.4 1.6 1.2 1.6 1.5 2.2 0.9 1.7

H29 1.4 2.3 0.7 1.4 1.4 2.2 0.8 1.5
H30 1.9 2.9 0.9 1.9 1.1 1.7 0.7 1.2
R01 1.7 2.3 1.2 1.7 1.4 2.0 0.5 1.7
R02 1.3 1.7 0.9 1.3 1.3 2.5 0.7 1.5
R03 1.6 1.9 1.3 1.6 1.4 2.1 0.5 1.7

S56-R03 1.6 2.6 1.0 1.9 1.4 2.3 0.8 1.6
S56-H28 1.6 2.7 1.1 1.9 1.4 2.3 0.8 1.6
H29-R03 1.6 2.2 1.0 1.6 1.3 2.1 0.6 1.5

項目 年

COD
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(6) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 3.9 17.5 0.9
S57 5.3 20.1 0.9
S58 5.7 8.5 2.5
S59 5.0 11.6 2.3
S60 3.5 8.0 0.2
S61 2.8 6.3 0.9
S62 3.6 8.4 1.7
S63 3.3 5.7 1.5
H1 10.9 40.0 1.5
H2 8.8 24.1 1.5
H3 7.9 26.9 3.4
H4 5.4 26.0 1.3
H5 11.2 25.7 1.5 3.4 11.0 1.0
H6 4.6 9.8 2.1 6.6 55.0 1.0
H7 4.0 10.1 1.7 4.0 22.0 1.0
H8 5.9 24.7 1.2 3.5 11.0 1.0
H9 3.6 8.7 1.0 4.1 12.0 1.0
H10 2.8 6.0 1.0 4.5 24.0 1.0
H11 3.4 6.0 1.0 2.4 7.0 1.0
H12 2.8 6.0 1.0 2.5 4.0 1.0
H13 8.1 33.3 <1.0 3.1 10.0 1.0
H14 3.2 7.0 2.0 2.0 8.0 1.0
H15 8.4 57.0 <1.0 3.7 12.0 1.0
H16 10.3 70.5 <1.0 6.1 24.0 1.0
H17 13.1 79.5 1.2 4.0 21.0 1.0
H18 12.7 45.0 1.8 2.2 7.0 1.0
H19 3.4 4.4 2.4 1.3 3.0 1.0
H20 1.5 2.4 0.4 1.5 4.0 1.0
H21 4.9 7.8 1.9 1.9 3.0 1.0
H22 1.6 1.6 1.6 1.8 4.0 1.0
H23 3.7 14.0 1.0
H24 10.7 20.2 1.2 2.5 12.0 <1.0
H25 13.5 25.0 2.0 4.3 15.0 <1.0
H26 23.0 55.0 5.6 7.1 22.0 <1.0
H27 6.7 12.0 2.0 4.1 17.0 <1.0
H28 2.6 5.3 0.8 3.9 17.0 <1.0

H29 10.6 23.0 4.1 3.3 12.0 <1.0
H30 8.7 22.0 1.0 2.3 6.0 <1.0
R01 12.9 32.0 2.4 2.2 5.0 <1.0
R02 1.4 2.0 0.7 1.1 2.0 <1.0
R03 4.1 5.9 2.3 2.1 7.0 <1.0

S56-R03 6.6 20.3 1.6 3.3 12.8 1.0
S56-H28 6.5 20.7 1.6 3.5 14.1 1.0
H29-R03 7.5 17.0 2.1 2.2 6.4 1.0

項目 年

SS
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(7) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 10.9 13.7 7.8
S57 10.6 12.9 8.7
S58 10.7 13.0 8.2
S59 9.9 12.4 8.2
S60 10.2 13.0 6.5
S61 10.7 13.5 7.9
S62 10.6 12.8 8.5
S63 10.8 12.5 8.7
H1 10.4 12.4 8.8
H2 10.7 12.4 8.6
H3 10.5 12.6 8.4
H4 10.7 12.7 8.7
H5 10.3 13.0 8.5 10.3 12.0 9.4
H6 11.1 13.3 8.3 10.7 13.0 8.8
H7 10.1 13.1 7.1 10.8 13.0 8.6
H8 10.7 13.1 7.8 10.8 13.0 8.9
H9 9.7 11.9 8.8 10.8 13.0 9.2
H10 10.0 12.9 7.9 11.0 14.0 8.9
H11 9.4 11.1 8.5 10.8 13.0 9.1
H12 10.3 13.3 8.4 10.8 14.0 8.6
H13 10.7 13.9 8.8 10.8 13.0 9.0
H14 10.6 13.8 8.6 10.6 13.0 9.0
H15 10.7 12.7 8.7 10.7 13.0 8.8
H16 10.7 13.7 8.8 10.8 13.0 8.9
H17 10.3 12.7 8.6 10.6 13.0 8.2
H18 12.2 13.8 8.5 10.6 13.0 9.2
H19 8.3 8.6 7.9 10.6 13.0 9.2
H20 10.0 12.0 8.2 10.8 13.0 9.2
H21 10.9 12.3 9.0 10.6 13.0 9.2
H22 9.2 10.2 8.6 10.6 13.0 9.1
H23 10.6 13.0 9.0
H24 9.9 11.2 8.7 10.9 13.0 8.7
H25 10.9 13.6 8.8 11.1 13.0 8.4
H26 10.3 13.1 8.6 10.7 14.0 9.0
H27 10.2 13.1 6.6 10.7 13.0 8.8
H28 9.6 10.7 8.5 10.5 13.0 8.9

H29 10.6 12.0 9.7 10.8 14.0 8.7
H30 10.4 13.0 8.3 10.4 13.0 8.6
R01 10.1 12.0 8.7 10.3 13.0 8.2
R02 10.0 11.0 9.0 10.4 13.0 8.4
R03 10.6 12.0 9.1 10.4 13.0 8.9

S56-R03 10.4 12.5 8.4 10.7 13.1 8.9
S56-H28 10.4 12.6 8.3 10.7 13.1 8.9
H29-R03 10.3 12.0 9.0 10.5 13.2 8.6

項目 年

DO
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(8) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 190 540 11
S57 638 1700 33
S58 638 1700 170
S59 818 1700 20
S60 754 2400 230
S61 672 1700 45
S62 408 790 130
S63 464 1700 45
H1 345 800 50
H2 173 790 8
H3 167 790 13
H4 94 240 17
H5 131 350 23 2406 7900 170
H6 212 920 5 3697 14000 170
H7 203 920 13 2452 7900 330
H8 112 240 13 1922 7000 64
H9 477 1600 240 4877 17000 240
H10 304 920 23 7263 22000 450
H11 486 1600 49 6650 13000 2400
H12 224 540 11 2225 3300 1100
H13 233 920 23 1998 4900 400
H14 122 490 33 9150 17000 3300
H15 1820 17000 23 6900 11000 2300
H16 3581 33000 7 3523 7000 790
H17 164265 1300000 110 8650 26000 2200
H18 881 3300 5 9925 33000 1700
H19 360 490 230 17800 49000 3300
H20 5934 17000 11 4173 7900 790
H21 905 1700 110 8150 13000 1700
H22 4900 4900 4900 15648 49000 790
H23 2273 4600 790
H24 1265 2200 330 9193 33000 140
H25 270 490 49 4030 13000 330
H26 533 1300 79 1068 2200 490
H27 1120 3300 11 2935 4900 240
H28 713 1700 110 2950 7900 1100

H29 3477 7900 130 7798 17000 790
H30 1307 2800 330 809 1700 45
R01 210 330 130 1908 5400 230
R02 675 1300 49 1390 3300 230
R03 1204 2400 8 1255 2200 330

S56-R03 5032 35612 196 5276 13969 928
S56-H28 5555 40278 205 5827 15646 1054
H29-R03 1374 2946 129 2632 5920 325

年項目

大腸菌群数
(MPN/100

ｍL)

平均値
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表 5.3.4-3(9) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03

S56-H28

H29-R03

項目 年

糞便性大腸
菌群数

(個/100ｍ
L)

平均値
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表 5.3.4-3(10) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.37 0.51 0.19
S57 0.27 0.43 0.15
S58 0.26 0.46 0.15
S59 0.29 0.34 0.22
S60 0.26 0.40 0.18
S61 0.27 0.45 0.16
S62 0.27 0.35 0.18
S63 0.24 0.30 0.18
H1 0.32 0.52 0.22
H2 0.33 0.55 0.22
H3 0.31 0.40 0.23
H4 0.26 0.34 0.23
H5 0.31 0.32 0.30 0.75 1.20 0.38
H6 0.27 0.36 0.19 0.62 0.93 0.40
H7 0.25 0.27 0.22 0.53 0.85 0.28
H8 0.29 0.45 0.18 0.62 1.10 0.33
H9 0.29 0.37 0.25 0.62 0.99 0.40
H10 0.27 0.46 0.17 0.89 1.70 0.39
H11 0.31 0.46 0.25 0.65 0.92 0.35
H12 0.34 0.47 0.22 0.72 1.20 0.38
H13 0.40 0.54 0.30 0.74 1.60 0.36
H14 0.35 0.59 0.20 0.41 0.71 0.17
H15 0.41 0.83 0.28 0.54 1.00 0.33
H16 0.43 0.63 0.23 0.56 0.81 0.33
H17 0.42 0.77 0.24 0.69 0.90 0.35
H18 0.41 0.57 0.32 0.62 1.10 0.28
H19 0.46 0.49 0.42 0.60 0.93 0.34
H20 0.40 0.45 0.31 0.61 0.90 0.41
H21 0.46 0.49 0.42 0.57 0.90 0.27
H22 0.27 0.27 0.27 0.49 0.69 0.23
H23 0.55 0.82 0.35
H24 0.42 0.46 0.37 0.53 0.74 0.27
H25 0.35 0.37 0.32 0.49 1.00 0.29
H26 0.38 0.57 0.25 0.42 0.81 0.25
H27 0.31 0.32 0.29 0.42 0.89 0.24
H28 0.26 0.27 0.23 0.42 0.73 0.27

H29 0.38 0.44 0.31 0.41 0.64 0.26
H30 0.27 0.32 0.20 0.36 0.71 0.19
R01 0.30 0.41 0.18 0.48 0.83 0.29
R02 0.27 0.27 0.27 0.39 0.58 0.27
R03 0.27 0.30 0.24 0.35 0.57 0.17

S56-R03 0.32 0.44 0.24 0.55 0.92 0.30
S56-H28 0.33 0.45 0.24 0.59 0.98 0.32
H29-R03 0.30 0.35 0.24 0.40 0.67 0.24

項目 年

全窒素
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(11) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.129 0.195 0.052
S57 0.136 0.284 0.051
S58 0.133 0.241 0.041
S59 0.144 0.238 0.087
S60 0.114 0.177 0.039
S61 0.150 0.243 0.061
S62 0.129 0.180 0.063
S63 0.129 0.197 0.073
H1 0.164 0.312 0.066
H2 0.141 0.256 0.046
H3 0.189 0.252 0.125
H4 0.127 0.172 0.082
H5 0.170 0.188 0.151 0.440 0.800 0.200
H6 0.175 0.223 0.127 0.250 0.500 0.100
H7 0.155 0.213 0.126 0.375 0.600 0.200
H8 0.254 0.254 0.254 0.350 0.700 0.100
H9 0.400 0.700 0.200
H10 0.450 1.100 0.200
H11 0.400 0.700 0.100
H12 0.390 0.500 0.300
H13 0.553 0.800 0.390
H14 0.273 0.410 0.150
H15 0.603 0.760 0.340
H16 0.243 0.370 0.180
H17 0.415 0.720 0.090
H18 0.200 0.200 0.200 0.405 0.570 0.230
H19 0.320 0.330 0.310 0.393 0.480 0.220
H20 0.270 0.380 0.190 0.513 0.730 0.320
H21 0.310 0.380 0.240 0.350 0.570 0.140
H22 0.190 0.190 0.190 0.468 0.600 0.230
H23 0.403 0.560 0.310
H24 0.335 0.370 0.300 0.410 0.500 0.340
H25 0.260 0.270 0.250 0.420 0.870 0.150
H26 0.263 0.360 0.200 0.298 0.420 0.230
H27 0.197 0.230 0.140 0.390 0.770 0.170
H28 0.183 0.200 0.160 0.403 0.540 0.260

H29 0.307 0.340 0.260 0.215 0.290 0.020
H30 0.197 0.230 0.160 0.245 0.350 0.160
R01 0.227 0.300 0.150 0.418 0.570 0.280
R02 0.210 0.240 0.180 0.325 0.440 0.220
R03 0.160 0.200 0.120 0.340 0.540 0.190

S56-R03 0.196 0.253 0.145 0.384 0.602 0.208
S56-H28 0.191 0.251 0.139 0.400 0.636 0.215
H29-R03 0.220 0.262 0.174 0.309 0.438 0.174

項目 年

硝酸態窒素
NO3-N

(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(12) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 - <0.001 <0.001
S57 0.001 0.003 <0.001
S58 - <0.001 <0.001
S59 - <0.001 <0.001
S60 0.001 0.003 <0.001
S61 0.002 0.006 <0.001
S62 0.001 0.004 <0.001
S63 0.001 0.002 <0.001
H1 0.001 0.003 <0.001
H2 - <0.001 <0.001
H3 - <0.001 <0.001
H4 - <0.001 <0.001
H5 - <0.001 <0.001 - <0.01 <0.01
H6 - <0.001 <0.001 - <0.01 <0.01
H7 - <0.001 <0.001 - <0.01 <0.01
H8 - <0.001 <0.001 - <0.01 <0.01
H9 - <0.01 <0.01
H10 - <0.01 <0.01
H11 - <0.01 <0.01
H12 0.010 0.010 <0.01
H13 - <0.01 <0.01
H14 - <0.01 <0.01
H15 - <0.01 <0.01
H16 - <0.01 <0.01
H17 0.015 0.030 <0.01
H18 0.003 0.003 0.003 - <0.01 <0.01
H19 0.005 0.007 0.002 - <0.01 <0.01
H20 0.003 0.003 0.002 - <0.01 <0.01
H21 0.003 0.003 0.003 - <0.01 <0.01
H22 0.002 0.002 0.002 - <0.01 <0.01
H23 - <0.01 <0.01
H24 0.002 0.002 0.002 0.013 0.020 <0.01
H25 0.004 0.005 0.003 0.018 0.040 <0.01
H26 0.003 0.003 0.002 0.010 0.010 <0.01
H27 0.002 0.002 0.001 0.010 0.010 <0.01
H28 0.001 0.001 0.001 0.013 0.020 <0.01

H29 0.001 0.002 0.001 0.010 0.010 <0.01
H30 0.001 0.002 0.001 0.018 0.040 <0.01
R01 0.001 0.002 0.001 0.010 0.010 <0.01
R02 0.001 0.001 0.001 0.010 0.010 <0.01
R03 0.001 0.001 0.001 0.010 0.010 <0.01

S56-R03 0.002 0.002 0.001 0.012 0.013 <0.01
S56-H28 0.002 0.002 0.001 0.013 0.013 <0.01
H29-R03 0.001 0.002 0.001 0.012 0.016 <0.01

項目 年

亜硝酸態窒
素

NO2-N

(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(13) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 - <0.01 <0.01
S57 - <0.01 <0.01
S58 - <0.01 <0.01
S59 - <0.01 <0.01
S60 0.013 0.040 <0.01
S61 - <0.01 <0.01
S62 0.015 0.067 <0.01
S63 0.011 0.025 0.003
H1 0.024 0.108 <0.01
H2 0.024 0.044 <0.01
H3 0.030 0.035 0.024
H4 - <0.01 <0.01
H5 0.019 0.028 <0.01 - <0.05 <0.05
H6 <0.01 <0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H7 0.021 0.053 <0.01 - <0.05 <0.05
H8 0.027 0.027 0.027 - <0.05 <0.05
H9 - <0.05 <0.05
H10 - <0.05 <0.05
H11 - <0.05 <0.05
H12 - <0.05 <0.05
H13 - <0.05 <0.05
H14 - <0.05 <0.05
H15 - <0.05 <0.05
H16 - <0.05 <0.05
H17 - <0.05 <0.05
H18 0.010 0.010 0.010 - <0.05 <0.05
H19 0.020 0.020 0.020 - <0.05 <0.05
H20 0.013 0.020 <0.01 - <0.05 <0.05
H21 0.025 0.040 <0.01 0.053 0.060 <0.05
H22 - <0.01 <0.01 - <0.05 <0.05
H23 - <0.05 <0.05
H24 0.020 0.030 <0.010 0.053 0.060 <0.05
H25 0.030 0.040 0.020 - <0.05 <0.05
H26 0.030 0.070 0.010 - <0.05 <0.05
H27 0.027 0.040 0.020 - <0.05 <0.05
H28 0.013 0.020 <0.010 0.053 0.060 <0.05

H29 0.017 0.030 0.010 - <0.05 <0.05
H30 0.017 0.020 0.010 - <0.05 <0.05
R01 0.023 0.050 0.010 - <0.05 <0.05
R02 0.010 0.010 0.010 - <0.05 <0.05
R03 0.025 0.030 0.020 - <0.05 <0.05

S56-R03 0.020 0.030 0.012 0.053 0.051 <0.05
S56-H28 0.020 0.031 0.012 0.053 0.051 <0.05
H29-R03 0.018 0.028 0.012 - <0.05 <0.05

項目 年

アンモニア
態窒素
NH4-N

(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(14) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.018 0.046 0.004
S57 0.015 0.055 0.005
S58 0.017 0.028 0.007
S59 0.016 0.023 0.010
S60 0.013 0.019 0.006
S61 0.013 0.030 0.005
S62 0.013 0.020 0.005
S63 0.011 0.018 0.006
H1 0.023 0.049 0.009
H2 0.027 0.051 0.008
H3 0.019 0.022 0.016
H4 0.014 0.021 0.009
H5 0.023 0.031 0.015 0.013 0.024 0.006
H6 0.013 0.014 0.011 0.018 0.084 0.006
H7 0.017 0.036 0.009 0.012 0.017 0.008
H8 0.009 0.015 0.004 0.015 0.041 0.005
H9 0.013 0.024 0.009 0.013 0.028 0.007
H10 0.013 0.033 0.007 0.016 0.041 0.007
H11 0.013 0.021 0.008 0.010 0.014 0.007
H12 0.011 0.025 0.006 0.013 0.031 0.006
H13 0.016 0.029 0.005 0.014 0.022 0.005
H14 0.011 0.016 0.008 0.009 0.016 0.003
H15 0.015 0.035 0.009 0.013 0.038 0.004
H16 0.021 0.090 0.007 0.013 0.042 <0.003
H17 0.021 0.074 0.007 0.012 0.031 0.003
H18 0.014 0.028 0.008 0.012 0.037 0.006
H19 0.012 0.014 0.010 0.013 0.030 0.005
H20 0.009 0.012 0.005 0.011 0.019 0.004
H21 0.016 0.022 0.009 0.012 0.024 0.007
H22 0.010 0.010 0.010 0.014 0.037 0.005
H23 0.014 0.021 0.004
H24 0.030 0.050 0.009 0.010 0.018 0.003
H25 0.045 0.080 0.009 0.016 0.046 0.006
H26 0.041 0.082 0.017 0.013 0.022 0.003
H27 0.024 0.044 0.010 0.017 0.026 <0.003
H28 0.012 0.015 0.009 0.017 0.030 0.006

H29 0.037 0.075 0.011 0.019 0.036 0.006
H30 0.025 0.052 0.008 0.022 0.040 0.003
R01 0.028 0.059 0.012 0.018 0.056 0.008
R02 0.007 0.009 0.004 0.013 0.017 0.006
R03 0.013 0.014 0.011 0.012 0.029 0.001

S56-R03 0.018 0.035 0.008 0.014 0.032 0.005
S56-H28 0.017 0.034 0.008 0.013 0.031 0.005
H29-R03 0.022 0.042 0.009 0.017 0.036 0.005

年項目

全リン
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(15) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.004 0.009 <0.001
S57 0.005 0.012 <0.001
S58 0.005 0.010 <0.001
S59 0.004 0.009 0.002
S60 0.003 0.011 <0.001
S61 0.005 0.026 <0.001
S62 0.003 0.011 <0.001
S63 0.001 0.002 <0.001
H1 0.005 0.019 <0.001
H2 0.004 0.006 <0.001
H3 0.002 0.002 <0.001
H4 0.002 0.003 <0.001
H5 0.003 0.003 0.002
H6 0.002 0.002 <0.001
H7 0.002 0.005 <0.001
H8 <0.001 <0.001 <0.001
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18 0.003 0.003 0.003
H19 0.003 0.004 <0.001
H20 0.003 0.004 <0.001
H21 0.004 0.006 0.001
H22 0.002 0.002 0.002
H23
H24 0.005 0.007 0.003
H25 0.041 0.078 0.004
H26 0.024 0.037 0.014
H27 0.018 0.033 0.003
H28 0.007 0.012 0.004

H29 0.033 0.068 0.008
H30 0.014 0.033 0.005
R01 0.020 0.046 0.006
R02 0.004 0.004 0.003
R03 0.006 0.009 0.003

S56-R03 0.008 0.015 0.003
S56-H28 0.006 0.012 0.002
H29-R03 0.015 0.032 0.005

項目 年

オルトリン
酸態リン
PO4-P

(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(16) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 1.3 2.3 0.6
S57 1.3 2.9 0.4
S58 8.2 30.0 0.7
S59 1.6 2.3 0.7
S60 2.4 3.1 1.6
S61 2.5 5.5 0.9
S62 3.9 8.7 0.9
S63 5.8 7.8 3.7
H1 5.0 13.5 0.6
H2 2.8 5.3 0.6
H3 2.2 3.4 0.9
H4 1.5 2.4 0.5
H5 2.6 3.4 1.7
H6 2.5 2.8 2.1
H7 2.3 4.3 0.1
H8 4.1 15.8 1.5
H9 1.7 2.3 0.8
H10 3.0 10.2 0.9
H11 2.7 6.4 0.7
H12 3.2 4.8 1.6
H13 1.5 4.7 0.6
H14 1.7 2.9 0.4
H15 1.9 4.2 0.6
H16 2.0 5.1 0.1
H17 2.1 3.3 0.6
H18 0.6 0.8 0.3
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03 2.7 6.1 0.9
S56-H28 2.7 6.1 0.9
H29-R03

項目 年

Chl-a
(μg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(17) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5 0.022 0.022 0.022
H6 0.010 0.010 0.010
H7 0.006 0.006 0.006
H8 <0.005 <0.005 <0.005
H9 <0.005 <0.005 <0.005
H10 <0.005 <0.005 <0.005
H11 0.005 0.005 0.005
H12 <0.005 <0.005 <0.005
H13 <0.005 <0.005 <0.005
H14 0.002 0.002 0.002
H15 <0.001 <0.001 <0.001
H16 0.002 0.004 0.001
H17 0.002 0.004 <0.001
H18 0.002 0.002 0.002 0.001 0.002 0.001
H19 0.005 0.005 0.005 0.001 0.001 <0.001
H20 0.003 0.003 0.003 0.002 0.005 0.001
H21 0.004 0.004 0.004 0.002 0.006 <0.001
H22 0.004 0.004 0.004 0.002 0.004 <0.001
H23 0.001 0.002 <0.001
H24 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 <0.001
H25 0.004 0.009 0.001
H26 0.013 0.039 0.002
H27 0.002 0.003 <0.001
H28 0.005 0.015 <0.001

H29 0.002 0.002 0.001 0.003 0.007 <0.001
H30 0.003 0.003 0.003 0.001 0.002 <0.001
R01 0.002 0.004 0.001 0.001 0.001 <0.001
R02 0.002 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001
R03 0.003 0.004 0.001 0.002 0.004 <0.001

S56-R03 0.003 0.003 0.003 0.004 0.006 0.003
S56-H28 0.004 0.004 0.004 0.005 0.007 0.004
H29-R03 0.002 0.003 0.001 0.002 0.003 0.001

項目 年

全亜鉛
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(18) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25 - <0.00006 <0.00006

H26 - <0.00020 <0.00020

H27 - <0.00006 <0.00006

H28 - <0.00006 <0.00006

H29 - <0.00006 <0.00006

H30 - <0.00006 <0.00006

R01 - <0.00006 <0.00006

R02 - <0.00006 <0.00006

R03 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006

S56-R03 - <0.00006 <0.00006 - 0.00008 0.00008
S56-H28 - 0.00010 0.00010
H29-R03 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006

項目 年

ノニルフェ
ノール
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(19) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
西吉野第一発電所 丹生川流末

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26 - <0.002 <0.002
H27
H28 0.00350 0.00350 0.00350

H29 0.0007 0.0007 0.0007
H30 <0.0006 <0.0006 <0.0006

R01 <0.0006 <0.0006 <0.0006

R02 <0.0006 <0.0006 <0.0006

R03 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006
S56-R03 0.0006 0.0006 0.0006 0.00110 0.00123 0.00123
S56-H28 0.00350 0.00275 0.00275
H29-R03 0.0006 0.0006 0.0006 0.00062 0.00062 0.00062

項目 年

LAS
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(20) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 14.3 24.5 4.5 15.0 27.0 3.0 15.1 25.5 3.0
S57 14.3 24.0 4.0 14.0 22.0 4.0 15.1 22.5 4.3
S58 18.1 29.0 6.5 15.7 28.0 6.0 16.2 28.8 5.4
S59 14.7 26.0 4.5 14.5 26.0 4.0 15.7 25.4 3.8
S60 15.9 29.5 5.0 15.3 27.0 5.0 16.2 26.0 5.4
S61 15.5 25.0 3.5 13.8 23.5 3.5 15.2 25.5 3.5
S62 15.2 25.0 3.5 14.1 24.0 4.0 15.8 26.5 4.0
S63 14.4 24.5 3.0 13.3 23.2 2.0 15.4 25.5 5.0
H1 15.2 23.0 5.4 14.7 21.5 5.0 16.4 26.2 5.8
H2 14.9 26.1 5.8 13.6 27.0 5.8 17.0 27.6 7.0
H3 14.6 24.2 4.4 15.4 24.1 4.8 15.7 23.8 5.3
H4 14.5 23.9 5.6 14.2 23.8 5.7 15.1 23.1 5.7
H5 14.2 24.9 4.4 13.4 22.9 3.9 14.2 23.6 3.8
H6 15.8 27.4 5.0 15.2 26.9 4.2 16.5 27.2 4.7
H7 15.0 27.8 3.7 14.3 25.9 3.4 15.8 26.9 5.0
H8 14.7 27.0 1.7 13.9 24.8 2.1 14.8 25.4 4.2
H9 14.9 25.5 4.0 14.3 24.3 3.4 15.1 25.5 5.1
H10 16.0 26.9 4.7 15.4 25.5 4.6 15.9 26.4 4.9
H11 15.4 26.4 4.4 14.9 25.4 4.5 15.4 25.7 5.4
H12 15.3 27.0 4.2 15.0 25.8 4.9 15.8 25.7 4.6
H13 15.6 29.2 3.8 14.7 27.0 3.8 16.3 28.0 6.6
H14 15.6 27.9 3.6 14.7 25.5 3.2 16.1 26.9 4.6
H15 14.4 26.2 1.8 13.7 25.9 1.9 14.7 25.9 4.3
H16 15.5 26.0 5.2 14.6 25.3 5.1 15.0 25.7 5.1
H17 15.5 26.8 2.8 15.2 26.5 2.5 15.4 27.0 2.5
H18 16.3 27.1 4.6 16.0 25.0 4.6 16.0 25.3 4.9
H19 17.1 27.5 6.4 16.6 25.9 7.0 16.7 26.0 7.4
H20 16.5 28.1 6.6 16.2 29.2 6.2 16.3 29.3 6.1
H21 16.0 24.6 6.4 15.6 23.9 6.4 15.9 25.0 6.5
H22 16.5 29.7 5.2 16.0 28.4 5.3 16.2 28.4 5.2
H23 15.5 23.4 4.6 15.3 23.8 5.2 15.2 24.4 4.7
H24 16.1 27.7 6.7 15.3 26.2 5.7 15.7 26.5 6.4
H25 16.5 28.8 7.0 15.3 26.7 6.0 16.1 27.9 5.6
H26 16.4 26.9 5.8 15.3 25.2 5.4 15.4 25.3 4.8
H27 16.4 28.0 6.9 17.5 28.2 7.1 16.3 28.6 6.1
H28 16.4 26.9 6.9 16.6 26.7 5.8 16.6 27.6 6.4

H29 16.2 26.5 5.8 16.1 25.4 5.2 16.3 26.5 4.8
H30 16.6 30.5 4.3 15.2 23.7 2.4 16.8 31.0 2.8
R01 16.5 25.8 2.9 16.4 26.0 6.5 16.5 27.2 3.1
R02 16.8 27.7 7.5 16.9 26.5 7.3 16.4 27.6 6.3
R03 16.7 25.9 6.6 16.0 23.8 5.8 16.3 24.5 6.0

S56-R03 15.6 26.6 4.9 15.1 25.4 4.7 15.8 26.3 5.0
S56-H28 15.5 26.5 4.8 15.0 25.5 4.6 15.7 26.1 5.1
H29-R03 16.6 27.3 5.4 16.1 25.1 5.4 16.4 27.4 4.6

項目 年

水温
(℃)

平均値
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表 5.3.4-3(21) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18 2.2 3.2 1.0 2.4 4.1 1.3 2.3 3.4 1.0
H19 2.0 3.9 0.7 2.5 5.4 1.0 2.5 5.3 1.0
H20 1.8 3.0 0.7 2.6 5.2 1.1 1.9 3.5 0.7
H21 3.0 11.7 0.7 3.3 10.9 1.1 3.2 11.0 0.9
H22 2.4 8.0 0.8 3.0 7.1 1.3 2.3 5.8 1.0
H23 4.7 31.0 0.5 5.0 25.3 0.6 4.9 24.6 0.7
H24 2.5 5.7 1.1 5.8 19.0 1.9 4.7 17.5 1.9
H25 3.6 11.6 1.0 5.2 15.4 1.9 5.2 14.7 1.7
H26 1.9 2.9 1.4 4.1 5.1 1.8 3.9 11.7 1.6
H27 3.0 6.9 0.8 4.6 6.3 2.0 5.0 8.8 1.2
H28 2.0 4.6 0.9 3.5 6.8 2.4 3.6 8.0 1.5

H29 2.6 7.4 0.7 5.1 9.9 3.1 4.6 14.6 1.0
H30 3.1 10.2 0.9 3.0 5.4 1.3 5.9 21.4 1.3
R01 1.7 3.0 0.7 2.1 2.7 1.5 2.0 3.0 1.5
R02 4.2 29.8 0.6 1.6 1.9 1.3 6.0 44.3 0.7
R03 1.4 2.8 0.8 2.7 4.2 1.8 2.4 4.0 1.0

S56-R03 2.6 9.1 0.8 3.5 8.4 1.6 3.8 12.6 1.2
S56-H28 2.7 8.4 0.9 3.8 10.1 1.5 3.6 10.4 1.2
H29-R03 2.6 10.6 0.7 2.9 4.8 1.8 4.2 17.5 1.1

年

平均値

項目

濁度
(度)
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表 5.3.4-3(22) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 7.9 8.5 7.5 7.6 8.1 7.3 7.4 7.9 7.1
S57 7.9 8.0 7.6 7.5 7.8 7.2 7.6 8.4 7.0
S58 7.8 8.4 7.3 7.7 8.1 7.4 7.6 8.1 7.2
S59 7.8 8.2 7.6 7.7 7.9 7.5 7.6 7.9 7.3
S60 7.8 8.5 7.1 7.6 7.9 7.0 7.7 7.9 7.4
S61 8.0 8.6 7.7 7.8 7.9 7.6 7.6 7.7 7.2
S62 7.8 8.1 7.5 7.7 8.0 7.4 7.6 7.9 7.2
S63 7.8 8.0 7.6 7.7 7.9 7.4 7.5 7.6 7.1
H1 7.7 8.2 7.4 7.7 8.1 7.4 7.6 7.8 7.3
H2 7.8 8.2 7.4 7.7 8.1 7.4 7.6 8.1 7.3
H3 7.7 7.9 7.6 7.6 7.8 7.5 7.7 8.0 7.4
H4 7.8 8.1 7.6 7.6 7.9 7.5 7.6 8.0 7.0
H5 7.8 8.2 7.5 7.6 7.7 7.4 7.5 7.9 7.2
H6 7.9 8.1 7.6 7.7 7.9 7.5 7.3 7.9 6.6
H7 7.8 8.0 7.6 7.6 7.8 7.5 7.4 7.8 7.0
H8 7.7 8.0 7.6 7.6 7.7 7.4 7.3 7.6 7.0
H9 7.7 8.1 7.5 7.6 7.8 7.4 7.2 7.5 6.7
H10 7.8 8.0 7.6 7.6 7.8 7.5 6.9 7.2 6.8
H11 7.9 8.3 7.7 7.7 8.0 7.6 6.9 7.4 6.3
H12 8.0 8.3 7.8 7.7 7.9 7.4 7.2 7.6 6.8
H13 7.8 8.4 7.3 7.7 7.9 7.5 7.2 7.8 6.3
H14 8.0 8.4 7.7 7.7 7.9 7.6 7.1 7.6 6.5
H15 7.6 8.2 7.2 7.5 8.1 7.2 7.4 8.2 6.5
H16 8.0 8.5 7.4 7.8 8.3 7.3 7.8 8.1 7.3
H17 7.9 8.2 7.5 7.8 8.4 7.5 7.9 8.7 7.5
H18 7.9 8.3 7.7 7.8 8.1 7.5 7.8 8.1 7.6
H19 7.9 8.1 7.5 7.8 8.1 7.4 7.8 8.1 7.4
H20 8.0 8.3 7.8 7.9 8.2 7.7 8.0 8.5 7.7
H21 7.9 8.2 7.7 7.8 8.1 7.5 7.9 8.4 7.5
H22 8.0 8.3 7.7 7.9 8.2 7.7 7.9 8.2 7.7
H23 7.8 8.0 7.6 7.7 7.9 7.6 7.8 8.0 7.7
H24 7.9 8.1 7.8 7.8 7.9 7.6 7.8 7.9 7.6
H25 7.9 8.2 7.6 7.7 7.8 7.6 7.8 8.0 7.6
H26 7.8 8.0 7.7 7.8 7.8 7.7 7.8 7.9 7.6
H27 7.8 8.0 7.6 7.8 8.0 7.7 7.7 8.0 7.6
H28 7.8 7.9 7.6 7.7 7.9 7.5 7.8 8.0 7.6

H29 7.8 7.9 7.5 7.7 7.9 7.5 7.8 8.0 7.6
H30 7.7 8.1 7.6 7.7 7.8 7.6 7.8 8.5 7.4
R01 7.9 8.1 7.7 7.8 7.9 7.7 7.9 8.0 7.7
R02 7.8 8.1 7.7 7.9 8.1 7.7 7.9 8.4 7.7
R03 7.8 8.0 7.7 7.7 7.8 7.6 7.8 8.0 7.6

S56-R03 7.8 8.2 7.6 7.7 8.0 7.5 7.6 8.0 7.2
S56-H28 7.8 8.2 7.6 7.7 8.0 7.5 7.6 7.9 7.2
H29-R03 7.8 8.0 7.6 7.8 7.9 7.6 7.8 8.2 7.6

項目 年

pH

平均値
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表 5.3.4-3(23) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 1.3 2.1 0.6 2.1 1.2 2.2 0.7 1.3 1.0 1.7 <0.5 1.1
S57 1.5 2.5 0.5 2.3 1.2 2.9 <0.5 1.2 0.8 1.3 0.5 1.0
S58 1.1 2.1 0.7 1.3 1.4 3.1 0.7 1.5 1.2 2.3 0.5 1.4
S59 1.4 2.5 0.6 1.9 1.4 2.2 0.5 1.6 1.2 1.8 0.6 1.5
S60 1.6 4.2 0.6 1.5 1.4 2.9 0.7 1.3 1.4 2.8 0.7 1.6
S61 1.9 7.2 0.6 1.3 1.5 4.7 0.7 1.5 1.8 3.0 0.7 2.5
S62 1.1 2.2 0.5 1.4 1.3 2.4 0.5 1.6 1.8 3.1 0.9 1.9
S63 1.4 3.9 0.5 1.6 1.6 4.1 0.7 2.1 1.7 4.2 0.8 1.8
H1 1.8 4.0 0.6 2.2 1.3 1.9 0.8 1.4 1.4 3.4 0.5 1.6
H2 1.3 5.0 0.3 1.4 1.1 1.6 0.5 1.4 1.4 2.3 0.7 1.6
H3 1.0 1.7 0.5 1.2 1.3 2.5 0.8 1.3 1.2 2.3 0.5 1.3
H4 1.4 2.8 0.6 1.9 1.5 4.2 0.5 1.6 1.3 1.9 0.7 1.6
H5 1.2 2.3 0.6 1.7 1.3 2.3 0.6 1.5 1.6 3.9 0.7 1.8
H6 1.7 3.2 0.4 2.3 1.4 2.1 0.7 1.6 1.9 4.6 0.6 2.4
H7 1.7 3.3 0.6 2.1 2.0 3.7 0.8 2.6 1.7 4.4 0.6 2.0
H8 1.8 3.4 0.9 2.2 2.5 3.6 1.1 3.2 1.9 3.4 0.8 2.4
H9 1.5 3.1 1.0 1.5 1.9 2.8 1.0 2.0 1.2 2.0 0.5 1.5
H10 1.4 2.3 0.8 1.5 1.6 3.0 0.9 1.8 1.6 2.4 0.9 2.0
H11 1.2 2.6 0.6 1.3 1.6 2.5 0.7 1.9 1.7 2.7 0.6 2.0
H12 0.9 1.9 0.5 1.0 1.6 4.8 0.6 2.2 1.5 2.7 0.9 2.0
H13 0.9 2.0 0.4 1.0 1.0 2.3 0.5 1.3 1.3 2.4 <0.5 1.5
H14 0.8 1.4 0.4 1.0 1.0 3.0 0.4 0.9 1.7 6.8 <0.5 1.6
H15 1.2 3.5 0.4 2.2 1.1 2.9 0.5 1.4 1.0 2.2 0.3 1.5
H16 1.0 2.3 0.4 1.4 1.4 3.4 0.8 1.3 1.4 3.6 0.7 1.2
H17 0.7 1.3 0.4 0.9 1.0 1.3 0.6 1.2 1.0 1.8 0.5 1.0
H18 0.8 1.3 0.4 0.9 0.9 1.9 0.4 1.0 0.9 1.7 0.6 1.0
H19 1.1 3.1 0.6 1.1 0.9 1.7 0.4 1.0 0.9 1.2 0.6 1.1
H20 0.8 1.2 0.5 1.0 0.9 1.7 0.6 0.9 0.8 1.1 0.5 1.0
H21 0.7 0.9 0.4 0.8 0.8 1.3 0.5 0.9 0.8 1.1 0.6 0.9
H22 0.7 1.2 0.3 0.8 0.8 1.2 0.5 0.9 0.9 2.1 0.5 0.9
H23 0.6 0.9 0.3 0.6 0.8 1.1 0.4 0.9 0.8 1.1 0.4 0.9
H24 0.7 0.8 0.5 0.7 0.7 1.1 0.5 0.8 0.7 1.0 0.4 0.8
H25 0.6 1.1 0.3 0.7 0.6 1.2 0.3 0.7 0.6 1.1 0.2 0.7
H26 0.7 1.2 0.3 0.7 0.5 0.7 0.2 0.6 0.7 1.5 0.4 0.7
H27 0.6 1.1 0.4 0.6 0.7 1.5 0.3 0.6 0.7 1.8 0.4 0.7
H28 0.5 0.7 0.3 0.6 0.6 0.9 0.4 0.8 0.6 1.0 0.2 0.7

H29 0.6 1.0 0.3 0.7 0.7 0.9 0.4 0.9 0.6 1.8 0.2 0.7
H30 0.6 1.1 0.4 0.6 0.6 0.9 0.3 0.6 0.5 1.0 0.3 0.6
R01 0.6 0.9 0.2 0.8 0.5 0.9 0.2 0.5 0.6 0.9 0.2 0.6
R02 0.5 0.9 0.2 0.6 0.5 0.8 0.2 0.7 0.5 1.2 0.3 0.6
R03 0.5 0.7 0.4 0.6 0.6 0.8 0.3 0.8 0.6 0.9 0.2 0.7

S56-R03 1.1 2.2 0.5 1.3 1.1 2.2 0.6 1.3 1.1 2.3 0.5 1.3
S56-H28 1.1 2.4 0.5 1.4 1.2 2.4 0.6 1.4 1.2 2.4 0.6 1.4
H29-R03 0.6 0.9 0.3 0.7 0.6 0.9 0.3 0.7 0.6 1.2 0.2 0.6

項目 年

BOD
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(24) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 1.8 2.4 1.3 2.1 1.8 2.8 0.8 1.8 1.8 3.3 0.6 2.0
S57 1.9 3.6 0.6 2.3 1.9 5.0 1.1 1.7 2.0 3.2 0.7 2.1
S58 1.4 2.6 0.9 1.4 1.7 5.2 0.7 1.7 1.8 2.6 1.1 2.0
S59 1.5 2.8 0.9 2.0 1.5 2.2 1.0 1.6 1.5 2.0 0.6 1.7
S60 2.1 4.0 0.9 2.0 2.1 5.7 1.0 2.0 2.2 4.5 1.1 2.6
S61 1.7 3.2 1.1 1.7 1.3 2.2 0.4 1.6 2.0 2.9 1.2 2.3
S62 2.0 3.8 1.1 2.2 2.0 3.1 1.0 2.4 2.3 4.4 1.1 2.6
S63 2.0 3.3 1.1 2.4 2.6 7.9 1.5 2.5 2.7 8.1 1.5 2.5
H1 2.3 4.8 1.5 2.4 2.0 3.5 1.3 2.3 2.3 3.9 0.6 2.6
H2 2.4 4.3 1.4 2.8 2.2 2.8 1.8 2.5 2.2 3.4 1.4 2.7
H3 2.2 3.1 1.6 2.5 2.5 4.1 1.5 2.8 2.3 3.7 1.4 2.4
H4 2.5 6.1 1.5 2.6 2.5 6.1 1.5 2.6 2.1 3.5 0.7 2.4
H5 2.2 4.9 1.4 2.4 2.4 5.0 1.6 2.4 2.4 5.0 1.1 2.8
H6 2.2 3.4 1.4 2.6 2.3 3.7 1.4 2.3 2.6 4.7 1.3 3.0
H7 2.3 3.5 1.5 2.6 2.6 3.3 1.7 3.0 2.8 4.9 1.6 3.1
H8 2.7 3.5 1.6 3.0 3.1 4.0 1.9 3.4 4.0 6.7 2.5 3.9
H9 2.3 3.6 1.7 2.4 2.6 3.5 1.9 2.8 3.3 4.3 2.2 3.7
H10 2.5 6.7 1.8 2.2 2.6 5.8 1.9 2.7 3.3 5.5 2.2 3.5
H11 2.2 3.8 1.5 2.6 2.6 5.5 1.8 2.6 1.7 2.8 0.8 2.2
H12 2.2 4.5 1.3 2.3 3.1 7.8 1.6 3.5 2.3 4.0 1.3 2.8
H13 2.0 3.3 1.2 2.3 2.2 3.2 1.6 2.4 2.2 3.3 1.4 3.1
H14 2.2 5.4 1.3 2.2 2.1 3.0 1.5 2.2 2.4 4.4 0.9 2.5
H15 2.6 4.6 1.2 3.9 2.8 5.6 1.3 3.2 2.4 3.8 1.0 2.9
H16 2.2 3.7 1.5 2.5 3.2 6.0 1.9 3.7 2.7 4.8 1.9 3.1
H17 2.1 3.1 1.5 2.4 2.5 3.9 1.8 2.7 2.5 5.1 1.7 2.5
H18 1.9 2.5 1.4 2.3 2.3 3.1 1.8 2.4 2.1 2.8 1.7 2.4
H19 2.3 4.0 1.5 2.4 2.5 3.8 1.8 2.5 2.5 3.7 1.9 2.5
H20 1.9 2.8 1.3 2.1 2.2 3.5 1.6 2.3 2.2 3.4 1.5 2.3
H21 2.0 3.4 1.3 2.1 2.2 3.3 1.6 2.3 2.2 3.5 1.7 2.4
H22 2.0 2.7 1.6 2.3 2.1 2.7 1.8 2.2 2.2 2.7 1.8 2.4
H23 1.9 2.8 1.4 2.1 2.1 3.2 1.6 2.2 2.2 3.2 1.7 2.3
H24 1.8 2.4 1.5 1.8 1.8 2.3 1.4 1.9 1.8 2.3 1.4 2.0
H25 1.9 2.7 1.2 2.1 1.8 2.5 1.2 2.5 1.9 2.8 1.1 2.3
H26 1.8 2.2 1.4 1.8 1.7 1.9 1.5 1.8 1.9 2.4 1.6 2.0
H27 1.8 2.8 1.0 2.1 2.0 3.4 0.9 2.1 2.0 3.6 1.3 2.1
H28 1.7 2.3 1.3 1.9 1.9 2.1 1.7 2.1 1.8 2.5 1.4 1.8

H29 1.9 3.2 1.2 1.9 2.5 3.1 1.6 2.9 2.1 4.7 1.2 2.2
H30 1.8 3.3 1.1 1.9 1.8 2.0 1.5 1.9 1.8 3.0 1.1 1.9
R01 1.8 2.8 1.0 2.0 1.5 2.1 1.1 1.6 1.9 3.1 1.1 2.0
R02 1.7 4.6 1.2 1.6 1.7 2.3 1.2 1.8 1.9 5.5 1.0 1.8
R03 1.8 2.2 1.5 1.8 1.8 2.0 1.1 2.0 1.8 2.6 1.0 1.9

S56-R03 2.0 3.5 1.3 2.2 2.2 3.8 1.4 2.4 2.2 3.8 1.3 2.5
S56-H28 2.1 3.6 1.3 2.3 2.2 4.0 1.5 2.4 2.3 3.8 1.4 2.5
H29-R03 1.8 3.2 1.2 1.8 1.8 2.3 1.3 2.0 1.9 3.8 1.1 2.0

項目 年

COD
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(25) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 7.8 18.0 3.1 6.5 14.0 2.4 9.3 27.0 2.0
S57 13.8 32.0 2.3 19.6 64.0 4.5 9.2 31.0 1.0
S58 10.6 41.0 2.1 22.5 120.0 2.8 8.4 25.0 1.0
S59 9.8 41.0 3.0 10.0 35.0 2.2 5.3 31.0 1.0
S60 17.1 91.0 2.9 19.5 100.0 4.3 10.7 62.0 2.0
S61 5.6 14.0 1.1 6.1 16.0 1.9 4.3 15.0 1.0
S62 6.8 30.7 1.3 6.1 11.0 2.6 4.8 12.0 1.0
S63 5.3 21.0 1.0 16.2 133.0 2.1 11.3 93.0 1.0
H1 8.3 35.5 3.1 8.2 23.0 4.7 6.3 17.0 3.0
H2 12.5 46.8 2.3 11.1 25.3 3.9 8.8 21.0 3.0
H3 10.2 36.0 1.9 9.7 30.8 2.0 5.3 28.0 1.0
H4 30.3 294.0 2.9 25.9 232.0 2.9 13.3 130.0 1.0
H5 15.8 134.0 1.9 13.0 100.0 1.4 5.0 21.0 1.0
H6 6.5 24.3 1.9 9.4 61.3 1.4 4.5 22.0 <1.0
H7 5.8 10.9 2.5 5.6 14.2 2.3 3.2 8.0 1.0
H8 6.0 13.9 1.9 5.4 14.8 1.9 3.7 9.0 <1.0
H9 4.6 7.7 1.8 5.3 10.0 1.3 2.9 5.0 1.0
H10 9.8 71.6 1.0 7.1 38.4 1.8 4.6 31.0 <1.0
H11 3.7 6.9 1.1 3.6 5.9 1.7 1.6 3.0 <1.0
H12 3.5 7.9 1.0 3.4 6.1 <1.0 1.4 3.0 <1.0
H13 3.9 12.8 1.3 5.6 15.4 2.7 3.6 14.0 <1.0
H14 3.5 11.6 1.2 5.5 32.0 1.5 5.4 51.0 <1.0
H15 3.6 6.1 1.6 4.4 6.7 2.3 4.0 7.0 <1.0
H16 3.4 8.6 1.5 7.0 26.1 1.1 6.8 25.4 1.6
H17 3.2 6.5 <1.0 5.0 10.0 2.1 5.4 14.5 2.1
H18 2.8 5.0 1.3 3.7 12.8 1.6 3.2 7.0 1.1
H19 3.1 5.6 1.2 3.2 7.0 1.8 3.5 7.6 1.3
H20 2.5 5.5 0.7 3.5 6.7 1.9 2.9 7.7 0.9
H21 3.7 8.0 1.5 4.1 8.3 1.7 4.3 8.8 1.5
H22 3.1 9.7 0.9 4.0 8.2 1.7 3.3 6.7 1.5
H23 4.8 25.4 0.9 5.2 22.8 0.9 5.1 20.6 1.4
H24 2.7 4.3 1.0 5.2 13.6 1.4 4.5 12.6 1.6
H25 3.4 7.0 0.8 4.6 9.9 1.6 4.8 9.5 1.4
H26 2.5 4.4 1.5 3.9 5.0 2.2 4.3 12.0 1.7
H27 3.4 7.0 0.8 5.0 6.5 1.8 5.3 7.9 1.3
H28 2.7 7.5 1.1 3.8 7.8 2.3 4.2 8.1 2.0

H29 3.2 6.5 0.7 6.1 11.0 3.6 5.6 17.0 1.3
H30 3.8 12.0 1.4 4.1 7.6 1.7 7.7 35.0 1.7
R01 2.4 5.1 0.7 2.5 4.4 1.3 3.9 15.0 1.5
R02 5.0 33.0 0.6 2.1 3.2 0.9 6.9 49.0 1.1
R03 2.3 5.0 1.1 3.6 5.3 2.2 3.2 5.8 1.2

S56-R03 6.4 28.7 1.5 7.5 31.3 2.1 5.4 22.8 1.3
S56-H28 6.8 30.9 1.6 8.0 34.8 2.2 5.4 22.6 1.3
H29-R03 3.3 12.3 0.9 3.7 6.3 1.9 5.5 24.4 1.4

項目 年

SS
(mg/L)

平均値



  

5-187 

 

表 5.3.4-3(26) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 10.8 13.0 8.7 10.5 13.0 8.5 10.6 13.0 8.8
S57 10.9 13.0 9.3 10.4 13.0 8.5 10.3 13.0 8.8
S58 10.3 12.0 9.2 10.5 12.0 9.0 10.3 13.0 8.7
S59 10.7 13.0 8.0 10.5 14.0 7.9 10.1 12.0 7.8
S60 10.4 13.0 7.9 10.3 13.0 8.3 9.9 13.0 7.8
S61 10.6 13.0 8.1 10.7 14.0 8.4 10.3 13.0 8.5
S62 10.0 13.0 7.6 10.5 13.0 8.1 10.2 13.0 8.3
S63 10.2 12.2 8.5 10.6 12.5 8.7 10.3 12.0 8.9
H1 9.7 12.3 8.0 10.3 12.9 8.5 9.7 12.0 8.0
H2 10.1 12.3 8.6 10.5 12.3 8.5 9.7 12.0 8.6
H3 10.5 13.4 7.7 10.5 13.1 8.2 9.8 11.0 8.1
H4 10.3 12.4 8.6 10.5 12.5 8.7 10.5 13.0 8.3
H5 10.4 13.3 8.3 10.7 13.5 8.7 10.0 12.0 8.0
H6 10.0 12.3 8.2 10.1 12.4 8.4 10.0 12.0 8.5
H7 10.2 12.7 8.5 10.4 13.0 8.9 10.5 14.0 8.9
H8 10.1 13.1 7.2 10.6 13.4 8.2 10.9 13.0 9.1
H9 10.5 13.1 8.0 11.0 13.2 8.9 10.6 13.0 8.7
H10 10.1 13.0 7.8 10.5 13.1 8.3 10.2 12.0 8.8
H11 10.3 12.3 8.6 10.6 12.5 8.7 10.4 12.0 9.0
H12 10.3 12.8 8.3 10.4 13.0 8.8 10.7 13.0 9.7
H13 10.1 12.9 8.3 10.1 12.1 8.1 9.7 11.0 7.7
H14 10.4 12.3 8.2 10.3 13.0 8.2 10.1 12.0 8.7
H15 10.3 12.7 8.8 10.3 12.6 8.7 10.3 13.0 8.5
H16 10.7 13.1 9.0 10.8 13.4 8.5 10.7 13.5 8.8
H17 10.9 13.5 9.1 11.0 13.3 9.2 11.0 13.2 9.2
H18 10.8 14.8 8.9 10.9 13.8 8.9 10.8 13.6 8.8
H19 10.4 13.4 8.5 10.7 13.3 8.8 10.6 12.5 8.3
H20 10.4 12.4 8.4 10.6 12.7 8.7 10.7 12.7 8.7
H21 10.2 12.9 8.1 10.4 13.0 8.2 10.4 12.8 8.2
H22 10.2 12.5 8.5 10.3 12.2 8.7 10.3 12.5 8.7
H23 10.6 13.8 8.9 10.6 13.3 8.8 10.7 13.8 9.0
H24 10.6 12.9 8.5 10.6 13.0 8.5 10.5 12.6 8.6
H25 10.1 12.6 8.1 11.0 12.8 8.3 10.3 12.7 8.1
H26 10.1 12.0 8.4 10.2 12.0 8.9 10.2 12.0 8.7
H27 10.1 12.0 8.4 10.3 13.0 8.6 10.3 13.0 8.5
H28 9.9 12.0 8.3 9.9 12.0 8.7 10.0 12.0 8.7

H29 10.1 12.0 8.1 10.3 13.0 8.5 10.3 13.0 8.4
H30 10.2 12.0 8.6 10.4 13.0 8.6 10.2 13.0 8.6
R01 10.1 13.0 8.5 10.2 12.0 8.8 10.1 12.0 8.6
R02 10.0 11.0 8.1 10.5 12.0 9.2 10.2 12.0 8.1
R03 9.5 11.0 8.9 10.3 13.0 8.8 10.3 13.0 8.7

S56-R03 10.3 12.7 8.4 10.5 12.9 8.6 10.3 12.6 8.6
S56-H28 10.3 12.8 8.4 10.5 12.9 8.6 10.3 12.6 8.6
H29-R03 10.0 11.8 8.4 10.3 12.6 8.8 10.2 12.6 8.5

項目 年

DO
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(27) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 25867 79000 3300 10409 33000 330 2764 9200 490
S57 57533 240000 2200 23642 170000 1300 9057 33000 790
S58 29059 130000 790 17392 79000 1300 23833 130000 490
S59 17161 79000 330 18283 70000 1700 19067 130000 2400
S60 79250 540000 2400 10460 49000 330 13408 49000 2700
S61 22721 130000 220 8408 49000 790 8983 33000 1700
S62 34312 240000 490 11636 54000 1300 12333 70000 1600
S63 16049 79000 790 10982 33000 1300 8742 17000 3300
H1 46358 330000 2300 11717 49000 2100 15533 54000 1300
H2 15050 49000 1700 19309 70000 3300 17242 33000 7900
H3 10568 49000 220 18967 49000 1700 22883 79000 2400
H4 10303 49000 330 7483 33000 1100 24608 70000 5400
H5 5889 23000 490 8222 49000 490 38417 200000 3900
H6 9982 49000 790 13983 49000 1300 23117 58000 8400
H7 7417 33000 170 17883 49000 3300 42750 170000 11000
H8 5333 11000 490 11258 33000 790 40417 130000 11000
H9 5253 22000 330 13874 49000 790 29700 110000 5000
H10 12483 33000 490 14767 79000 1100 31750 130000 11000
H11 7533 33000 490 10519 35000 330 7877 20000 920
H12 11143 49000 170 14057 49000 490 3512 11000 790
H13 8483 28000 3100 12517 33000 3100 4659 22000 460
H14 8801 49000 170 11594 49000 230 3660 23000 220
H15 3168 7900 330 3958 13000 1300 6143 17000 230
H16 3541 13000 490 5248 13000 790 8267 23000 1400
H17 9499 33000 790 17833 130000 790 7615 33000 790
H18 8321 33000 330 6107 17000 490 4683 13000 1100
H19 5375 23000 220 7742 17000 1700 10809 33000 430
H20 8274 33000 330 12376 79000 310 14311 130000 240
H21 6011 24000 330 7040 24000 490 11081 79000 490
H22 8975 79000 240 8507 33000 490 6457 22000 490
H23 4010 13000 130 4243 13000 240 9697 33000 270
H24 3933 17000 170 3383 11000 240 4459 17000 220
H25 4618 22000 330 4980 17000 490 7133 24000 490
H26 2009 7000 170 3460 11000 240 2646 11000 330
H27 4592 14000 79 2875 4900 700 7363 33000 460
H28 6701 24000 330 11600 33000 2200 8463 49000 460

H29 9759 49000 170 11423 33000 790 14460 130000 130
H30 7565 33000 130 15980 49000 220 5781 17000 280
R01 4270 17000 70 1905 5400 170 4738 17000 170
R02 9308 79000 130 1740 3300 460 28920 330000 330
R03 5980 24000 330 8470 24000 79 8145 33000 110

S56-R03 13718 69973 655 10640 42502 992 14036 64029 2234
S56-H28 14599 74081 723 11020 45219 1082 14262 58283 2516
H29-R03 7377 40400 166 7903 22940 344 12409 105400 204

年項目

大腸菌群数
(MPN/100

ｍL)

平均値
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表 5.3.4-3(28) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12 644 1800 23
H13 557 2800 30
H14 1086 2400 100
H15 251 940 4 254 700 3 274 1000 34
H16 190 740 18 584 2600 71 342 1100 38
H17 213 800 19 515 2400 37 304 1800 6
H18 193 720 31 237 820 33 204 840 37
H19 200 680 14 631 2700 17 383 1900 10
H20 2360 27000 4 543 2600 36 321 2300 10
H21 223 1100 25 223 580 65 236 1100 16
H22 454 2600 7 213 1400 38 181 1000 36
H23 899 9600 2 140 420 14 496 4400 5
H24 57 360 8 57 160 12 51 250 5
H25 1 11 0 5 15 1 13 91 0
H26 101 220 22 636 2200 64 332 2300 28
H27 194 640 13 173 320 12 279 620 120
H28 178 660 34 228 540 56 360 1900 56

H29 222 1200 6 358 720 200 354 2500 20
H30 194 1200 9 150 440 23 174 650 24
R01 77 400 4 71 180 13 104 250 7
R02 443 4800 2 44 68 30 1115 13000 4
R03 74 250 2 117 240 48 114 480 8

S56-R03 368 2787 13 273 1005 41 336 1994 28
S56-H28 420 3167 16 317 1247 33 324 1533 33
H29-R03 202 1570 5 148 330 63 372 3376 13

項目 年

糞便性大腸
菌群数

(個/100ｍ
L)

平均値
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表 5.3.4-3(29) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.63 0.85 0.44
S57 1.07 1.20 0.99
S58 0.76 1.70 0.04
S59 0.92 1.10 0.69
S60 0.61 1.10 0.30 0.73 1.40 0.39 0.85 1.20 0.41
S61 0.60 0.89 0.46 0.69 1.10 0.49 0.83 0.91 0.63
S62 0.85 1.54 0.47 0.87 1.31 0.52 0.84 1.10 0.50
S63 0.70 0.78 0.65 0.84 0.97 0.69 0.86 1.00 0.68
H1 0.88 1.16 0.58 0.82 0.98 0.64 0.73 0.87 0.54
H2 0.64 0.91 0.38 0.91 1.37 0.68 0.76 1.20 0.41
H3 0.57 0.75 0.41 0.71 1.00 0.50 0.68 0.86 0.53
H4 0.90 1.25 0.55 0.97 1.39 0.70 0.86 1.40 0.55
H5 0.63 0.78 0.48 0.68 0.82 0.58 0.70 0.92 0.49
H6 0.57 0.61 0.54 0.80 0.94 0.58 0.68 0.97 0.56
H7 0.78 1.03 0.53 1.01 1.35 0.70 0.67 0.80 0.48
H8 0.89 1.05 0.72 1.06 1.26 0.78 1.04 1.60 0.69
H9 0.93 1.12 0.64 1.30 1.92 0.90 1.07 1.60 0.63
H10 0.74 0.90 0.57 0.93 1.25 0.70 0.85 1.10 0.64
H11 0.69 0.94 0.52 0.92 1.15 0.77 0.93 1.30 0.69
H12 0.74 0.92 0.54 0.99 1.34 0.77 1.32 2.10 0.85
H13 0.71 1.00 0.46 0.89 1.23 0.56 0.94 1.30 0.70
H14 0.64 0.81 0.35 0.72 0.90 0.43 1.00 1.00 1.00
H15 0.77 0.88 0.69 0.83 1.01 0.73 0.91 1.10 0.68
H16 0.64 0.88 0.52 0.66 0.68 0.63 0.68 0.81 0.58
H17 0.67 0.69 0.64 0.94 0.95 0.92 0.80 0.92 0.68
H18 0.62 0.81 0.49 0.74 0.89 0.54 0.76 1.06 0.58
H19 0.70 1.05 0.38 0.86 1.24 0.47 0.88 1.15 0.46
H20 0.65 0.85 0.50 0.86 1.17 0.60 0.80 1.00 0.60
H21 0.64 0.87 0.44 0.76 0.87 0.56 0.74 0.93 0.50
H22 0.61 0.89 0.40 0.74 0.91 0.49 0.75 0.96 0.49
H23 0.63 0.83 0.44 0.79 1.02 0.61 0.81 1.06 0.56
H24 0.57 0.84 0.39 0.64 0.76 0.45 0.64 0.85 0.44
H25 0.57 0.69 0.43 0.65 0.82 0.52 0.63 0.83 0.43
H26 0.51 0.75 0.34 0.54 0.68 0.43 0.58 0.78 0.41
H27 0.51 0.68 0.30 0.52 0.75 0.34 0.54 0.72 0.31
H28 0.45 0.53 0.29 0.46 0.57 0.41 0.49 0.64 0.35

H29 0.46 0.57 0.28 0.57 0.63 0.46 0.50 0.79 0.35
H30 0.46 0.62 0.31 0.53 0.68 0.42 0.52 0.70 0.29
R01 0.42 0.54 0.29 0.50 0.56 0.40 0.52 0.74 0.35
R02 0.41 0.66 0.23 0.44 0.56 0.35 0.48 0.83 0.26
R03 0.39 0.48 0.30 0.47 0.53 0.39 0.48 0.59 0.34

S56-R03 0.64 0.86 0.45 0.77 1.00 0.57 0.77 1.04 0.53
S56-H28 0.67 0.90 0.48 0.81 1.06 0.60 0.81 1.08 0.56
H29-R03 0.43 0.57 0.28 0.50 0.59 0.40 0.50 0.73 0.32

項目 年

全窒素
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(30) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.330 0.490 0.230 0.446 0.660 0.270
S57 0.428 0.570 0.270 0.497 0.880 0.290
S58 0.342 0.600 0.140 0.433 0.850 0.180
S59 0.383 0.580 0.190 0.415 0.590 0.290
S60 0.399 0.660 0.170 0.500 0.890 0.220
S61 0.365 0.530 0.270 0.437 0.900 0.250
S62 0.567 0.920 0.330 0.487 0.820 0.310
S63 0.438 0.490 0.380 0.503 0.550 0.400
H1 0.495 0.670 0.330 0.498 0.670 0.380
H2 0.438 0.700 0.150 0.630 0.960 0.460
H3 0.408 0.620 0.250 0.490 0.730 0.340
H4 0.493 0.540 0.430 0.538 0.580 0.490
H5 0.425 0.510 0.390 0.440 0.490 0.380
H6 0.345 0.500 0.220 0.513 1.020 0.250
H7 0.518 0.620 0.380 0.555 0.680 0.420
H8 0.453 0.620 0.160 0.490 0.750 0.230
H9 0.528 0.710 0.310 0.653 0.960 0.410
H10 0.505 0.570 0.430 0.620 0.760 0.420
H11 0.423 0.600 0.260 0.525 0.750 0.270 0.540 0.540 0.540
H12 0.490 0.620 0.340 0.560 0.750 0.420 0.640 0.820 0.460
H13 0.538 0.790 0.300 0.643 0.910 0.340 0.595 0.940 0.380
H14 0.500 0.650 0.220 0.513 0.640 0.260 0.565 0.720 0.290
H15 0.650 0.680 0.600 0.633 0.810 0.520 0.695 0.800 0.560
H16 0.480 0.530 0.370 0.440 0.510 0.370 0.488 0.560 0.370
H17 0.545 0.590 0.500 0.755 0.820 0.690 0.623 0.690 0.500
H18 0.487 0.640 0.340 0.572 0.710 0.430 0.585 0.780 0.400
H19 0.530 0.670 0.280 0.655 0.850 0.330 0.685 0.850 0.350
H20 0.522 0.720 0.380 0.679 0.960 0.460 0.646 0.840 0.460
H21 0.503 0.740 0.310 0.588 0.700 0.370 0.577 0.760 0.330
H22 0.465 0.760 0.280 0.575 0.760 0.340 0.578 0.840 0.340
H23 0.510 0.690 0.360 0.616 0.770 0.460 0.630 0.780 0.410
H24 0.455 0.710 0.290 0.493 0.610 0.330 0.503 0.640 0.340
H25 0.448 0.570 0.270 0.520 0.590 0.440 0.502 0.690 0.320
H26 0.369 0.600 0.220 0.415 0.520 0.310 0.424 0.530 0.300
H27 0.395 0.540 0.220 0.375 0.470 0.250 0.422 0.610 0.220
H28 0.348 0.460 0.200 0.343 0.490 0.270 0.380 0.550 0.240

H29 0.349 0.500 0.170 0.415 0.460 0.390 0.363 0.460 0.210
H30 0.353 0.490 0.180 0.408 0.560 0.310 0.417 0.580 0.170
R01 0.308 0.420 0.170 0.390 0.470 0.290 0.404 0.600 0.200
R02 0.303 0.410 0.130 0.340 0.420 0.240 0.361 0.510 0.150
R03 0.297 0.400 0.220 0.358 0.400 0.280 0.367 0.470 0.240

S56-R03 0.442 0.602 0.284 0.511 0.699 0.350 0.521 0.677 0.338
S56-H28 0.459 0.624 0.299 0.529 0.732 0.357 0.560 0.719 0.378
H29-R03 0.322 0.444 0.174 0.382 0.462 0.302 0.382 0.524 0.194

項目 年

硝酸態窒素
NO3-N

(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(31) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 <0.001 <0.001 <0.001 0.024 0.060 <0.001
S57 0.003 0.010 <0.001 0.016 0.050 <0.001
S58 <0.001 <0.001 <0.001 0.008 0.020 <0.001
S59 0.005 0.020 <0.001 0.030 0.130 <0.001
S60 0.004 0.020 <0.001 0.016 0.050 <0.001
S61 0.004 0.020 <0.001 0.019 0.050 <0.001
S62 0.008 0.013 <0.001 0.023 0.072 0.010
S63 0.015 0.033 0.005 0.053 0.118 0.012
H1 0.015 0.024 0.010 0.018 0.041 0.006
H2 0.008 0.012 0.003 0.009 0.016 0.005
H3 0.008 0.011 0.006 0.014 0.028 0.007
H4 0.008 0.013 0.005 0.011 0.023 0.004
H5 0.012 0.027 0.003 0.015 0.035 0.005
H6 0.010 0.023 0.002 0.025 0.039 0.010
H7 0.011 0.016 0.004 0.032 0.068 0.009
H8 0.016 0.024 0.009 0.043 0.071 0.017
H9 0.013 0.024 0.004 0.042 0.119 0.008
H10 0.009 0.013 0.005 0.018 0.023 0.009
H11 0.010 0.022 0.004 0.031 0.055 0.012 0.010 0.010 0.010
H12 0.013 0.023 0.004 0.047 0.082 0.017 0.042 0.080 0.010
H13 0.010 0.018 0.004 0.031 0.062 0.007 0.025 0.050 0.010
H14 0.008 0.012 0.005 0.041 0.105 0.010 0.033 0.090 0.010
H15 0.008 0.014 0.004 0.008 0.012 0.005 0.010 0.016 0.005
H16 0.007 0.010 0.003 0.010 0.010 0.009 0.009 0.014 0.004
H17 0.006 0.010 0.002 0.017 0.031 0.002 0.013 0.036 0.003
H18 0.008 0.028 0.004 0.011 0.027 0.005 0.013 0.032 0.004
H19 0.006 0.010 0.003 0.008 0.019 0.004 0.009 0.019 0.004
H20 0.005 0.010 0.002 0.006 0.008 0.003 0.006 0.007 0.003
H21 0.004 0.008 0.003 0.007 0.011 0.004 0.006 0.011 0.004
H22 0.004 0.007 0.003 0.007 0.013 0.004 0.006 0.010 0.004
H23 0.005 0.012 0.002 0.012 0.037 0.004 0.012 0.030 0.004
H24 0.004 0.006 0.002 0.007 0.024 0.003 0.008 0.032 0.003
H25 0.003 0.006 0.001 0.005 0.009 0.003 0.005 0.012 0.003
H26 0.003 0.005 0.002 0.003 0.004 0.002 0.004 0.005 0.002
H27 0.003 0.006 0.001 0.003 0.006 0.001 0.003 0.006 0.001
H28 0.001 0.003 <0.001 0.002 0.003 0.002 0.002 0.003 0.002

H29 0.002 0.004 0.001 0.003 0.004 0.002 0.002 0.005 0.001
H30 0.003 0.007 0.001 0.003 0.005 0.001 0.003 0.006 0.001
R01 0.003 0.005 0.001 0.002 0.003 0.002 0.003 0.005 0.002
R02 0.002 0.006 0.001 0.003 0.004 0.001 0.003 0.007 0.001
R03 0.002 0.003 0.001 0.003 0.004 0.002 0.003 0.005 0.001

S56-R03 0.007 0.013 0.003 0.017 0.038 0.005 0.010 0.021 0.004
S56-H28 0.007 0.014 0.003 0.019 0.043 0.006 0.012 0.026 0.005
H29-R03 0.002 0.005 0.001 0.003 0.004 0.002 0.003 0.006 0.001

項目 年

亜硝酸態窒
素

NO2-N

(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(32) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.025 0.060 <0.01 0.047 0.110 <0.01 0.073 0.100 <0.06
S57 0.073 0.280 <0.01 0.061 0.140 <0.01 0.115 0.250 <0.06
S58 0.028 0.080 <0.01 0.068 0.190 <0.01 0.078 0.120 <0.06
S59 0.038 0.150 <0.01 0.125 0.440 <0.01 0.130 0.260 <0.06
S60 0.028 0.100 <0.01 0.096 0.220 <0.01 0.150 0.290 <0.06
S61 0.043 0.250 <0.01 0.078 0.130 <0.01 0.120 0.300 <0.06
S62 0.045 0.080 <0.01 0.098 0.160 <0.01 0.093 0.150 <0.06
S63 0.053 0.100 0.030 0.100 0.140 0.080 0.080 0.090 0.070
H1 0.138 0.260 0.050 0.075 0.110 0.050 0.080 0.140 <0.06
H2 0.040 0.070 0.020 0.103 0.140 0.050 0.075 0.120 <0.06
H3 0.038 0.080 0.020 0.060 0.090 0.030 0.113 0.260 <0.06
H4 0.033 0.050 0.010 0.068 0.100 0.040 0.068 0.090 <0.06
H5 0.025 0.040 0.020 0.058 0.080 0.040 0.078 0.130 <0.06
H6 0.043 0.080 0.020 0.070 0.130 0.030 0.090 0.120 <0.06
H7 0.035 0.050 0.020 0.090 0.140 0.060 0.133 0.240 0.060
H8 0.070 0.140 0.040 0.153 0.250 0.110 0.250 0.540 0.060
H9 0.038 0.060 <0.01 0.218 0.470 0.040 0.143 0.370 <0.06
H10 0.033 0.060 0.010 0.095 0.210 0.030 0.088 0.170 <0.06
H11 0.050 0.140 0.020 0.083 0.160 0.040 0.098 0.150 0.070
H12 0.050 0.110 0.020 0.130 0.300 0.030 0.097 0.150 <0.06
H13 0.038 0.060 0.020 0.080 0.120 0.020 0.080 0.090 <0.06
H14 0.020 0.040 <0.01 0.058 0.070 0.030 0.073 0.100 <0.06
H15 0.018 0.030 <0.01 0.053 0.100 0.020 0.045 0.100 <0.01
H16 0.028 0.060 <0.01 0.050 0.050 0.050 0.045 0.090 <0.01
H17 0.020 0.040 <0.01 0.040 0.050 0.030 0.035 0.060 <0.01
H18 0.018 0.060 <0.01 0.038 0.060 0.020 0.032 0.090 <0.01
H19 0.018 0.050 <0.01 0.052 0.120 0.010 0.041 0.090 <0.01
H20 0.011 0.020 <0.01 0.035 0.080 0.020 0.019 0.040 <0.01
H21 0.016 0.030 <0.01 0.034 0.060 0.010 0.027 0.050 0.010
H22 0.013 0.020 <0.01 0.031 0.050 <0.01 0.025 0.050 <0.01
H23 0.015 0.050 <0.01 0.038 0.080 <0.01 0.033 0.080 <0.01
H24 0.013 0.020 <0.01 0.038 0.080 0.020 0.029 0.060 0.010
H25 0.017 0.030 <0.01 0.032 0.040 0.020 0.025 0.040 0.020
H26 0.013 0.020 <0.01 0.033 0.040 0.030 0.028 0.050 0.010
H27 0.016 0.030 <0.01 0.023 0.030 0.010 0.018 0.030 0.010
H28 0.010 0.010 <0.01 0.015 0.020 0.010 0.012 0.020 <0.01

H29 0.012 0.020 <0.01 0.015 0.030 0.010 0.015 0.030 <0.01
H30 0.018 0.040 <0.01 0.025 0.050 0.010 0.021 0.040 0.010
R01 0.013 0.020 <0.01 0.020 0.030 0.010 0.015 0.020 <0.01
R02 0.014 0.050 <0.01 0.015 0.030 0.010 0.019 0.060 <0.01
R03 0.013 0.020 <0.01 0.023 0.030 0.010 0.016 0.030 0.010

S56-R03 0.031 0.072 0.014 0.064 0.120 0.026 0.068 0.128 0.038
S56-H28 0.033 0.078 0.015 0.070 0.132 0.028 0.075 0.141 0.041
H29-R03 0.014 0.030 0.010 0.020 0.034 0.010 0.017 0.036 0.010

項目 年

アンモニア
態窒素
NH4-N

(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(33) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.043 0.080 0.010 0.027 0.070 <0.01 0.037 0.060 0.020
S57 0.062 0.100 0.026 0.050 0.150 0.019 0.030 0.040 0.020
S58 0.032 0.070 0.011 0.045 0.180 0.016 0.208 0.720 0.020
S59 0.029 0.072 0.014 0.032 0.054 0.019 0.032 0.050 0.020
S60 0.040 0.110 0.014 0.038 0.110 0.013 0.039 0.071 0.019
S61 0.025 0.060 0.008 0.022 0.046 0.012 0.027 0.043 0.019
S62 0.031 0.092 0.012 0.027 0.049 0.016 0.031 0.060 0.015
S63 0.036 0.077 0.016 0.024 0.028 0.019 0.028 0.040 0.020
H1 0.070 0.119 0.030 0.041 0.074 0.025 0.025 0.030 0.022
H2 0.038 0.060 0.020 0.036 0.049 0.030 0.027 0.036 0.020
H3 0.036 0.056 0.013 0.035 0.053 0.016 0.021 0.026 0.016
H4 0.031 0.052 0.023 0.035 0.061 0.023 0.079 0.260 0.015
H5 0.019 0.026 0.010 0.022 0.027 0.015 0.019 0.033 <0.01
H6 0.036 0.068 0.020 0.041 0.085 0.021 0.013 0.021 0.005
H7 0.036 0.040 0.031 0.043 0.064 0.033 0.015 0.020 0.011
H8 0.035 0.051 0.019 0.042 0.062 0.024 0.024 0.034 0.011
H9 0.028 0.044 0.013 0.038 0.053 0.020 0.027 0.036 0.021
H10 0.020 0.024 0.016 0.022 0.023 0.021 0.022 0.029 0.013
H11 0.026 0.032 0.015 0.035 0.043 0.022 0.027 0.041 0.011
H12 0.027 0.044 0.021 0.044 0.070 0.027 0.039 0.061 0.020
H13 0.026 0.033 0.020 0.033 0.049 0.027 0.024 0.042 0.015
H14 0.026 0.034 0.018 0.029 0.038 0.021 0.019 0.019 0.019
H15 0.032 0.044 0.017 0.027 0.032 0.024 0.033 0.051 0.019
H16 0.024 0.036 0.010 0.050 0.063 0.036 0.037 0.062 0.018
H17 0.021 0.032 0.015 0.028 0.035 0.020 0.025 0.033 0.018
H18 0.021 0.030 0.013 0.025 0.030 0.016 0.026 0.039 0.017
H19 0.026 0.050 0.011 0.032 0.051 0.018 0.033 0.048 0.016
H20 0.021 0.030 0.016 0.030 0.043 0.020 0.030 0.053 0.020
H21 0.022 0.044 0.015 0.027 0.048 0.019 0.028 0.053 0.017
H22 0.021 0.039 0.010 0.028 0.038 0.018 0.027 0.035 0.019
H23 0.034 0.105 0.010 0.041 0.095 0.023 0.043 0.096 0.021
H24 0.021 0.047 0.011 0.030 0.068 0.014 0.029 0.054 0.015
H25 0.023 0.033 0.010 0.028 0.037 0.014 0.029 0.038 0.013
H26 0.018 0.024 0.013 0.031 0.063 0.018 0.025 0.047 0.016
H27 0.022 0.038 0.010 0.026 0.038 0.013 0.027 0.037 0.013
H28 0.019 0.027 0.012 0.022 0.026 0.018 0.024 0.034 0.017

H29 0.020 0.032 0.011 0.031 0.039 0.017 0.027 0.048 0.015
H30 0.026 0.070 0.017 0.030 0.050 0.022 0.032 0.050 0.018
R01 0.019 0.027 0.013 0.023 0.032 0.015 0.025 0.039 0.018
R02 0.025 0.120 0.010 0.019 0.027 0.013 0.033 0.180 0.011
R03 0.020 0.026 0.015 0.025 0.032 0.018 0.025 0.050 0.013

S56-R03 0.029 0.054 0.015 0.032 0.056 0.020 0.033 0.069 0.016
S56-H28 0.030 0.053 0.015 0.033 0.058 0.020 0.034 0.068 0.017
H29-R03 0.022 0.055 0.013 0.026 0.036 0.017 0.028 0.073 0.015

年項目

全リン
(mg/L)

平均値



  

5-195 

 

表 5.3.4-3(34) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56 0.017 0.020 <0.01
S57 0.013 0.020 0.010
S58 0.030 0.050 0.010
S59 0.023 0.040 0.010
S60 0.018 0.030 <0.01
S61 0.010 0.010 <0.01
S62 0.015 0.030 <0.01
S63 0.010 0.010 <0.01
H1 0.010 0.010 <0.01
H2 0.010 0.010 <0.01
H3 0.010 0.010 <0.01
H4 0.010 0.010 <0.01
H5 0.013 0.020 <0.01
H6 0.010 0.010 <0.01
H7 0.013 0.020 0.010
H8 0.010 0.010 0.010
H9 0.010 0.010 <0.01
H10 0.010 0.010 0.010
H11 0.015 0.030 <0.01
H12 0.013 0.020 0.010
H13 0.013 0.020 <0.01
H14 0.010 0.010 <0.01
H15 0.010 0.010 0.010
H16
H17
H18 0.009 0.017 0.005 0.013 0.020 0.008 0.012 0.022 0.009
H19 0.013 0.021 0.002 0.017 0.028 0.005 0.018 0.027 0.004
H20 0.007 0.015 0.002 0.013 0.026 0.007 0.014 0.026 0.005
H21 0.010 0.030 0.002 0.014 0.036 0.003 0.016 0.039 0.003
H22 0.010 0.023 0.004 0.016 0.022 0.010 0.016 0.025 0.009
H23 0.012 0.028 0.003 0.017 0.030 0.005 0.020 0.038 0.005
H24 0.010 0.021 0.004 0.019 0.040 0.006 0.018 0.037 0.006
H25 0.013 0.032 0.004 0.018 0.036 0.009 0.019 0.035 0.008
H26 0.009 0.017 0.004 0.023 0.050 0.013 0.015 0.037 0.005
H27 0.014 0.022 0.003 0.014 0.023 0.004 0.017 0.031 0.004
H28 0.010 0.016 0.005 0.012 0.020 0.006 0.015 0.028 0.006

H29 0.010 0.027 0.003 0.016 0.031 0.011 0.015 0.037 0.008
H30 0.015 0.045 0.006 0.019 0.040 0.011 0.023 0.044 0.006
R01 0.010 0.015 0.005 0.015 0.019 0.007 0.014 0.026 0.009
R02 0.014 0.069 0.001 0.009 0.012 0.004 0.019 0.095 0.003
R03 0.010 0.014 0.004 0.014 0.019 0.008 0.015 0.033 0.007

S56-R03 0.011 0.026 0.004 0.016 0.028 0.007 0.015 0.026 0.008
S56-H28 0.010 0.022 0.003 0.016 0.030 0.007 0.014 0.023 0.009
H29-R03 0.012 0.034 0.004 0.014 0.024 0.008 0.017 0.047 0.007

項目 年

オルトリン
酸態リン
PO4-P

(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(35) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28

H29
H30
R01
R02
R03

S56-R03

S56-H28

H29-R03

項目 年

Chl-a
(μg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(36) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60 0.001 0.001 <0.001
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5 <0.001 <0.001 <0.001
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13 0.001 0.002 <0.001 0.002 0.003 0.002
H14 0.002 0.006 <0.001 0.005 0.019 <0.001
H15 0.004 0.005 0.002 0.006 0.009 0.002 0.005 0.006 0.004
H16 0.005 0.006 0.004 0.006 0.006 0.006 0.005 0.006 0.002
H17 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.005 0.008 0.003
H18 0.002 0.003 0.002 0.004 0.007 0.001 0.006 0.012 0.003
H19 0.005 0.007 0.003 0.004 0.009 0.002 0.003 0.004 0.002
H20 0.006 0.014 0.002 0.005 0.017 0.002 0.006 0.012 0.002
H21 0.004 0.006 0.002 0.005 0.007 0.004 0.004 0.004 0.003
H22 0.003 0.003 0.003 0.005 0.009 0.002 0.004 0.006 0.003
H23 0.006 0.011 0.002 0.004 0.007 0.003 0.006 0.010 0.004
H24 0.003 0.005 0.002 0.004 0.006 0.002 0.003 0.003 0.002
H25 0.002 0.003 0.001 0.003 0.004 0.002 0.004 0.005 0.003
H26 0.001 0.002 0.001 0.003 0.003 0.002 0.003 0.005 0.001
H27 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.003 0.003 0.002
H28 0.002 0.003 0.001 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002

H29
H30
R01
R02
R03 0.001 0.001 0.001 0.004 0.007 0.001

S56-R03 0.003 0.005 0.002 0.004 0.007 0.002 0.004 0.006 0.002
S56-H28 0.003 0.005 0.002 0.004 0.007 0.002 0.004 0.006 0.002
H29-R03

項目 年

全亜鉛
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(37) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006

H26 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006

H27 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006

H28 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006

H29
H30
R01
R02
R03 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006

S56-R03 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006

S56-H28 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006

H29-R03 - <0.00006 <0.00006 - <0.00006 <0.00006

項目 年

ノニルフェ
ノール
(mg/L)

平均値
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表 5.3.4-3(38) 分水先河川水質の年間値(昭和56～令和3年) 

 

  

分水先河川
大川橋 御蔵橋 恋野橋

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値

S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25 0.0090 0.0090 0.0090
H26 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006

H27 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006

H28 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006

H29
H30
R01
R02
R03 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006

S56-R03 0.0023 0.0023 0.0023 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006
S56-H28 0.0027 0.0027 0.0027 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006
H29-R03 - <0.0006 <0.0006 - <0.0006 <0.0006

項目 年

LAS
(mg/L)

平均値
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図 5.3.4-1(1) 分水先河川(西吉野第一発電所) 水質経年変化 
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年平均  年75％値 
年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 
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図 5.3.4-1(2) 分水先河川(西吉野第一発電所) 水質経年変化 
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図 5.3.4-1(3) 分水先河川(西吉野第一発電所) 水質経年変化 

0.000

0.200

0.400

0.600

0.800

1.000

1.200

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

T
-
N

(m
g/

L
)

西吉野第一発電所(全窒素)

0.000

0.200

0.400

0.600

0.800

1.000

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

N
O

3-
N

(m
g/

L
)

西吉野第一発電所(硝酸態窒素)

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

N
O

2-
N

(m
g/

L
)

西吉野第一発電所(亜硝酸態窒素)

0.000

0.050

0.100

0.150

0.200

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

N
H

4
-
N

(m
g/

L
)

西吉野第一発電所(アンモニア態窒素)

0.000

0.020

0.040

0.060

0.080

0.100

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

T
-
P
(m

g/
L
)

西吉野第一発電所(全リン)

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03

P
O

4-
P

(m
g/

L
)

西吉野第一発電所(オルトリン酸態リン)
0.078 0.068

年最大 
年平均  年75％値 
年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 



  

5-203 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.4-1(4) 分水先河川(西吉野第一発電所) 水質経年変化 
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図 5.3.4-2(1) 分水先河川(丹生川流末) 水質経年変化  
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図 5.3.4-2(2) 分水先河川(丹生川流末) 水質経年変化 
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図 5.3.4-2(3) 分水先河川(丹生川流末) 水質経年変化  
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図 5.3.4-2(4) 分水先河川(丹生川流末) 水質経年変化 
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図 5.3.4-3(1) 分水先河川(大川橋) 水質経年変化  
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図 5.3.4-3(2) 分水先河川(大川橋) 水質経年変化 
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図 5.3.4-3(3) 分水先河川(大川橋) 水質経年変化  
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図 5.3.4-3(4) 分水先河川(大川橋) 水質経年変化 
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図 5.3.4-4(1) 分水先河川(御蔵橋) 水質経年変化  
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図 5.3.4-4(2) 分水先河川(御蔵橋) 水質経年変化 
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図 5.3.4-4(3) 分水先河川(御蔵橋) 水質経年変化  
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図 5.3.4-4(4) 分水先河川(御蔵橋) 水質経年変化 
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図 5.3.4-5(1) 分水先河川(恋野橋) 水質経年変化  
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図 5.3.4-5(2) 分水先河川(恋野橋) 水質経年変化 
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図 5.3.4-5(3) 分水先河川(恋野橋) 水質経年変化  
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年最小 (注)データは、定期水質調査結果(原則1回/月)による。 
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図 5.3.4-5(4) 分水先河川(恋野橋) 水質経年変化 
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表 5.3.4-4 分水先河川の主な水質の状況(経年変化) 

水質項目 流入・下流河川の水質状況(経年変化) 

水温 

(－) 

年平均水温は、至近5ヵ年と過去を比較しても大きな変化はみられない。 

濁度 

(－) 

年平均濁度は、至近5ヵ年と過去を比較しても大きな変化はみられない。 

出水後に高くなる年もあるが、年平均値では3～5度程度である。 

pH 

(6.5～8.5) 

年平均pHは、至近5ヵ年と過去を比較しても大きな変化はみられない。 

至近5ヵ年では、いずれの地点も環境基準値(6.5～8.5)の範囲内である。 

BOD年75％値 

(2mg/L以下) 

BOD年75％値は、至近5ヵ年と過去を比較して丹生川流末以外の地点では低

い値を示している。 

至近5ヵ年では、いずれの地点もBOD年75％値が環境基準値(2mg/L)以下であ

る。 

COD年75％値 

(－) 

COD年75％値は、至近5ヵ年と過去を比較しても大きな変化はみられない。 

SS 

(25mg/L以下) 

年平均SSは、至近5ヵ年と過去を比較しても大きな変化はみられない。 

年平均値はいずれの地点も環境基準値(25mg/L)以下であるが、最大値が環

境基準値以上となることがある。 

DO 

(7.5mg/L以上) 

年平均DOは、至近5ヵ年と過去を比較しても大きな変化はみられない。 

至近5ヵ年では、いずれの地点も環境基準値(7.5mg/L)以上である。 

大腸菌群数 

(1,000MPN 

/100mL) 

年平均大腸菌群数は、至近5ヵ年と過去を比較しても大きな変化はみられな

い。 

至近5ヵ年では、年平均値が概ね環境基準値以上で推移している。 

全窒素(T-N) 

(－) 

年平均全窒素は、至近5ヵ年と過去を比較すると、いずれの地点とも低下傾

向にある。 

至近5ヵ年では、西吉野第一発電所(0.2～0.4mg/L)は他の地点(0.3～

0.6mg/L)より低い値で推移している。 

全リン(T-P) 

(－) 

年平均全リンは、至近5ヵ年と過去を比較しても大きな変化はみられない。

西吉野第一発電所の平成24年～令和元年の平均値がそれ以前より高い傾向

がみられる。 

クロロフィルa 

(－) 

クロロフィルaは、平成19年以降実施していないため、近年の動向は不明で

ある。 

西吉野第一発電所では、平均1～8μg/Lであるが、年により変動幅が大きい

場合があり、平成8年には最大値が15.8μg/Lであった。 

注）水質項目欄の( )内の数値は環境基準値(河川A類型)を示す。 
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 経月変化 

各地点における15ヵ年(平成19～令和3年)の水質経月変化を図 5.3.4-6に示す。 

水質状況のまとめを表 5.3.4-5に示す。 

 

◆水温 

 

 

◆濁度 

 

 

◆pH 

 

 

図 5.3.4-6(1) 分水先河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆BOD 

 

 

◆COD 

 

 

◆SS 

 

 

図 5.3.4-6(2)  分水先河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆DO 

 

 

◆大腸菌群数 

 

 

◆糞便性大腸菌群数 

 

 

図 5.3.4-6(3)  分水先河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆全窒素(T-N) 

 

 

◆硝酸態窒素(NO3-N) 

 

 

◆亜硝酸態窒素(NO2-N) 

 

注)丹生川流末の定量下限値は「0.01mg/L」 

 

図 5.3.4-6(4)  分水先河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆アンモニア態窒素(NH4-N) 

 

注)丹生川流末の定量下限値は「0.05mg/L」 

 

◆全リン(T-P) 

 

 

◆オルトリン酸態リン(PO4-P) 

 

 

図 5.3.4-6(5)  分水先河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆クロロフィルa(chl-a) 

 

 

◆全亜鉛 

 

 

◆ノニルフェノール 

 

 

図 5.3.4-6(6)  分水先河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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◆LAS 

 

 

図 5.3.4-6(7) 流入・下流河川の水質経月変化(平成19～令和3年) 
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猿谷ダム（分水先河川）LAS
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分水先河川(大川橋) 分水先河川(御蔵橋)
分水先河川(恋野橋)

環境基準値(0.03mg/L以下)
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表 5.3.4-5 分水先河川の主な水質の状況(経月変化) 

水質項目 流入・下流河川の水質状況(経月変化) 

水温 

(－) 

季節変化として、春季から秋季に上昇し秋季から冬季に下降する。夏季は

西吉野第一発電所、丹生川流末の水温が紀の川本川地点(大川橋、御蔵橋、

恋野橋)より低い傾向にある。 

至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

濁度 

(－) 

西吉野第一発電所を除くと概ね10度以下で推移している。平成24年から令

和元年にかけて、西吉野第一発電所は経月変動が大きくなっている。平成

23年以降、大規模な洪水が多いことが原因と考えられる。 

pH 

(6.5～8.5) 

丹生川流末及び恋野橋で調査月により8.5以上を示すが、概ね環境基準値

(6.5～8.5)の範囲内である。 

至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

BOD 

(2mg/L以下) 

平成25年以前には環境基準値以上となることがあったが、至近5ヵ年では、

環境基準値(2mg/L)以下で、過年度と同程度で推移している。 

COD 

(－) 

平成26年に西吉野第一発電所で高く、SSが高いことと一致していた。 

至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

SS 

(25mg/L以下) 

概ね環境基準値(25mg/L)以下で推移している。 

至近5ヵ年は、環境基準値(25mg/L)以上となることもあったが、過年度と同

程度で推移している。 

DO 

(7.5mg/L以上) 

季節的変化として、冬季に高く夏季に低い傾向にある。 

西吉野第一発電所で平成27年に環境基準値(7.5mg/L)以下となったことがあ

るが、これを除き環境基準値(7.5mg/L)以上の値で推移している。 

至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

大腸菌群数 

(1,000MPN 

/100mL) 

各地点とも、夏季から秋季に高くなる傾向がみられる。 

冬季に環境基準値(1,000MPN/100mL)以下となる場合が多いが、夏季から秋

季はほぼ環境基準値(1,000MPN/100mL)以上となっている。 

至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

全窒素(T-N) 

(－) 

月による変動が大きいが西吉野第一発電所以外の地点では、長期的に見て

減少傾向がみられる。同一月の値を比べると、丹生川流末及び西吉野第一

発電所は他の地点より低い場合が多い。 

至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

全リン(T-P) 

(－) 

西吉野第一発電所、御蔵橋及び恋野橋では、月による変動が他の地点より

大きい。 

至近5ヵ年は、過年度と同程度で推移している。 

注）水質項目欄の( )内の数値は環境基準値(河川A類型)を示す。 
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 貯水池内水質の鉛直分布の変化 

平成24年～令和3年におけるダム湖中央の鉛直分布を図 5.3.5-1に、その概要を表

5.3.5-1に示す。また、平成30年～令和3年におけるダムサイトの鉛直分布を図 5.3.5-2に、

その概要を表5.3.5-2に示す。 

なお、調査日の貯水位により、測定範囲が異なっている。 

 

表5.3.5-1 ダム湖中央の水温、濁度、DO鉛直分布の概要（平成29～令和3年） 

項目 ダム湖中央 

水温 夏季に水温躍層が形成され、冬季に全層均一であった。 

DO 
秋口（9月～10月）に若干DO濃度が下がる傾向があるが、全体的に表層から下層

までDOの変化は無く、富栄養化や底層の嫌気化の兆候は見られなかった。 

濁度 
平成29年8月の台風による大きな出水では、濁度が高くなったが、至近5ヵ年で

は、濁度が高い値を示す月が少なくなっている。 
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図 5.3.5-1(1) ダム湖中央地点 水温・DO・濁度の水質鉛直分布 
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図 5.3.5-1(2) ダム湖中央地点 水温・DO・濁度の水質鉛直分布 
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図 5.3.5-1(3) ダム湖中央地点 水温・DO・濁度の水質鉛直分布 
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表5.3.5-2 ダムサイトの水温、濁度、DO鉛直分布の概要（平成30～令和3年） 

項目 ダムサイト 

水温 
初夏から夏季には表層で高い傾向にあり、冬季には全層均一である。ダム湖中

央と比較して水深が深く、特に4～5月の底層での水温低下が大きい。 

DO 
夏季から初秋にかけて低く、底層で貧酸素化する傾向がみられる。また、4～5

月でも標高400m以深で低下する傾向がみられる。 

濁度 
夏季から秋季の出水期に高い値を示すことがあり、中層や下層で高い値がみら

れる。 
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図 5.3.5-2(1) ダムサイト 水温・DO・濁度の水質鉛直分布 
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図 5.3.5-2(2) ダムサイト 水温・DO・濁度の水質鉛直分布 
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 植物プランクトンの発生状況 

植物プランクトン調査は、ダム湖中央表層で、12回/年の調査が実施されている。 

貯水池内における植物プランクトンの発生状況を以下に示す。 

 

 ダム湖中央表層 

ダム湖中央表層における植物プランクトンの年平均値(平成19～令和3年)、年平均値

割合、至近5ヵ年(平成29～令和3年)の年平均値、年平均値割合を図 5.3.6-1に示す。 

平成14年から令和3年にかけ、植物プランクトン細胞数は増加する傾向にある。種別

の内訳は年により変動するが、珪藻類が優占する場合が多い。 

至近5ヵ年(平成29～令和3年)における植物プランクトンの細胞数は、春季から夏季に

多く、緑藻類または珪藻類が優占している。植物プランクトンの種別は、3月～春頃に

かけて珪藻類が優占し、その後、緑藻類や淡水赤潮の発生要因種である鞭毛藻類が優占

している。また、アオコ発生要因種の藍藻類が近年少ないものの割合を増やしている。 
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図 5.3.6-1(1) 植物プランクトンの綱別確認状況(年平均値)(ダム湖中央表層) 

 

図 5.3.6-1(2) 植物プランクトンの綱別確認割合(年平均値割合)(ダム湖中央表層) 

 

図 5.3.6-1(3) 植物プランクトンの綱別確認状況(平成29～令和3年)(ダム湖中央表層) 

 

図 5.3.6-1(4) 植物プランクトンの綱別確認割合(平成29～令和3年割合)(ダム湖中央表層) 
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 流入負荷量の算定 

猿谷ダムの流入量と水質調査結果を用いて、流入負荷量を算定した。 

猿谷ダムの流入負荷源となる流入河川の水質データは、本川(広瀬)と取水地点（川原樋

川取水口）で調査されており、本川と川原樋川の流入負荷量を別々に計算することとした。

流入負荷量は、既往の水質調査結果とダム流入量から推定した流量を基に作成したL-Q式

により算定した。流入負荷量の算定手順を図 5.3.7-1に示す。 

ここで、L-Q式とは、負荷量Lとダム流入量Qの関係式で、負荷量Lは月1回の定期調査で

得られる水質濃度Cと流量Qの積(L=C×Q)を用いた。これより、負荷量と流量の相関式を作

成し、日々の流入量(ダム管理データ)から日々の負荷量を推定した。 

なお、本川と川原樋川の流入量は、流量比（表 5.3.7-1に示す全流入量と川原樋川取水

量の比率）を用いて設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.7-1 流入負荷量の算定手順 

  

猿谷ダム水質調査結果(1回/月) 水質調実施時の流入量 

Q(m3/s) 

(ダム流入量から推定) 

相関式を用いて、 

日々の流入量から負荷量を算定 

負荷量Lと流量Qの相関式を作成 

負荷量Lに換算(濃度(mg/L)×流量Q) 
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表 5.3.7-1 猿谷ダム流入量の流量比 

年 
流量比 

本川流入量 川原樋川流入量 

H24 0.95 0.05 

H25 0.84 0.16 

H26 0.84 0.16 

H27 0.88 0.12 

H28 0.83 0.17 

H29 0.85 0.15 

H30 0.88 0.12 

R01 0.83 0.17 

R02 0.81 0.19 

R03 0.73 0.27 

注）流量比は、猿谷ダム全流入量と川原樋川取水量の比率より求めた。 

 

猿谷ダム貯水池への流入負荷量を推定するため、BOD、COD、SS、全窒素(T-N)、全リン

(T-P)のL-Q式を算定した。L-Q式算定に用いたデータは、平成24～令和3年の定期水質調査

結果(12回/年)の結果である。猿谷ダムでは出水時にSSについて調査を行っていないため、

平水時の調査結果のみから算定したものである。 

本川（広瀬）、取水地点（川原樋川取水口）地点の各項目のL-Q式をそれぞれ図 

5.3.7-2、図 5.3.7-3に、L-Q式から算定した負荷量の経年変化を表 5.3.7-2に整理した。 

至近5年間と10年間を比較すると、至近5年は出水が多く、至近10年間で最も流入量が多

い平成23年を含まないにもかかわらず、過年度と比較して流入負荷量が多くなっていた。 

 

表 5.3.7-2 年流入負荷量(平成24～令和3年) 

 

  

BOD COD SS 全窒素 全リン 年流入量

ｔ/年 ｔ/年 ｔ/年 ｔ/年 ｔ/年 10
6
×m

3

平成24年 90 521 1,087 158 5 382

平成25年 93 568 8,078 159 6 369

平成26年 97 549 4,698 153 5 379

平成27年 106 650 4,116 190 6 442

平成28年 97 468 987 129 4 366

平成29年 102 629 5,437 178 6 412

平成30年 109 738 3,772 216 7 471

令和元年 93 585 6,091 161 6 369

令和2年 86 440 1,798 119 4 321

令和3年 76 328 1,241 82 3 257

至近10年平均 95 548 3,731 154 5 377

至近5年平均 93 544 3,668 151 5 366

年
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図 5.3.7-2 流入負荷量と流入量との関係(L-Q式(熊野川：広瀬地点)) 
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図 5.3.7-3 流入負荷量と流入量との関係(L-Q式(川原樋川：川原樋川取水口地点)) 
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 水質障害の発生状況 

 冷水現象 

冷水現象による水質障害は発生しておらず、下流河川への影響はないものと考えられ

る。 

 濁水現象 

台風や豪雨による出水の影響で、貯水池で濁水が継続し下流への濁水放流が生じてい

る。昭和54年～平成28年の間に、貯水池内での年間の濁り継続日数が1ヶ月を超える年

が13回あり、そのうち2ヶ月を超える年が、平成13年、16年、23年～26年の7回確認され

た。水質障害の報告は無いが、平成23年9月の台風12号の出水以降、貯水池内での濁水

継続期間が長くなっており、近年大規模な出水が多いことと対応していた。 

貯水池内のSSの推移をみると、貯水地内で濁りが長期化する平成23年以降は貯水池内

のSSは高く環境基準値を超える値もみられるが、その期間は限られており（環境基準は

年間平均値で評価）、濁りの程度は大きくないと考えられる。 

 

表 5.3.8-1 猿谷ダムでの濁水の発生状況（2ヶ月を超えるケース） 

 

年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

平成23年             

平成24年             

平成25年             

平成26年             

平成27年             

平成28年             

平成29年             

平成30年             

令和元年             

令和2年             

令和3年             

 

  

9/2台風12号 

9/30台風17号 

9/16台風18号 

10/6台風18号 
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図 5.3.8-1 猿谷ダム貯水池内のSSの経月変化 
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 富栄養化現象 

淡水赤潮による着色現象は昭和55年7月に初めて発生し、その後、平成18年まで発生

しているが、発生時の分布域も限られ、発生の程度もわずかである。平成24年度以降、

淡水赤潮等は確認されておらず、アオコ等も、現在まで発生していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.8-2 猿谷ダムでの淡水赤潮等の発生状況  

調査日 発生地点 淡水赤潮等の原因種

S55.7.29 ①,②,⑤ イケツノオビムシ

S56.5.27 ① クリプトモナス

S56.8.19 ① イケツノオビムシ

S57.9.16 ①,⑥ クロオモナス

S58.9.7 ①,⑥ タマヒゲマワリ

S59.4.24 ②,③,⑥ ロドモナス

S59.8.28 ②,③,⑥ イケツノオビムシ

S60.9.6 ②,④,⑥ イケツノオビムシ

S62.8.7 ⑥ ウログレナ

H17.10.3 ⑥ クリプトモナス

H18.8.11 ⑥ ウログレナ

H22.7.22 ① ユードリナエレガンス（水の華）

H23～R3 発生なし

①塩野橋付近 

②大塔橋上流 

③阪本取水口上流 

④ダム湖中央 

⑤中原橋上流 

⑥ダムサイト 

⑦天塩橋下流 

発生地点 発生年度 凡例

① 塩野橋付近 S55～S58 ■

② 大塔橋上流 S55,S59,S60 ■

③ 阪本取水口上流 S59 ■

④ ダム湖中央 S60,H17 ■

⑤ 中原橋上流 S55 ■

⑥ ダムサイト S57~60,S62,H17,H18 ■

⑦ 天塩橋下流 H22 ■
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 底質の変化 

猿谷ダムでは貯水池内（ダム湖中央）において底質分析調査が実施されている。分析対

象項目は、強熱減量、COD、総窒素、総リン、硫化物、鉄、マンガン、カドミウム、鉛、

クロム（6価）、ヒ素、総水銀、アルキル水銀（総水銀が検出されたときのみ）、PCB、チ

ウラム、シマジン、チオベンカルブ、セレン、粒度分布である。主な底質調査項目につい

て、平成10年～平成28年の底質濃度の推移を図 5.3.9-1～図 5.3.9-3に示す。 

平成 29 年から令和 3 年で、特に平成 30 年以降、強熱減量、COD、全窒素、全リンは

増加傾向である。平成 28 年まで増加傾向であったセレンは、平成 29 年に平成 24 年こ

ろの水準まで減少し、その後概ね横ばい傾向である。その他の項目は概ね横ばいで推移

している。 

 

 

図 5.3.9-1 底質濃度の推移（強熱減量、COD、硫化物、全窒素、全リン） 
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図 5.3.9-2 底質濃度の推移（鉄、マンガン、カドミウム、鉛、六価クロム） 
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図 5.3.9-3 底質濃度の推移（ヒ素、総水銀、アルキル水銀、PCB、セレン、粒度組成） 
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 健康項目の調査結果 

健康項目の調査は、貯水池内のダム湖中央、流入河川支川の川原樋川取水口、下流河川

の上野地、分水先の丹生川流末で実施している。これまでの調査では、いずれの項目も環

境基準を満足し、問題の無い結果である。至近10ヶ年の調査結果は表 5.3.10-1に示すと

おりである。 

 

表 5.3.10-1(1) 健康項目調査結果（貯水池内：平成24～令和3年） 

 

  

カドミウム 0.003mg/l以下 <0.003

全シアン 検出されないこと <0.1

鉛 0.01mg/l以下 0.002

六価クロム 0.05mg/l以下 <0.01

ヒ素 0.01mg/l以下 <0.001

総水銀 0.0005mg/l以下 <0.0005

アルキル水銀 検出されないこと 未実施

PCB 検出されないこと <0.0005

ジクロロメタン 0.02mg/l以下 <0.0001

四塩化炭素 0.002mg/l以下 <0.0001

1,2－ジクロロエタン 0.004mg/l以下 <0.0001

1,1－ジクロロエチレン 0.1mg/l以下 <0.0001

シス－1,2－
ジクロロエチレン

0.04mg/l以下 <0.0001

1,1,1－
トリクロロエタン

1mg/l以下 <0.0001

1,1,2－
トリクロロエタン

0.006mg/l以下 <0.0001

トリクロロエチレン 0.01mg/l以下 <0.0001

テトラクロロエチレン 0.01mg/l以下 <0.0001

1,3－ジクロロプロペン 0.002mg/l以下 <0.0001

チウラム 0.006mg/l以下 <0.0002

シマジン 0.003mg/l以下 <0.0001

チオベンカルブ 0.02mg/l以下 <0.0001

ベンゼン 0.01mg/l以下 <0.0001

セレン 0.01mg/l以下 <0.001

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

10mg/l以下 0.09 ～ 0.25 0.15 ～ 0.24 0.11 ～ 0.45

フッ素 0.8mg/l以下 <0.05

ホウ素 1mg/l以下 <0.01 ～ 0.01

1,4-ジオキサン 0.05mg/l以下 <0.005

注）アルキル水銀は、総水銀が検出された場合に実施。

項 目 環境基準値
猿谷ダムダム湖中央

表 層 中 層 底 層
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表 5.3.10-1(2) 健康項目調査結果（流入河川支川、下流河川、分水先：平成24～令和3年） 

 

  

カドミウム 0.003mg/l以下 <0.0003 <0.0003 <0.0003

全シアン 検出されないこと <0.1 ND <0.1

鉛 0.01mg/l以下 <0.001 <0.002 <0.002

六価クロム 0.05mg/l以下 <0.01 <0.01 <0.01

ヒ素 0.01mg/l以下 <0.001 <0.001 <0.001

総水銀 0.0005mg/l以下 <0.0005 <0.0005 <0.0005

アルキル水銀 検出されないこと 未実施 <0.0005 未実施

PCB 検出されないこと <0.0005 <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン 0.02mg/l以下 <0.0001 <0.0002 <0.0002

四塩化炭素 0.002mg/l以下 <0.0001 <0.0002 <0.0002

1,2－ジクロロエタン 0.004mg/l以下 <0.0001 <0.0002 <0.0002

1,1－ジクロロエチレン 0.1mg/l以下 <0.0001 <0.0002 <0.0002

シス－1,2－
ジクロロエチレン

0.04mg/l以下 <0.0001 <0.0002 <0.0002

1,1,1－
トリクロロエタン

1mg/l以下 <0.0001 <0.0002 <0.0002

1,1,2－
トリクロロエタン

0.006mg/l以下 <0.0001 <0.0002 <0.0002

トリクロロエチレン 0.01mg/l以下 <0.0001 <0.0002 <0.0002

テトラクロロエチレン 0.01mg/l以下 <0.0001 <0.0002 <0.0002

1,3－ジクロロプロペン 0.002mg/l以下 <0.0001 <0.0004 <0.0004

チウラム 0.006mg/l以下 <0.0002 <0.001 <0.001

シマジン 0.003mg/l以下 <0.0001 <0.0003 <0.0003

チオベンカルブ 0.02mg/l以下 <0.0001 <0.002 <0.002

ベンゼン 0.01mg/l以下 <0.0001 <0.0002 <0.0002

セレン 0.01mg/l以下 <0.001 <0.002 <0.002

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

10mg/l以下 0.13 ～ 0.23 0.14 ～ 0.44 0.16 ～ 0.45

フッ素 0.8mg/l以下 <0.05 <0.1 <0.1

ホウ素 1mg/l以下 <0.01 <0.01 ～ 0.02 <0.01 ～ 0.06

1,4-ジオキサン 0.05mg/l以下 <0.005 <0.005 <0.005

注）アルキル水銀は、総水銀が検出された場合に実施。

項 目 環境基準値
上野地 丹生川流末

下流河川 分水先河川流入河川支川

川原樋川取水口
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 特殊項目の調査結果 

ダム湖中央底層水の鉄、マンガンの推移を図 5.3.11-1に示す。 

鉄は変動が大きく、至近5ヶ年のうち平成29年から30年にかけてはやや高い傾向がみら

れる。マンガンも変動が大きいが、至近5ヵ年は過年度と比べて特に差はみられない。 

 

 
図 5.3.11-1 ダム湖中央底層水の鉄、マンガンの推移 

 

 

 ダイオキシン類の調査結果 

ダイオキシン類に関する水質及び水底の底質についての調査結果を表 5.3.12-1に示す。

調査は平成25年、28年、令和元年に実施している（3年に1回実施）。 

水質、底質ともに環境基準を満足しており、要監視濃度(基準値の1/2濃度)も下回って

いる。 

表 5.3.12-1 ダイオキシン類調査結果 

 

出典：ダイオキシン類に係る環境調査結果 環境省 
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猿谷ダム（ダム湖中央）全マンガン ダム湖中央（底層）

媒体 調査年 試 料 毒性等量
環境基準値

(要監視濃度)

H25 0.067

H28 0.067

R1 0.068

H25 1.6

H28 2.3

R1 1.0

    2.毒性等価係数は、世界保健機構の毒性等価係数 ＷＨＯ－ＴＥＦ(2006）を用いた。

    3.結果は乾燥試料1g当たりに換算した濃度を示した。

注）1.ダイオキシン類とは、ポリ塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシン、 ポリ塩化ジベンゾフラン及び

     コプラナーポリ塩化ビフェニルをいう。

水質
(pg-TEQ/L)

底質
(pg-TEQ/g)

ダム湖中央
堆積泥表層

ダム湖中央表層
1

(0.5)

150
(75)
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 社会環境からみた汚濁源状況の整理 

5.4.1 水源地域の概要 

(1) 水源地域の概要 

猿谷ダム周辺の水源地域市町村の状況は、図 5.4.1-1 示すとおりである。 

猿谷ダムの水源地域市町村は、天川村、野迫川村、五條市大塔町（旧大塔村）と、猿

谷ダムからの分水先である紀の川流域の五條市（旧西吉野村を含む）を含めて水源地域

とする。なお、平成 17 年 9 月に旧大塔村、旧西吉野村、五條市が合併し、現五條市と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4.1-1 猿谷ダム周辺の水源地域市町村の状況 
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(2) 水源地域における人口・世帯数 

猿谷ダム水源地域を構成する自治体全体の人口・世帯数の推移を図 5.4.1-2 に示す。 

猿谷ダム水源地域では人口は減少傾向が続いており、特に平成 12 年以降の減少が顕著

である。 

世帯数については、平成 12 年までは増加していたが、それ以降は減少に転じている。 

 

  

出典：国勢調査結果を基に作成 

図 5.4.1-2 猿谷ダム水源地域全体の人口の推移 

  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

流
域
関
連
自
治
体
世
帯
数
（
世
帯
）

人
口
（
人
）

天川村 野迫川村
旧大塔村 旧西吉野村
旧五條市 流域関連自治体世帯数



5-251 

(3) 産業別就業人口 

猿谷ダム水源地域を構成する自治体の産業別就業人口を図 5.4.1-3 に示す。 

産業別就業者人口は、平成 12 年以降、減少傾向が顕著であり、平成 12 年の 20 千人程

度から平成 27 年には 15 千人程度に減少した。 

産業別割合をみると、第 1 次産業が減少し、第 2 次産業、第 3 次産業の割合が増加す

る傾向がみられたが、平成 12 年頃からは変化は小さくなっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査結果を基に作成 

 

図 5.4.1-3 猿谷ダム水源地域を構成する自治体の産業別就業人口 
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  ･･･農業、林業、漁業 

 第2次産業 

  ･･･鉱業、建設業、製造業 

 第3次産業 

  ･･･電気･ガス･熱供給･水道業、運輸･通信業、卸売･小売業、飲食店、 

金融･保険業及び不動産業、サービス業、公務、医療・福祉、 

教育･学習支援業 
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(4) 家畜頭数の推移(畜産系)  

猿谷ダム上流域である天川村、五條市大塔町（旧：大塔村）、野迫川村では現在、家

畜を飼育している農家は存在していない。 

(5) 土地理利用割合 

猿谷ダム水源地域を構成する自治体の土地利用を図 5.4.1-4 に示す。 

山林の占める比率が高いが、畑や宅地が僅かながら増加傾向にある。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：奈良県統計年鑑 

図 5.4.1-4 猿谷ダム水源地域を構成する自治体の土地利用面積の割合 

 

(6) 汚水処理普及率 

猿谷ダム水源地域を構成する自治体の令和 2 年現在での水洗化率は 80％～95％程度で

あり、過去 4 年ではほぼ横ばいである。 

 

 

出典：環境省（一般廃棄物処理実態調査結果） 

図 5.4.1-5 猿谷ダム水源地域を構成する自治体の汚水処理普及率 
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 水質の評価 

5.5.1 流入・下流河川・分水先河川水質の比較による評価 

環境基準が設定されている各水質項目及び富栄養化に係る全窒素、全リン等について、

流入河川(広瀬、川原樋側取水口)、下流河川(辻堂、上野地)の 4 地点、分水先河川（西

吉野第一発電所、丹生川流末、大川橋、御蔵橋、恋野橋）の 5 地点と、貯水池水質(ダム

湖中央、ダムサイト)を比較し、縦断的な水質変化を評価する。水質比較を行う水質調

査地点を図 5.5.1-1 に示す。 

 

図 5.5.1-1 水質比較を行う水質調査地点(模式図) 

 

(1) 環境基準の達成度 

平成 29 年から令和 3 年における流入河川(広瀬、川原樋側取水口)、下流河川(辻堂、

上野地)、貯水池(ダム湖中央、ダムサイト)、分水先（西吉野第一発電所、丹生川流末、

大川橋、御蔵橋、恋野橋）における水質（環境基準が設定されている 6 項目）の環境基

準達成状況を表 5.5.1-1 と図 5.5.1-2 に示す。 

猿谷ダムが存在する熊野川は環境基準河川 AA 類型に猿谷ダムは湖沼 A 類型に、分水先

は河川 A 類型に指定されている。 

環境基準と照合した場合、大腸菌群数は貯水地内の底層を除いて環境基準を満足して

いない期間が多い。また、下流河川の BOD については令和元年以降で環境基準を満足し

ていない。 

なお、ダムサイトでは、表層で平成 29 年 4 月以降に、中層・底層で平成 30 年 1 月以

降に調査が実施されているため、平成 30 年以降の水質調査結果を取りまとめた。 
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表 5.5.1-1(1) 水質調査結果(平成 29～令和 3 年)の環境基準項目（流入・下流河川、貯水池） 

 
注 1）BOD、COD は年 75％値、それ以外は年平均値である。 

注 2）着色した箇所は環境基準を満足していない。 

  

項目 区分 地点 環境基準 H29 H30 R01 R02 R03 平均

広瀬 7.5 7.6 7.8 7.8 7.7 7.7

川原樋川取水口 7.5 7.2 7.6 7.4

表層 7.5 7.4 7.5 7.4 7.5 7.5

中層 7.4 7.3 7.4 7.3 7.4 7.3

底層 7.3 7.3 7.3 7.3 7.3 7.3

表層 7.5 7.6 7.5 7.6 7.5

中層 7.3 7.5 7.4 7.4 7.4

底層 7.2 7.4 7.3 7.4 7.3

辻堂 7.6 7.6 7.8 7.8 7.8 7.7

上野地 7.2 7.6 7.7 7.8 7.6 7.6

広瀬 0.3 0.2 0.4 0.4 0.4 0.3

川原樋川取水口 0.3 0.5 0.2 0.3

表層 1.0 1.0 1.2 0.6 0.7 0.9

中層 0.6 0.7 0.7 0.7 0.5 0.6

底層 0.4 0.4 0.6 0.5 0.4 0.5

表層 0.8 1.0 0.6 1.4 1.0

中層 0.3 0.4 0.3 0.3 0.3

底層 0.3 0.4 0.4 0.4 0.4

辻堂 0.4 0.5 0.4 0.6 0.4 0.5

上野地 0.8 0.9 1.1 1.7 1.8 1.3

広瀬 0.9 0.8 1.5 1.1 1.1 1.1

川原樋川取水口 0.8 1.1 0.8 0.9

表層 1.9 1.9 2.1 1.6 1.8 1.9

中層 1.7 2.0 1.8 1.7 1.5 1.7

底層 1.6 2.0 1.6 1.9 1.5 1.7

表層 1.5 1.9 1.4 2.2 1.8

中層 1.6 1.7 1.3 1.4 1.5

底層 1.4 2.6 1.3 1.4 1.7

辻堂 1.5 1.1 1.2 1.1 1.0 1.2

上野地 0.5 0.6 1.1 1.1 1.1 0.9

広瀬 10.5 10.4 10.0 10.1 10.2 10.2

川原樋川取水口 10.3 11.0 10.7 10.7

表層 10.0 9.5 9.3 9.5 9.1 9.5

中層 10.1 9.0 9.3 9.2 9.3 9.4

底層 9.8 9.1 9.2 9.2 9.3 9.3

表層 9.8 10.1 10.5 9.8 10.0

中層 9.3 10.0 10.2 9.3 9.7

底層 8.0 9.3 9.5 9.0 9.0

辻堂 10.3 10.4 10.8 10.6 10.8 10.6

上野地 9.1 9.9 12.0 10.2 10.2 10.3

広瀬 0.8 2.7 4.0 0.4 0.7 1.7

川原樋川取水口 1.2 1.9 0.2 1.1

表層 8.1 6.2 2.5 2.6 2.2 4.3

中層 8.8 9.0 3.2 3.0 3.0 5.4

底層 7.7 8.0 4.1 5.1 3.3 5.6

表層 4.8 2.8 2.2 3.5 3.3

中層 7.0 5.1 3.8 4.5 5.1

底層 15.7 15.4 6.5 7.5 11.3

辻堂 11.2 6.4 1.5 0.9 1.3 4.2

上野地 2.0 1.5 1.8

広瀬 1,023 238 225 319 2,826 926

川原樋川取水口 746 33 367 382

表層 1,454 485 119 357 532 589

中層 1,080 351 526 437 350 549

底層 883 901 282 305 678 610

表層 77 91 145 1,922 559

中層 115 162 215 766 314

底層 129 246 143 1,297 454

辻堂 1,296 281 317 342 1,053 658

上野地 1,058 89 42 90 121 280

1,000MPN/

100mL以下

50MPN/

100mL以下

1mg/L以下

25mg/L以下

25mg/L以下

7.5mg/L以上

50MPN/

100mL以下

-

3mg/L以下

15mg/L以下
SS

(mg/L)

大腸菌群数
(MPN/100mL)

流入河川

流入河川

貯水池

（ダム湖中央）

貯水池

（ダム湖中央）

流入河川

下流河川

下流河川

貯水池

（ダム湖中央）

 DO(mg/L)

下流河川

貯水池

（ダムサイト）

貯水池

（ダムサイト）

貯水池

（ダムサイト）

流入河川

貯水池

（ダム湖中央）

pH 6.5～8.5

流入河川

BOD75％値

(mg/L)

下流河川

下流河川

1mg/L以下

貯水池

（ダム湖中央）

貯水池

（ダムサイト）

貯水池

（ダムサイト）

COD75％値

(mg/L)

流入河川 -

貯水池

（ダム湖中央）

下流河川 -

貯水池

（ダムサイト）
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表 5.5.1-1(2) 水質調査結果(平成 29～令和 3 年)の環境基準項目（分水先河川） 

 

注 1）BOD は年 75％値、それ以外は年平均値である。 

注 2）着色した箇所は環境基準を満足していない。 

 

  

項目 区分 地点 環境基準 H29 H30 R01 R02 R03 平均

西吉野第一発電所 7.4 7.4 7.5 7.5 7.4 7.4

丹生川流末 7.5 7.5 7.6 7.5 7.4 7.5

大川橋 7.8 7.7 7.9 7.8 7.8 7.8

御蔵橋 7.7 7.7 7.8 7.9 7.7 7.8

恋野橋 7.8 7.8 7.9 7.9 7.8 7.8

西吉野第一発電所 0.3 0.3 0.3 0.3 0.5 0.3

丹生川流末 0.8 0.7 0.7 1.0 0.9 0.8

大川橋 0.7 0.6 0.8 0.6 0.6 0.7

御蔵橋 0.9 0.6 0.5 0.7 0.8 0.7

恋野橋 0.7 0.6 0.6 0.6 0.7 0.6

西吉野第一発電所 1.4 1.9 1.7 1.3 1.6 1.6

丹生川流末 1.5 1.2 1.7 1.5 1.7 1.5

大川橋 1.9 1.9 2.0 1.6 1.8 1.8

御蔵橋 2.9 1.9 1.6 1.8 2.0 2.0

恋野橋 2.2 1.9 2.0 1.8 1.9 2.0

西吉野第一発電所 10.6 10.4 10.1 10.0 10.6 10.3

丹生川流末 10.8 10.4 10.3 10.4 10.4 10.5

大川橋 10.1 10.2 10.1 10.0 9.5 10.0

御蔵橋 10.3 10.4 10.2 10.5 10.3 10.3

恋野橋 10.3 10.2 10.1 10.2 10.3 10.2

西吉野第一発電所 10.6 8.7 12.9 1.4 4.1 7.5

丹生川流末 3.3 2.3 2.2 1.1 2.1 2.2

大川橋 3.2 3.8 2.4 5.0 2.3 3.3

御蔵橋 6.1 4.1 2.5 2.1 3.6 3.7

恋野橋 5.6 7.7 3.9 6.9 3.2 5.5

西吉野第一発電所 3,477 1,307 210 675 1,204 1,374

丹生川流末 7,798 809 1,908 1,390 1,255 2,632

大川橋 9,759 7,565 4,270 9,308 5,980 7,377

御蔵橋 11,423 15,980 1,905 1,740 8,470 7,903

恋野橋 14,460 5,781 4,738 28,920 8,145 12,409

7.5mg/L以上

25mg/L以下

1,000MPN/

100mL以下

分水先

河川
pH

BOD75％値

(mg/L)

COD75％値

(mg/L)

 DO(mg/L)

 SS(mg/L)

大腸菌群数
(MPN/100mL)

分水先

河川

分水先

河川

分水先

河川

分水先

河川

分水先

河川

6.5～8.5

2mg/L以下

-
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流入河川 

 

図 5.5.1-2(1) 環境基準の達成度 流入河川(平成 29～令和 3 年) 

 

貯水池（ダム湖中央） 

 

図 5.5.1-2(2) 環境基準の達成度 貯水池(平成 29～令和 3 年) 

 

貯水池（ダムサイト） 

 

図 5.5.1-2(3) 環境基準の達成度 貯水池(平成 30～令和 3 年) 
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下流河川 

 

図 5.5.1-2(4) 環境基準の達成度 下流河川(平成 29～令和 3 年) 

 

分水先河川 

 

 

図 5.5.1-2(5) 環境基準の達成度 分水先河川(平成 29～令和 3 年) 
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(2) 水質の縦断方向の比較(本川)  

流入河川(広瀬、川原樋川取水口)、貯水池(ダム湖中央、ダムサイト)の表層、下流河

川(辻堂、上野地)において、縦断方向の水質調査結果について比較を行った。整理対象

期間は平成 29 年～令和 3 年の 5 ヵ年とした。ただし、ダムサイト表層では、平成 29 年

4 月以降に調査が実施されているため、平成 30 年～令和 3 年の 4 ヵ年を整理対象期間と

した。 

猿谷ダム貯水池、流入河川及び下流河川の水質調査地点模式図を図 5.5.1-3 に、比較

結果を図 5.5.1-4 に示す。 

 

図 5.5.1-3 猿谷ダムの水質調査地点(模式図) 

 

 年平均水温の縦断変化 

水温は貯水池内で上昇するが、下流河川では貯水池内と同程度となっており、下流河

川(辻堂)では流入河川に比べ 1℃以上上昇している。一般的に上流から下流にかけ水温

が上昇することを考えると、猿谷ダムの運用による下流への影響は小さいと考えられる。 

 

 

図 5.5.1-4(1) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(水温) 
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 年平均濁度の縦断変化 

流入河川(広瀬、川原樋取水口)と比べて貯水池で高く、下流河川は平成 29～30 年を除

くと貯水池と同程度である。平成 29～30 年を除くと、下流河川の濁度は概ね 10 度未満

であり、猿谷ダム運用による下流への影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-4(2) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(濁度) 

 

 年平均 pH の縦断変化 

流入河川から下流河川(辻堂)まで大きな変化はみられず、いずれの地点も環境基準値

を満足しており、猿谷ダムの運用による下流への影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-4(3) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(pH) 

  

0

5

10

15

20

25

30

上野地 辻堂 ダムサイト(表層) ダム湖中央(表層) 広瀬 川原樋川取水口

(度) 濁度 H29 H30 R01 R02 R03

6

6.5

7

7.5

8

8.5

9

上野地 辻堂 ダムサイト(表層) ダム湖中央(表層) 広瀬 川原樋川取水口

(－) pH H29 H30 R01 R02 R03

：環境基準 



5-260 

 年平均 DO の縦断変化 

流入河川、貯水池内、下流河川と縦断的な変化は小さく、概ね10mg/L前後で推移して

いる。 

いずれの地点も環境基準値を満たしており猿谷ダムの運用による下流への影響は小さ

いと考えられる。 

 

図 5.5.1-4(4) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(DO) 

 

 BOD 年 75%値の縦断変化 

貯水池内でやや上昇する傾向がみられるが、流入河川（広瀬）と下流河川(辻堂)は同

程度となっており、猿谷ダムの運用による下流への影響は小さいと考えられる。上野地

は辻堂に比べて上昇傾向にあり、環境基準値を超過する年もある。なお、貯水池内は湖

沼 A 類型に指定されており、BOD の基準値は設定されていない。 

 

図 5.5.1-4(5) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(BOD 年 75%値) 
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 COD 年 75%値の縦断変化 

貯水池内でやや上昇する傾向がみられるが、環境基準値以下である。また、流入河川

と下流河川で顕著な差はみられず、猿谷ダムの運用による影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-4(6) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(COD 年 75%値) 

 

 年平均 SS の縦断変化 

流入河川と比べて貯水池で高く、下流河川（辻堂）は平成 29 年を除くと貯水池と同程

度であるが、下流河川の SS は概ね 10 度未満であり、環境基準値が 25mg/L であることを

考えると、猿谷ダムの運用による影響は小さいと考えられる。 

いずれの地点も環境基準を満足している。 

 

図 5.5.1-4(7) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(SS) 
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 年平均大腸菌群数の縦断変化 

流入河川、貯水池内、下流河川と縦断的にやや低下する傾向がみられる。平成 29 年お

よび令和 3 年は全体的に高く、環境基準を若干超過している。それ以外の年は、環境基

準を満足している。 

以上の結果から、猿谷ダムの運用による影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-4(8) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(大腸菌群数) 

 

 年平均全窒素の縦断変化 

流入河川(広瀬)で高く、貯水池内～下流河川（辻堂）で低下し、上野地で上昇する傾

向がみられる。猿谷ダムの運用による影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-4(9) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(全窒素) 
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 年平均全リンの縦断変化 

平成 29～30 年は、流入河川と比べて貯水池、下流河川（辻堂）で若干上昇する傾向が

見られる。それ以外の年は縦断的には同程度である。平成 29 年の下流河川（辻堂）を除

くと、特に高い値ではないことから、猿谷ダムの運用による影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-4(10) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(全リン) 
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(3) 水質の縦断方向の比較(分水先河川)  

分水先河川(西吉野第一発電所、丹生川流末、大川橋、御蔵橋、恋野橋)において、縦

断方向の水質調査結果について比較を行った。整理対象期間は平成 29 年～令和 3 年の

5 ヵ年とした。 

猿谷ダム分水先河川の水質調査地点模式図を図 5.5.1-5、比較結果を図 5.5.1-6 に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5.1-5 猿谷ダム分水先の水質調査地点(模式図) 

  

 年平均水温の縦断変化 

分水先の水温は、西吉野第一発電所から丹生川流末にかけ下降し、御蔵橋で再び上昇

する。これは、支川の丹生川の水温が低いこと、本川の紀の川の水温が高いことによる。 

猿谷ダムの運用による分水先河川への影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-6(1) 分水先河川の水質調査結果(水温) 
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 年平均濁度の縦断変化 

丹生川流末においては濁度の測定がなされていない。西吉野第一発電所は紀の川本川

より濁度が高いが、紀の川本川と合流する上流側の大川橋から恋野橋までの顕著な濁度

の上昇はみられない。 

紀の川本川では顕著な水質変化はみられないことから、猿谷ダムの運用による紀の川

本川への影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-6 (2)  分水先河川の水質調査結果(濁度) 

 

 年平均 pH の縦断変化 

西吉野第一発電所より下流では pH の上昇がみられるが、西吉野第一発電所においても

環境基準値を満足していることから、猿谷ダムの運用による分水先河川への影響は小さ

いと考えられる。 

 

図 5.5.1-6 (3)  分水先河川の水質調査結果(pH) 
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 年平均 DO の縦断変化 

丹生川流末と比べて、西吉野第一発電所の DO が低いが、西吉野第一発電所においても

環境基準値を満足していることから、猿谷ダムの運用による分水先河川への影響は小さ

いと考えられる。 

 

図 5.5.1-6 (4)  分水先河川の水質調査結果(DO) 

 

 BOD 年 75%値の縦断変化 

西吉野第一発電所より下流では BOD の上昇がみられるが、西吉野第一発電所において

も環境基準値を満足していることから、猿谷ダムの運用による分水先河川への影響は小

さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-6 (5)  分水先河川の水質調査結果(BOD 年 75%値) 
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 COD 年 75%値の縦断変化 

御蔵橋の平成 29 年の値が高いことを除けば、縦断的な水質変化はみられないことから、

猿谷ダムの運用による分水先河川への影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-6 (6)  分水先河川の水質調査結果(COD 年 75%値) 

 

 年平均 SS の縦断変化 

西吉野第一発電所では他の地点と比べると SS は高いが環境基準を満足していること、

丹生川流末では SS が低下し、西吉野第一発電所の変動に対しても安定していること等か

ら、猿谷ダムの運用による分水先河川への影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-6 (7)  分水先河川の水質調査結果(SS) 
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 年平均大腸菌群数の縦断変化 

西吉野第一発電所で最も低くなっていることから、猿谷ダムの運用による分水先河川

への影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-6 (8)  分水先河川の水質調査結果(大腸菌群数) 

 

 年平均全窒素の縦断変化 

西吉野第一発電所で最も低くなっていることから、猿谷ダムの運用による下流への影

響は、小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-6 (9) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(全窒素) 
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 年平均全リンの縦断変化 

西吉野第一発電所では他の地点と比べると全リンは高いが、丹生川流末では低下し、

西吉野第一発電所の変動に対しても安定していることから、猿谷ダムの運用による分

水先河川への影響は小さいと考えられる。 

 

図 5.5.1-6 (10)  分水先河川の水質調査結果(全リン) 
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5.5.2 水温に関する評価 

(1) 下流河川への水温の影響評価 

ダム貯水池は河川に比べて水深が深く、また滞留時間が長いため、春季から夏季にか

けて水面付近では水温が上昇する。この過程で取水方法・取水位置(深さ)によっては流

入水と放流水に水温差が生じる可能性がある。水温変化による影響としては、冷水放流

と温水放流があり、これらの現象は、流入水温と放流水温の差を指標として判断される。

一般的に、冷水放流は、貯水位低下時に表層の温かい層から順次放流されてしまい、次

第に水温の低い層からの放流量の割合が大きくなるために発生する。 

猿谷ダムでは流入河川（広瀬）、下流河川(辻堂)において平成 26 年から水質自動観測

を実施している。流入河川及び下流河川の水温測定結果1 (平成 26 年～28 年)は図 

5.5.2-1 に示すとおりである。また、各年の貯水池運用状況と流入河川及び下流河川の

水温の状況を図 5.5.2-2 に、流入河川水温と下流河川水温の水温差別日数を表 5.5.2-1

及び図 5.5.2-3 に示す。 

流入河川と下流河川の水温は大きな差はみられないが、秋季から冬季に下流河川でや

や高い傾向がみられる。約 86％の日数は±2℃の範囲となっている。2℃以上 4℃未満の

水温差の日数が約 14％であるが全て下流河川の水温が高く、水温が高い貯水池水の放流

によるものと考えられる。4℃以上の水温差は確認されていない。 

 

 

図 5.5.2-1 流入水温と放流水温の日平均値及び水温差(平成 26～令和 3 年) 
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図 5.5.2-2(1) 貯水池運用と流入河川及び下流河川の水温状況(平成 26 年) 

 

図 5.5.2-2(2) 貯水池運用と流入河川及び下流河川の水温状況(平成 27 年) 

 

図 5.5.2-2(3) 貯水池運用と流入河川及び下流河川の水温状況(平成 28 年) 
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表 5.5.2-1 放流水温と流入水温の差別の日数(平成 26～28 年) 

 

 

図 5.5.2-3 放流水温と流入水温の差別の日数(平成 26～28 年) 
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(2) 分水先への水温の影響評価 

流入河川（広瀬）と分水先（西吉野第一発電所）の定期調査の結果を図 5.5.2-4 に示

す。 

6 月～8 月に放流水温が低くなる傾向があるが、その他の時期は同程度あるいはやや高

くなっている。分水先河川での障害は報告されておらず、問題の無い状況と考えられる。 

 

図 5.5.2-4 至近 5 ヶ年の流入水温と分水放流水温の比較 
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5.5.3 水の濁りに関する評価 

(1) 下流河川への濁りの影響評価 

水の濁りによる影響としては濁水長期化現象があり、この現象は出水時の流入濁度と

ダム放流濁度の差を指標として判断される。 

洪水時に河川から微細な土砂を含む濁水が貯水池に流入すると、ダム貯水池内で長期

にわたり浮遊する現象がしばしば見られる。この場合、取水方法や取水位置によっては

濁った水を下流へ放流すること場合があり、流入水と放流水の濁度に差が生じる可能性

がある。一般的に、ダム湖下流域の濁水長期化現象は、出水時の高濃度の流入濁水が貯

水池内で滞留し、下流域に放流することによって発生する。 

猿谷ダムでは流入河川（広瀬）、下流河川(辻堂)において平成 26 年から水質自動観測

を実施している。但し、平成 28年～令和 2年は下流河川（辻堂）が欠測のため、平成 26

年、27 年および令和 3 年について流入河川、下流河川を比較した。 

水質自動観測装置による濁度測定結果2(平成 26 年～令和 3 年)を図 5.5.3-1 に、流入

河川と下流河川の濁度差別日数を表 5.5.3-1 及び図 5.5.3-2 に示す。また、下流河川

の濁度別継続日数と発生回数を図 5.5.3-3 に示す。 

流入濁度と放流濁度を比較すると、出水により下流河川の濁度が高くなる傾向がみら

れるが、濁度の差は約 84％が 10 度以内となっている。また、差が 10 度を超えるケース

のうち、その半分は上流河川が高くなっており、ダムによる下流河川への濁りの影響は

小さいと考えられる。 

 

図 5.5.3-1 流入濁度と放流濁度の日平均値及び濁度差(平成 26～令和 3 年) 

 

2各日の毎正時の濁度観測データを、欠測を除外して単純平均した値 

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

(度) 流入河川と下流河川の濁度 流入河川(広瀬) 下流河川(辻堂)

400

450

0

100

200

300

400

500

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

貯水位(EL+m)流量(m3/s) 貯水池運用 放流量 流入量 貯水位

-50.00

0.00

50.00

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

(度) 濁度差（下流河川－流入河川）



5-275 

表 5.5.3-1 放流濁度と流入濁度の差別の日数(平成 26～27 年、令和 3 年) 

 
※逆転：流入河川（広瀬）が高く、下流河川（辻堂）が低い。順転はその逆。 

 

※逆転：流入河川（広瀬）が高く、下流河川（辻堂）が低い。順転はその逆。 

図 5.5.3-2 放流濁度と流入濁度の差別の日数(平成 26～27 年、令和 3 年) 

 

 

図 5.5.3-3 下流河川の濁度別継続日数と発生回数(平成 26～27 年、令和 3 年) 
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(2) 分水先への濁り（SS）の影響評価 

流入河川（広瀬）と分水先（西吉野第一発電所と丹生川流末）の定期調査の結果を図 

5.5.3-4 に示す。 

流入河川と比べて分水先で高い。西吉野第一発電所では、特に秋（9 月～11 月）に高

く、環境基準値(25mg/L)程度の場合もみられたが、環境基準値を超えることはなく、さ

らに紀の川合流前の丹生川流末では SS は低下することから、分水先への影響は小さいと

考えられる。 

 

 

 

図 5.5.3-4 至近 5 ヶ年の流入 SS と分水放流 SS の比較 
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5.5.4 富栄養化に関する評価 

(1) 貯水池水質からみた富栄養化現象 

貯水池運用と水質の富栄養化関連項目の経月変化を図 5.5.4-1 に示す。 

クロロフィル a はダム湖中央表層において、夏季に上昇がみられ、同時に COD も高く

なっており、植物プランクトンの増殖が生じている。下流河川の辻堂では、顕著な COD

の上昇はみられず、貯水池内での植物プランクトン増殖の影響は認められない。 

猿谷ダムにおけるプランクトン増殖による着色現象は、淡水赤潮が昭和 55 年 7 月に初

めて発生し、その後、平成 18 年まで発生しているが、発生時の分布域も限られ、発生の

程度もわずかである。平成19年度以降、淡水赤潮は確認されておらず、水の華が平成22

年に 1 回発生しているだけであり、問題の無い状況である。また、アオコ等も現在まで

に発生していない。 
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図 5.5.4-1 富栄養化関連項目の経月変化 
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(2) 富栄養化指標による評価 

 OECD 富栄養化指標による評価 

猿谷ダム貯水池の富栄養化の程度について、OECD 富栄養化指標(表 5.5.4-1 参照)を

用いて評価する。対象は猿谷ダム（ダム湖中央）表層(水深 0.5m)の至近 10 ヵ年(平成 24

年～令和 3 年)および猿谷ダム（ダムサイト）表層(水深 0.5m)の至近 4 ヵ年(平成 30 年

～令和 3 年)の T-P とクロロフィル a である。 

猿谷ダム（ダム湖中央）の至近 10 ヵ年および猿谷ダム（ダムサイト）表層の至近 4 ヵ

年について、表 5.5.4-2 に示すとおり、全リンの平均値は 0.017mg/L と 0.014mg/L、ク

ロロフィル a 濃度の平均値は 3.6μg/L と 3.8μg/L であり、いずれも中栄養と評価でき

る。 

表 5.5.4-1 OECD 富栄養化指標による貯水池表層水質の評価 

 

 

表 5.5.4-2 貯水池表層の全リン(T-P)とクロロフィル a 値の経年変化 

 

 

  

備考指標
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年平均の平均T-P
(mg/L)

年平均の平均クロロフィルa
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(μg/L)

<0.010
0.010

～0.035

階級

貯水池内（ダム湖中央） 貯水池内（ダム湖中央）
ダム湖中央（表層） ダム湖中央（表層）

平均 最大 最小 平均 最大 最小

H24 0.021 0.062 0.007 H24 2.2 10.3 0.2

H25 0.018 0.083 0.005 H25 4.1 17.4 0.3
H26 0.018 0.064 0.008 H26 4.1 10.4 0.2
H27 0.019 0.037 0.005 H27 5.3 12.9 0.2
H28 0.019 0.056 0.007 H28 5.7 26.0 0.4

H29 0.024 0.110 0.006 H29 3.8 18.4 0.1
H30 0.020 0.062 0.008 H30 3.6 15.2 0.1
R01 0.011 0.019 0.005 R01 3.1 9.3 0.2
R02 0.011 0.019 0.007 R02 2.2 5.1 0.3
R03 0.011 0.019 0.006 R03 2.1 4.4 0.5

H24-R03 0.017 0.053 0.006 H24-R03 3.6 12.9 0.3
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H27 H27
H28 H28

H29 H29
H30 0.015 0.030 0.007 H30 2.8 5.4 0.3
R01 0.013 0.021 0.009 R01 4.7 6.8 2.1
R02 0.012 0.018 0.007 R02 2.7 4.7 0.6
R03 0.015 0.020 0.008 R03 5.2 10.5 0.9

S56-R03 S56-R03
S56-H28 S56-H28
H29-R03 0.014 0.022 0.008 H29-R03 3.8 6.9 1.0

年
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平均値
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 Vollenweider モデルによる評価 

猿谷ダム貯水池に流入する全リン負荷量より、Vollenweider モデルを用いて富栄養化

を評価する。対象期間は、至近 10 ヵ年(平成 24 年～令和 3 年)である。 

Vollenweider モデルは、自然湖沼やダム貯水池等の富栄養化現象の発生を予測するた

めに、数多くの観測結果を用いて作成した統計学モデルで、横軸に平均水深と年間回転

率の積を、縦軸に年間リン流入負荷量をとり表 5.5.4-3 に示すとおり富栄養化現象の可

能性を評価する。 

 

表 5.5.4-3 Vollenweider モデルによる富栄養化指標 

評価 L 

富栄養の状態 L>0.03(10+H×α) 

中栄養の状態 0.03(10+H×α)<L<0.01(10+H×α) 

貧栄養の状態 L<0.01(10+H×α) 

 

 

 

 

 

評価の結果を表 5.5.4-4 及び図 5.5.4-2 に示す。猿谷ダム貯水池では、至近 5 ヵ年

で富栄養化現象の発生が低いと推定される領域に位置し、貧栄養の状態にあると判断さ

れる。 

 

表 5.5.4-4 Vollenweider モデル算定結果の一覧 

年 

年流入量 Q 
（×106m3) 

T-P 年間 
流入負荷量(t/年)

T-P 
面積負荷量(g/m2/年)

年回転率 
α=Q/V 

（回/年） 

H×α 
（m/年） 

H24 382.28 3.99 3.99 19.29 382.28 

H25 368.66 3.22 3.22 18.74 368.66 

H26 379.00 2.51 2.51 19.41 379.00 

H27 441.76 3.35 3.35 22.73 441.76 

H28 365.73 2.57 2.57 18.88 365.73 

H29 411.69 3.34 3.34 21.25 411.69 

H30 471.18 5.09 5.09 24.32 471.18 

R01 369.46 3.89 3.89 19.07 369.46 

R02 320.57 1.30 1.30 16.55 320.57 

R03 257.15 1.98 1.98 13.27 257.15 

 

  

L＝P(Vp+H×α) 

ここに、L ：単位当たりの全リン負荷(g/m2/年)

    P ：貯水池の年間平均全リン濃度(mg/L)

    Vp：リンの見かけの沈降速度(m/年) 

    H ：平均水深(m) 

    α：年間回転率(回/年) 
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注）平成 24 年は通行止めにより取水口の水質調査結果が得られなかったため、プロットし

ていない。 

平成 25 年 9 月は全リンの値が高いため、異常値として除外して算出した。 

図 5.5.4-2 Vollenweider モデルによる評価結果 
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平成 30 年以降の定期水質調査結果より作成 

図 5.5.5-1 底層 DO と栄養塩等の状況 
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 まとめ 

猿谷ダムの水質についての評価結果を以下に示す。 

 

表 5.6-1(1) 水質のまとめ 

項目 検討結果等 評価 今後の方針

環境基準項目
及びその他水

質項目 

流入河川･下流河川及び貯水池の平成 29
年～令和 3 年の平均値、年 75％値を以
下に示す。 
＜流入河川(広瀬)＞ 
水温:13.6℃,pH:7.7,DO:10.2mg/L, 
BOD 年 75%値:0.3mg/L，SS:1.7mg/L, 
大 腸 菌 群 数 :926MPN/100mL, 全 窒
素:0.26mg/L,全リン:0.008mg/L であっ
た。至近 5 ヵ年は、BOD 年 75%値：0.2～
0.4mg/L,COD年 75%値：0.8～1.5mg/L,全
窒 素 ： 0.195 ～ 0.310mg/L, 全 リ ン ：
0.005～0.013mg/L であった。 
＜貯水池内(ダム湖中央表層)＞ 
水温:14.5℃,pH:7.5,DO:9.5mg/L, 
BOD 年 75%値:0.9mg/L，SS:4.3mg/L, 
大腸菌群数:589MPN/100mL, 
全窒素:0.233mg/L,全リン:0.015mg/L, 
クロロフィル a:3.0μg/L であった。至
近 5 ヵ年は、BOD 年 75%値： 0.6～
1.2mg/L,COD 年 75%値：1.6～2.1mg/L, 
全窒素：0.217～0.232mg/L,全リン：
0.011～0.024mg/L であった。 
＜下流河川(辻堂)＞ 
水温:14.6℃,pH:7.7,DO:10.6mg/L, 
BOD 年 75%値:0.5mg/L，SS:4.2mg/L, 
大腸菌群数:658MPN/100mL, 
全窒素:0.191mg/L,全リン:0.015mg/L で
あった。至近 5 ヵ年は、BOD 年 75%値：
0.4 ～ 0.6mg/L,COD 年 75% 値 ： 1.0 ～
1.5mg/L,全窒素：0.163～0.238mg/L,全
リン：0.006～0.034mg/L であった。 
大腸菌群数を除いて概ね環境基準値を
満足しており、至近 5ヵ年についても同
様な傾向であった。 
大腸菌群数は環境基準値を超過してい
るが、糞便性大腸菌群数は少なく、自
然由来の大腸菌と考えられ、問題は無
いものと評価される。 

大腸菌群数を除いて概ね環
境基準値を満足しており、
大腸菌群数についても自然
由来の大腸菌と考えられ、
問題は無いと考えられる。 

現状の調査
を継続し、
水質の状況
を 把 握 す
る。 

貯水池 
溶存酸素 
（DO） 

底層は夏季から秋季に溶存酸素が低下
する傾向にあり、特にダムサイト底層
では一時的に大きく低下した。なお、
底層 DO 低下に伴う栄養塩の溶出はみら
れない。 

底層 DOの低下の程度は小さ
いことから特に問題は無い
と考えられる。 

放流水の 
水温 

下流河川では、流入河川と比べて冬季
にやや高い傾向にあり、至近 5ヵ年につ
いても、特に変化はみられない。 

流入河川に対する下流河
川、分水先の水温変化は大
きくなく、特に問題は無い
と考えられる。 

放流水の 
濁り 

平成 24 年以降、貯水池中・底層、下流
河川、分水先で高い値を示すことが多
く、大規模な洪水が多いことと対応し
ており、洪水の影響を受けた結果と考
えられる。大規模な洪水が無かった令
和元年度以降は高い値はみられていな
い。 

大規模な洪水が生じた平成
24 年以降は下流河川、分水
先の濁りが高いことが多い
が、殆んどが環境基準値を
下回っており、特に問題は
無いと考えられる。 
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表 5.6-1(2) 水質のまとめ 

項目 検討結果等 評価 今後の方針 

富栄養化 
現象 

過年度よりアオコ等は確認されていな
い。淡水赤潮も、平成 19 年以降は確認
されておらず、平成 22 年 7 月に緑藻類
による水の華が確認されただけであ
り、至近5ヵ年では、プランクトンの増
殖による着色現象は確認されていな
い。 
貯水池内で平成 24 年以降に全リンが高
いが、全リンは土壌に吸着しやすい特
性があることから、SS と同様に洪水の
影響を受けた結果と考えられる。大規
模な洪水が無かった令和元年以降は、
高い値はみられなかった。 

近年は淡水赤潮等の発生
もみられず、BOD や COD
等が高くなる傾向もみら
れず、特に問題は無いと
考えられる。 
 

現状の調査を
継続し、水質
の状況を把握
する。 

 

＜まとめ＞ 

貯水池内底層での溶存酸素の低下がみられるものの、過年度と同様の現象であり、特に

問題は生じていない。 

平成 29 年、30 年以降は、貯水池等で濁度や全リンが高いことが多かったが、洪水が多

かったことによるものと考えられる。 

至近 5 カ年では淡水赤潮やアオコは認められておらず、富栄養化の進行は生じていない。 

大腸菌群数を除き、環境基準値を概ね下回っており、特に問題は無いと考えられる。 

 

＜今後の方針＞ 

今後も調査を継続し、水質及び貯水池の状況を把握していく。 

上野地の BOD について、今後、奈良県と引き続き監視を行うとともに増加要因を究明し

ていく。 

水質汚濁に係る環境基準について大腸菌群数については、令和 4 年 4 月から糞便による

汚染をより的確に捉えることができる大腸菌数に変更となったため、その実態を踏まえ、

適切に管理していく。 
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文献リスト 

水質に係わる整理のため、以下の資料を収集した。 

 

表 5.7-1 使用資料リスト 

No. 文献・資料名 発行者 発行年月 備考 

5-1 
環境基準値（環境省ウェブ

サイト） 
環境省 －  

5-2 
平成 24 年度猿谷ダム定期

報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 
平成 25 年 3 月  

5-3 
紀の川・新宮水系水質・底

質分析等業務 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 

平成 29～令和 3 年度  

5-4 
紀の川ダム統管管内水文資

料標準照査業務報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 

平成 29～令和 3 年度 

雨量、貯水位、 

流入量、放流量 

植物プランクトン 

5-5 水質自動観測データ 

国土交通省 

近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 

平成 29～令和 3 年度  

5-6 
電源開発による水質観測

データ 
電源開発㈱ 

平成 23 年～平成 28

年 
 

5-7 環境調査報告書（水質編） 奈良県 平成 29～令和 3 年度  

5-8 奈良県統計年鑑 奈良県 平成 27 年 土地利用 

5-9 国勢調査 総務省 令和 2 年 人口、世帯数 

5-10 
一般産業廃棄物処理実態調

査結果 
環境省 

平成 28 年～令和 2

年 
汚水処理普及率 

 

 





















































































































































































































































































































































































































































































 

 

 

 

 

 
水源地域動態 
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水源地域動態 

7.1  評価の進め方 

7.1.1  評価方針 

猿谷ダムにおける水源地域動態の評価は、大きく 2 つの観点から行った。一つは、地域

との関わりという点で、ダム建設から管理開始以降、現在までのダム事業を整理するとと

もに、地域情勢の変遷を整理した。この結果に基づき、地域においてダムがどのような役

割を果たしてきたか、今後の位置づけはどのように考えていくべきか等について評価した。 

もう一つの観点として、ダム周辺整備事業とダム及びダム周辺の利用状況から評価を行

った。ダム周辺に整備された施設等が十分に利用されているものとなっているか、又は逆

に利用状況から見た施設は十分なものとなっているか等の評価を行った。 

最後にこれらをまとめ、ダム及びダム周辺の社会的な評価の総括を行い、課題等につい

て検討した。 

 

7.1.2  評価手順 

評価方針のとおり大きく 2 つの観点により評価を行った。 

作業のフローを図 7.1.2-1 に示す。 

 

(1) 水源地域の概況整理 

水源地域の地勢や人口・産業等の概要、交通条件や観光施設等のダムの立地特性等の視

点から水源地域の概況を把握した。 

 

(2) ダム事業と地域社会の変遷 

ダム建設が地域社会に与えたインパクト、周辺地域の社会情勢、地域の交流活動・イベ

ント等についてダム事業の経緯とともに変遷を年表形式で整理し、ダム事業と地域社会の

係わりを把握した。 

また、猿谷ダム周辺施設の利用状況・地域交流・各種イベントの内容・参加人数等を整

理するとともに、これまでダムに訪れた人や地元住民から寄せられた意見・要望等から猿

谷ダムに対する意識を把握した。これらのとりまとめにより、ダムを含めた水源地域とし

ての地域特性を把握した。 

 

(3) ダムと地域の関わりに関する評価 

ダムと地域との関わりとして、(2)をもとに、地域におけるダムの位置づけについて考察

を行った。さらにダム管理者と地域の関わりとして、至近 5 ヶ年を含むこれまでのダム管

理者と地域の交流事項等について整理し、管理者の活動等について評価した。 
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(4) ダム周辺の状況 

ダムの周辺環境整備計画を整理するとともに、現況の整備状況等について整理した。 

また、施設入り込み数、イベント開催状況等から周辺の利用状況を整理し、利用に関す

る評価を行った。 

なお、原則は、「水源地域対策特別措置法」で整備した施設等は評価対象としないが、ダ

ム事業と一体となって整備した施設等は含めた。 

 

(5) 河川水辺の国勢調査（ダム湖利用実態調査）結果 

河川水辺の国勢調査（ダム湖利用実態調査）結果より、ダム周辺施設の年間利用者数、

利用形態等についても整理した。 

また、アンケート調査結果から、利用者がどのような感想をもっているかについても整

理し、利用者の視点からのダム周辺施設（環境整備）の評価を行った。 

 

(6) まとめ 

以上のとりまとめ結果から、地域とダムの関わり、ダムの利用状況に関する評価結果を

まとめ、ダムの特徴、課題等について整理した。また、負の評価結果となった事項があれ

ば、これらについて要因を整理し、極力改善策等の提案についてとりまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1.2-1 評価手順 

 

 

  

(1)水源地域の概況整理 

(2)ダム事業と地域社会情勢の変遷 (4)ダム周辺の状況 

(5)河川水辺の国勢調査(ダム湖利用実態調査)結果 (3)ダムと地域の関わりに関する評価 

まとめ 

(6)その他関連事項の整理 
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7.2  水源地域の概況 

7.2.1  水源地域の概要 

(1) 水源地域の位置 

 

猿谷ダム周辺の水源地域市町村の状況を図 7.2.1-1 に示す。 

猿谷ダムは熊野川河口から約 100km、標高約 440m 地点に位置する。 

猿谷ダムの水源地域市町村は、天川村、野迫川村、五條市大塔町（旧大塔村）と、猿谷ダ

ムからの分水先である紀の川流域の五條市（旧西吉野村を含む）を含めて水源地域とする。 

なお、平成 17 年 9 月に旧大塔村、旧西吉野村、五條市が合併し、現五條市となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.1-1 猿谷ダム周辺の水源地域市町村の状況 

 

 

  

猿谷ダム 

五條市 

旧五條市 

旧西吉野村 

旧大塔村 

天川村 

野迫川村 

凡例 

五條市 

(旧西吉野村) 

天川村 

(旧大塔村) 

野迫川村 
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(2) 自然公園等 

猿谷ダム近傍の自然公園等の指定状況を図 7.2.1-2 に示す。 

猿谷ダム近傍は、高野竜神国定公園、吉野熊野国立公園に指定されている。猿谷ダムが

位置する五條市は、紀伊半島のほぼ中央部、奈良県の南西部に位置し、四季折々に情感を

漂わせる国立・国定公園等の豊かな自然とロマンにあふれる歴史が満ち溢れている。また、

平成 16 年 7 月には、「紀伊山地の霊場と参詣道」（和歌山県・奈良県・三重県にまたがる

3 つの霊場（吉野・大峰、熊野三山、高野山）と参詣道（熊野参詣道、大峯奥駈道、高野山

町石道））が世界遺産（文化遺産）に登録されており、参詣道の一つ「大峯奥駈道」が五條

市、天川村を通っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：奈良県自然公園等区域図より作成） 

図 7.2.1-2 猿谷ダム近傍の自然公園等 
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(3) 水源地域における人口・産業構造・事業所数 

1) 総人口・総世帯数 

猿谷ダム水源地域を構成する旧自治体全体の人口・世帯数の推移を図 7.2.1-3 に示す。 

猿谷ダム水源地域では、人口は減少傾向が続いており、特に平成 12 年以降の減少が顕著

である。 

世帯数については、平成 12 年までは増加していたが、それ以降は減少に転じている。 

 

 

（出典：国勢調査結果を基に作成） 

図 7.2.1-3 猿谷ダム水源地域全体の人口の推移 
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2) 産業別就業人口 

猿谷ダム水源地域を構成する旧自治体の産業別就業人口を図 7.2.1-4 に示す。 

産業別就業者人口は、平成 12 年以降、減少傾向が顕著であり、平成 12 年の 20 千人程度

から令和 2年には 1 千人弱程度に減少した。 

産業別割合をみると、第 1 次産業が減少し、第 2 次産業、第 3 次産業の割合が増加する

傾向がみられたが、令和 2 年で第 1 次産業の割合が急激に減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：国勢調査結果を基に作成） 

図 7.2.1-4 猿谷ダム水源地域を構成する旧自治体の産業別就業人口 
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 第3次産業 

  ･･･電気･ガス･熱供給･水道業、運輸 ・通信業、卸売・小売業、飲食店、金融・

保険業及び不動産業、サービス業、公務、医療・福祉、教育・学習支援業 
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3) 土地理利用割合 

猿谷ダム水源地域を構成する旧自治体の土地利用を図 7.2.1-5 に示す。 

山林の占める比率が高いが、畑や宅地が僅かながら増加傾向にある。 

 

 

（出典：奈良県統計年鑑より作成） 

図 7.2.1-5 猿谷ダム水源地域を構成する旧自治体の土地利用面積の割合 
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7.2.2  ダムの立地特性 

(1) ダム周辺の幹線道路状況 

猿谷ダムへの交通アクセスを図 7.2.2-1 に示す。 

猿谷ダムは、五條駅から国道 168 号線を利用してバスで約 50 分の距離にあり、交通の便

は良くないが、五條市は、京奈和自動車道、五條新宮道路が建設中であり、これらの道路

が全面開通されれば、猿谷ダム及びその周辺の観光施設へのアクセスも、現状と比べて改

善される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通アクセス（五條市まで） 

（1）大阪→関西本線王寺→JR 和歌山線（高田）→JR 和歌山線五條    2 時間 

（2）大阪→地下鉄難波→南海高野線橋本→JR 和歌山線五條          2 時間 

（3）大阪→地下鉄又は JR 大阪阿部野橋→近鉄南大阪線（橿原神宮前）→近鉄吉野線吉野口  

→JR 和歌山線五条                           2 時間 

（4）京都→近鉄京都線（大和西大寺）→近鉄橿原神宮前→近鉄吉野口→JR 五條 2 時間 

（5）名古屋→JR 新幹線京都→ルート（4）                 3 時間 

（6）名古屋→近鉄名古屋線・大阪線 大和八木→近鉄橿原線 橿原神宮前→近鉄吉野線吉野口 

→JR 五条                                            3 時間 

（7）和歌山→JR 和歌山線五條                       1 時間 30 分 

（8）関西空港→南海線新今宮→南海高野線橋本→JR 和歌山線五條       2 時間 30 分 

（9）関西空港→JR 関西本線天王寺→JR 和歌山線五条        2 時間 30 分 

（10）大阪（伊丹）空港→空港バス大阪→ルート(1)→(2)→(3) 五条       2 時間 30 分 

（出典：五條市ウェブサイトより作成） 

図 7.2.2-1 猿谷ダムへの交通アクセス 

 

 

  

猿谷ダム 
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(2) ダム周辺の観光施設等 

ダム周辺の観光施設位置を図 7.2.2-2 に、主な観光施設の概要を表 7.2.2-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：紀の川ダム統合管理事務所ウェブサイト） 

図 7.2.2-2 猿谷ダム周辺の観光施設位置 
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表 7.2.2-1(1) 周辺の主な観光施設(1/2) 

施設名 概要 

宮の滝 

 

篠原地区の西方林道沿いにある「宮の滝」は、落差
約 40ｍの 3段の滝で那智の滝とは夫婦であると伝え
られている。 
1 段目の滑らかな岩肌で勢いをつけた水流は、2 段

目で空中に飛び出して滝壷を作り、これをこぼれ出て
垂直に落ちる 3 段目は飛沫となり、時に最下部の滝壷
で虹を浮かべる。2 段目の滝壷には蛇がいると伝えら
れ、誰も近付かないように戒められてきた。 
3 段それぞれに特徴をみせる宮の滝は、新緑や紅葉

に映える美しさもさることながら、厳寒時に凍りつい
た様相にも見応えがある。 
 

舟
ふな

の川
かわ

渓谷 

 

篠原地区の奥地から熊野川に流れ下る舟ノ川は、大
峯山脈の明星ガ岳から七面山にかけての山稜を水源と
する、非常に澄み切った清流である。新緑の季節、紅
葉の季節に大自然のすばらしい景観を楽しませてくれ
る。 

高野
こ う や

辻
つじ

ビ ュ

ーポイント 

 

世界遺産に登録された「紀伊山地の霊場と参詣道」

の「大峯奥駈
おおみねおくがけ

道
みち

」が通る大峯連山を東方に、真言密教

の聖地高野山の山並みを西方に眺めることができる。 

東は、標高 1894ｍの明星ガ岳を山稜の中央に眺め、
南北に走る大峯の険しい山々が大パノラマとなって広
がり、西には条条たる山々と深い谷が織り成す紀伊山
地の山々が見られ、早朝には谷を埋めるような雲海を
眺めることもできる。 

ふれあい交

流館（大塔温

泉夢乃湯） 

 

「夢乃湯」を利用した総合温泉施設で、市民の文化
や福祉の活動拠点、さまざまな交流の場としての機能
を持っている。大会議室やアスレチックルーム等内容
も充実し、ゆったりくつろいでリフレッシュできる環
境が整っている。※休館中(令和 4 年 3月 2 日時点) 

大塔コスミ

ックパーク

「星のくに」 

 

緑あふれるすがすがしい高原にあるコスミックパー
ク星のくに。芝すべりやバーベキューを楽しみ、天文
台やプラネタリウム館で星座の勉強をしたあとは、満
天の星空を見上げながらロマンティックな気分に浸
る。１日中遊べる大塔自慢の観光スポットである。 
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表 7.2.2-1(2) 周辺の主な観光施設(2/2) 

施設名 概要 

道の駅「吉野

路大塔」 

 

道の駅「吉野路大塔」は、大塔の様々な観光情報を
はじめ、特産品を一堂に集めた総合案内センターであ
る。ドライブのご休憩や見どころ情報の収集にも便利
である。 
 

大塔郷土館 

 

郷土館は、大塔村の歴史と文化を正しく後世に伝え
ていくため、郷土の歴史や民俗資料を展示し、併せて
山村の食文化を実演・体感できる場にして、都会の人
達と村民とのふれあいスペースにすることを基本理念
として建設された。 
 

オートキャ

ンプとちお 

 

大自然に囲まれた天川村のキャンプ場である。水泳・
カヌー・ボート遊び・魚釣り・野猿に乗って近くの山
林へ、森林浴も楽しめる。マスの釣堀もあり、一日中、
飽きることなく過ごせる。 
 

円空の里な

ごみ村キャ

ンプ場 

 

自然と設備を兼ね備えたキャンプ場である。川遊び
や渓谷での水遊び、魚のつかみ取り、谷間の木道を散
歩。 
大自然と触れ合い、時の過ぎるのを忘れさせてくれ

る。 

天の川青少

年旅行村 

 

吉野名産の杉林に囲まれたオートキャンプ場。春か
ら夏にかけては新緑が美しく、夏にはひんやりとした
天の川で水遊びや水泳を楽しめる。宿泊施設はコテー
ジとバンガローがある。 

（出典：紀の川ダム統合管理事務所ウェブサイト、オートキャンプ場とちお、円空の里なごみ村キャンプ場、吊

り橋の里キャンプ場、天の川青少年旅行村、一般財団法人 大塔ふる里センターウェブサイトより作成） 
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7.3  ダム事業と地域社会情勢の変遷 

7.3.1  水没移転の状況 

猿谷ダム建設事業に伴う水没補償を表 7.3.1-1 に示す。 

猿谷ダム建設に伴い、旧大塔村と天川村で 95 戸の住民が水没対象となったが、十津川村

の減水補償、漁業補償、流筏補償（国道整備）を含む補償交渉が妥結し、試験湛水前には

全戸の移転が完了した。 

 

表 7.3.1-1 水没補償 

項目 内訳 関係町村 摘要 

用
地
補
償 

土地買収 

877 反 327.64 

大塔村  782 反 623 

天川村   79 反 926.06 

 

野迫川村 12 反 504 

五條市   2 反 204.58 

湛水敷地   756 反 007.74 

付替道路敷地  54 反 713.32 

堰堤附属敷地  43 反 929 

川原樋川筋 

取水堰堤敷地  13 反 212 

その他敷地   9 反 325.58 

田 

13 反 213 

大塔村  12 反 718 

天川村    0.425 

湛水敷地    11 反 113 

付替道路敷地   0.412 

その他敷地   1 反 618 

畑 

53 反 128 

大塔村  49 反 811 

天川村   3 反 317 

湛水敷地    45 反 124 

付替道路敷地  5 反 127 

その他敷地   2 反 807 

宅地 

8407 坪 42 

大塔村  6564 坪 58 

天川村  1178 坪 26 

五條市   664 坪 58 

湛水敷地   7439 坪 52 

付替道路敷地 303 坪 32 

その他敷地  664 坪 58 

山林 

728 反 207.80 

大塔村  645 反 729 

天川村   69 反 904.80 

野迫川村  12 反 504 

湛水敷地   622 反 816.80 

付替道路敷地  46 反 922 

堰堤附属敷地  43 反 929 

川原樋川筋 

取水堰堤敷地  13 反 212 

その他敷地   1 反 118 

原野 

54 反 624 

大塔村  52 反 323 

天川村   2 反 301 

湛水敷地    52 反 007 

付替道路敷地  1 反 109 

その他敷地   1 反 508 

墓地 

7 坪 42 

大塔村  7 坪 42 湛水敷地    7 坪 42 

移転家屋  水没移転    87 戸 

付替道路移転  8 戸 

計 95 戸 

（出典：猿谷ダム工事誌） 

 

 

  



 7-13 

7.4  ダムと地域の関わりに関する評価 

7.4.1  地域におけるダムの位置づけに関する整理 

(1) 猿谷ダム水辺地域ビジョンについて 

『猿谷ダム 21 世紀水源地ビジョン』は、ビジョンの策定及び推進に向けて、今後、検討

を行っていく。 

 

7.4.2  地域とダム管理者の関わり 

地域とダム管理者との関わりを表 7.4.2-1 に示す。 

猿谷ダムでは、地元市町村等、地域との関わりとして、「森と湖に親しむ旬間」の行事の

一環で平成 19 年度まで「サマーレイクフェスティバル」を開催してきた。平成 19 年度は

8 月 4 日に開催され、絵画コンクール表彰式、コンサート等の催し物を行った。本イベント

には、地元の小学生を主とした一般市民が多く参加した。 

なお、平成 20 年度以降は、「森と湖に親しむ旬間」等の行事は開催されていない。 

 

表 7.4.2-1 地域とダム管理者との関わり 

開催年月日 名称 開催場所 内 容 主催者 

平成 19 年 

8 月 4 日 

サマーレイクフ

ェスティバル 

猿谷ダム ・環境月間絵画コンクール

表彰式 

・ステージイベント 

・関係団体ブース出展 等 

猿谷ダムサマーレイ 

クフェスティバル実

行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.4.2-1 サマーレイクフェスティバル 2007 の開催状況 
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7.5  ダム周辺の状況 

7.5.1  ダム湖周辺施設の設置状況 

猿谷ダム湖周辺施設の設置状況を図 7.5.1-2、表 7.5.1-1 に示す。 

ダム湖周辺施設の設置状況は、ダム湖及び周辺区域の自然環境を活用した猿谷ダム周辺

環境整備を行うことにより、ダム周辺地域の活性化を図るものである。本事業は、貯水池

周辺の整備、管理歩道及び緑地対策等を行い、湖水美等の自然環境を維持するとともに、

一般利用者への安全対策及び施設の活用を図り、また新たなレクリエーションの場を地元

住民に提供するために昭和 57 年度から調査を始め、昭和 58 年度より工事に着手した。昭

和 61 年度までにダムサイト右岸の一部の環境整備が完成し、その後引き続きダムサイト左

岸の工事を実施し、完成後は左右岸の残り区域の環境整備を行い、新しいダム環境づくり

を行った。 

猿谷ダムでは、ダム周辺を 4 つの地区に分け、展望広場、遊歩道、エントランス広場、

桜並木、環境護岸等を整備した。A地区については昭和 60 年、B 地区は平成 3 年、C地区は

平成 5 年、そして D 地区は平成 7年にそれぞれ完成した。また、平成 7 年には、A、B 地区

あわせて五條市（当時は大塔村）と管理協定を締結し開放している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：猿谷ダム管理のあゆみ) 

図 7.5.1-1 猿谷ダム周辺環境整備事業概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

猿谷あいあい公園 

  



 7-15 

B 地区にある猿谷あいあい公園は、道路端の山側に位置し、少し高い丘にあり、（1）展

望広場、（2）だんだん広場、（3）ぼうけん広場が設置されており、見晴らしが良く、四季

折々の花々を楽しむことができる。しかし、平成 24 年現在、落石等の恐れがあるため立ち

入り禁止となっており、侵入防止策を設置する等、安全対策については管理者である五條

市と連携して実施している。 

 

表 7.5.1-1 ダム湖周辺施設の設置状況 

地区 設備 

Ａ地区 
○展望広場（慰霊碑） 

○遊歩道 

Ｂ地区 

○エントランス広場（記念碑・便所） 

○展望広場 

○桜並木 

○遊歩道（※現在は歩けない） 

※あいあい公園は、落石等の危険があるため、令和 4年現在閉鎖中 

Ｃ、Ｄ地区 ○環境護岸 

＊R4 年 10 月現在、A、B地区は封鎖中 

(出典：猿谷ダム年次報告書) 
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＊R4 年 10 月現在、A、B地区は封鎖中 

(出典：猿谷ダム年次報告書) 

図 7.5.1-2 ダム周辺整備状況 

 

 

  

A 地区 
B 地区 

D 地区 

C 地区 

看板 

C 地区 中原環境護岸 

D 地区 阪本環境護岸 

A 地区 展望広場 

B 地区 あいあい公園 

看板 
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7.5.2  ダム周辺施設の利用状況 

(1) ダム周辺施設の入込観光客数 

ダム周辺観光地位置図を図 7.5.2-1 に、ダム周辺施設の入込観光客数を図 7.5.2-2 に示

す。 

主な周辺施設として、道の駅吉野路大塔、ふれあい交流館、大塔コスミックパーク「星

のくに」、大塔郷土館等がある。これらの施設の入込客数は、漸減傾向にあったが、平成

23 年 9 月の水害後、施設の休止等の影響もあり著しく減少し、その後も少ない状態で推移

している。 

なお十津川村は水源地域には該当しないが、猿谷ダム周辺施設の利用者は十津川村施設

も併せて利用している場合が多いことから、ここでは参考として十津川村の周辺の観光施

設の入込客数を図 7.5.2-3 に、観光施設の位置を図 7.5.2-4 に示す。 

猿谷ダム周辺施設及び十津川村観光施設のいずれにおいても、令和 2 年は多くの施設で

前年と比較して入込客数が大きく減少したが、これは新型コロナウイルス感染症の拡大の

影響によるものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：猿谷ダム年次報告書) 

図 7.5.2-1 猿谷ダム周辺の観光施設位置 
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図 7.5.2-2 ダム周辺施設の入込観光客数 

  

（出典：十津川村資料より作成） 

図 7.5.2-3 猿谷ダム周辺（十津川村）施設の入込観光客数 
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（出典：一般財団法人大塔ふる里センター資料より作成） 
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(出典：猿谷ダム年次報告書) 

図 7.5.2-4 猿谷ダム周辺（十津川村）観光地位置図 
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(2) ダムカード配布状況 

猿谷ダムで配布しているダムカードを写真 7.5.2-1 に示す。 

ダムカードは、国土交通省と独立行政法人水資源機構の管理するダムにおいて、ダムの

ことをより知って貰う目的で平成 19 年度より、ダムを訪問した方に配布している。また、

平成 30 年度には、平成天皇御在位 30 年記念のダムカードを配布している。 

令和 2 年度～3 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、前年度と比べて

配布枚数が大幅に減少したものの、令和 3 年度末までに累計 10,783 枚を配布している。 

 

 

 

 

写真 7.5.2-1 猿谷ダム ダムカード 

  

(表) (表) 

(裏) 
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図 7.5.2-5 ダムカードの配布枚数 
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7.5.3  ダム周辺のイベント等の開催状況 

猿谷ダム周辺で平成 24 年度～令和 3 年度にかけて開催されたイベントを表 7.5.3-1 に

示す。 

猿谷ダムでは、ダム管理者と地域との関わりとして、「森と湖に親しむ旬間」の行事の

一環で平成 19 年度まで「サマーレイクフェスティバル」を開催してきた。サマーレイクフ

ェスティバル 2007 は、平成 19 年 8 月 4 日に開催され、絵画コンクール表彰式、コンサー

ト等の催し物を行った。本イベントには、地元の小学生を主とした一般市民が多く参加し

ている。平成 20 年度以降は、「森と湖に親しむ旬間」の行事は開催されていないが、今後、

ダム管理者と地域との関わりに関連する取り組みを再開することを検討していく。 

その他の活動として、平成 21 年 7 月 26 日には、サイクリングイベント（第 6 回山岳グ

ランフォンド in 吉野）のルートとして猿谷ダムの一部が利用された。 

また流木の無料配布については、平成 25 年以降に毎年行っている。配布量は、年によっ

て 20～135ｍ3 程度、配布人数は 28～139 組程度であり、地域の好評を得ている。 

 

表 7.5.3-1 ダム管理者主催のイベント(流木配付活動) 

年度 開催期間 行事等名 開催場所 主催 参加者 内容等 

H25 6月21日～7月12日 

流木の無料配布 猿谷ダム 
紀の川ダム統合
管理事務 

42人 
・ダムに流れ込む流木(42㎥)を
無料配布。 

H26 
7月1日～7月15日 
(5・6日祝除く) 

28組 
・ダムに流れ込む流木(20 ㎥)を
無料配布。 

H28 
8月29日～9月9日 
(土日含む) 

32組 
・ダムに流れ込む流木(35 ㎥)を
無料配布。 

H29 7月10日～8月31日 121組 
・ダムに流れ込む流木(76 ㎥)を
無料配布。 

・処分費約120万円を削減した。 

H30 7月10日～8月31日 118組 
・ダムに流れ込む流木(60 ㎥)を
無料配布。 

・処分費約100万円を削減した。 

R1 
8月13日～なくなるま
で 

62組 
・ダムに流れ込む流木(100㎥)を
無料配布。 

・処分費約160万円を削減した。 

R2 11月16日～2月26日 139組 
・ダムに流れ込む流木(135㎥)を
無料配布。 

・処分費約220万円を削減した。 

R3 11月 8日～1月31日 131組 
・ダムに流れ込む流木(70 ㎥)を
無料配布。 

・処分費約120万円を削減した。 

(出典：猿谷ダム年次報告書) 
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平成 29 年度 平成 30 年度 

  

令和元年度 令和 2 年度 

 

 

令和 3 年度  

(出典：猿谷ダム年次報告書) 

図 7.5.3-1 流木配付活動 
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7.6  河川水辺の国勢調査（ダム湖利用実態調査）結果 

河川水辺の国勢調査は、「河川水辺の国勢調査」の一環として平成 3 年度から実施され

ているダム湖及び周辺地域における利用状況に係る調査であり、ダム周辺整備計画等の検

討の際の基礎データとして資することを目的に、平成 30 年度に改定されたマニュアル「平

成 31 年度版 河川水辺の国勢調査マニュアル［ダム湖版］（ダム湖利用実態調査編）」に

基づき実施した。 

この項は、令和元年度に実施した河川水辺の国勢調査（ダム湖利用実態調査）の調査結

果を整理した。 

ダム湖利用実態調査のブロック区分施設位置図を図 7.6-1 に示す。 

猿谷ダムのダム湖利用実態では、以下の 9 つのブロックに区分して調査を実施している。 

 

 
※No.2 ダム本体 ダム管理支所・トイレ(休憩所)・駐車場がある。 

※No.3 瀧谷地区 食堂がある。 

※No.5 小代下  前回(H26)にはトイレがあったが、現在はない。 

※No.6 中原地区 売店がある。 

※No.7 阪本地区 吊橋がある。 

図 7.5.3-1 ブロック区分施設位置図 
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7.6.1  利用者カウント調査結果 

(1) 年間利用者（推計値） 

猿谷ダムにおける年間利用者数（河川水辺の国勢調査「ダム湖利用実態調査」推計値）

を図 7.6.1-1 に示す。 

年間利用者数は、至近 15 ヶ年平均値で 17 千人程度であり、直近の令和元年度は、これ

を下回る程度であった。平成 12 年度から 15 年度の減少が顕著であったが、利用者数の減

少要因として、幾つか可能性を挙げるとすると、水源地域における人口減少（少子高齢化

による外出頻度、交流人口の減少）、ダム湖周辺施設の老朽化に伴う魅力の減少等が考え

られる。利用目的は散策が多く、次いで釣りとなっている。 

年間利用者数の全国的な状況をみると、令和元年度調査における猿谷ダムの年間利用者

数は、全国 114 ダム中で第 95 位、近畿地方整備局管内 11 ダム中で 11 位の利用者数となっ

ており、全国ダムの中でも、利用者数が少ない。 

 

 

 

図 7.6.1-1 猿谷ダムにおける年間利用者数（推計値）の経年変化 
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7.6.2  利用者アンケート調査結果 

(1) 利用者年齢層 

利用者アンケート調査における利用者年齢層を図 7.6.2-1 に示す。 

年齢層は 10 代、20 代が少なく 30 代～60 代が多くなっている。令和元年度は、30 代の

割合がやや増加し、40 代の割合がやや減少したが、大きな変化ではなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 

図 7.6.2-1 利用者年齢層 
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(2) 利用者の住居 

利用者アンケート調査における利用者の住居を図 7.6.2-2 に示す。 

利用者の住居は、奈良県、大阪府が多く、次いで和歌山県が多くなっていた。令和元年

度は、大阪府、奈良県の順位、大きな変化ではなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 

図 7.6.2-2 利用者の住居 
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(3) リピート状況 

利用者アンケート調査における利用者のリピート状況を図 7.6.2-3 に示す。 

利用者のリピート状況は、概ね 57%前後である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 

図 7.6.2-3 利用者のリピート状況 
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(4) 利用者満足度 

猿谷ダムにおけるアンケート調査による利用者満足度の経年変化を図 7.6.2-4 に示す。 

「満足している」、「まあ満足している」は増加傾向がみられ、両回答の合計値でみる

と、平成 15 年度の 39％から令和元年度には 59％に増加した。「やや不満である」、「不

満である」の合計値も平成 18 年度以降減少傾向がみられ、平成 18 年度の 12％から平成 26

年度に 7％に、令和元年度は 5％に減少した。 

満足している理由としては、自然が豊かなこと、ダムカードの配布、放流があげられ、

不満な理由としては、道路が狭いとの意見があげられている。利用者数は減少傾向にある

が、満足の比率が増加傾向にあることについて、その理由は明かではないが、リピート率

が 57％程度と高いことから、猿谷ダムの自然等に満足し、繰り返し利用する人の占める割

合が増加していることが考えられる。 

 

 

図 7.6.2-4 利用者満足度の経年変化 
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7.7  まとめ 

7.7.1  今後の対応方針 

＜まとめ＞ 

 猿谷ダム周辺には展望施設、遊歩道、あいあい公園等の様々な施設が設置されてい

るが、老朽化等に伴い、現在は利用できない施設もある。また、近年、ダム周辺のイ

ベント等は実施されていない。 

 流木の配布やダムカードの配布等を通じて、地域とのコミュニケーションの交流や

ダム管理に対する理解の向上に努めている。 

 ダム来訪者へのアンケート結果では、猿谷ダム利用者の半数以上が周辺設備に概ね

満足している等、観光資源としての要素は持ち合わせていると考えられる。 

 

＜今後の方針＞ 

 猿谷ダムの役割や機能、取り組み状況等を一般の方に広く理解していただけるよう、

継続的かつ効果的なＰＲ活動を行っていくとともに、ダム周辺の自然環境や周辺施

設を利用した活動等に参画していく。 
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7.8  文献リスト 

水源地域動態に係る整理のため、以下の資料を収集した。 

 

表 7.8-1 使用資料リスト 

No. 文献・資料名 発行者 発行年月 備考 

7-1 猿谷ダム工事誌 
近畿地方建設局十津川利

水工事々務所 
昭和 36 年   

7-2 
猿谷ダム管理の歩み 

－猿谷ダム 30 年史－ 

国土交通省 紀の川ダム

統合管理事務所 
昭和 63 年 11 月   

7-3 ダム周辺施設観光入込客数 
一般財団法人 

大塔ふる里センター 

平成 17 年 

～令和 2年 

ダム周辺施設

の利用状況 

7-4 ダム周辺施設観光入込客数 十津川村 
平成 24 年 

～令和 2年 

ダム周辺施設

の利用状況 

7-5 平成 24 年度猿谷ダム定期報告書 
国土交通省 

近畿地方整備局 
平成 25 年 3 月   

7-6 河川水辺の国勢調査 
国土交通省河川局河川環

境課 
平成 26 年度 

ダム周辺利用

実態 

7-7 国勢調査 総務省統計局 平成40年～令和2年 人口、世帯数 

7-8 五條市ウェブサイト 五條市     

7-9 
オートキャンプ場とちおウェブサイ

ト 

オートキャンプ場 

とちお 
    

7-10 
円空の里なごみ村キャンプ場ウェブ

サイト 

円空の里なごみ村 

キャンプ場 
    

7-11 吊り橋の里キャンプ場ウェブサイト 吊り橋の里キャンプ場     

7-12 天の川青少年旅行村ウェブサイト 天の川青少年旅行村     

7-13 
紀の川ダム統合管理事務所ウェブサ

イト 

国土交通省近畿地方整備

局 
－   

7-14 
一般財団法人 大塔ふる里センター

ウェブサイト 

一般財団法人 大塔ふる

里センター 
    

7-15 奈良県ウェブサイト 奈良県 － 
奈良県自然公

園等区域図 

7-16 河川水辺の国勢調査 
国土交通省河川局河川環

境課 
令和元年度 

ダム周辺利用

実態 

7-17 猿谷ダム年次報告書 
国土交通省近畿地方整備

局 

平成 24 年～令和

3 年 
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